


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　等間隔に並ぶ生徒達の後頭部。こっくりこっくりと船を漕こぐものもいる。緩かん慢まんに時を刻む黒板横の時と計けい。誰だれかがばさりと教科書を机から落とす音。携帯を弄いじっている生徒。丸めた紙を横の机に回す女子。机の下で漫画本をめくる男子。

　黒板には無数の英文が筆記体で羅ら列れつされている。それを書いているのは、なぜか、これまで英語の授業を担当していた小柄な新任女性教師ではなかった。数回前の授業から教きよう壇だんに立つようになった初老の学年主任だった。しかしその口から語られるのが催眠性を持った呪じゆ文もんであるのは同じ。のんびりとしたチョークのリズム。羽音のように教室内に響ひびく、真ま面じ目めな生徒がめくるノートの音。誰がどれだけ望んでも、時計の針の運行表にはいかなる変化もない──

　大多数の人間にとっては、何の変哲もない普通の風景なのだろう。

　だが、夜や知ち春はる亮あきにとってはそうではない。

　それは、ただそれだけの話だった。

　彼は机の上に頰ほお杖づえをついて、顔を横に向け、開いた窓の外を見ている。

　ぼんやりと、晴れた青空に視し線せんを向けている。

　あるいは、それは、見ている、のではないのかもしれなかった。

　見ていない、という行為なのかもしれなかった。

　彼はそっと溜ため息いきをつく。自分でも意い識しきしてはいないのだろう──この授業が始まってから何度目かの溜め息。それは迷子まいごのように、窓の外に出て、消えていく。

　茫ぼう漠ばくとした視線。意志が感じられない。植物のように、彼はただそうしていた。

　授業が終わるまで、ずっと。

　行くあてのない視線の行き先に、行くあてのない吐息を、吐き出し続けていた──




　体育のドッジボールの授業中。彼女達は顔を見合わせる。ごめん、という言葉すら飲み込んでしまう。

　ぽこん、とその頭にボールを跳ね返らせた銀髪の少女は、しかしぼーっとその場に佇たたずんだままだった。てんてんと転がるボールのほうを見ようともしない。

「あのー、フィアちゃーん？　大丈夫……？」

「ん……？　何が、だ？」

「いや、だから、ボールが……」

「ああ、うん、ボールな。うん。ボールだ。わかっておる。これだろ」

　どこかうわの空な調ちよう子しで言い、彼女はボールをのっそりと拾い上げた。声をかけてきた外野の女子生徒に渡し、

「ほら。もうなくすなよ」

「へ？　いや、あの……」

　また後ろを向いて、コートの中でぼーっとする。外野の女子は困った顔を隣となりの友達に向け、

「どうしよう。顔面セーフ扱いにしろってことなのかな」

「かもね。もっかい投げてみたら？」

「んー。フィアちゃん、いいー？　いくよー？」

「おーう……」

　呻うめき声ごえとあまり区別がつかない、ぼんやりとした返事。後ろを向いているが、フィアが素す晴ばらしい運動神経を持っていることは彼女達も知っていた。意表をついて超反応でボールをキャッチして驚おどろかせるつもりなのかもしれない。

　もう一度、いくよー、と律りち儀ぎに声をかけてから、山なりにボールを投げる。

「……」

　ぽこん。ころ。ころ……

　当たったのが肩だったことを除けば、先程と全く同じだった。

「あーもうフィアちゃん、調子悪いのー？　とりあえずアウトだから外に出て休んでなよー」

「おう……もう、スリーアウトか……チェンジな……」

　などと、依然としてぼーっとしているフィアの背中を渦か奈ながずりずりと押してコートの外にエスコートしていく。

　それを見て、外野の彼女達は肩を竦すくめながらの呆あきれ顔がおで呟つぶやいていた。

「駄だ目めだこりゃ」




　その様よう子すを、ジャージ姿で体育座りしている錐きり霞かは少し離はなれたところから見ていた。

　視し線せんを動かす。男子はトラックを使った長ちよう距きよ離り走そうをしている。その中の一人ひとり──ただ足先の地面を見つめたまま、まったく表情を変えず、何かの刑罰のように機き械かい的てきに足を前後に動かしている男子の姿を見た。

　そっと──自分の胸を、押さえる。

　きっと、そうなのだろう。無関係ということはありえない。

　ならば、つまりはこういうことなのだ。

　今の状況は──自分に、その責任の一端がある。

　自分の行動に、何かしら起因するものである。

　苦しい。辛つらい。心が砕けそうだ。

　だが、それでも。

　なかったことにはできない。

　リセットはできない。

　自分達を取り巻く、この単純にして不可解な状況も。

　答えの未いまだ届かない、自分の全すべてを賭かけた、あの告白も──

　錐きり霞かは体育座りの膝ひざの間に潜もぐり込むように顔を伏せ、それからそっと瞼まぶたを閉じた。

　次に目を開いたときには、全部が上う手まくいくようになっていないだろうか。誰だれかがタイムマシンで世界を塗り替えていてはくれないだろうか。

　そんな、益やく体たいもない祈りを思わず考えてしまうくらいには、これから何をすればいいのかわからなくて。

　だからただ、自分の膝の間に向けて、そのまま呟つぶやくしかなかった。

「馬ば鹿かげて、いる……」




　そのころ、人にん形ぎよう原はら黒くろ絵えは家の縁えん側がわに座って空を見上げていた。あるいは庭の端に立つ巨木を眺めていた。剝むき出だしになった庭の土や、丈たけの不ふ揃ぞろいな雑草や、離はなれの建物の窓を見ていた。

　つまりは、彼女にしては珍しく──何もしていなかった。それが今の彼女の役割だった。

　そのとき、ぴんぽーん、と家の中にチャイムの音が響ひびく。

　黒絵ははっと顔を上げ、短い足を必死に動かして廊下を走り、そして力いっぱい玄関の戸を滑らせた。

「こ……！」

「あ、どもー。お届け物です。ハンコかサインをいただけますか？」

　そこにいたのは、見み慣なれた制服を着た宅配便の男だった。

　黒絵はしばらく動きを止めて、微かすかな非ひ難なんを込めた眼まな差ざしで彼を見上げていた。

「あのー、何か……？」

　やがて──寂しそうに微笑ほほえんで、黒絵は首を横に振る。困惑顔の宅配便業者に、噓うそ偽いつわりない言葉で答えた。

「ううん。ただ……うちらが一番待っちょるお届け物とは、違っちょっただけよ」




　昼休みも終わろうかというころ。

　学校の廊下で、偶然に顔を合わせる二組がある。それはどちらも、女子生徒と、客きやつ観かん的てきな目で見れば不自然にも程がある衣装の少女という組み合わせだった。ただしこの学校においては、その不自然さはもう驚おどろくこともない日常の一部として認知されている。

「あら」

「あっ、白しら穂ほさん……」

「こんちはー」

「あらあら、恐かしこみ恐こみも白まをしますが、こんにちはです～」

　白しら穂ほとメイド姿のサヴェレンティは廊下の窓際に並んで身を寄せ、そこから外に視し線せんを向けていた。通りがかった千ち早はやと巫み女こ服ふくの伍い鈴すずもその視線の先を追う。

　窓の外の渡り廊下には、教科書などを抱えて移動する一団の姿があった。次の授業は選択科目なので、特別教室で行われるのだ。白穂は彼らとは選択が違うのでここにいるのだが。

　その、窓から見える一団の中に──見覚えのある顔が、何人かいた。

　心ここにあらずといった表情の、何人かがいた。

「白穂さん。事情、聞きました？」

「なんとなくはね」

「ボクも。心配だねぇ……何で、こんなことになっちゃったんだろ」

「恐こみ恐こみも白しますが、同感です～」

　そこで白穂がふんと鼻から息を吐き出しつつ腕組みをする。

「私は別に心配なんてしてないけど。あいつらがどうなろうと関係ないし」

「まったくもー、白穂はー。春はる亮あきくん達があんな調ちよう子しだと、ボク達の気分だってなんだかシューンってなっちゃうよ。なんとか早く元気になってもらいたいね」

「こうすれば元気になる、という方策はわかっているのですけれどね～」

　そのとき、窓から外を眺める四人の間に、さらに長身の影かげが加わった。生徒ではなく、さりとてサヴェレンティや伍鈴のように場違いな服装をしているわけでもない。ただスコップを肩に担いでいるだけだった。

「問題は、わかっていても実際に実行はできない、ということだな」

「わっ、潰かい道どう先生」

　いつのまにか横に立っていたスコップ教師に、サヴェレンティがぴょんと飛び跳ねて驚おどろきを表現。潰道はちらりと視線を動かし、

「状況はおそらく難むずかしい。だからこそ、強がるべきではないと思う。そんな態度では、本当に友人を助けたいときに助けることはできないぞ。二年一組出席番号女子六番・桜さくら参まいり白穂」

「べ、別に……私は……」

　そこで眼がん下かの一団の姿が渡り廊下から校舎の中に消え、それとほぼ時を同じくして、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り始めた。助かった、とばかりに白穂はほっと息を吐いて、

「授業に行かなくちゃ。サヴェレンティもお仕事頑張ってね」

「はーい！　白穂も居眠りとかしちゃ駄だ目めだよ！」

「うむ。遅れないよう、急ぎ教室へ向かえ。一年四組出席番号女子十五番・早はや川かわ千早もだ」

「は、はあ……」

　なんであたしの出席番号まで知ってるんだろ、と小さく呟つぶやきながら、白穂達と別れ、千早も窓の前から離はなれようとする──が、最後にもう一度、千早は振り向くようにして彼らの消えた校舎の入り口を見やった。

　最も目を惹ひいていたのは、やはり、銀ぎん色いろの髪。その残ざん滓しが渡り廊下にまだ残っているような気がする。

　その宝石のような残滓を追いかけて、どたばたと駆け回る──背の高い誰だれかの幻げん影えい。人ひと気けのない渡り廊下に、それを見る。胸を締しめつけられるような思いで、見る。

「ひょっとして、まだ、ケリがついてないってことなのかしらね……ほんと、馬ば鹿かじゃないの……」

　唇を軽く嚙かんで、首を戻して、自分の教室に帰ろうと一歩を踏み出す。と、ぽふん、と何か柔らかいものに顔面が埋まった。そして頭の上に手の感触が生まれた。

「何してんのよ、伍い鈴すず」

「恐かしこみ恐こみも白まをしますが、千ち早はや様のお顔を胸に挟んで、頭をナデナデさせてもらっております～。なぜかと言いますと、千早様がこうしてほしそうだったからで──」

「この、愚ぐ図ず。痛く、するわよ……」

　けれど、それは言葉だけで。

　千早は何もしなかった。何かを擦こすりつけるように、思い出してしまった何かを堪こらえるように、伍鈴の胸の間で頭を小さく動かしただけ。

　だから伍鈴は、チャイムの鳴った廊下に人気がないのをさりげなく確かく認にんしてから、優やさしく微笑ほほえんで言った。

「はい。では、痛くされるまで、しばらくこうしておきますね」




　そんな一日も、もうすぐ終わろうとしている。

　本日最後の授業。やはり窓の外にぼんやりと視し線せんを向けていた春はる亮あきは、何がきっかけになったというわけでもなく、久しぶりに教室の中に目を向けた。

　視線が留とまるのは、一つの机。

　空いた机。誰も座っていない机。主のいない机。

　何の変哲もない授業風景の中に存在する、やはり何の変哲もないその光景が──しかし、だからこそ、ぞっとするような現実感を春亮の脳のう髄ずいに植えつけてくるのだった。これが現実だと無慈悲に笑いかけてくるのだった。

　ああ、と実感する。

　何度目かの。何十度目かの。何百度目かの。したくもない、実感。

　噓うそだと否定し続けても、そのたびに現実感を押しつけられる、つまりはただの現実。




　──このはが、いなくなった。
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　修学旅行を終えて帰ってきたあの日──

　このはが突然その姿を消したあの日から、数日が過ぎていた。

　学校を休んで日夜周囲を捜し回っても見つからず。他ほかにもできることは全すべてやろうとしたものの、あまりに情報が少なく、打つ手はすぐになくなってしまう。ふらりと学校には来たりするかも、と根拠のない一いち縷るの望みにかけて今日きようは登校してみたが、そこにあったのは当然のように空っぽの机だけ。級友達にはとりあえず「今まではみんなで風か邪ぜを引いていた。このははまだ治りきっていないので休んでいる」と説明しておくしかなかった。

　箸はしの進まない食事を終えて、夜、いつもの居間──

　今日は錐きり霞かを迎えて、ひとまずもう一度話し合おうということになっていた。

　その錐霞はさっきから、何かに迷っているかのように視し線せんを天てん井じように彷徨さまよわせている。フィアは無言で煎せん餅べいを嚙かみ砕いている。黒くろ絵えはぼんやりと湯のみのお茶を啜すすっている。

　春はる亮あきはじっと、眼がん前ぜんのテーブルに置いたあるものを見つめていた。

　唯一の手掛かり。

　いなくなったこのはを手当たり次第に捜し回って、家の裏の林に足を踏み入れたときに見つけた──このはの眼鏡を。

　これがここにあるということは、何を意味している？

「おせんべは、美う味まいな……こんなときでも……」

　一際大きく煎餅を嚙み砕いたフィアが、よし、とその咀そ嚼しやく動作を呼び水にして一つ大きく頷うなずいた。ぼんやりしていた顔を引ひき締しめ、無む理り矢や理りに活力を呼び戻した様よう子すで、

「さて、だ！　黙だまっておっても始まらん。もう一度、状況を再さい確かく認にんしてみようではないか」

「うん、情報を整せい理りするのは大事よね」

　止まっていた居間に動きが生まれたことに、どこかほっとした様子で、黒くろ絵え。

「買い物に出かけたっきり、ウシチチがいなくなった。帰ってきておらん。学校にも行っておらん。電話などの連絡もまったくなし、と──奴やつと最後に会ったのは？」

「……俺おれ達だな」

「私達、だ……それで、だな。その、フィアくん、黒絵くん」

　春亮の言葉を訂正するように、錐霞が口を開いた。膝ひざの上に置いた手で、自分の制服のスカートの裾すそをぎゅっと握り締めている。

「今まで言う機き会かいを摑つかめなかったのだが、やはり、私には、言っておくことが……このはくんがいなくなったときの状況のこと、なんだが……」

　ああ、さっきから様よう子すがおかしかったのはそのせいか、と春はる亮あきは気付く。きっと彼女は、ずっと気に病んでいたのだろう。悩んでいたのだろう。それを今日きよう、自らの口からフィア達に語る覚悟をしてここに来たのだ。

　自分は──彼女との間にあるあの問題を、ただ、考えないようにしていただけだったのに。脳がパンクしてしまいそうだから、頭の奥に隠していただけだったのに。情けない自己保身。恰かつ好こう悪わるい見て見ぬふり。

　そしてまた、春亮はその彼女の様子を引き金に、自分が自分で思っている以上に心の余裕を失っていたことを思い知った。本当なら、もっと前に錐きり霞かが悩んでいることに気付くべきだった。自分が考えないようにしていても、彼女もそうだとは限らない。いかに人のことに目を向ける余裕がなかったのか、という話だ。

　ふ、と春亮は息を吐いた。それは行き場のない嘆息ではなく、フィアが煎せん餅べいを嚙かみ砕いたのと同じ、気を取り直して前に進むための合図のようなものにすぎなかった。

　そして、気に病む必要のないところで苦悩しすぎている彼女の誤解を解くべく、

「違うよ、いんちょーさん。あのときのことは関係ないんだ」

「……え？」

「俺おれにはわかる。俺達と別れたあと、何かがあったんだ。このはにも予想してなかった何かが。それまでの状況はあんまり関係ないと思う。そうでなきゃ──この眼鏡めがねが、裏の林なんかに落ちてるはずがないよ」

　意い識しきして、強く断定する口く調ちようで言う。根拠は薄はく弱じやくかもしれないが、間違いないという確かく信しんがあった。これは、このはの単なる家出なんかではない。何かが、彼女の身に何かが起こったのだ。避けようとしても避けられなかった何か。

「そう、なの、か？　でも……」

　錐霞はなおももごもごとしていたが、フィアは頷うなずいて、

「ふむ。それはつまり、その眼鏡の落ちていた裏の林で何か事件が起こり、ウシチチはそれに巻き込まれた、ということだな？」

「ああ、そうだ」

「うーん、警けい察さつ二に十じゆう四よ時じみたいな展開になってきたねえ……で、実際に何が起こったんじゃろ。何かヒントが欲しいね」

「てれびでは、隣りん人じんを殺してカネを奪った男が急に羽振りがよくなったことで警察にバレておったな。誰だれかが何かの目的でウシチチをどうにかしたのなら、その結果が既に表に現れておるかもしれんぞ。身の回りで何か変わったこととか起きておらんか？」

　春亮は考えを巡らせる。変わったこと。変化。何かないか。ある。

「関係があるのかどうかはわかんないけど──鷺さぎ咲さき先生、突然学校に来なくなったよな」

「うむ。一回二回の休みかと思いきや、どうやら今後も英語の担当教師はあのスギムラとやらがやるらしい。サギサキは仕事を辞やめたのであろうか」

「怪しいと言えば怪しいけど、どうなんかねえ」

「あと、これは泰たい造ぞうに聞いて確たしかめたんだけど」

　教室の風景を思い出しながら、春はる亮あきは続ける。目立つ存在なので、特に意い識しきしなくてもその不在はわかっていた。

「ン・イゾイーが学校休んでるのは一昨日おとといからだってさ」

「研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくが何か動いておるのかもな。奴やつらが原因か、それとも他ほかの原因があって、それを奴らが探っておるのかは定かではないが」

「大穴は単なる風か邪ぜっ引ぴきという説。一応、可能性としてね」

　どうなのだろう。ン・イゾイーは今回の件とは何か関係があるのだろうか。わからない。鷺咲先生はどうだ。わからない。他に何か変化は起こっていないのか。わからない。何が起こっているのか。どこまでを疑えばいいのか。これからどうすればいいのか……

　答えの出ない時間が過ぎていく。そのうちに、春亮は急きゆう須すの茶が空になってしまっていることに気付いた。

「お茶、淹いれ直してくるよ」

　フィア達に言ってから、気分転換がてら台所に向かう。水を入れたやかんを火にかけて、しばし待つ。お茶受けに何かおやつでも作ろうか、とぼんやり考えていたとき、

「何か……手て伝つだっても、いいか？」

「あ、いんちょーさん。うん、勿もち論ろん」

　錐きり霞かも台所にやってきた。少しどきりとしたが、自然に答えることができたと思う。どこか気後れするように、身体からだの半分だけを台所の入り口に覗のぞかせて微妙にもじもじしていた錐霞は、こちらの返答にほっと安あん堵どしたような笑えみを浮かべていた。

　二人ふたり、並んで、お茶とおやつの用意をする。そんなことは何度もあった。予備のエプロンを手渡すのだっていつも通りだ。なのに、どうして、緊きん張ちようしているのだろう。指先が少し触れただけでどきどきしているのだろう。

　何か、言わなくてはならないことがあるのはわかっていた。今まで保留していたもの。とても大事な、本当に大事な、考えて考えて考えたうえで答えを出さなくてはならない、何か。

　春亮はごくりと唾つばを飲み込んだ。それについて話をしようとするなら、その機き会かいはフィアと黒くろ絵えがいない今しかない。

「あの、さ……」

「いいんだ」

　錐霞は静かに、優やさしさすら感じる口く調ちようでそう言った。こちらの気け配はいで話題を察したのだろう。少なくとも、それにすぐ反応できるくらいには、彼女のほうも意い識しきしていたのだと思える。

　予想外の素す早ばやい返答とその内容に、春はる亮あきは少し困惑した。

「え、その。いいって……？」

　隣となりに立つ錐きり霞かは、シンクに顔を向けたまま、

「いいんだ。今は、お前には、他ほかに考えるべきことがある──だが、忘れてほしくはない。なかったことにしてほしくはないし、私も、するつもりはない。このはくんが戻ってきて、何も問題がなくなったら……お前の返事は、ちゃんと、聞かせてもらう。私に言えるのは、それだけだ」

　後半になるにつれて、その声はか細く、囁ささやくようなものになっていった。だが確たしかにそれは彼女の口から放たれた、彼女自身の言葉に間違いなかった。巧妙に隠された、その声の中に含まれていた震ふるえと怯おびえと緊きん張ちようが、それを証明していた。

「……悪い」

「何に対する謝あやまりだ、それは。馬ば鹿かげている」

「いや、まあ、その、さ」

　自分でもよくわからなかった。きっと謝しや罪ざいの意味はいろいろある。それを一つ一つ言葉にできない。そもそも謝罪していいものかどうかもわからない。本当に、自分は、駄だ目めだ。

「なんていうか、とりあえず、いつも通りでいい……のかな」

「いい。さっき言ったことを忘れなければな」

「わ、忘れない、けどさ。うん、とにかく──いつも通り、いつも通りな。よし」

　呪じゆ文もんのようにいつも通りいつも通りと呟つぶやいていると、錐霞がふと聞いてきた。やはり前を向いたまま。

「……難むずかしいか？」

「いや、まあ。いきなりだったからっていうか、ホントに本気でそうなのかとか、まだ消化しきれてない部分もあって、実感のない段階だったせいで、逆にこう、いきなりいつも通りに戻るってのも難しい、みたいな感じで──はは、何言ってんだろな、俺おれ……」

　苦笑いでそんなことを言った瞬しゆん間かんだった。

　錐霞が静かに身を回し、ずっとシンクに向けていた自分の身体からだをこちらに正対させてきた。真正面から、この顔を見上げてくる。

　すぐ近くで揺れるポニーテール。制服にエプロン。僅わずかに赤らんだ頰ほお。

　彼女は、真剣な気け配はいで、春亮を真しん摯しに見つめたまま。

「私が本気である証拠が……もしも、まだ、必要ならば」

　けれど、僅かな羞しゆう恥ちと覚悟を含んだ目で。

　意図的にだろう、小さく顎あごを上向かせて──言った。

「今すぐにでも、あげられるぞ……？」
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　春はる亮あきの視し線せんは、どういうわけか、彼女の顔の一部分に引き寄せられていた。彼女の顎あごの動きのせいで、不ふ思し議ぎに注視せざるをえなくなった部分に。自身の存在感を主張するようにゆっくりと動いてその言葉を発していた、錐きり霞かのピンク色の唇に──

　ごくり、と春亮の喉のどが勝手に動いて唾つばを飲み込む。錐霞が言わんとしていることを言外に読み取ってしまって、不覚にもそれを想像してしまって、飲み込む。

　そんなとき。

「おーい春亮、茶はまだかー!?　おせんべのお代わりも忘れるなよー！」

「うおおおっ!?　そ、そうだ、お茶淹いれなくちゃなお茶！　ええと、その、わかってるから、うん、いんちょーさんが本気で言ってくれてるってことは。だから、うん、とりあえずいつも通りで、やるよ……」

　居間からの声がはっと現実に引き戻してくれる。いつのまにか止まっていた手を再始動させながら言うと、錐霞はごく自然な様よう子すで顔を戻して、

「そうか」

　とだけ言った。

　そうしてまた、彼女もシンクに向かっての作業を再開させる。最初と同じ状態。

　けれど、春亮はなんとなく気付いていた。

　自分と彼女の肩の間の距きよ離りが、今までとは変わっていることに。

　それが、近くなったのか、遠くなったのかはわからなかったが──ただ、変わった、ということだけを感じたのだった。

　そして、その距きよ離りは、自分にとってけっして不快なものではなく。

　だから、今は、これでいいのだと思っておくことにした。




　──多た分ぶん、きっと、卑ひ怯きようなことに。
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　そうしてお茶を淹いれ直し、居間に戻ったときのことだった。

　実のところ、そういうこともあるだろう、と頭のどこかで春はる亮あきは思っていた。だからそれほどの驚おどろきはなかった。

　台所側から襖ふすまを開けて居間に入ったのと同時──フィア達がはっと腰を浮かせた。見ているのは春亮のほうではなく、位置的にはその真逆、庭に続く縁えん側がわのほうだった。

　暗い庭、縁側のすぐ傍そばに立つ影かげが、二つ。

　一つは褐かつ色しよく肌はだで灰はい色いろ髪がみの影。もう一つは背が低く、顔に包帯を巻いた影。そして二人ふたりともが白衣を身に纏まとっている。

「我が驚きよう愕がく・道に迷って辿たどり着いたのは貴方あなた達の家でしたかという奇遇」

「ん。久し。ぶり……」

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな建前をン・イゾイーが真顔で告げ、その隣となりで、アマンダ・カーロット──かつてはマミーメーカーと呼ばれていた少女がぺこりと頭を下げる。何かを恥ずかしがっているのか、微妙にン・イゾイーの陰に隠れるような形になっていた。

　浮かせていた腰をゆっくりと下ろし、フィアは握っていたルービックキューブをテーブルの上に置いた。しかし手は離はなさず、庭の二人に何かを伝えるように、見せつけるように、その立方体を掌てのひらの下で保持し続ける。じっと二人を見つめて、言った。

「お前達が関与しておるのかどうかはわからんが、今、何が起こっているのかぐらいは知っておるのだろう。聞かせてもらうぞ」

「フィアくん。いつも言っているが、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくは味方ではない。修学旅行の事件だって、結局は研究室長国の策略だった。あまり信用しないほうがいい──と、主張したいところだが。やれやれだ、今は情報が少なすぎる。黙だまって立ち去れと言える状況でもない、か……」

　嘆息しながら言う錐きり霞か。ン・イゾイーは真顔で頷うなずいて灰色髪を縦たてに揺らしていた。

「彼女の言う通りです。我々は味方ではないので、特に喋しやべることなどないという主張を主張します」

「なにぃ!?　ならば何をしに来たのだ、呪のろうぞ！」

「ただし──我が補足・現状、我々は道に迷って偶然ここに辿たどり着いてしまったために多少疲ひ弊へいしているという状況説明。美お味いしいお茶と丸い食べ物の前では、うっかり現在調ちよう査さ中ちゆうの未知について口が滑ることもあるかもしれません」

　また何やら遠回しな建前だが、きっと彼女達にも立場上いろいろあるのだろう。

　春はる亮あきは苦笑いして、アマンダにちらりと視し線せんを向けて言った。

「お前も、この面めん倒どう臭くさい先せん輩ぱいと同じ意見なのか？」

「……うん。そう。まったり。すると。口が滑る。かも……」

「はは、わかったよ。了解だ」

　口では笑っていたが、心の中ではぐるぐると不安と期待が渦巻き始めていた。

　こいつらは、きっと、知っているのだ。

　このはがどうなったのか。

　このはが今、どこでどうしているのか。

　それを知ることができるというのなら──勿もち論ろん、湯のみをもう二つ余分に用意することくらい、本当に造作もないことだった。
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　鋭するどくて、野性的で、威圧的で──もし視線に切れ味があったとしたら、それに触っただけで、見られてしまっただけで、すっぱりと切られてしまいそうな。

　そんな目をしたひとだった。

　自分は、廊下の陰からそれを覗のぞいていたのだと思う。彼女が、この自分の父親に連れられて、玄関を潜くぐったところを。

　そのとき、彼女はあからさまに不ふ機き嫌げんな表情をしていた。ただでさえ目つきの悪い顔をさらに嫌いやそうに顰しかめて、整ととのった眉まゆを寄せて、無ぶ遠えん慮りよな視線で玄関を見回していた。

「ふん……つまらぬ屋や敷しきじゃの。妾わらわを迎えるにしては手狭に過ぎるぞ、崩ほ夏なつ」

「昔の大名屋敷とかと比べるのは勘弁しろよな。今はこれでもかなり大きいほうなんだぞ」

　答えたのは父親だ。その姿は──よく覚えていない。

　彼女の姿ばかりを、じっと見ていたからだと思う。

　肩を越えるくらいの髪を、自由気ままに流していた。気品すら感じる綺き麗れいな顔立ちなのに、そこには肉食動物の野性味が同居している。口元には尖とがった犬歯のようなものがちらりと見え──そうだ、野犬のようだ、とそのとき自分は思ったのだ。無造作な毛並みをしていて、しかし誇り高く、とても強く、下へ手たに手を出すとすぐさま取って喰われてしまいそうな。

　彼女は素足に下げ駄たのようなものを履はいていて、そして和服を適当に身に着けていた。豪放に巻かれた帯。細かいことは気にしないとばかりに、裾すその合わせ目からは白い太ふと股ももが大きく覗いている。肩もほとんどはだけていて、上半身は本当にどこか一部分で引っ掛かっているだけで、

「ま、ここに来る途中に見た、あの犬小屋のような屋や敷しきの数々よりは幾分マシか」

　と、彼女はつまらなさそうに言いながら襟えり元もとを引っ張り、ぱたぱたと手うちわでそこに風を送り込む。見ていた自分のほうが恥ずかしくなった。

　率直に──すごく、おっぱいの大きなひとだな、とは思ってしまったけれど。

「あー、おい。一応言っとくが、子供がいるからな。教育上、気をつけてくれよ」

「あん？　さっきから覗のぞいておるそれのことかえ」

　ふと、その野性的な瞳ひとみと目が合った。どうやらずっと前からこっちのことには気付いていたらしい。思わずびくりと身を退ひいてしまったが、彼女はふんと鼻を鳴らし、

「何が教育じゃ。妾わらわはな、崩ほ夏なつよ、貴様があまりにしつこく言うから仕方なく来てやっただけじゃぞ。貴様に何を命令される謂いわれもないし、妾が何の気を遣つかう必要もない──教育というなら、は、なんなら逆に妾がこの小僧の筆下ろしでもしてやろうかえ？　若わか筍たけのこも、たまに風味を味わう程度ならそれなりに楽しめる故な」

「勘弁しろよ。春はる亮あきはまだ九歳だ」

　呆あきれたように言いつつ、父親が三た和た土きから家の中に上がってきた。通り過ぎざま、こちらの頭の上にぽんと手を置いて、

「後で紹介するから、二人ふたりで居間に行ってろな。俺おれは茶を淹いれてくる」

「う、うん」

　父親が台所に行って、ふと振り向くと、背後の廊下にはいつのまにか下げ駄たを脱いだ彼女が立っていた。挨あい拶さつの一つでもしておくべきか、と思いはしたものの、緊きん張ちようと気恥かしさで口が動かない。タイミングを完全に逃してしまった。そのまま無言で見つめ合ってしまう。

　その無言の中、「二人で居間に行ってろ」という父親の言葉をふと思い出した。意味を遅れて悟り、慌てて踵きびすを返す。居間の襖ふすまを開けて中に入ると、彼女の足音がゆっくりと追ってきた。

　彼女が来る前に、部へ屋やの隅に置かれていた来客用の座布団を摑つかみ、テーブルの横に追加する。丁ちよう度どそのタイミングで彼女が居間に入ってきた。じろりと居間を見渡し──

「……」

　彼女はたった今自分が出した座布団ではなく、元々置いてあった上かみ座ざの座布団にどっかとあぐらを搔かいて座り込んだ。そこは父親の席だったが、まあ、別にいいかと思った。

　なんというか、風格的に、そこには父親よりも彼女が座って当然というような気が既にしていたからだ。




　お盆を持った父親が居間に帰ってきた。定位置にちょこんと座って待っていた自分は、ほっと息を吐く。やはりタイミングは摑めず、ずっと無言のままだったのだ。

　不満げな気け配はいでテーブルに頰ほお杖づえをつき、やぶ睨にらみの表情を虚こ空くうに向けていた彼女が、

「おい、上等な酒でも持ってきたのであろうな」

　父親は自分の席がごく自然に奪われていることに気付いてヒクリと頰ほおを震ふるわせたが、オトナの余裕でスルー。空いていた座布団に座った。

「残念ながら切らしてる。茶しかないから茶を飲め」

「要いらぬ」

「飲めって。いい茶飲ませるって言っただろ？」

　と、父親はいささか強引に湯のみを彼女の手元に押しつける。うるさそうに彼女がそれを手の甲で押おし退のける。

「要らぬというに。今は酒の気分じゃ」

「高い茶葉使ってるんだっての。飲まないと勿もつ体たいねぇだろ」

「知ったことか」

「いいから飲めって」

　ぐいぐい、ぐいぐい。湯のみの押しつけ合い。

「ちっ……ええい！」

　ついに彼女が苛いら立だった様よう子すで大きく舌打ちし、平手打ちのような動作で父親の手から湯のみをひったくった。よくあれでお茶が零こぼれないものだと不ふ思し議ぎに思う。

　乱らん暴ぼうに湯のみに口をつける彼女の様子を見、勝った！　とばかりに父親はフフンと唇を曲げていた。勝利のニヤニヤ笑いでこちらを向いて、

「さて、そろそろお前にも説明しておくか。自己紹介タイムってやつだ。こいつはだな──」

　と言いかけたときだった。彼女は湯のみから口を離はなし、たいへん立腹した様子で眉まゆを寄せ、

「ふん──まずいッ！」

　そして何の躊ちゆう躇ちよもなく、オーバースローで父親に向けてその湯のみを投げつけた。

「ぐわっちゃあああああ!?」

　熱あついお茶をひっかぶり、ごろんごろん、と大おお袈げ裟さに居間の床を転がる父親。彼女はまた鼻を鳴らし、つまらない余よ興きようを見るような目でその様子を眺めていた。

「ほっ、ほっ、おほふー!?　高かったのにィィ!?」

「む。この状況でまだ茶葉の値を気に掛けるか。お前、なかなか大物なのやもしれぬな……今、初めてそう思うたわ」

　平静にそんなことを言う彼女のことが、正直、とても恐ろしく思えた。

　けれど。けれど、だ。

　あんな所業で父親をユカイに転げ回らせていても、彼女の目にあるのは、どこか退屈したような光で。あらゆるものに飽いているかのような光で。

　それが、どうしてか、気になって。

　何でもいいから話をしてみたいな、と思ったのだった。

　さっき、父親は自己紹介タイムとか言っていた。だったらそれをやってみよう。

「あの」

「ん？」

「おれ、夜や知ち、春はる亮あき……って、いうんだ。です」

　勇気を出して話しかけてみる。緊きん張ちようしていたせいでおかしな台詞せりふになってしまった。

　彼女は僅わずかに驚おどろいたように、片目だけを微妙に細めてこちらを見た。そして、肉食動物のようなその口元をにやりと曲げ、

「ふ──童わらべの礼れい儀ぎなど、口くち煩うるさく言うつもりはないぞえ。畏かしこまった口く調ちようなぞ要いらぬ。ぬしが崩ほ夏なつの息子むすこじゃな？」

　迷ったが、彼女の言葉に甘えることにした。普通の言葉で、

「うん。そうだよ」

「妾わらわのことが、怖くはないのかえ？　正直に言うてよいぞ」

「……うん。ちょっとは、怖い、けど──」

「けど？」

　何と言えばいいのか。口ごもった自分を、頰ほお杖づえをついた彼女が何か面おも白しろがるように眺めている。しばらく迷って、結局、

「──でも、ぜんぶは、怖くない」

「は。なんじゃそれは」

　何かもっと深い答えが返ってくると思っていたのだろう。彼女は拍子抜けした様よう子すで唇を曲げた。だが、どうやら不ふ機き嫌げんになったわけではないらしい。

「ま、妾の前で小便を漏らさぬだけ、肝の座った小僧ではあるな。退屈しのぎの相手にはなろうか。さて、暇ひま潰つぶしに何をするかじゃが……暇潰し、暇潰し……ふむ」

　彼女の目が、何かを思い出したように、悪戯いたずらっぽく歪ゆがんで。

　その唇の上に、ちろりとピンクの舌が見えて。

「小僧。一つ聞くが──皮は剝けておるのかえ？」

「へ？」

　何を聞かれているのかわからず、きょとんとした返事をしてしまう。しかしその瞬しゆん間かん、居間を転がっていた父親がガバリと立ち上がり、

「ま、待て、待て待て待て！　お前にはまだ早い、お父とうさんは許さないぞ！　おおっ、いつか機き会かいがあれば言いたい伝説の一言だと思ってたがなんか予想外のタイミングで言う羽目になったなこの台詞！」

「やかましい」

　彼女はテーブルに残っていた父親のぶんの湯のみを摑つかみ、ぺいと投とう擲てきした。飛び散る茶。再度ごろごろと床を転がり始める父親。

「あつーいッ!?　まだ一口も飲んでないのに！」

「また変な心配をしおるな……ま、浴びるほど飲む、と言うではないか。堪たん能のうせよ」

　そのときはさすがに、彼女の頰ほおも小さく緩ゆるんでいた。

　しかし、身に纏まとった気け配はいはそのままなのだった。野性的ではあるけれど、どこか退屈したような雰囲気を漂わせた瞳ひとみ。遥はるか彼方かなたにある別の何かを遠く見つめているような視し線せん。

　心の中でならば、認めることができる。

　さっき言い損ねた言葉を、思い浮かべることができる。

　剣けん吞のんな態度と雰囲気を持っている彼女は、確たしかに、怖い。でも、それだけではないのだった。

　最初に見たときも、特に理由なく、思ってしまったのだった。

　怖そうなひとだ。

　でも、それと同じくらいには──寂しそうにしているひとだな、と。

　だから、聞かなくてはならないことを、思い出した。

「あの。おれは言ったけど、まだ、聞いてないよ？」

「ん？」

「だから……名前」

　おお、と彼女はやや虚を衝つかれたように、頰ほお杖づえをついたまま軽く背筋を伸ばした。そして、何かを考えるような間が僅わずかにあってから、

「妾わらわの銘なは、村むら正まさという」

　真正面から、彼女はこちらを見つめていた。そこで、彼女の口元に浮かんでいた薄うす笑わらいが変質を始める。ゆっくりと、じっくりと、こちらに見せつけるかのように、その唇の曲がり具合が大きくなっていく。恐ろしい犬歯の光が覗のぞく。獲え物ものを前にした獣けもののような眼がん光こう。

　それから彼女は、まるで、こちらに言い聞かせるように。

　その言葉の意味を、誤解なく確かく実じつに伝えようとしているかのように。

　必要以上に、低く鈍どん重じゆうな語ご調ちようで、続けた。

「貴様ほどの年頃の小僧を殺した数は、優に百は超えておろうな」

　その邪悪な表情は、とても怖かったけれど。

　しかし、やっぱり、同じだった。その奥にあるものの存在が、もう自分にはわかっていた。

　だから自分はこう答えた気がする。

「ふーん」
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　──夢を、見ていたようだった。とても懐なつかしい夢を。

　ゆっくりと、春はる亮あきは布団から上半身を起こした。朝がまだ来ていない、暗い自室。けれどもまったくの暗黒というわけではなく、窓の外からは月明かりが薄うすく射さし込んでいる。

　枕まくら元もとに、その温度のない蒼あおい光を密ひそやかに反射しているものがあった。丸い、眼鏡めがね。

（このは……）

　ぼんやりとその眼鏡を見下ろしつつ、春はる亮あきは思い出す。ン・イゾイー達から聞いた説明を。

　簡かん単たんに言えば──このはは、ニルシャーキという竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズのメンバーのところに捕ほ縛ばくされているのだという。

　それは、新歓祭の騒そう動どうのときにも名前が出ていた、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの第二位である。修学旅行で出会った、呪のろわれた日に本ほん刀とう・長なが曽そ祢ね虎こ徹てつの所有者である。

　その二つの出来事は、今回の事件にも無関係ではなかったらしい。新歓祭のときに騎き士し領りようが持っていた道具が竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズに奪われ、それがこのはに使われた。それを使用するために──使用に伴う反作用としての呪いを軽減するために、修学旅行のときに虎徹と奪い合った免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが必要だった、と。その話を聞いたとき、フィアは「結局、お前達の腐れボスがあれを持ち逃げしたせいではないか」と研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくに対する苛いら立だちを再さい燃ねんさせていた。

　その、このはに使われた道具の効力とは何か。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがどうしても必要なほどの力とは。

　そして、なぜ、あの強いこのはが逃げ出してこれないのか──

　その答えは、繫つながっている。たった一つの、信じられない答え。

（記き憶おくを……失ってる、か……）

　なんてことはない。なんてことはないさ、と春亮は自分自身に言い聞かせた。ン・イゾイー達に話を聞いてから寝るまでの間に、何度も何度もそうしていたように。漫画みたいな話だが、自分だって記憶喪失的なものになったことはある。それが今度はこのはに起こっただけのことだ。だから大丈夫。なんてことはない──

　けれど、いつのまにか、布団の上で拳こぶしを握っていた。月明かりを無言で受け止める二枚の硝子ガラスから視し線せんを外し、顔を上げる。眠気などとうの昔になくなっていた。

　ン・イゾイーに教えられて、ニルシャーキが現在潜せん伏ぷくしている場所はわかっている。

　ならば、やることは一つしかない。

　春亮は窓の外、このはも見ているのかもしれない蒼い月を見上げて、思う。

　その超然とした月に誓うように、決意する。

　自分達は、明日あした、このはを救いに行く。

　そして、絶対に──彼女を、この家に取り戻すのだ。




　同時刻、フィアも布団に入ったまま、自室の天てん井じようを見上げて考えている。

（記憶を失っておるだと？　ウシチチめ……油断しおって）

　しかし、まあ、たいしたことはないだろう、と思う。春亮が教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビスに何やかやされて記き憶おくを失ったときも、テキトーに奴やつをブチ壊こわしたらあっさり記憶は戻った。今回も同じようなことだろう。そうだ、そうに決まっている。だが──

　だが、何だというのだ？

　自分の胸中にもぞもぞした複雑な感情があるのを自覚し、フィアは顔を顰しかめてごろりと寝返りを打つ。心配している？　馬ば鹿かな。どうして自分があのウシチチ女のことを心配しなくてはならないのか。別に、いなくなっていても全然自分的には問題ない。この三日間、確たしかに春はる亮あきや錐きり霞かの様よう子すはおかしかったが──自分はもう完全に完かん璧ぺきに、家でも学校でも何の精神的動揺も見せないまま過ごしていたと断言できる。いつも通りのパーフェクトウーマンだった。

　そう、目障りなウシチチなど戻ってこなくても一向に構わないのだ。助けに行くのだって、春亮達は朝になるのを待たずに今すぐ助けに行きたそうにしていたが、正気かと思った。体力的・心構え的な問題もあるし、敵のテリトリーに踏み込む以上、夜よ闇やみは敵の有利にしか働かない。すぐに奴らが場所を移す気け配はいはない、とン・イゾイー達も言ったこともあり、結局は朝になるのを待って動くことになったのだが。

　自分にとっては、明日あしたのことだってそれほど乗り気なわけではない。なんというか、敵に拿だ捕ほされてしまった間抜けなあいつの姿を見に行くのがメインで、それをダシにして後々笑い物にしたりからかったりするために必要だからまあ助けてやらんでもない、恩も売れるし、私に助けられたとなれば奴も屈辱的だろうしな、という程度のことなのである。

（それにしても、だ）

　ふと思考を巻き戻らせる。さっきその名を思い浮かべた、ン・イゾイー達のことが気になっていた。情報を伝えに来たという。勿もち論ろん、もう騙だまされてなるものかという猜さい疑ぎ心しんを持って話は聞いたが、その態度を見る限り、噓うそをついている様よう子すはなさそうだった。

　今までは伝えられた情報を整せい理りするだけで頭の中が手いっぱいだった。こうして落ち着いて考えれば謎なぞだらけだ。これまで事態の裏側で事象を操そう作さしていた研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくが、なぜ情報を伝えに来る。道に迷って口が滑った、という体ていでの情報提供だった意味。彼女達の上司、たとえば闇やみ曲まがり拍ぱく明あきはそれを知っているのか。知っていたらどう思っているのか。二人ふたりは特に協力を申し出るということもなく帰っていった。二人の目的は何なのか。

　考えれば考えるほど、わからなくなる。

　ン・イゾイー達は本当に、敵なのか、味方なのか──？

（ううむ……）

　しばらくごろりごろりと布団の中で転がっていたが、やがて諦あきらめた。気付いてしまったのだ。

　思い返せば、そこが曖あい昧まいなのは昔からだった。だから今更考えたところで答えが出るはずもない。なるようにしかならないだろう──と。
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　第六室長室──《彼》という生き物の棲すみ家かは、相変わらず知と未知が充満していた。乱雑に積つみ上げられた本。びっしりと書き込みのされた書類。なぜか焦げ跡のあるファイル。それらが本棚や床や机の上を占有し、家具そのものの存在意義を一様に失わせている。

　そんな中、本のページに視し線せんを落としたまま、椅い子すに座る彼がどこか面おも白しろそうに口を開いた。その椅子が椅子としての役割を維持しているのはあるいは奇跡的なことなのかもしれない。

「で、ちゃんと彼らに説明はしてきたのかい？」

「我が返答・是ぜ。過不足なく情報を伝えることができたという自己評価を評価します」

　歪いびつに盛り上がったデスク越しに、ン・イゾイーは答える。

「それは結構。ま、過不足も何も、既知の事項は全部伝えていいって言っただろ。不足はあっても過はありえないと思うけど」

「我が発言・室長の細かい指摘に感かん謝しやすべきか苛いら立だつべきか決めかねていますという苦悩」

「むっ、遠回しに神経質ナーバスな男だと責められている気がする。まいったね」

　そんなことを話していたとき、ン・イゾイーは視界の端にぴょこっと何かが飛び出たのを見る。それは隣となりにいるアマンダの手だった。発言を求めるように挙手している。

「はいどうぞ、アマンダくん。未知への解答を求める質問、僕はいつでも大歓迎だ」

「……なぜ。私達に。直接の助力を。禁じている？」

　へえ？　というように、拍ぱく明あきが眉まゆを動かす。ン・イゾイーは隣に立つ白髪の少女、そのぼんやり顔をちらりと確かく認にんしてから、また拍明に顔を戻した。とてもいい未知だと思う。自分もタイミングを計って聞こうと思っていた。世界の全すべてを知ろうとする組そ織しきの長に対しては、その一員として、やはり多少なりとも気を遣つかわざるをえない部分があるのだ。アマンダがある意味空気を読まず、直球でそれを口に出せたのは、まだ研究員となって日が浅いからだろう──ついでに言えば、厳げん密みつには、彼女はこの組織の理念に心底から賛さん同どうしてここにいるわけではないのだろうし。彼に対する距きよ離り感かんが自分とは違うということだ。

「──確たしかに、未知です。持てる情報の全てを伝えるというのも、助力の一つであることに変わりはないように思います。なのに、物理的な助力は禁じるというのには一貫性がないのではないかという問いを問います」

　彼はそこでようやく本から顔を上げ、軽く肩を竦すくめた。

「いやいや。せっかく竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの彼女達にプレゼントをしたんだから、それがどう使われるかは手出しせずに見てみたいじゃないか。着替え中の試着室に突入するのは無粋というものさ」

「矛む盾じゆん。彼らに。情報を伝えるのは。手出しでは。ない？」

「それは実じつ験けんの前提段階で、ただの準備だよ。たとえは悪いけど、箱の中にあるバナナを猿がどうやって取るか調しらべるには、まず箱の中にバナナがあるということを猿に教えなくてはならないだろう？　つまりはそういうことさ」

「さる……猿キキナス、ですか」

「僕らにできるのは──君達に許すのは、彼らの観かん察さつに有用となる初期情報を与えることだけだよ。実際に戦力として力を貸すのは許可できない。猿がどんなバナナの取り方をするのか、それとも取れずに諦あきらめて腐らせるのか、と興きよう味み津しん々しんで見守っているところに、ノコギリを投げ込んでさらに使い方のレクチャーをするようなものだよ。それで実際にノコギリが有用性ユースフルネスを発揮するかどうかはともかく、とても公正な実験とは言えないね」

　つまり、自分達がそのノコギリということだ。彼らにとっての。

　しかし、本当にそうだろうか、とン・イゾイーは考える。

　彼らへの直接的な協力をしないことについて自分が疑問を抱いているのは、同じクラスだから、とか、いろいろ借りがある気がするから、とかいう人情的な理由ではない──と、思う。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの一員として、彼らの観察が重要な意味を持っているのは理解しているし、拍ぱく明あきの言っていることにもほとんど同意できる。

　ただ──今の状況は、危険すぎるのではないか、と思うのだ。

　場合によっては、全すべてがこのまま終わってしまう可能性がある。眼がん前ぜんにいる知ち識しき欲よくの悪あく魔まからすれば、それも一つの未知の結末として受け入れられるのかもしれないが……自分は……

　そこでふと、本を閉じた拍明が面おも白しろそうにこちらを見つめていることに気付いた。

「自分達はお助けアイテムのノコギリではなく、猿の身を守るために最低限必要なサバイバルナイフなんじゃないかしら──みたいな顔をしているね？」

　なぜわかるのだろう。自分の頰ほおを適当に撫なで擦さすりつつ、首を小さく傾けて、

「……我が返答・自分の表情は見えないので確かく認にんできませんという未知」

「はは、僕の勝手な推測だ、気にしないでくれ。一つ聞くが、君は彼らを信じていないのかい？　かつて部族最強の戦士である君を負かした、他ほかにもいろいろな強敵達をこれまでに負かしてきた彼らが、あっさりやられてしまうと思っているのかい？」

　部族の誇りに挑戦するようなことを言われてしまっては、こう答えざるをえない。彼らの強さを認めなければ、それは自分の、ひいては部族の戦士達の実力を貶おとしめることになる。

「信じていますが、しかし、今回は相手が相手。万が一ということが──」

「まあ、君の気持ちはわからないでもないよ。だから見返りをあげよう」

　不意に、子供に飴あめを差し出す誘拐犯のような笑えみを浮かべて拍明が言った。誘拐されつつある子供、すなわちアマンダがぼんやりと問い返す。

「見返り？」

「御ご褒ほう美びと言ってもいいね。もし最後まで、結末が出るまで君達が我慢できたら、君達の知りたい未知をなんでも一つ教える。なんでもだ。まだ僕にも未知のものは、誇りにかけてその追及に尽力して既知にすると約束しよう」

「……」

　ン・イゾイーはアマンダと軽く横目で視し線せんを合わせた。そんなことを言われても。どうする？　というような意味合いの、視線。

　拍ぱく明あきはさらに口元を緩ゆるませて、何かを試すような、それでもやはり何かを面おも白しろがっているような眼まな差ざしで続けた。

「彼らを信じていない、そんな見返りなどいらない──そんな未知など欲しくない、というのなら、別にいいけれどね？」

　アマンダと交わしていた視線の意味が、それを通して交換していたものが、変わる。

　限りなく諦てい念ねんに近い、何かに。

　ン・イゾイーはそっと瞳ひとみを閉じる。

　それは遠回りな最後通つう牒ちようだった。今の言葉は、つまり、こういうことだ。

　未知の追及を何よりも優ゆう先せんさせる、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの一員であるならば。

　これからもそう在るつもりならば──従え、と。
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　その日も、朝から彼女の相手をしていた。

「どうした虎こ徹てつ、ぬしの番じゃぞ」

「あっ、はい」

　正面にいる彼女の顔を眺めていたせいで、手番が来ていたことに気付かなかった。将しよう棋ぎ盤ばんの盤面を一いち瞥べつし、少し考えてから、駒こまの一つを動かす。

「ほう。なかなかによい動きをするの」

　んー、と彼女が顎あごに手を当てて次の手を考え始める。虎徹はまた、今後の駒の展開を考えているようなふりをしながら──自分の所有者である主と同じく、心より敬愛する彼女、村正の顔をちらりと見やった。美しい。それでいて鋭するどい。快楽的な恐ろしさを内包する気け配はい。見ているだけでぞくぞくする。彼女のことしか考えられなくなる──

（……駄だ目めだ。誠、勝負に集中せねば）

　あえて彼女から視し線せんを逸そらし、駒の配置を頭に思い浮かべながら軽く周囲に目を遣やる。

　ここは自分達が根城にしている場所だった。街外れにある、森のような木々に囲まれた大きな一軒家。と言っても、自分達が慣なれ親しんでいる平屋の屋や敷しきではない。さりとて大量生産されたような現代の家でもない。根城、という言葉にふさわしく、まるで城のように瀟しよう洒しやな外がい観かんをした、二階建ての西せい洋よう屋敷──洋よう館かんであった。どこかの酔狂な人間が建てて長らく放置されていたものを、今回この国に来るにあたって主がセーフハウスとして使えるようにしたらしい。

　豪華な彫りの入った柱、屋根の上に鎮ちん座ざする怪物の彫像、半裸の乙女おとめの像を中央に抱く噴ふん水すい。どこもかしこも洒落しやれてはいるが、いかんせん全体的に古ぼけている。壁かべや柱の一部には蔦つたが這はっているし、庭の草も伸び放題で、機き構こうを止めた噴水は正せい確かくには溜ため池いけと呼ぶのが正しい。

　虎こ徹てつ達が座っているのは、庭が見渡せるテラスに配置された、庇ひさしつきの机と椅い子すである。白を基き調ちようとし、細かく花などの装飾がなされた設備。おそらく外での茶会用だろう。

「ふむ。こうしてみるか」

「なるほど。では、拙せつ者しやは……こう、させていただきます」

「ほほう!?　ここでそう来たか！」

　こちらが指した一手に、村むら正まさはぱしんと膝ひざを打って盤面の上に身を乗り出した。興きよう味み深ぶかそうに駒を見下ろしている──が、虎徹はそれどころではなかった。

「むう。それは予想外じゃぞ。待て待て、少し考える故な！」

「ご、ごゆるりと……」

　虎徹はいつもの、自分の趣しゆ味みで買かい揃そろえた和わ洋よう折せつ衷ちゆうの可愛かわいい衣装を身に着けている。以前に京きよう都とで手に入れた、お気に入りの隊服は今は羽は織おっていない。お気に入りだからこそ、あれは特別に気合いが必要なときにだけ着る。自分の局きよく中ちゆう法はつ度とにそう書き込んである。

　一方──村正は、この家に来てからずっと、和服一枚という恰かつ好こうだった。彼女と主の指示に従って自分が買ってきた着物。勿もち論ろん今もそうだ。

　大きくはだけられた肩。胸の前で何かに引っ掛かっているだけの衿えり。無造作に巻かれた帯。彼女は似合わない西洋風の白い椅子にあぐらを搔かいて座っている。その状態で身を乗り出し、あぐらを搔いた膝を上下に動かしたりしているのだから──なんというか、いろいろ、見え隠れしてしまうのだった。虎徹は僅わずかに頰ほおを赤らめ、両膝をきゅっと閉じながら視し線せんを逸そらす。

「よし見えたぞ、ここに銀ぎんじゃ！　……ん？」

　さりげなくやったつもりなのに、彼女にはバレてしまったらしい。ぺちり、と駒こまを打った村正がこちらの様よう子すに気付き、ニヤリと唇を曲げる。そして、

「おい虎徹よ、妾わらわの番は済んだぞ。ぬしの番じゃ」

「は、はあ……」

　と言われても。彼女は先程にも増して身を乗り出してきている。テーブルの上に、零こぼれそうなそれを押しつけるようにして載せている。あぐらの姿勢から、ゆっくりと片膝を立て、着物の裾すそを危険に滑らせている。顔には意地の悪そうな笑えみが浮かんでいる──

　困っていると、彼女はついに堪こらえ切れなくなったようにくすくすと喉のどから音を漏らした。胸の着物を無造作に引っ張って、

「かっかっか。将しよう棋ぎも一つの戦、戦には何が起こるかわからぬ。敵に動揺を与えるのも策の一つ。そういうことじゃ」

「せ、拙せつ者しやは別に、動揺なぞしておりませぬが……」

　恥ずかしくて視し線せんを合わせられない。下を向いたまま、自駒の飛ひ車しやを摘つまんで動かそうとしたところで、彼女の奇き襲しゆう。

「ふむ。では、今夜は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ることにするかえ？」

「ひゃいっ!?」

　彼女の見事な策により、混乱した飛車は目的地を一つ行きすぎて止まっていた。




「──参りました」

　さっきの策によるものが一番大きかったのは確たしかだが、それ以前からも劣勢ではあった。当然の帰結として負ける。

「まだまだじゃのう、虎こ徹てつ」

「申し訳ありません。駒こまの動かし方を知っている程度の児じ戯ぎで……村むら正まささまの満足されるお相手には、不足であったかと。精しよう進じんします」

　ぺこりと頭を下げながら言うと、

「児戯というほどでもなかったがの。それなりに楽しめた……児戯と言えば、昔、所有者の子の将棋の相手をさせられたこともあった。あれよりは遥はるかにマシじゃ」

　虎徹はすっと目を細めて──それこそ、彼女には悟られないように──胸中に砥とぎを入れ始める。その鋭するどさは、はたして必要なのか否か。

「それは……いつの話で？」

「あん？　こうして目覚める前の話に決まっておろう……少なくとも、まだ江え戸どに幕ばく府ふがあったころよ。胸むな糞くそ悪わるい徳とく川がわの将軍は、はて、何代であったかな」

　また、秘密裏にほっとする。今の彼女はここ二百年の記き憶おくを失っている。つまり最新の記憶は千八百年代のものであるはずだ。そうでなくてはならない。もう少し確かく認にんしてみよう。

「ところで、子供はお好きですか」

「嫌いじゃな。餓が鬼きはうるさい」

　即答だった。荒れ気味の庭を欠伸あくび交じりに眺める、つまらなさそうな瞳ひとみにも変化はない。その奥に何かを隠している様よう子すも、違和感を覚えている様子もない。

　ようやく虎徹は、心から安あん堵どした。つまり──




「誠、記憶は失われているようです。ニルシャーキさま」

「ふふ。そうでなくては困るのだった」

　館やかたの奥に位置するリビング。足元の絨じゆう毯たんは古ぼけているが、元は質の良いものだったことが窺うかがえる。虎こ徹てつの眼がん前ぜんでは、ニルシャーキがソファに身を沈め、手中のグラスを揺らしていた。

「それとなく関連のある単語を出して刺し激げきしてみましたが、それが何かの呼び水になって戻る様よう子すもありません」

「良き哉かなだった」

　くい、とニルシャーキがグラスを傾ける。しかしそこに注そそがれているのは、酒でも水でもジュースでもなかった。彼女自身が用意したそれの材料が、テーブルの上にはまだ残っていた。プロテインのパック。栄養剤の瓶。何かの粉が入っていた小さな袋。何かの錠じよう剤ざいが入っていたシート。中身を開けられたカプセル剤……

　グラスの液体、その中に混じっていた固形物を嚙かみ砕きつつ、ニルシャーキが言う。

「虎徹。村むら正まさとは上う手まくやれそうなのだったか？」

「やれぬ気がいたしません」

　心からの、返答。長く長く憧どう憬けいしていた存在。夢想していた存在。今の彼女は、自分が願ねがった通りの存在だった。そんな彼女と共にいることは、自分にさらなる力を与えてくれる。何倍にも自分の力を高めてくれる。そんな確かく信しんがあった。

「むしろ、遥はるか昔せき年ねんより共に在ったような気がするほどです。これが三さん千ぜん世せ界かいの中で唯一の在るべき形だということに過誤はなく、今やこの長なが曽そ祢ね虎徹入にゆう道どう興おき里さとはいかなる敵にも後れを取ることはないと確言できます。そして村正さまは言うまでもなく拙せつ者しや以上の殺さつ戮りく刀とう。故に、我らが前には血けつ風ぷうしか吹かず、我らが背には朱の棄き道どうしか残りますまい。ニルシャーキさま──我々は貴女あなたの手中で、間違いなく、最強竜という概念を解すでしょう」

「大仰な言葉で言ってくれるのだった──が、悪い気はしないのだった。頼りにしている」

　無む論ろんのこと、虎徹はこの主にも心からの忠誠を誓っていた。村正と虎徹、その二振りを持つにふさわしい人間などそういるものではない。ただひたすらに純粋に、強さを求める真の主。自分という刀に最高の戦場を与え続けてくれる存在。

　頼りにしている──その単純な言葉が、とても嬉うれしく胸中に響ひびく。

　そこで、ニルシャーキが空になったグラスをテーブルにこつりと置いた。

「さて。朝食も済んだ。これからどうするか。予定はなき、だった」

「それでしたら」

　と虎徹が言いかけたとき、遠くから、

「おーい、虎徹ー！　ぬし殿よー！　暇じゃぞ、何かないのかー!?」

「……と、誠、村正さまも暇を持て余しておられる様子。何か一緒にされては」

「ふむ。食後の運動がてら、いつものように軽く手合わせしてみるのもいいのだった」

　二人ふたりでテラスに出る。ぐでーんと椅い子すに四肢を絡ませるような姿で（また虎徹は赤面して視し線せんを逸そらすしかなかった）退屈していた村正が、

「おう。来たか来たか。妾わらわは、暇じゃぞぉ……なんかせい。虎徹が脱いで踊るとか」

「せ、拙せつ者しやがっ!?　何なに故ゆえ!?」

「なんとなく面おも白しろそうじゃからに決まっておろう。もしくは、ぬし殿、なんかさせよ。持ち主なのじゃから、好きに妾わらわに命令してよいのじゃぞ。たとえば……虎こ徹てつを脱がせて踊らせろとか」

「結局、拙者が脱ぐのですかっ!?」

「なんとなく面白そうというのには同意するのだったが──」

「……しないでください」

　さすがに呻うめいたが、主は気にすることなく言葉を続けた。

「それより先に、食後の運動をしようと思っていたのだった。つまり、手合わせを……いや」

　不自然に言葉を切り、顔を上げるニルシャーキ。虎徹も、村むら正まさも、既に気付いていた。

　荒れた庭の隅。この館やかたを囲む塀を乗り越えて侵入し、そして身を潜ひそめて移動しようとするならまずそのルートに選ぶであろう、塀に沿って生はえている植え込み。哀れなほどに不ふ揃ぞろいな姿を晒さらしているその茂みの中に、何かが見えている。

　そこに視し線せんを向けつつ、村正は肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮かべて言った。

「くくく。よいぞ、よいぞ。我ら同士の、お遊びのような手合わせより──もっと面白そうな、本当の遊びが始まりそうではないかえ？」
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　──あれは。

　──誰だれだ？




　と、春はる亮あきは思っていた。視し線せんの先にいる一人ひとりの女性。ふわふわとした髪を肩にかかるぐらいまで伸ばしている女性。和服を際どく着ている女性。自分達にとって敵であるはずの虎徹と、仲良く喋しやべり、笑い合い、警けい戒かいも敵意もなく、むしろ信頼のおける仲間のような気け配はいで、自然体で触れ合っている彼女は──

　誰、なのか？

「おいハレンチ小僧、このあほーめ！　もっと腰を低くしろとあれほど！」

「んー、無理じゃね、ふぃっちー。ハルはそれどころじゃないみたいじゃし、もうあっちにもバレバレっぽいよ」

「馬ば鹿かげている……もはや出るしかないな」

「ええい、しゃんとせんか、春亮！」

　背を押されるようにして、フィア達三人と共に春亮は隠れていた茂みから出る。荒れた庭を挟み、テラスにいる一団と対たい峙じした。けれどやはり、春はる亮あきの視し線せんが向かうのは──

　よく知った顔をした、知らない誰か。

　いや、違う。知っている。自分は知っているのだ。昔、初めて出会ったとき、彼女はあんな姿をしていた。身に纏まとう雰囲気は少し違っていたけれど、外見は今眼前にいる彼女とまったく同じだった。

　だから、ああ、そうだ──彼女は、このはでしか、ありえない。

　でも、違うのだ。数日前まで自分の隣となりにいたこのはではない。一いつ緒しよに修学旅行に行ったこのはではない。一緒の家で暮らしてきて、呪のろいを解こうと頑張っていたこのはではない──

「ほぉん。なんとまあ、けったいな闖ちん入にゆう者しやであることよ。女子供しかおらぬではないか」

　初対面の誰だれかを見るような視線と、ひどく聞きき慣なれた声が同時に届くという矛む盾じゆん。

　頭がぐらぐらする。世界に現実感がない。眩暈めまいのような感覚が自分の裏側から押し寄せる。たちの悪い悪あく趣しゆ味みな映画を、直接脳のう味み噌そに流し込まれて強制上映されている感覚。見たくないのに。見せられている。何かの間違いだ──

　凄すさまじい違和感と喪失感に、身体からだが平へい衡こう感覚を見失う。だがそのとき、両の手にぬくもりが生まれた。柔らかい感触が生まれた。

「しっかりしろ、夜や知ち。ショックを受けるのはわかるが……見つめろ。全すべては、そこからだ」

　右隣には錐きり霞かがいて、まっすぐ前を見つめたまま、こちらの右手をしっかりと握ってくれていた。確たしかなその手の存在感。逆の左手にも小さな手の感触があった。

「ふん。困ったときの人肌療りよう法ほう、というやつだ。まったく、世話が焼けるな！」

　なぜかぷんすかと言いつつ、フィアがその手をにぎにぎと動かす。同時に、背筋や脇わき腹ばらをこちょりと柔らかい何かがくすぐってきた。

「うちも癒いやしのくすぐりプレイでハルの精神ダメージを素す早ばやくリペア。これ以上は服を全部脱いでもらっての十八禁バージョンしかないんじゃけど……ハル、大丈夫？」

　すっ、と視界の重心が定まる。三方向から、意い識しきが現実に固定される。

「……うん。大丈夫だ。みんな、ありがと」

「おっけー」

　意図してのものだろう、軽い返事で黒くろ絵えの髪が身体から離はなれる。錐霞は、握っていた手に僅わずかな力を込めるのと同時、前に向けていた瞳ひとみを──このはを見つめていた瞳を一いつ瞬しゆんだけ細めて、

「……これを見て、無反応か……それも、ああ、馬ば鹿かげている……」

　そんなことを呟つぶやいてから、どこか名残なごり惜おしそうに、手をそっと離した。一方、フィアはぺいっと投げるようにこちらの手を放り捨て、代わりにルービックキューブを摑つかみ出す。

「ウシチチめ……なんという目で見おるのか。あれでは、まるで……」

　みんなのおかげで、少なくとも足元だけは定まった。春亮は唾つばを飲み込み、心に芯しんを入れて、まっすぐに、彼女を見つめる──フィアの言う通り、ぎらぎらとした好戦的な目でこちらを見つめている彼女を。

　声を、かけるしか、なかった。

「このは……このは！」

「あん？　木の葉がどうかしたかえ？」

　彼女は怪け訝げんに首を傾かしげ、どこかに珍しい枯れ木でもあるのやら、と適当に周囲に視し線せんを巡らせるだけだった。その態度に、また吐き気のような不安感が襲おそってくるが──

「お前の、名前だよ。このは。忘れちゃったのか？」

「知らんなあ」

「お──思い出せよ！　お前は、このはだろ！　俺おれの家にいて、俺達と一いつ緒しよに暮らしてて！　ほら、このフィアとも、いんちょーさんとも、学校にも一緒に行ってた、クラスメイトだった！」

「知らんというに」

　ひらひらと、うるさそうに手を振る。そろそろ苛いら立だたしそうな気け配はいが溢あふれてきた。だが止やめるわけにはいかない。

「お前は……呪のろわれた道具の力で、俺達のことを、忘れさせられてるだけなんだ。本当のお前は、そんなんじゃないんだ！」

「このさん。このさんは、利用されちょるだけなんよ」

「そうだ。全すべては、君の横にいる者達の策略だ。君という力を目当てにしただけの、馬ば鹿かげた虚偽だ。思い出してくれ」

「ウシチチ。お前も、私と、同じだったはずだ。自分の力を忌き避ひし、そして、呪いを──」

　そのフィアの言葉には、ぎらりとこのはは目を細めて反応した。

「牛うし乳ちち、とな。小娘……初対面じゃというのに、ずいぶんと遠えん慮りよなく言うてくれおるなあ。は、なるほど、貴様の平坦さからすれば、妾わらわのこれが羨うらやましゅうて仕方ないのはわかるぞえ。そんなまな板では、とても隣となりの坊主を閨ねやで満足させることもできぬであろうからな？」

「ぐっ……な、なにおう、何を言っておる！　の、呪うぞっ！」

　それは、あるいは、いつも通りのやりとりだったのかもしれない。だが違う。その一致は表面的なものだ。今の二人ふたりの会話と、いつもあの居間で二人が交わしていた会話は──根本的な、決定的な部分で、どうしようもなく、違っていた。

　不ふ機き嫌げんさを増したこのはが、ぼりぼりと無造作に頭を搔かく。着物の胸がその揺れで零こぼれそうになる。彼女は隠そうともしない。

「何にせよ、じゃ……妾は貴様達のことなぞ知らぬ。仮に言うことが本当じゃったとしても、今の妾が存ぞん知ちしておらぬのじゃから、意味などあるまい」

「このはっ……！」

「それに──今しがた、そこの小娘どもが言うておったの。利用されておる？　力目当て？　……それがどうした？」

　頭を搔かく手を止め、斜めに傾けた顔から、侮ぶ蔑べつの視し線せんをこちらに向けて。続ける。

「優れた得物は優れた人間に持たれてこそ、じゃ。人間はよりよい道具を求め、妾わらわはよりよい使い手を求める。その意味で言えば、貴様はただの小僧にしか見えぬ。なぜ、妾が、そんなひ弱な人間のものにならねばならぬのかえ？」

「違、う。お前は、元々、そんなんじゃなくて」

「妾は今のぬし殿がわりと気にいっておる。血と戦場と臓ぞう物もつの臭においが爪つめの裏まで染み込んだぬし殿の手がな。小僧よ、自分こそが妾を持つにふさわしいと言うのなら……言葉は要いらぬ。ただ、その力を見せてみるがよい！」

　歯を剝むき出だしにして、邪悪に、楽しそうに、恐ろしく、笑った。微かすかに背中を丸め、重心を前に置き、両手を自然に垂らす──戦闘態勢。

　また、春はる亮あきの脳のう髄ずいがぐらりと揺らぐ。崩れるな、と自らに言い聞かせる。フィア達の手の温度を思い出す。しかし、なぜ、どうして、と胸中で声なき声が絶叫するのを止めることはできなかった。このはだ。このはなのに。このはではない。どうして──

「春亮。平気か」

「あ……ああ」

「呆ほうけるのは後にしておけ。ウシチチのことはともかくとして──その横におるのは、間違いなく、敵だ。知っている敵と知らん敵だ。油断するな」

　フィアの言葉で、春亮はこのはの横にいる二人ふたりに初めて意い識しきを向けることができた。このはを見ていられなかったという逃とう避ひなのかもしれなかったが。

　一人ひとりは虎こ徹てつ。修学旅行のときと印象としては変わらない。あのときとまったく同じものではないが、身に着けているのはやはりフリフリとした和ロリの服装。手を虎こ爪そうの形にして構え、犬歯を覗のぞかせた表情でこちらを睨にらんでいる。

　そして、もう一人も──見たことはあるが、見たことのない人物。

　体格的には小柄である。紺のタイトスカートとジャケットを身に着けている。が、それはパリッとしたものではなく、何日もその姿のまま寝泊まりしたようにヨレヨレしていた。みすぼらしいというよりは、どこかワイルドな雰囲気。今まで結んでいた姿しか見たことがなかった髪は解ほどかれており、癖くせのついたその黒い蛇じみた流れが、背中までうねるように続いている。大人おとなびた、妖よう艶えんで、余裕ある気け配はい。

「言葉は要らぬ。力を見せてみるがよい、か……くく、我々にふさわしい言葉なのだった」

「ん。褒ほめられておるのかえ？」

「はい。誠、拙せつ者しやも想おもいは同じでございます」

「……さて、と。気配でわかるが、一応直じかに見ておくか、なのだった」

　しかしその顔立ち自体は童顔である。目つきは鋭するどくとも。ただし、それは彼女がすっとポケットから取り出した、大きなぐるぐる眼鏡めがねを装着したことで──完全に、春亮達がかつて毎日見ていた顔へと変わった。

　春はる亮あき達は一斉に呻うめく。

「先、生」

「馬ば鹿かげている……」

「サギサキ！」

「という名前だった。ちなみに騎き士し領りようの後方支援員オーグジラリなどとは違い、この顔は自前なのだった」

「ち。喋しやべりも雰囲気も、ずいぶんと違うではないか……！」

「自己洗脳に近い暗示で人格を固定していたのだった。竜へと至ろうとする戦士たるもの、その程度はできて当然なのだった。戦場に向かう兵士ならば誰だれもができることなのだった」

　大きなぐりぐり眼鏡めがねを指先で邪じや魔まそうに持ち上げたり下ろしたりつつ、

「まず言っておく。我が名はニルシャーキ。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの第二位。部位は《翼つばさ》だった」

　フィア達は身構え、最大級の警けい戒かいの視し線せんで彼女を睨にらむ。第二位ということは、それはかつて出会ったどの竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズよりも強いということだ。切せつ子こよりも、フォーティーンよりも、ココロ・ペンタンジェリよりも。

「わざわざ自己紹介どうもー。知っちょるけどね」

「ほう。まあ、この隠かくれ家がを見つけ出したことから想像はつくのだった。汝なんじらは全すべてを知っているのだったか？」
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　平静なニルシャーキの言葉に、春はる亮あきは唇を嚙かんで答える。

「わかんないこと、だらけだ……！　お前、なんで、こんなことを！　このはを返してくれ！」

「元々、貴様のものであった覚えはないと言うておろうに」

「気にするな、村むら正まさ。さて──夜や知ち春亮、一時は汝なんじの教師であったよしみにて、答えよう。我らが目的は単純なのだった。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズとして至極当然のことをするだけなのだった」

「お前達は強さを求める。だからこのはくんが必要というわけか……だが、それだけでは説明になっていない。ここで何をしている」

「この館やかたにいる理由も単純なのだった。村正を手に入れたことにより準備はできた。すべきは──竜へと至るために、竜に最も近しい存在を倒し、その血肉を喰くらうことのみ。わかりやすく言うなら、師団長を凌駕することだった」

　フィアが眉まゆを寄せて呻うめく。

「師団長……お前達のところのボスか」

「然しかり。既にその意は伝え、呼び出している。ここで来るのを待っているところなのだった」

「呼び出す……？」

「こちらからはなかなか行けないのだった」

　向こうに来させるのか、とふと疑問に思った春亮が呟つぶやくと、ニルシャーキは軽く肩を竦すくめるような動きを見せて言った。それから、

「師団長が来るまでには、まだしばらく時間がかかるのだった。一週間ほどか？　虎こ徹てつ」

「だと思います」

「なので、我らは暇ひま潰つぶしを探していたところなのだった。大きな勝負の前の準備運動としては、丁ちよう度ど良いのかもしれなかった──」

　そして。虎徹と頷うなずき合ったニルシャーキが、再び顔をこちらに戻したとき。

　ぐりぐり眼鏡めがねを持ち上げて、その下から、鋭するどすぎる瞳ひとみを直じかにこちらに向けたとき。

　ぞくり、と春亮の背筋に鳥肌が立った。目に見えぬ威圧感のようなものが、唐突に周辺の空気を変質させていくのを感じる。フィア達もはっと顔色を変えて身構えていた。

「おい待て待て、ぬし殿よ。こんな弱そうな奴やつら、妾わらわ達が総出でかかってしまえばすぐ終わってしまうのではないかえ？　それは少々、つまらぬぞ」

「ふむ？　一理あるかもしれないのだった」

「というわけで、ここは最も退屈しておった妾に遊ぶ機き会かいを与えてはくれぬかの。ぬし殿はつい今しがた飯を食べたばかりであろう。すぐ動くのは身体からだに悪かろうて」

「だからこそ食後の運動をしようと思っていたのだったが──まあ、構わないのだった。ここはとりあえず任せてみるが、注意はするのだった」

「やりすぎないように、という意味での注意であろ？　手出しするでないぞ、虎徹も」

「えっ。あの、村正さま、拙せつ者しやも……」

「ぬしとはまたいつでも遊んでやるわい」

「……わかりました……」

　進み出てきたのはこのはだけだった。よりにもよって。

　その気け配はいに手加減はない。彼女らと──敵側の彼女らと、まったく同じ闘とう争そうと暴ぼう虐ぎやくの空気を双肩に漂わせている。一歩、一歩、近付いてくる。

　やめてくれ、と春はる亮あきは思う。どうしてこのはと戦わなくてはならないのか。どうしてこちらの声は届かないのか。本当に、本当に、彼女は自分達のことを忘れてしまったのか──

「っ、は！　では──往ゆこうかッ！」

　一気にこのはがその身を前傾させ、速度を上げて走り込んできた。綺き麗れいな着物の裾すそが翻ひるがえる。太ふと股ももが大きく顕あらわになる。小細工のない、こちらの反応を確たしかめるような直ちよく線せん的てき攻こう撃げき。

「この、あほーがっ……二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》！」

　フィアがルービックキューブを変形させ、このはの手しゆ刀とうを受け止める。鍔つば迫ぜり合あい。

「ウシチチ……！　わからんのか、私だ！」

「相変わらず、不愉快な名で妾わらわを呼ぶ小娘よな！」

「見たことあるだろう、これも！」

「不ぶ恰かつ好こうな剣、いや、鉈なたか？　そんなもので妾と打ち合おうなぞ、失笑が漏れるッ！」

　別の手でこのはが手刀を繰くり出す。フィアが後方に飛とび離はなれ、続く連撃を必死に鉈で弾はじく。

「ほお、得え物ものはふざけておるが、妾と打ち合える程度の腕はあるか」

「舐なめる、なっ。あまり、ふざけておると、私も本気でやらざるをえんぞっ！」

「フィア……」

　それを見ている春はる亮あきには、わかる。口では強がっているが、フィアはやはり戦い辛づらそうにしていた。動きの端々に迷いがある。躊ちゆう躇ちよがこびりついている。対してこのはには迷いなどない。自由奔放、鎖くさりから解き放たれた獣けもののように縦じゆう横おう無む尽じんに動いて手足を振るう。肉にく食しよく獣じゆうのように身を低くしたかと思えば、猛もう禽きんのように跳び、毒どく蠍さそりのように身を仰のけ反ぞらせてフィアを襲おそう。

「くは、どうしたどうした！　威勢の良い言葉の割には、動きが鈍にぶいのう！　何か気がかりでもあるのかえ!?」

「誰だれの、せいだとっ……！　二十二番機構・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》！」

「お、鎚つちか!?　なんと、形を変える玩具おもちやとは。愉快じゃの。惜しむらくは、小娘の腕がついてきておらぬこと──っと」

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　フィアを助けるべく錐きり霞か達がベルトと髪を伸ばすが、このはが踊るようにその身をくるりと回転させただけでそれらはすっぱりと断ち切られた。

「よいよい、数も力じゃ。束になってかかってくるがよいぞ……ふむ、そこの小僧は何もせぬのかえ？　まあよいが」

　春はる亮あきは自分の足がぴくりとも動かないのを、ただ感じていた。動かそうとしても、動かない。このはが本気の敵意をフィアに向けて、本気で彼女を害しようと攻こう撃げきしているのを見ても。錐きり霞かと黒くろ絵えが、なんとかこのはの動きを止めようと四苦八苦しているのを見ても。

　もう一度、夢を見ているような感覚が襲おそってきた。このはが積せつ極きよく的てきに躍おどっているせいだろうか。フィア達から確たしかに受け取ったはずの人肌療りよう法ほうの温ぬくもりが、色いろ褪あせた周囲の世界の冷たさに、無む機き質しつな白昼夢の真空に、徐々に吸い取られていく。無む論ろん、その夢は悪夢だ。自分の手の届かない世界。居い心地ごこちの悪い道筋に従って進んでいくだけの映画。足は動かなくて、温度が失われたら当然に、震ふるえが来る。ぶるぶると。がくがくと。見たくない。何かの間違いに決まっている。止やめてくれ。頼むから、止めてくれ──

「三人おるなら、まあ、少しばかり本気を出しても構わぬの？　うっかり終わってしまわぬように注意するのじゃぞ！」

　止まらない。残酷に。

　このはのギアが一段階上がった。静と動の高速転換。止まっていたかと思えば、予備動作なしに、予想できないタイミングで、捕食植物のような唐突さで動き出す。虚実が織おり交ぜられた攻撃。盾として掲げられた拷ごう問もん車しや輪りんを何十回も正面から乱打したかと思えば、次の瞬しゆん間かんには身体からだを自ら倒れ込ませてぬるりと下方の死角に手しゆ刀とうを潜もぐり込ませる。慌てて後退したフィアの太ふと股ももに薄うすい血の筋が生まれた。牽けん制せいとして錐霞達がベルトと髪を伸ばすが、このはとは相性が悪すぎる。手足に込められた刃やいばの属性で手当たり次第に断つ。顔の近く、このはの口元を通った黒絵の髪の一房は、獰どう猛もうな笑え顔がおと共に嚙み斬られていた。うそん、と黒絵が呟つぶやく。

　このははフィアを襲うのを止やめない。疾駆し、跳ちよう躍やくし、飛ひ翔しようし、歩行し、回転し、停止し、横おう臥がし、嘲ちよう弄ろうし、膝ひざ立だちになり、気持ち良さそうに笑い、正面から攻め、死角から攻め、攻めるのを止め、かと思えばまた攻め、下品な言葉を発し、美しく舞まい、獣けもののように顎あごを開き、いつのまにか着物から飛び出していた胸を、フィアに見せつけるように揉もみながら直し──

　そうやって。

　フィアの身体を、傷つけていた。

　フィアの身体を、血だらけにしていた。

　致命的な傷はないにしても、ノーダメージでは決してない。フィアの息があがっている。肩が上下している。辛つらそうに眉まゆを顰ひそめている。

　防戦一方だった。ああ、そうだ、こちらから攻められるわけがない。いくらフィアでも。いくら、普ふ段だんはあまりウマが合わない様よう子すを見せていたのだとしても。

　しかしこのはのほうは、まったく遠えん慮りよがない。自分達のことを《ここで初めて会った敵》として──手加減なく、攻撃してくる。辛い。それが、とても、辛い。

（止めて、くれ……もう、止めてくれ……！）

　春はる亮あきの胸中の声は、当然ながら誰だれにも届かない。

　棘とげの生はえた鋼こう鉄てつ板ばん、《生涯坐しない聖者maraNa-asana》を盾のように掲げるフィア。このははそれが柔らかなサンドバッグであるかのように、自由気ままに手しゆ刀とうや足そく刀とうを繰くり出してその衝しよう撃げきをフィアの小さな身体からだに伝えていた。

「く、う……！」

「そらそらそら、っと。いや、なかなかに頑丈じゃな。何度もやれば壊こわれるかと思うたのに、この強度だけはさすがの妾わらわも感心せざるをえん。妾の真の刃やいばであれば話は違うじゃろうが──ふむ。ではこうしてみるかの。次は純粋な力比べといこうではないか」

　このはは両足を軽く開き、《生涯坐しない聖者maraNa-asana》の左右の端を両手で摑つかんだ。そのまま、前方に体重をかけていく。肩で《生涯坐しない聖者maraNa-asana》を支えていたフィアははっと顔色を変え、

「おのれ、舐なめおって！　どうなっても、知らん、ぞ……！」

「ほっほ、来た来た。しかし、まだまだいける、よなぁ？」

　二人ふたり、棘の生えた鋼鉄板を前後から押し合う。いくら端を握っているとはいえ、棘の生えた面が向けられているこのはのほうが、どう考えても不利だ。全体重を思うままかけられるフィアと比べて不利だ。

　なのに、互角だった。いや、違う。ほんの僅わずかずつ、その均きん衡こうが崩れていく。錐きり霞かの《可か憐れん》や黒くろ絵えの髪がこのはの背後から襲おそいかかって隙すきを作ろうとしているのに、それを見もせず肩を揺らしただけで切断するということをしているのに──

　フィアの足が、ずるりと、後ろに下がる。

「結局、最終的には力がものをいう。貴様は、あれじゃな、やはり小さいのがいかんな」

「ぐ、こ、このっ……！」

　邪悪な笑えみで、ぺろりと舌を出し、このははさらに強く鉄てつ棘きよく板ばんの端を握った。

　そしてそのまま、背筋を強引に伸ばして。

　頭を僅かに引いて、タメを作って──

「特に……その小さな胸は、哀れにも程があるな！　出直してこい、子供胸の小娘ッ！」

　大きな棘が無数に生えている、その鋼鉄板に。

　何の躊ちゆう躇ちよも手加減もなく、頭突きをかました。

　鋼鉄同士のぶつかる甲かん高だかい悲鳴が、がぎん、と周囲に鳴なり響ひびいて。

「ぐううっ!?」

「っ、ははッ！」

　フィアが《生涯坐しない聖者maraNa-asana》ごと吹っ飛んだ。棘に脳天を貫かれることもなく、額ひたいに赤みすらも浮かべていないこのはが、悪あく魔まのように無慈悲に、心底楽しそうに嗤わらう。

　既に足の踏ん張りが利かなくなっていたのか、それと今の衝しよう撃げきが予想以上のものだったのか、フィアはそのまま地面に倒れる。《生涯坐しない聖者maraNa-asana》に押おし潰つぶされ、一いつ旦たんそれをルービックキューブに戻したところで、このはが着物を翻ひるがえして跳ちよう躍やくした。

「っ！」

　彼女が着地したのは、仰あお向むけに倒れたフィアの上。右手に握っているルービックキューブを片足で踏みつけ、もう片方の足でフィアの左腕を圧迫。つまりフィアに跨またがっているような姿勢だ。このははそのまま腰を曲げて前傾し、フィアの眼がん前ぜんで、自分の手の指を見せつけるように動かす。表情は嘲ちよう笑しようと失望を半々で含んだものだった。

「なんじゃ、つまらんなあ。威勢は良かったが、こんなものなのかえ？」

「く、う……！」

「フィアくんっ！」

「ふぃっちー！」

　慌てて錐きり霞か達が繰くり出した救いも届かない。暑いから手うちわで扇ごうか、というようなこのはの手の動きだけで、ベルトと髪はあっさりと切断される。ならばとフィアを引っ張り出す方向にベルトと髪が動くが、それもこのはの手しゆ刀とうの前では無意味だ。

「何か奥の手があるならやってみるとよいぞ？　このままではあまりにもつまらぬ」

「……け」

「うん？」

　荒い息を吐きつつも、フィアはこのはから視し線せんを逸そらしていなかった。このはが問い返すと、フィアは一いつ瞬しゆん、ぐっと唇を嚙かみ──そしてもう一度、叫ぶように、言った。

「パンツぐらい穿はけ、と言ったのだ！　このウシチチめ！」

　自分に跨ったこのはの下半身を見つつ、フィアはさらにがーがーと言葉を続ける。まったくお前はハレンチだ、ハレンチ小僧にも負けないくらいにお前の存在自体がハレンチだ、と。あえて空気を読むまいとするかのように。誰だれかに空気を読んでほしいと、願ねがい通りの答えを返してほしいと望んでいるかのように。

　しかしこのはは、こう呟つぶやいただけだった。

「なんじゃ、もう終わりのようじゃな……では、殺すか」

　失望の割合を増した表情。瞳ひとみに浮かぶ無関心。

　わかった。このはは、本気だった。

　久しぶりに、声を出すことに成功する。震ふるえた、情けない声だったが、ないよりはましだ。そのはずだった。

「ま、待て……待ってくれ！　このは、おい、フィアだ、それは、フィアだぞ!?」

「それがこやつの名前か？　ふむ。わかった。もうすぐその名も必要なくなると思うが」

「何言ってるんだ、止やめろ、止めてくれよ……頼むから……！」

　なけなしの言葉も、届かなかった。

　彼女はもう、春はる亮あきのほうに顔を向けなくなった。意い識しきすらしなくなった。路ろ傍ぼうの石だと。自分には関係のない妄言を呟つぶやく、おかしな小僧だと。

　どくん、と心しん臓ぞうが暴あばれている。どうすればいいのか。

　このままだと、フィアが。

　このはに、フィアが。




　殺　さ　れ　て　し　ま　う。




（は──）

　なんて可お笑かしい字じ面づらだ。唇の端が僅わずかに引ひき攣つったのは、本当に笑いが出たからかもしれない。ありえない。ありえないだろ、これ。だって、フィアとこのはだぞ？　あの二人ふたりがだぞ？　何かの間違いだ。本当に。本当に。本当に。本当に。本当に。本当に。だよな？

　だが現実だった。

　このはが、フィアの顔に突きつけていた手しゆ刀とうを、弓を引き絞るような動きで自分の胸元まで持ち上げる。

　フィアは、そんなこのはを、何かを信じるように、信じたいと思っているように、まっすぐに、見つめていた。

　そして、限界まで引き絞られた弓が。

　そこに番つがえられた手刀という矢が、ついに放たれ──

「……おやぁ？」

　ぴく、と動いただけで、このはの手刀は止まっていた。

　怪け訝げんな声をあげた彼女は、もうフィアを見下ろしてはいなかった。見物していた虎こ徹てつとニルシャーキも。そして、自分達も。

　──わけがわからない。窮きゆう地ちなのかそうではないのか、それすらもわからない。

　ただ、この場に変化が起こったことだけは確たしかだった。

　いつのまにか。

　この館やかたの庭に、新たな侵入者の姿が生まれていたのだ。




　その数は、軽く十人を超えていた。







　第二章 「弱者という愚物。その罪過」/ "The blade - It' s ferocious."
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　その一団から受けた印象は単純だった。

　場違いすぎる。

　本当に、純粋な意味で、真実の意味で、この場には普通にふさわしくない。

　そこにいたのは、十代から二十代くらいの若い男達だった。どこにでもいる──本当にどこにでもいるような、ガラの悪い男達。髪を金や茶に染めていて、各おの々おのが好き勝手な髪型をしている。ドレッドもいればスキンヘッドもいた。耳や鼻や舌にピアスをつけたもの。アクセサリをジャラジャラ言わせているもの。サングラスをかけたもの──何にせよ、相手に威圧感を与える外見をしていることだけは全員に共通している。互いの距きよ離り感かんから、お互いが顔見知りではあるように思えた。街ギャング、チーマーといった感じの一団なのだろうか。

　だが──この場に、非日常が支配するこの場に、彼らはいきなり現れたのだ。その普通さも、その場違い感も、一ひと筋すじ縄なわでいくものではないのかもしれなかった。たとえば、かつて家族会フアミリーズのメンバーが何人も一般人として黒くろ絵えの店を訪れたことがある。見た目からはまったく気付けなかった。つまり、その程度には、こちら側の人間達が何の変哲もない恰かつ好こうで何の変哲もない日常の中に溶け込んでいる可能性もありうる。

　眼前の一団も、その類たぐいなのか。ならばどの組そ織しきの人間なのか。知っている組織か、知らない組織か。偶然に迷い込んだ普通の人間達という答えだけはありえない。

　なぜなら彼らは、各々が鉄パイプや金属バットなどで武装していたからだ。

　普通に正面の門から入ってきたのだろう。彼らは庭の入口あたりに立ち並び、どこか興こう奮ふんしたような視し線せんをこの場にいる者達に向けていた。春はる亮あき達はその一団とニルシャーキ達、両方に注意を向けるしかない。自然、三つのグループが三角形を作るような位置関係になった。

　ニルシャーキ達も、怪け訝げんと警けい戒かいの視線を彼らに向けていた。無関係な一団であるはずがない。何か意図と目的を持った一団に違いない。どこの組織の者達だ──と。

　そのとき、男達の一人ひとりが、ちらと隣となりの仲間達に顔を向けて言った。

「──どうする？」

「どうするったってよ。ここまで来たんだ、やるしかねえだろ」

「だな。聞いてた通り、なんか悪っぽいことやってっしな。外人のガキ苛いじめてんぜ」

「俺おれ達が正義の味方ってか？　ははは」

「正義の味方、オイシすぎるぜ。んで、できるだけ一人ずつ行けって話だったな」

「おっし。じゃあ俺おれがまず行かせてもらうぜ！　とりあえずあのエロい苛いじめっ子こねーちゃんにオシオキさせてもらうか、ヒヒ！」

「お前、巨乳フェチだもんな」

「うっせえ！　お前らは次に誰だれが誰にオシオキすんのか決めとけよ！」

　金属バットを握った一人ひとりの男がそう言い、しゃーオラいくぜー、などと気合いの声を上げながら走り出した。狙ねらいはニルシャーキ達、そしてまずはその最前方にいたこのはだ。

　春はる亮あきは、今まで鋭するどい目をしていただけだったこのはが、ここにきて初めて──きょとん、と目を丸くするのを見た。フィアの身体からだを踏みつけたまま、首を小さく傾かしげながら、

「いやはや……これは、どうしたことじゃ？」

　男が彼女に肉にく薄はくする。春亮の視界では、大きくバットを振り上げた彼の背中で、このはの姿が隠れる。そして、このはの声の続きだけが聞こえてきて、

「こやつ──本当に、素人ではないか」

　同時、血ち飛沫しぶきが舞まった。

　そして春亮にもこのはの姿が見えるようになる。情けない女の子座りで、その場に男がへたり込んだからだ。無む論ろん、その男の身体に深々と刻まれた袈け裟さ掛がけの亀き裂れつが、血飛沫の原因。

「へ……あ……？」

「ふむ、久しぶりの反応じゃの。妾わらわの斬きれ味あじがあまりにも鋭くてな、戦いくさに慣なれておらぬ百姓の雑ぞう兵ひようには自分が斬られたことにも気付かぬものが多々おった。怪け訝げんに自分の身を見下ろし、そこで初めて自らの命が潰ついえそうなことに気付いたときの顔というのは格別愉快な──」

「あ、あ。……ひ──ッ！」

「そうそう、そんな顔じゃ」

　絶叫。絶叫。絶叫。血ち塗まみれの男が地面を転がる。放り捨てられたバットが地面に落ち、その衝しよう撃げきで、既に斬られていたそのバットがようやく無数の細片に変じた。

「ウシ、チチぃっ……！」

「おおっと」

　このはがひょいと腰を浮かせて後退する。その下に押さえられていたフィアがルービックキューブを処しよ刑けい鉈なたに変形させ、それを振るってこのはの拘こう束そくから脱したのだ。

「ふむ、あまりにこやつが素人しろうとすぎて吃驚びつくりした。ちと隙すきを作ってしまったの。貴様らが意図してのものならば、なかなかの奇策じゃと褒ほめてやらぬでもない。迂う遠えんではあるが」

「そんな、わけが、あるかっ……！」

　今までのこのはとの戦いで受けたダメージはまだ抜けていない。息は荒く、ふらふらと身体は揺れ、そこかしこの切り傷から血を流している。鉈を構えてこのはを牽けん制せいしながら、フィアはゆっくりと後退し、春亮達と合流を果たした。

　しかし春亮達にはフィアと言葉を交わす余裕もない。状況を把握するだけで手一杯だった。

「お、おい、タケが……！」

「っかんねえけどよ、わかんねえけどよ！　やりやがった、あのクソ女、なんかやりやがった！　オラァ何してんだコラッ！」

　一人ひとりの男が無む理り矢や理りに自分を奮ふるい立たせるように叫び、鉄パイプを手に突進する。仲間を助けようというのだろう。それに触発されたか、もう二、三人の男達も続いた。

「──誠、邪じや魔まなゴミというだけでありましょう。ならばこの虎こ徹てつも掃除のお手て伝つだいを」

「ふむ、拒否する理由はないのぅ」

　では、と虎徹がその場から跳んだ。一息で男達の前に着地し、無造作に虎こ爪そうを振るう。彼らの持っていた鉄パイプやらが何やらが、その一振りで同時に千切れ飛んだ。

「ひ──な、なんだこいつ！」

「なんで、素手で、なんでだよ!?　斬きれてんぞっ!?」

　春はる亮あきは愕がく然ぜんとその言葉を聞いた。なぜ今更そんなことを。さっきもこのはは素人しろうとだと言っていた。関係者ではないのか？　自分達は何か勘違いをしているのか？　あるいは彼らが何か勘違いをしているのか？　本当に彼らがただのチーマーで、素人の集団だというなら、ここにいる意味がまったく見みい出だせない。あまりに意味不明だ。

　このはが億おつ劫くうそうに首を回し、背後を振り返って言った。

「ぬし殿よ。一応聞いておくが、こやつら──殺してもよいのかえ？」

「あまりに素人すぎるのが不可解なのだった。後で話を聞き出す必要もあるかもしれないのだった。とりあえず口は利けるようにしておくのだった」

「ふむ。殺すのはいつでもできるしな。了解じゃ」

「それに、汝なんじらには呪のろいもあるはずなのだった。よい機き会かいなのだった──充分に、堪たん能のうを」

「話のわかる主君で助かるの」

「同感です」

　このはと虎徹──二人ふたりが前を向いて。獰どう猛もうに、笑う。

　そして同時に動き出した。まずは虎徹の前にいた二人の腕が虎爪によって同時に吹き飛ぶ。残る一人ひとりの太ふと股ももにはこのはが通り過ぎざまに手しゆ刀とうを捻ねじ込む。情けない悲鳴で倒れた。

　それで、男達も悟ったようだった。気付いてしまったようだった。この二人が、自分達の手に負えない相手であることに。一気にパニック状態になる。

「ちょ、待てよ、聞いてね、聞いてねえし!?」

「ざっけんな、ああコラッ！」

　後ろを向いて逃げ出すもの。震ふるえる手で自分の得え物ものを握にぎり締しめるもの。その場にへたり込むもの。それらは全すべて、彼女達の餌えさだった。

「く、あっ……何がなにやらわからんが、やつら、助けんと……！」

「無理すんなフィア！　怪け我がしてんだぞお前！」

　拷ごう問もん具ぐをぎゅっと握にぎり締しめるフィア。だがその身体からだは危うげにフラフラしていた。春はる亮あき達はその身体を支える。

「気休めかもしらんけど、深い傷にはうちの髪を巻いちょくよ。ふぃっちー、動かんで」

　ただ、見ているしかない春亮達の前で、その光景は展開されていく。

　血ち飛沫しぶきの饗きよう宴えん。虎こ徹てつとこのはが男達を襲おそっている。

　赤い色の中、躍おどって、踊る。

　肉片が、悲鳴が、そこら中を飛び交っていた。男達が懸けん命めいに得え物ものを振るっても、ひらひらと嘲あざけるように虎徹がスカートを翻ひるがえすと、そのうちに相手の得物がすっぽ抜ける。そうして相手は自分の指が一本ずつ切り落とされていたことを知る。このはは相手がヤケクソで繰くり出したナイフの刃を片手で摑つかみ、そのまま握って手中でギョリギョリと磨すり潰つぶした。それから、返すぞ、と言いながら握手するように強引に男の手を摑んで、刃の欠片かけら全すべてを相手の掌てのひらに埋め込んだ。

「くっくっ……ははっ！　そーれ、いや、なかなか元気な若造達ではないか！　元気に血が出ておる、ぴゅるぴゅるぴゅるぴゅる出ておるぞ！　はは、だらしなくも元気な汁の出しっぷりじゃ、下の子種もその調ちよう子しで吐き出しておるのかえ？　夜よ毎ごと女おな子ごを泣かせておるのかえ？」

「村むら正まささま、あまり下品なことは」

「よいではないか、久方ぶりの血じゃ。とはいえ、一つ不満があるとすれば、こやつら、血の色はあまりよくない気がするのう。何を食っておるのだか」

「誠、同感です。ふぁーすとふーど、なる簡かん易い食しよくばかり食べておるのでしょう」

　答えた虎徹は、そっと、血に塗まみれた自分の手を持ち上げて。

「そのせいか、味も、昔と比べればあまりよくない気がいたします。単に過去の記き憶おくを美化しているだけかもしれませぬが」

　舐なめた。自分の指を染めていた血を。

　ちろりと艶なまめかしい舌を伸ばして、指についた赤あか色いろを粘膜で拭ぬぐう。それでは飽き足らず、指をそのまま自分の口に差し入れて、軽く前後に動かして、ちゅぱっと小さな音をさせながら舐め取る。口こう腔こうで味わう。喉のど奥おくに落とし込む。虎徹は水を一気飲みしたあとの吐息のようなものを吐いて、薄うすく頰ほおを赤く染めて、言った。

「しかし──不ま味ずいわけでは、ないのです」

「くく。それは重ちよう畳じようなことよ……ところで、貴様の足元におるそやつ。あと、そっちのそやつも。死んでおらんか？」

「あ。確たしかに心しんの臓ぞうが止まっておりますな。手加減はしたつもりなのですが……」

「少し腸が見えておるだけではないか。その程度で死ぬとは情けないのう、気合いが足りぬ──ま、二人ふたりくらいは別にぬし殿もうるさくは言うまい。いくら血を飲んでも文句を言われることはなくなった、と思っておけばよいのではないかえ？」

「誠、死体の血はすぐ不味くなってしまうので。他をあたります」

　気が狂いそうになる光景と、気が狂いそうになる会話。

　違うだろう、と、胃の裏側からせり上がってくる吐き気を堪こらえながら、春はる亮あきは思っていた。なぜだか滲にじんでくる視界の中、思っていた。

　違うだろう。このは、違うだろう。なんで血を見て平然としてるんだ。なんで嬉うれしそうにしてるんだ。ぞくぞくしたように笑ってるんだ。

　お前は──お前は、血が、苦手で。

　見ただけで、気持ち悪くなって、ふらふらして、倒れてしまう、はずだろう？

　このは。このは。俺おれの知っているこのははそうだ。絶対にそうだ。それがこのはだ。

　ああ、でも、眼がん前ぜんに見えているのが現実なら。

　この吐き気と不快感と絶望感が本物なら。

　あそこにいるのは、もう、本当に、完全に、自分の知っている、このはでは──

「村むら正まささまの具合は、いかがですか」

「くくく。愉たのしんでおるぞ。観かん劇げきしておるぬし殿にもこの感覚は伝わっておろうが……妾わらわの呪のろいは、至極単純、血を見たくなることである故な」

「拙せつ者しやの呪いも単純です」

「武器として、道具として単純な我らには当然なことかもしれんな。何にしても、久方ぶりの血の宴うたげ、それなりに良いものじゃ。ま、欲を言えば、戦って倒した強い敵の血のほうが、より美しく、胸のすくようなものとして見えるのじゃが」

「拙者も強い敵の血のほうが美う味まいです」

「地を流れる血、宙を舞まう血、肌を伝う血、泡立つ血、臓ぞう物もつと共に零こぼれる血……それらは全すべて趣おもむきが違う。お前が血を飲む様を見るのも、普ふ段だんとは違った感覚がしてなかなかに面おも白しろいぞ。お前が血を飲み、妾がそれを見る。そう考えれば、妾達二人ふたり、相性が良いのかもしれんな？」

「あ、相性が良い、ですか……こ、光栄、です……」

　虎こ徹てつはもじもじと、頰ほおを赤く染めて、肩を僅わずかに揺らしながら──近くで逃げようとしていた男の背中を、自分の頰の色以上に鮮せん烈れつな赤さで塗ぬり潰つぶした。

　春亮の吐き気が、さらに、増す。違う。こんなの。違う。

　一方的な虐ぎやく殺さつの光景だったが、このは達も飽きて気が抜けてきていたのだろう。最初から腰を抜かしてへたり込み、隅で震ふるえていた一人ひとりの男が、このは達が会話をしている隙すきを、そして同じタイミングで逃げようとしたもう一人が虎徹に粛しゆく清せいされた隙をついて逃走した。情けない足取りながら、血ち溜だまりを踏ふみ締しめて進む。虎徹が振り向いたときには既に庭を出て、後は門を潜くぐればこの館やかたから脱出できる位置に──

　そこで、彼の足が止まる。

　彼を追おうとしていた虎徹も、眉まゆを寄せて足を止めていた。

　逃げようとしていた男の前に、一人の人ひと影かげが立たち塞ふさがっていたのだ。薄うす汚よごれたフードつきの布のようなもので全身を覆おおっている人ひと影かげ。その顔はフードの中に隠れていてよく見えない。

　男はその人影に助けを求めるのかと思いきや、

「ど、ど、どういうことだっ！」

　震ふるえる声で、情けない金切り声で、怒気を発する。

　答えたフードの声は、女。

　低く静かな語ご調ちようで、呟つぶやくように、

「金は払った」

「一人百万っぽっちで足りるか、こんなのっ!?　聞いてねえぞ！」

「知らん。受けたのはお前達だ」

「若い女ばかりだから、好きにしろとも……！」

「言った通りだ。奴やつらを犯そうがどうしようが好きにするがいい。できるのならばな」

「だから！　あんな化け物だなんて聞いてねえって言ってるんだよ！　なんだよ、なんなんだよお前──くそ、ふざけんな、助けろよ、お前、俺おれの代わりに……！」

　ついに限界を超えたように、男がフードの人影に摑つかみかかる。怒りからでもあり、また、自分が助かりたいが為ための行動でもあったのだろう。だが──

　その場所が、このは達がいるこの空間と、依然として地続きであることを示すように。

　逃げてきた虐ぎやく殺さつの光景から、彼がまだ一歩も抜け出せていないということを示すように。

　男の背中から、剣の切っ先が飛び出た。

「……え？」

　怪け訝げんな顔で男は自分の胸を見て、そこに深々と刺さっている剣を見て、がくがくと顔を上げて、フードの人影を見て──

「何にせよ……お前達は、充分に《恐怖》した。私の目的は既に済んでいる」

「へ……あふぇ……？」

　何が起こったかわからないといった表情のまま、男の身体からだは崩れ落ちる。彼が伸ばしていた手が、縋すがりつくように、最後の懇こん願がんのように、人影の纏まとっていた布を摑んでいた。

　自然、男の身体が倒れるのに合わせて──その布も、ずるりと滑り落ちる。

　フードが外れ、顕あらわになったその人影の顔は。

　春はる亮あき達にも、見覚えのある人物のもの。

「……」

　その素顔が明らかになったことなど。

　そして、無関係で無力な人間を、今まさにその手で突き殺したことなど。

　まるで気にも留めていないような無表情で──




　彼女は。

　蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの騎士、リリィハウル・キルミスタは、無言でその場に佇たたずんでいた。
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　かつて《復ふく讐しゆう者しやネトー》と共に大たい秋しゆう高こう校こうに現れ、ニルシャーキを襲おそおうとしていた人物。しかしそれはニルシャーキの誤情報による罠わなで、彼女は後方支援員オーグジラリと共に敗走した。春はる亮あき達が直じかに知っているのはここまでだ。

　ただし、間接的にはもう少し進んだ情報も知っている。昨日きのうン・イゾイーから聞いた話の中に、少しだけ彼女達のことも含まれていたのだ。このはの記き憶おくを消すのに使った道具、それは元々騎士領のもので──それを奪うために、ニルシャーキは彼女達を大秋高校に誘おびき寄せたのだと。彼女達が二人ふたりで敗走したあと、直に奪い取ったらしいと。

　春亮は、その事件のときに対たい峙じした彼女の姿を思い出す。

　首の後ろで結ばれた、輝かがやく金髪。いかなるときも凜り々りしさを失わない表情。高こう潔けつさを象徴しているかのような白銀の鎧よろい。禍具ワースの破は壊かいのみを目的としてデザインされた大剣──間違いなく敵ではあったが、《騎士の中の騎士》という印象の女性ではあった。曲がったことは許さないというような。卑ひ怯きようなことは好きではないというような。

　しかし──今眼前にいる彼女は、違っていた。姿も。雰囲気も。
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　髪は結ばれておらず、全体的に無秩序に放散している。その金きん色いろもどこかくすんでいるような気がした。埃ほこりでも被かぶって汚れているのだろうか。

　そう、彼女は全体的に薄うす汚よごれていた。さっきまで彼女が身に纏まとっていた布も、本来は単なるマントだったのだろう。汚れすぎてぼろ布のように見えていただけだ。

　あの白銀の鎧よろいも、完全に輝かがやきを失って、今はクズ鉄のような鈍にぶい光を発するだけになっている──というか、半分しかなかった。彼女が身に着けている鎧は下半身のパーツだけで、腰布も大きく雑に割り裂かれている。上半身は、単に鎧のアンダーウェアのような、身体からだにフィットする長なが袖そでの衣服を身に着けているだけ。その上半身には横に斜めに何本もベルトのようなものが巻かれていて、密着するアンダーウェアが押し上げる彼女の胸の隆起を、さらに挟み込んでくっきりと浮かび上がらせていた。

　それは、そのベルトは、すべて。

　剣帯だ。

　彼女の背から飛び出ている何本もの影かげの存在に気付き、遅れて春はる亮あきはそれを理解する。

　リリィハウルの身体の後ろに見えるのは、いくつもの鞘さやと柄つかだった。背中で交差させているのだろう、その数はありえないほどに多い──身体の右側と左側に四本ずつ。そして、直立するように、さらに一本。どこか仏像のような印象まで受ける、冗じよう談だんのようなシルエットだ。

　しかし、その背の鞘のうちの一つは、鞘だけしかなかった。

　中身は彼女の手に握られていた。

　新しん鮮せんな血を今もなお滴したたらせる──黄金の長剣。その輝きに負けない豪華な造りで、柄つかには輪わのような飾りがあり、刀身には刃やいばに沿って蛇のような文様が浮かび上がっていた。

　その凶器を睨にらみつつ、ぐっとフィアが息を吸って、叫んだ。

「リリィハウルとか言ったな……お前、なぜだ、なぜそいつを殺した!?」

「……」

「答えろ！　なぜ殺したのだ！　そんな必要はなかっただろう！」

　リリィハウルは、一歩、こちらに歩を進めながら──フィアのほうを見た。

　仕方なさそうに、億おつ劫くうそうに。答えろと言われたから答えるのだというような、機き械かいのボタンが押されたかのごとき無意志さ、無気力さで、

「役目が終われば邪じや魔まなだけだ」

「っ……！」

　あまりの返答に、フィアが強く奥歯を嚙かんで眉まゆを寄せる。

　春はる亮あきも、その言葉に強く違和感を覚えた。

　違う。そうだ、あのときの彼女と、もっとも違っている部分は。

　その表情だ。

　暗い、昏くらい、闇くらい、冥くらい──瞳ひとみ。ただ静かな、ひたすらに静かな暗黒を孕はらんだ眼まな差ざし。ここではないどこかを見ているようで、しかしどこも見ていないように思える。表情はほとんど動かず、かつての凜り々りしさはどこか虚無的な気け配はいにその居場所を簒さん奪だつされていた。

　かつての彼女は、こんな目をしてはいなかった。こんな虚無の気配を漂わせてはいなかった。ただの一般人を、顔色一つ変えず斬きり捨てられるような人間には──思えなかった。

　いったい、彼女に、何があったのだろうか。何が、彼女を、変えてしまったのだろうか。

　リリィハウルは、さらにゆっくりと歩を進めた。血に塗まみれ、意い識しきを失った半死半生の人間達が転がる庭に足を踏み入れる。こちらに近付いてくる──

「役目……だって？」

「彼らに何の役目があったというんだ。馬ば鹿かげている……」

「うむ。どういうことか、まったくわからんよ」

　そんなことを言いながら、春はる亮あき達は僅わずかに後退する。それは、春亮が肩を貸しているフィアが今にも飛びかかっていきそうなのを制止する意味もあったし──また、リリィハウルの歩みが一いつ直ちよく線せんにこちらに向かっているわけではないのに気付いたからでもあった。

「これが悪なのは知っている。だがそうせざるを得なかった。それだけだ」

　リリィハウルは春亮達の前をゆっくりと通り過ぎながら、手にしていた黄金の剣を軽く持ち上げた。昏くらい視線を前方に固定したまま、どうでもよさそうな口ぶりで、無気力に呟つぶやく。

「これは禍具ワース、《禍か剣けんシーガルスホルム》。周囲の恐怖を吸収しエネルギーとする、呪われた剣だ。この男達はそのために集めた……」

「なんだとっ!?　それでは──何も知らないあいつらをけしかけて、こうして逃げ惑わせることこそがお前の目的だったというわけか！」

「そうだ。払った金きん額がく分ぶんは働いてくれた」

　春亮は愕がく然ぜんとする。

　無知な状態でニルシャーキ達を襲おそわせて。生死の狭はざ間まに無む理り矢や理り放りこんで。四肢を失ったり、命を落としたものもいて。なのに──その目的は、彼らに恐怖を抱いてもらうこと、ただそれだけだったというのか。それを自分の剣のエネルギーにするためだけだったというのか。

　ひどすぎる。人を人とも思っていない、最低の所業だ。

　正しさを持っている騎士ならば絶対に行わない、悪あく魔まの所業だ。

「あんた……前は、こんなんじゃ、なかっただろ。どうして、こんな」

「……どうして？」

　リリィハウルの足が、止まった。

　春亮の問いに答えを返すため、ではないだろう。それはたまたま、タイミングが重なったというだけだ。彼女が目的地に到達したのと──つまり、今まで面おも白しろそうに事態を眺めているだけだった一団の前に、ついに辿たどり着いたのと。

「どうしてと問われれば、答えは、決まっている」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいてから、リリィハウルは、ゆっくりと顔を上げた。剣を持つ拳こぶしを握にぎり締しめて。深呼吸のように、大きく息を吸って。

「一、晴らすべき彼女の無念がある。二、贖あがなうべき自身の罪がある……」

　その瞬しゆん間かんだけは、虚うつろな暗黒に満ちていた眼まな差ざしに、明めい確かくな力が込められていた。暗くおぞましい凜々しさのようなもので、彼女はその視し線せんの先にいる存在を射抜いていた。

「以上──それは、すべて、貴様を殺すためだ！　ニルシャーキ！」

　それを受けて、ニルシャーキは、

「放流しておいた生いき餌え……間に合ったか。大きく育って、帰ってきたのだった」

　ただ、嬉うれしそうに、笑っていた。
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　フィアは鉈なたを握り締めながら、ニルシャーキがそっと手を持ち上げたのを見る。

「せっかくの生餌。竜へ至るための栄養。であるなら、これは我がこの手で食すのが食材への礼れい儀ぎというものなのかもしれなかった」

「──では」

「我が相手をする」

　ニルシャーキはその手で自分のジャケットの中をまさぐり、背中あたりから何かを取り出して、近くに侍はべる虎こ徹てつに渡した。攻めかかる隙すきを窺うかがっているらしいリリィハウルがぴくりと肩を揺らすが、軽けい挙きよ妄もう動どうはしない。じりじりと足先を動かして、徐々に間合いを詰めていく。

　その間に──ニルシャーキは、服を脱ぐことにしたようだった。

　ヨレヨレのジャケットを脱いで、適当に近くの椅い子すの上に放る。それだけでは飽き足らず、タイトスカートのホックを外し、あっさりとそれを足元に落とした。上半身の白い教師シャツが残っているため、下着は見えないが──なんとハレンチな、とフィアは思う。できるならこちらの肩を支えている春はる亮あきの目を余よ所そに向けさせたいところだったが、何が起こるかわからない今の状況では危険すぎる。我慢するしかなかった。

　さらにニルシャーキは靴を脱ぐ。そしてシャツの下、腰骨のあたりに手を入れ、黒のストッキングもするすると下げて足を抜いた。生足。意味がわからない。こちらを悩殺しようとでもしているのか。効きそうなハレンチ小僧はたった一人ひとりしかいないのに。

　次に彼女は、残っていた上半身のボタンを外し始めた。上から一つずつ。第一ボタン。第二ボタン。第三ボタン。全すべてのボタンを外し終えて、何の躊躇ためらいもなくそのシャツを放り捨てる──少しばかりその必要性を感じていたところだったが、結けつ論ろんから言えば、フィアが春亮の目を潰つぶす必要はなかった。

　ニルシャーキはまだ、その下に別のシャツを着ていたのだ。

　きちんと縫ほう製せいされた洋服ではない。民族的な印象の簡かん易いな衣装だった。白を基き調ちようとはしているが、古ぼけて薄うす汚よごれていて、ところどころがほつれているようにも見える。近くで見ていた黒くろ絵えがぼんやりと呟つぶやくのが聞こえた。

「何じゃろ。なんとなく、インディアンの着ちょる服みたいに見えるね……？」

　そのシャツの裾すそは何本もの紐ひもが垂れ下がっているような形になっていて、丈たけの長さは辛うじて太ふと股ももまで達しているぐらいだった。だから下着もギリギリで隠せている──と思いきや、

「なっ？　ば、馬ば鹿かげている……！」

　錐きり霞かが呻うめいた。フィアも同感だった。ニルシャーキは動作を止めず、その裾の下に両手を差し入れて、さっきのストッキングと同じような動作で──下着を脱いだのだ。

「馬鹿げてはいないのだった。この《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》は、素肌に多く触れているときこそ最大の効果を発揮するからだった」

　律りち儀ぎに言いながら、ニルシャーキはその黒の下着も脱いだ服の上に無造作に放る。最後に、顔を覆おおっていたぐりぐり眼鏡めがねを外してテーブルの上に置き、

「どうぞ、ニルシャーキさま」

　その代わりに、さっき虎こ徹てつに預けていたものを回収して、眼鏡の代わりに装着した。

　仮面を、被かぶった。

　どこかシャーマン的な気け配はいを漂わせる仮面だ。原始的な色いろ鮮あざやかさと素朴さを併あわせ持っている……どういうわけか、その仮面は一枚ではなかった。彼女が顔の前に被っている仮面の他ほかに、その左右の耳の上あたりに、それぞれ別の似たような仮面があるのが見える。どうやらその三つの仮面がリングのようなもので繫つながっていて、彼女はそれを頭に装着しているらしい。

「さて、準備はできたのだった。お前達はどうするのだったか？」

「そう言えばぬし殿の戦いっぷりを外から眺めたことはないのう。ここは見学とさせてもらおうかの」

「では、拙せつ者しやがお供を」

「うむ──村むら正まさよ、我が汝なんじを持つにふさわしい使い手かどうか、もう一度その目で確たしかめてみるとよいのだった」

　どこか面おも白しろがるようにニルシャーキが言い、このはは目を眇すがめてそれに応こたえる。バカモノ、とフィアは思った。ウシチチ女め。どうして思い出さない。お前の持ち主は、持ち主にふさわしいのは──

　そんな思考は、ぽんと虎徹の姿が弾はじけるようにして消えたことで中断される。瞬まばたきをして、次に見えたのは、ニルシャーキの右手に収まっている抜き身の日に本ほん刀とうの姿。ウシチチ女の本性と比べて、僅わずかに大きく、心なしか無骨なフォルムをしているように思えた。洗練さでは劣るものの、そのぶん力強さを感じる一振り。

「虎徹、か。呪のろわれた日本刀。邪じや魔ま立だてするならば──砕く！」

　じりじりと間合いを詰めていたリリィハウルは、ニルシャーキが武器を持ったと見るや、背に垂直に差していた最も大きな鞘さやから新たな剣を引き抜いた。それは見覚えのある、刃やいばが複雑に波打つ大剣──《禍具砕きワースブレイカー》だ。

　左手に黄金の剣《禍か剣けんシーガルスホルム》、右手に《禍具砕きワースブレイカー》を携え、リリィハウルが一気に前進の速度を上げた。

　瞬しゆん間かん、フィアは思考を巡らせる。

　あの女が人を殺したこと、気け配はいがまったく変わってしまっていること、そもそもが騎き士し領りようという相あい容いれない組そ織しきの人間であること。いろいろ言いたいことはあるが──

「行くしか、あるまい……！」

　春はる亮あきの肩から身を離はなし、手中の拷ごう問もん具ぐを握にぎり締しめる。体力はそれなりに回復していた。あのウシチチ女にやられた傷の痛みも多少はマシになっている。

「お、おい、フィア」

「これはチャンスだ、ハレンチ小僧。ウシチチ女は傍ぼう観かんしておる。リリィハウルの目的はどうやらニルシャーキだけのようだ。つまり、全すべての元凶たるニルシャーキを、ウシチチに邪じや魔まされずに倒すチャンスが、今なのだぞ……！」

「ほう？　良き哉かな、だった。遊び相手はいくら多くてもよいのだった」

　目ざとくこちらの様よう子すに気付き、ニルシャーキが言ってくる。フィアは唇を曲げ、

「は、あっちもああ言っておる。油断しておるのだ……参加しないわけにもいくまい！」

「一理あるかもしれない。援えん護ごしよう」

「うちも。でも無理せんでね、ふぃっちー！」

「おお！」

　春亮の返事は聞かなかった。必要なかった。

　リリィハウルの後を追うように、フィアも足を動かしてニルシャーキに突進する。

　相手は右手に虎こ徹てつを持ち、自然体で待ち受けている──自然体？　インディアンのような服、密林のシャーマンのような仮面、武器は日に本ほん刀とう。自然体どころかちぐはぐにすぎる。

「ぬううううう！　ニルシャーキ！」

「気合いは充分なのだった！」

　ついに二人ふたりが肉にく薄はくした。虎徹と《禍剣シーガルスホルム》が打ち合わされ、その衝しよう撃げきでニルシャーキのインディアン風シャツが揺れる。素足で素肌、下着すら身に着けていない肉体にそれ一枚着ているだけなので、面めん積せきに比例しない無防備感があった。

　リリィハウルは二刀の利点を生かし、続けざまに《禍具砕きワースブレイカー》を繰くり出す。ニルシャーキの技術か、虎徹が身体からだを操そう作さしているのか、身を捻ひねらせながらの一いつ閃せんが素す早ばやくそれを弾はじいた。

　フィアも間合いに入った。リリィハウルの身体に邪魔されないように位置をずらしつつ、

「五番機き構こう・刺式佇立態《ヴラド・ツェペシュの"A skewer loved by 杭Vlad Tepes"》──禍動curse/calling！」

　処しよ刑けい杭くいを投とう擲てきする。まるでフィアがそこから攻こう撃げきを加えることがわかっていたかのように、ニルシャーキは流れるような動作でそれを回かい避ひ。初手で決まるなどという虫のいいことは考えていなかった。素す早ばやく杭を引き戻し、

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

　螺ら旋せん槍そうを手に、リリィハウルとは別方向から突進した。虎こ徹てつの大きく重い刃やいばとぶつかる。受け流される。ふっと手て応ごたえがなくなり、顔を上げれば、既にニルシャーキはリリィハウルと二度目の激げき突とつをしていた。位置取りが異様に上う手まい、と感じる。二人ふたりと同時に戦えるというのは、それだけで凄すさまじい実力を持っていることの証明だ。だが、

「《黒くろ河かわ可か憐れん！》」

「モード《ペネトレイター良よし将まさ》！」

　奴やつが相手をしているのは二人どころではない。リリィハウルと息が合うなどということはありえないが、錐きり霞かと黒くろ絵え達とは今までに何度も一いつ緒しよに戦っているのだ。こちらの邪じや魔まをせず、しかし相手が嫌いやがるような遠えん距きよ離り攻撃。虎徹という刀自体とは相性が悪いのかもしれないが、意い識しきを使わせるだけでもかなり違う。単純に考えれば、奴は四人分、四種類の意志に対応して動かねばならないのだ。いかに腕に覚えがあろうとも、そう長く耐えきれるものではない。

（結局、その慢心が、その油断が、お前の敗因になるのだっ……！）

　いける。もうすぐのはずだ。このまま続ければ、きっと、こいつを倒せるはずだ──

　そう信じて、フィアは全力でニルシャーキに攻撃し続ける。

　しかし──倒して。首尾よく、この女を倒せたとして。

　その後は、いったい、どうなるのか……？

　ふと頭に浮かんできた、そんな疑問の答えを考えるのは、ひとまず後回しにした。
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　だが、春はる亮あきには、後回しにはできなかったのだった。

　ニルシャーキを倒してどうなる？　何が起こる？

　何も起こらない可能性が、あるのではないか？

　無む論ろん、昨夜ゆうべから考えを巡らせていた。そして一つの結論に至っていた。もし本当に、ン・イゾイー達から教えられた通り、このはが記き憶おくを失っていたら。取り戻す鍵かぎは、ニルシャーキがこのはに対して使った道具──《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》にあるだろうと。逆に記憶を取り戻す能力があったり、あるいは破は壊かいしたら効果がキャンセルされたりするのではないかと。

　けれど、今ニルシャーキが被かぶっている仮面は、ン・イゾイーから話に聞いていたようなものとは違う。あれは《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》ではない。

　では、どこに──？　と考えて、ぞっとしたのだった。

　もし、もう、ないのだとしたら。

　どこか手の届かない別の場所に運ばれていたり。あるいは──既に破は壊かいされていて、そのうえで、このはが今のままでいるのだとしたら。

　ぞっとした。胸中の片隅で生まれた僅わずかな不安が、一いつ瞬しゆんで蔦つたを伸ばして生育し、心をがんじがらめに圧迫する。

　何かをしなければならない、と思った。今。何かが手遅れになる前に。今が既に手遅れだなんてあるわけがないから。あってはならないから。

　そうだ。ニルシャーキと戦って勝っても、根本的にはどうにもならない。自分達が取り返すべきは、ゴールは、このはなのだ。このはを取り戻すことなのだ。

　話がしたい、と思った。圧迫され、息苦しく、強迫的な何かに支配されている頭で思った。

　──もっと。もっと呼びかければ、気付いてくれるんじゃないだろうか。思い出してくれるんじゃないだろうか。そうだ。きっと。きっと──

　足が動いた。フィア達の剣けん戟げきの音をどこか遠くに聞きながら、しかしその意味を忘れ、ただ行くべき場所に足が向かった。

　腕組みをして、愉快そうに剣戟の音源を眺めていた──彼女の傍そばに。

「この、は……」

　声をかけると、彼女は怪け訝げんな視し線せんを横目でこちらに向けてきた。

　ああ、違うな。こんな声のかけ方じゃ駄だ目めだ。笑おう。いつものように、笑って、なんでもないことのように、自然に、あの家でそうしていたように、言わなくちゃ。そうすれば、きっと、大丈夫。だって、彼女は、彼女は。

「──帰ろう？　このは」

「また貴様か……妙な名で呼ぶな。妾わらわは村むら正まさじゃ、小僧」

　なぜか、このはは、舌打ちをして。眉まゆを寄せ、吐き捨てるように言った。本当に、なぜか。

「ははは。いや、村正なのは知ってるけどさ」

　さらに笑って言おうとしたとき、声が聞こえた。

「なにぃ!?　おいこらハレンチ小僧め、何をしておる！」

「さすがに、余よ所そ見みは、許さないのだった！」

「ちっ、キリカ、クロエ、頼む！」

「馬ば鹿かげている──夜や知ち、め、ええいっ！」

「ハル、ちょっと待った！」

　みんな、何を焦っているのだろう。ここにいるのはこのはなのに。それ以外ではありえないのに。

「ほら、覚えてないか？　このは。村正は苗みよう字じで、このはって名前があるだろ？　そういうことにしたろ？　本当はこれを苗字に使うのもどうかと思う、ってお前言ってたけど、俺おれはさすがにそれを変えるのは駄だ目めなんじゃないかって言って、結局──」

「はぁ……耳障りじゃのう……」

　思い出を喋しやべっていたら、このはが深く溜ため息いきをついた。軽く首を横に振って、おさげではない髪を小さく揺らす。

　そして、呆あきれたように。

　本当に、心の底から、どうでもよさそうに──

「もうよい。ほんに、愚かでなければ若い命を散らすこともなかったのにの」

　自然な動作で、その肩を捻ひねって。

　つまらなさそうな表情のまま。

　こちらの胸に、手刀を突き出してきた。

（あれ？）

　と、春はる亮あきはその手しゆ刀とうが胸に到達するまでの一いつ瞬しゆんの間に思う。時間が止まったかのように色彩を失った世界の中、思う。どうしたんだこのは。そんなことしたら危ないんじゃないか？

　そんなとき。

　このはの手刀に、伸びてきた黒い髪が素す早ばやく巻きつくのが見えた。僅わずかにその速度を落とし、狙ねらいをずらす。それとほぼ同時に、

「夜や知ちっ！」

　どん、と衝しよう撃げきがあった。何かが肩にぶつかってきて、春亮はたたらを踏む。転ぶのを堪こらえ、なんだなんだと顔を上げると──

　自分の身体からだの前で、錐きり霞かが、その胸をこのはの手刀に貫かれていた。

　本当に、貫通していた。

「か、はぁっ……！」

「おやあ？」

　腕に巻きついていた黒くろ絵えの髪を一瞬で断ち切り、しかしそれを意い識しきすらしていない様よう子すで、このはは僅かに首を傾かしげた。

（え……？）

　理解できない。どうしてこんなことになる？　このはといんちょーさんなのに。どうして、いんちょーさんの胸から口から血がぼとぼと零こぼれているのだろう。このはの手がその背中を突き抜けているのだろう。

　錐霞は、震ふるえる手で、このはの腕を摑つかんでいた。その目が肩越しにこちらを向き、

「馬ば鹿か、げて、いる……」

「確たしかに馬鹿げておるなあ。娘子、なぜ斯か様ようなことをしたのじゃ？　無意味にも程があるとは思わんかえ。庇かばうような価値のある男とも思えぬし、まだぼーっと突っ立っておるだけじゃし。妾わらわなら返す刀でいくらでも殺せるのじゃぞ」

　血ち反へ吐どを飲み込み、ぐっと錐きり霞かは顔を上げた。

「このはくん──いや、村正。名高い、村むら正まさが、無手で戦意もない小僧を殺す、のか……？」

「ほう。言いおる。つまり？」

「……頼、む。殺さ、ないで、くれ……」

「そのような義理はないのう。ここは戦場じゃ。戦場におるものは、いつ殺されても文句は言えぬ。ただの迷い込んだ農夫と思ったものが、将の首を取りにきた忍びであるやも知れぬからの。妾わらわとて、今まで無手で戦意のない人間を殺したことなぞ無数にある。ああ、貴様の懇こん願がんなど聞いてやる義理は──」

「……」

「む。既に死んでおった」

　ぬぷり、とこのはは錐霞の胸から腕を抜いた。真まっ赤かになった腕。そうして支えを失った錐霞の身体からだは、当然のように前のめりに倒れる。

　何かが。言葉にできない何かが、春はる亮あきの背筋を襲おそっていた。

　このははそのまま一歩を進めた。まだ、春亮は、彼女の間合いの中にいる。

　それからこのははすっと血に塗まみれた腕を持ち上げ、慌てたように飛来する髪を無造作に断って──ふう、と溜ため息いきのようなものを吐いた。

「やれやれ。その通り、義理はない。じゃが、死を前にあのような懇願、この年とし頃ごろの小娘になかなかできることではあるまいて。その根性に免じて一度は乗せられてやろうではないか」

「あ、あ……」

「はん、あまりに情けなく足を震ふるわせておることでもあるしな。斬きったところで何の自慢にもならぬ……ま、耳障りであった仕置きはさせてもらうがの」

　腕が動く。手しゆ刀とうではなく──拳こぶしが、春亮の鳩尾みぞおちに手加減なく埋め込まれた。腹が破裂したかと思うような衝しよう撃げき。胃液が一いつ瞬しゆんで逆流してくる。苦痛。悶もん絶ぜつ。あっさりと限界値を超えたそれらから精神を守るために、脳が強制的シャットダウンに入る。

「ハル！」

「耳障りで目障りじゃ。どこへなりとも持ってゆけい……命が惜しくば、もう妾の前に現れるでないぞ。小僧」

　そんな声を最後に。

　春亮の意い識しきは、完全な暗黒に飲み込まれた。
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　ニルシャーキと戦い続けるフィアは、横目でそれを見るのが精一杯だった。

「キリカ、春亮っ！」

　なんとか事態を把握する。春はる亮あきは派は手でに殴られて気絶している。錐きり霞かは死んでいる。だが、あの服の存在をウシチチ女が知らないということが、また一つの事実の証左。意い識しきを失った二人ふたりの身体からだを、黒くろ絵えがその髪を使って必死に持ち上げ、安全圏まで運んでいるのが見えた。

「誠、余よ所そ見みとは余裕なり！」「なのだった！」

　ふと気を抜いた瞬しゆん間かんに飛んできた刀を《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》でなんとか受け止める。

（く。強い……）

　シンプルな強さ。だがそれだけではないような気がする。どこかどうとは言えないが。いや、あるいは、どこがどうとは言えないその違和感が強さなのか？

　なんとかせねば、と思っていたとき、暗あん黙もくの共きよう闘とうをしていたリリィハウルが不意にリズムを変えた。つまり、今までなら無言でこちらに攻めを引き継がせていたようなタイミングで──

　彼女はこちらの背中を肘ひじで押し、強引にニルシャーキに突っ込ませたのだ。

「ぬわっ!?」

　バランスを崩す。虎こ徹てつを鉈なたの柄で弾はじくことができたのは単なる偶然だった。ぞっとする。

　だが同時にニルシャーキの左腕がうなり、掌しよう底ていがこちらの胸を捉とらえた。どういう武術か、肺の空気が一瞬で絞り出され、凄すさまじい衝しよう撃げきで吹っ飛ばされる──しかしリリィハウルにとっては、この自分の身体でニルシャーキの視界が塞ふさがれたその一瞬こそが機きだったらしい。

「《禍か剣けんシーガルスホルム》……その剣、《恐怖》を切っ先に宿すものである！」

　リリィハウルの声。刹せつ那な、自分の脇わきの下を何かが通り抜けていく感覚があった。ごろごろと血ち塗まみれの地面を転がり、肉体と肺の痛みを無視して強引に顔を上げたフィアが見たのは、

「やり、おった、のか……？」

　刃の長さを数メートルも伸ばした黄金の剣が、その切っ先が、ニルシャーキを貫いている光景だった。その刀身に描かれていた蛇のような文様がうっすら赤く浮かび上がっているのが見える。まるでその蛇が這はい進んだように、目にも留まらぬ速度でその剣は伸長したのだ。ある意味、回かい避ひできない飛び道具のようなものだった。

　隙すきを作るための餌えさにされたことには怒りを覚えるが、しかし奴やつを倒せたのならば──と、思っていたとき、フィアは愕がく然ぜんと目を見開く。

「ふむ。こんなもので勝てると思っていたのだったか？」

　平然とした声。ニルシャーキの身体からは一滴の血も流れていなかった。軽く身を捻ひねるようにすると、どういうわけか豆腐を切った包丁のような滑らかさで、禍剣の長い刃やいばがその身体からぬるりと脇に滑り出る。

　逆の動きもできるのか、元の長さまで刀身を縮ちぢめて禍剣の先端を引き戻しつつ、歯は嚙がみするようにリリィハウルが呻うめいた。

「《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》……いかなる攻撃も無効化するという禍具ワース。本当だったか」

「な、に……!?」

　聞いていない。それがあのシャツの呪のろいだというのか。そんなのは──卑ひ怯きようなまでに、強力すぎる。ただでさえあの女は強いのに。そんな力があるならば、どうやって倒せば……

　不吉な予感が首の後ろに忍び寄ってきた。さらに、

「おい虎こ徹てつ、おかしな小僧と小娘につっかかられた憂うさ晴ばらしをさせろ。交替じゃ」

「はあ。ニルシャーキさま……？」

「構わないのだった。虎徹、お前は休んでいるのだった。村むら正まさよ、納得はしたのだったか？」

「は、充分にな。ぬし殿ならば妾わらわを持て余すということはあるまい」

　二つのことが同時に起きた。まずは虎徹がぽんと弾はじけ、人の姿に戻る──

「!?」

　フィアは混乱した。その身体からだにはあるはずのものがなく、ないはずのものがある。虎徹は──彼は、脱ぎ捨てていた自分の服をそそくさと手に取り、それで自分の身体を隠していた。

　そしてもう一つは、あのウシチチ女の身体も、その本性へと変じたこと。

　日に本ほん刀とうだ。しかしそれは、今まで何度も目にしたことがあるものではない。春はる亮あきが手にしていた、鉄の黒くろ鞘さやに包まれたものではない。

　恐ろしく涼やかな、白はく刃じん。

　氷のように澄すんだ、月光のように超然とした、弧こ影えい。

　本当の日本刀として、虎徹と同じモノとして、彼女はその本来の姿を外気に晒さらしていた。

《剣けん殺さつ交こう叉さ》なる技を使ったとき、一いつ瞬しゆんだけ見えていたもの。その一瞬しか彼女自身が生存を許さなかったもの。しかし今は、それこそが、彼女そのものなのだ。

「久方ぶりのこの姿じゃ。憂さ晴らし、させてもらうぞえ」

「今ので終わりというわけではないのだろう、と問うのだった。リリィハウル・キルミスタ」

「くおっ──！」

　フィアは先刻の掌しよう底ていで大きく吹き飛ばされている。ニルシャーキ達はまず獲え物ものを近くのリリィハウルに定めたようだった。リリィハウルは今までと同じく、《禍か剣けんシーガルスホルム》と《禍具砕きワースブレイカー》の二刀流。禍具ワースと、それを壊こわすもの。矛む盾じゆんした二刀流。

「ほう、間合いを自在に操あやつれるというわけじゃな。なかなかおかしな玩具おもちやじゃの。しかし」

　微妙に伸のび縮ちぢみする禍剣の切っ先を回かい避ひし、村正が攻めに転じる。だがリリィハウルもそれを予期していた。むしろ、あえてそうなるように仕向けていたのか。逆の手で即座に迎むかえ撃うつ。

　そうだ、奴やつにはあれがあった、とフィアは思う。

　右手に持つ《禍具砕きワースブレイカー》。それによる、カウンターでの武器破は壊かい。

（いや、待て、それはまずいのではないか、だって、そうなると──）

　どくん、と心しん臓ぞうが跳ねるが、それは杞き憂ゆうだった。傍はた目めに見てもリリィハウルのそれは完かん璧ぺきなカウンターで、その複雑な形状の刃やいばで相手の得え物ものをへし折る様が幻視できるほどだったが。

　現実は、逆。

「その刀は、不ぶ恰かつ好こうなだけでつまらぬ──妾わらわの力を見せよう。は、この美しい妾の前で、そのようなくだらぬ刃やいばを見せるでないッ！」

　刃の光が、力強く奔はしって。リリィハウルの《禍具砕きワースブレイカー》と──交叉する。

　瞬しゆん間かん、その歪いびつな刀身に幾筋もの線せんが浮かんだかと思うと。

《禍具砕きワースブレイカー》は、自身の名を奪われたかのように、刃を散らして砕けた。

「ぐ……おおおっ！」

　同時に、リリィハウルの肩から血が噴ふん出しゆつする。村むら正まさの一いつ閃せんの余波が、その肉体にまで到達していたのだ。出血が多い──が、それでも彼女は気丈に前を向き続ける。

　ほう、と日に本ほん刀とうがどこか感心したような声を発するのが聞こえた。

「よく腕が捥もげなかったものよのう。得え物ものは玩具おもちやばかりじゃが、一ひと廉かどの剣士ではあるらしい」

「この者もカウンターを得意としているのだった。似たような機きの中、それの持つ意味を知り、剣を振るっている。だからこそ、辛うじて致命傷だけは免まぬかれたようだった」

　フィアは改めて感じていた。刀の姿となっても変わらない。奴やつに血の忌き避ひはなく、敵を殺すことに何の躊ちゆう躇ちよも抱いてはいない。本当に、奴は、そんな存在となってしまったのだ……！

「駄だ目めじゃ、ハルもきりりんもすぐには起きそうにないよ！　ふぃっちー、ここは一いつ旦たん退ひこう！」

　二人ふたりを介抱していた黒くろ絵えが、焦った声で言ってくる。

　フィアはもう一度、ニルシャーキの手の日本刀を見た。歯は嚙がみする。

　何か言葉をぶつけたい気分だった。しかし何を言うべきかわからなかった。

　──この自分に、何が言える？　あいつに対して、何が言える？

　自分にとって、あの日本刀はどんな存在なのか、と考えた。それすらもわからなかった。敵なのか、味方なのか。今はどうなのか。そして、かつてはどうだったのか。

「ふぃっちー！」

「……ええいっ！」

　何にしても、春はる亮あきと錐きり霞かのことを放ってはおけなかった。そして──怪け我がを負ってこの場に放置されている（そしてほとんどが意い識しきを失っている）一般人達のことも気になった。彼らをここに残していけばどうなるか、想像に難かたくない。今は黒絵の言う通り、一旦退却して体勢を立て直すしかなかった。

「クロエよ。難むずかしいかもしれんが……ここらに倒れておる奴ら。生きておる奴らだけでいい。一緒に運び出せるか」

「……フルパワーなら、なんとかね」

「頼む」

　フィアは立ち上がり、ニルシャーキ達の動向に注意しながら後退を始める。

　リリィハウルは、血に濡ぬれた肩を厭いとわず強引に腕を動かし、背中の鞘さやから一本の剣を《禍具砕きワースブレイカー》の代用品として引き抜いていた。針のような刀身の、西せい洋ようの刺突剣。

「《貫通し姦通するステイツクミー・マクラクランプリーズ》……」

「ほう。それはどのような呪のろいを持っているのだったか？」

「喰くらって死ねばわかる！」

　針のような刀身の先端には返しがついていた。《花弁剣ベラゼッラ》と似たような作りだ。胸に突き込まれる──が、結果はさっきと同じだった。ぬるりと貫通する。だが死なない。

「この《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の力を見、なおそうするということは、おそらく勝算があってのことなのだった。形状から察するに──その剣は《刺さると二度と抜けない》という類たぐいの呪いを持つものではなかったか？」

「く……」

「呪い同士が矛む盾じゆんするなら、当然、より強い呪いのほうが勝つのだった」

　ニルシャーキが身体からだを横に動かしただけで、その剣はずるりと彼女の脇わき腹ばらから抜け出た。そして「これまた虚弱な姿形の剣じゃのう」と日に本ほん刀とうが一いつ閃せん、これもあっさりと破は壊かいされた。

　呻うめいて後退するリリィハウルに、ニルシャーキはその古ぼけた上衣を撫なでながら言う。

「これはインディアンの虐ぎやく殺さつが起こった際、仲間を盾にして唯一生き残った男が着ていたものだった。《白人の銃弾を通さない》という触れ込みでインディアンの間に流行した、ゴーストシャツという衣服そのものは虚構なれど──生き残った男の虚言により、これはその中で唯一、触れ込み通りの効果を発揮した《本物》となった。そしてそのとき死んだ人間の怨えん嗟さにより、呪われ、同時に忌き能のうを発揮するようになった。故にそれが《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》。物品としての歴史は浅くとも、そう容易たやすく凌りよう駕ができる呪いではないのだった」

「……一、負傷した。二、呪いを確たしかめた。以上、機きではないと判断する。今は、まだ……」

　血を吐くような声で、ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめながら、そう呟つぶやいて。

　昏くらい意志に導みちびかれた瞳ひとみで、前を睨にらんだまま。

　冷たい復ふく讐しゆうの気け配はいをその身に漂わせたまま。

　リリィハウルはさらにニルシャーキから間合いを取って後退する。有あり体ていに言えば、逃げようとしているのだ。自分達と同じに。

　フィアは理解する。彼女は復讐に狂っているのかもしれないが、その目的を忘れるほどには狂っていない。絶対に果たさなくてはならない目的があり、そのためにあらゆることをする覚悟があるという──狂ったほどの決意を持っているだけだ。

　ニルシャーキは逃げようとしているリリィハウルを追つい撃げきする気配もなく、悠々と、

「愚かではない復讐者というのは強きものなのだった。竜へと至るための栄養素……言った通り、我らは今しばらくこの地で待つ必要があるのだった。故に、逃げも隠れもしないのだった。また来るといいのだった」

　軽く仮面の首が動いたところを見るに、その言葉はリリィハウルだけでなく、こちらにも向けられていたのだろう。

　だがそのときにはもう、フィアはニルシャーキ達に完全に背を向け、全力で走り始めていた。追つい撃げきの気け配はいはない。前方には、春はる亮あきと錐きり霞か以外にも十人ほどの人間をその髪で保持し、小さな足を必死に動かしている黒くろ絵えの姿。リリィハウルがどうなったのかはわからなくなったが、おそらく向こうも無事に逃げることだろう。

（また来るといい、だと……？）

　フィアは歯は嚙がみする。言われるまでもなく、これで終わりにするつもりはなかった。自分達はもう一度、必ずここを訪れる。

　しかし──訪れて、どうするのか。

　そのとき、自分達は、何をするために訪れるのか。




　今のフィアには、まったく、見当もつかなかった。







　第三章 「騎士という暗黒。その意義」/ "The blade - It' s two-faced."
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　自分はなぜここにいるのだろうか、とぼんやり考えていた。

　眼がん前ぜんには庭がある。古めかしい巨木の葉が、洗せん濯たく台だいの衣服が、気ままに伸びている雑草が、微かすかな風で一様に揺れていた。庭の隅には小さな土蔵があったが、他ほかには何もない。鯉こいを飼うような池も、飛び石も、石いし灯どう籠ろうも、手ちよう水ず鉢ばちも。だから空間が微妙に余っている。あの土蔵を取り壊して離れでも建てればよかろうに、と思った。

　尻しりの下には座布団があり、さらにその下には板いた敷じきの縁えん側がわがあり、座布団の隣となりには茶の入った湯のみがある。背後には無人の居間。そこには『てれび』やら『らじお』やら、不ふ可か思し議ぎな道具の数々が並んでいる。時代も変われば変わるものだ、と思った。

　ああ──そうだ。

　なぜここにいるのか。

　それは、『この家に』というだけではなく、『この時代に』と言ってもいい。

　どうしてこんなところにいる？　時代遅れの刀が。自分にも既にわかっているのだ。戦いくさはもう起こり得ない。少なくとも将と兵が地べたで刀を振るい合うような『合かつ戦せん』は。

　ならば、自分はなぜ在る？　意義を忘れ、なぜ在る？

　平和なこの国に、武器は必要ない。平和なこの時代に、武器は必要ない。護ご身しんのためというならば包丁で充分だ。相手が刀を振るわないのであれば、こちらも振るう必要はない……

「退屈、じゃのう……」

　湯のみの茶を適当に啜すすり、変化のない庭を眺めながら、ぽつりと呟つぶやく。

　現状だけでなく、それは、ずっとそうだった。

　いろいろなものに、飽いていた。だからこの家に来たのだ。

　正直──呪のろいなどはどうでもいい。それはただそうあるもので、行こう雲うん流りゆう水すい、なるようにしかならないものだと思っている。自分にとっては、自分の存在意義や、今までのことやこれからのことを考えるのと、まったく同程度の事象でしかなかった。

　とにかく、変化が欲しかったのだ。『呪いを解く』などという方向性でなくともよかった。そうだ、仮に他の暇ひま潰つぶしが目の前にあったとしたら、別にそっちでもよかったのだ──

　そんなとき、眺めていた庭ににょこっと子供の首が生はえた。視界の下から首を伸ばしてきたというだけだが。

　縁側の下に隠れて近付き驚おどろかしてやろうという魂胆だったのだろうが、勿もち論ろん自分にはその気け配はいがだいぶ前からわかっていた。無反応にじーっと見返すと、ちぇー、というように彼は小さく口を尖とがらせた。しかしすぐに気を取り直した様よう子すで、縁えん側がわに上半身を乗り出した恰かつ好こうのまま、

「ねえねえ、呪のろいっていうの解くんでしょ？　頑張ろうよ。何か俺おれに手て伝つだえることない？」

　などと言ってきた。最初こそは緊きん張ちようの様子を見せていたものだったが、ここに来てから数日、この子供──春はる亮あきもだいぶこちらに慣なれてきたのだろう。こうして親しげな口く調ちようで話しかけてくるようになっていた。それが好ましいことかどうかは別として。

「ふん。知ったことか。そう決めておるわけではないぞ」

「えー？　じゃあどうして来たのさ」

「崩ほ夏なつが上う手まい茶を飲ませるとしつこく言うから、面めん倒どうになってな。それに、奴やつは最後には土下座までして妾わらわに頼んできおった……は、あれはきっと妾に惚ほれたのじゃな」

　冗じよう談だんめかして言うと、そうかなあ？　と春亮は首を傾かしげた。土下座までは本当の話だ。

「そうに決まっておる。よいか、お前にはまだわからぬかもしれぬがの、男というのは大きな乳が好きじゃ。お前の母、崩夏の嫁とてそうだったに決まっておる」

　またもこくりと首を傾げて、そうかなあ、よく覚えてないや、と彼は返答した。崩夏から、嫁とはこの春亮が生まれてすぐに離り婚こんしたと聞いていた。本当かどうかは知らないが、それなら確たしかに顔や姿など覚えてはいないだろう。

「お前も、もう少しすれば妾のコレに夢中でむしゃぶりつくようになるわい。なんなら今、そうしてみるか？」

「い、いいよ……」

　一丁前に照れている。その様子に唇を曲げながら、湯のみを脇わきに置いた。

「ともあれ──妾は呪いなぞどうでもよい。そのために何かをするなど面倒じゃ。なるようにしかならぬ」

「でも、解いたほうがいいって、父とうさん言ってたよ」

「呪いとは、どういうものか。小僧、お前は、知っておるのかえ……？」

　意図的に唇を歪ゆがめて、春亮の顔を覗のぞき込むようにする。いい機き会かいだ、と思った。

「妾の呪いは──血を見たくなる、というものじゃ。妾の持ち主が、そして、妾自身が。いかな聖人君子であろうとも、妾を持てばその衝しよう動どうからは逃れられぬ。崩夏から聞いてはおらんのか？　妾はここに来る直前は、ある素そ封ほう家かのところにあった」

「そほーか？」

「金持ち、という意味じゃ。この家よりもさらに広い屋や敷しきで、高そうな壺つぼやら掛け軸やらがそこかしこにあったの──ま、妾が目を覚まして見たときには、既にそのほとんどが血に汚れておったが。久しく抜かれておらんかったせいで呪いが溜たまっておったのじゃろうな」

「……」

「妻に娘に息子むすこに親、下働きに、たまたま訪れた配達人を一人ひとり。殺して殺して、衝動が収まって、ふっと我に返ったのじゃろう。妾わらわがその久しぶりの持ち主殿に声をかけようとしたときには、既にその持ち主殿はこの妾で自らの喉のどを貫いておったわ。それから何やかやあって、どうしようかと考えておったら警けい察さつとかいう輩やからに連れ去られ、また暗い空間に閉じ込められ、そこで崩ほ夏なつがやってきて──とまあ、ここからはよいか」

　土下座の件は既に言っている。おかしな男だ、と思ったものだった。

「わかるかえ？　これが妾じゃ、妾の呪のろいじゃ。目覚めて殺し、飽いて眠り、また目覚めて殺す。これが、戦せん国ごくの世からずっと、妾がしてきたことじゃ……」

　目を細めて、声を低く、重苦しい殺気を込めて──言う。気の弱い人間ならこれだけで失禁しかねない。

　すればいいと思った。怖がればいいと思った。自分にとってこの少年は、結局のところ、眼前をちょろちょろする邪じや魔まな小動物でしかなかった。だが──

「知ってる。父とうさんに聞いたし。今までにも、俺おれ、いろいろ見てきたし」

　その小動物は、この獣けものの前で、無む垢くに笑う。

　やっぱりだ。最初に脅おどしたときと同じだ。なぜ──怖がらない？

「それにさ、俺、何かを持って、その『持ったこと』で出てくる呪いは効かないんだって。だから大丈夫」

　それは崩夏から聞いていた。今もまだ半信半疑だったが、こうも言いきるのなら、あるいは本当なのだろう。

　それよりも。そんなことよりも。

　この子供が、呪いどうこうを真に理解しているとはとても思えなかった。呪いの恐ろしさを、おぞましさを、醜しゆう悪あくさを、危険さを。

　しかし少なくとも、今ここにいる自分は、素手で人間を切り殺せる自分は、呪いなどという曖あい昧まいなものではない。現実の脅威だ。それは彼だって理解しているはずだ。なのに、なぜ、恐怖しないのか。笑っていられるのか。

　脳天気な、この夜や知ち春はる亮あきという子供は──なんだ？

　意味不明な感覚が自分を襲おそう。それは居い心地ごこちの悪さにも似て、恐怖感にも似て、むず痒がゆさにも似ていた。

「そういやさ、村むら正まさって名前は聞いたけど、それだけだとこれから困るよね。苗みよう字じっぽいからそれは苗字にするとして、下の名前を考えなきゃ。何かある？　ないなら一いつ緒しよに考えようよ。んー、どんなのがいいかな……」

　こちらが沈ちん黙もくしている間に、春亮は勝手に次の話題へと進んで一人ひとりでぶつぶつと喋しやべっていた。名前なぞどうでもいい。

　ふと、一つの疑問に襲われていた。それは彼についてではなく、自分自身についてのもの。

　自分は今、この少年を仮の所有者としている。そうすれば呪いは発生しないと崩夏がしつこく言うので、渋々そうしたのだ。相変わらず気乗りはしていない。疑わしいと思っている部分は依然として自分の中に根強くある。

　仮に、二人ふたりの言葉が真実だったとしよう。自分の呪のろいは『血を見たくなる』というものだ。所有したことによる呪いが無効化されるのならば、春はる亮あきはその欲求に襲おそわれないことになる。

　しかし──しかし、だ。

　この自分が抱く『血が見たい』という欲求は、一体どうなるのか？

　それもある意味、呪いだ。自分自身に刻まれた形質。

　呪いの効かない少年に自分が所有された場合、それはどうなるのだろうか。一いつ緒しよになって、自分の欲求も消え去るのだろうか。それとも──

「どんなのがいいかなー。綺き麗れいなの？　かっこいいの？　ねえ、一緒に考えよーよ。変な名前になっちゃったら嫌いやだよね？」

「……知ったことか……」

　今日きよう何度目かの台詞せりふをぼんやりと吐き捨てる。意い識しき的てきに、頭の中の全すべてを忘れようとした。

　静かな庭。縁えん側がわを撫なでるそよ風。少年の声は喧やかましいが、耳障りというほどではない。その内容を意識しなければ、風鈴のようなものだ。

　ふ、と息を吐いて、身体からだの横に置いていた湯のみをまた持ち上げて口に運ぶ。すっかりぬるくなっていたが、見えている風景の生なま温ぬるさにはこれで丁ちよう度どよいのかもしれなかった。

　仕方がない。ぬるいものは、もう仕方がない。

　だから、もうしばらくは、この家にいてやってもいいか──と、諦てい念ねんのような気持ちがぼんやりと胸の奥に湧わき上がってくるのを感じる。癪しやくに障ることに、崩ほ夏なつの誘いの言葉通りになってしまった。

　ずずり、と茶を啜すすりながら、呟つぶやいた。

「……癖くせになってしもうたわ。この安い茶葉」
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「春亮！」

「夜や知ち、無事か!?」

「ハル、何か気分悪いとかない？」

「う……ん。あれ……？」

　むくりと身を起こす。自分の部へ屋やだ。布団の脇わきにはフィアに錐きり霞か、黒くろ絵えがいて、心配そうな顔でこちらを覗のぞき込んでいる。一いつ瞬しゆん、状況を見失った。

「えっと。みんな、なんで……俺おれ、どうしたんだっけ……？」

「覚えて……おらんのか？」

　心配そうな、フィアの声。何があったんだっけ──と寝ぼけた頭をフル回転させて、

「……ああ」

　ようやく、思い出した。今までの、全すべてを、思い出した。

　そして、笑いが出た。

「そっか……はは。いや、ホント、このは、どうなっちゃってるのかな。殴られちゃったよ。本当に、ちょっと、大変だな。痛かったし。はは、は──うっ!?」

　息が詰まる。ぎょっとしたような顔をしていたフィアが、急にその顔を険しくして。ぐい、とこちらの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せたのだ。そのまま、息がかかるような距きよ離りで、

「──ハレンチ小僧。気持ちはわかる。だが、現実を見ろ」

　フィアの瞳ひとみには、真剣さと、怒りと、不安と、恐怖があった。そしてその全てを必死に堪こらえようとしていた。

　息を吸う音が聞こえたので、フィアに襟えりを摑まれたままそちらに目を向ける。錐きり霞かが真ま面じ目めな顔で──真実、恐怖に青ざめたような顔で、言ってきた。

「夜や知ち。私が死んだ後のことは、二人ふたりから聞いた。はっきり言おう……お前が生きているのは《たまたま》だ。それ以上でもそれ以下でもない。このはくんは、たとえば何かの考えがあって、演技をして、それで相手側に潜もぐり込んでいるというわけではない。それが理由で、手しゆ刀とうではなく拳こぶしを使ったわけではない」

　正座した錐霞の、膝ひざの上。その両拳が、ぎゅっと握られるのが見えて。

「本当に、殴られるのと同程度の可能性として、お前があそこで斬り殺されていた可能性もあったんだ。私の言葉を聞くかどうかなど、彼女には本当に、右足から歩き出すか左足から歩き出すか程度の違いでしかなかった。気紛れで、なんとなくで、偶然でしかなかった……っ！」

　錐霞もその顔を近付けてくる。その目め尻じりに、薄うすく、何か光るものが見えて。

　がつん、と衝しよう撃げきを受けた。世界が揺らいで、ずれていた現実感の断層が組み合わさる。

　今が、どんな状況なのか。自分が、どんな状況だったか。

　本当の意味で、ようやく、把握した。

「ふぃっちーときりりんの言う通りじゃね。ショックを受けるのはわかるけど、事実は事実として見てくれんと始まらんよ。夢を見ちょる間に死んじゃったら……なんにもならん」

　春はる亮あきはゆっくりと首を回し、三人の顔を見た。深く息を吐いて、

「そうだな。ごめん──ありがと、フィア、いんちょーさん、黒くろ絵え」

　もう大丈夫だ、という意志を込めて、頷うなずく。三人にほっとした気け配はいが生まれた。

　春亮はさっきの現実逃とう避ひの笑いとはまったく違う苦笑いで、まだ胸倉を摑んだままだったフィアの腕をぽんぽんと叩たたいた。

　フィアは、む、と一いつ瞬しゆん頰ほおを膨ふくらませたあと、

「ふん！」

　と、照れ隠しのようにぽいと春はる亮あきの身体からだを布団に放り捨てた。




　──既に夕方になっていた。

　フィアは煎せん餅べいの袋を片手に、縁えん側がわによっこらしょと腰を下ろす。その場所を選んだ理由は、目覚めた春亮が既にそこに座ってぼんやりしていたからに決まっていた。

　ぼりぼりと最初の一枚を嚙かみ砕きつつ、チラと横目で春亮を見て、二枚目として摘つまみ出していた煎餅を垂直に立ててみた。

「いるか？　一枚ぐらいなら分けてやらんでもない」

「珍しいこともあるもんだ。でも、今はいいや。まだ胃袋がびっくりしてる感じだから」

　腹を擦さすりつつ、春亮。そうか、とその二枚目も自分の口に持っていった。美う味まい。

「あんまり食うなよ、晩飯近いだろ」

「今日きようは昼を食っておらん。それで相そう殺さいだ」

　ダメージ的なものを考えて、もう今日は動かないように、と自分達二人ふたりは言われていた。だから今は錐きり霞かと黒くろ絵えが台所で夕飯の下ごしらえをしている。

　二人きり、なのだった。

　同じ縁側に座って、同じ庭を眺めて、煎餅を食べる。

　隣となりにいる春亮の温度が、縁側の床板を通して伝わってくるような気がした。もう、認めてしまえる──心地ここち好よい、のだと。春亮の隣にいることが、こうして無言でいることが、なぜか気持ちいい。幸せだ。ずっと、こうしていたい。

（でも……）

　なにか、ちがうな。

　と、今は、今だけは、思ってしまう。もぞもぞする。幸せの裏側をつつく焦しよう燥そう感かんのようなものがある。本当にこれを甘受していいのか、という──罪悪感がある。

　ちぇっ、とフィアは胸中で舌打ちした。ほんとに、まったく、どうしようもない。

　いてもいなくても、あの女は、目障りだ──

「そういや、リリィハウルが集めた、あの人達は」

「……運べるものは黒絵に運び出してもらった。応急処置をして、安全な場所に置いて、救急車を呼んだ。それからどうなったかは、わからん」

「そっか」

　そんな話から、再度、頭の中の焦点は今抱えている問題へと向く。どうしたらいいのか。自分達は、これから、どうしたらいいのか。

　無言の時間が流れる。煎餅のいい音だけが自分の口から聞こえていた。何枚齧かじったのかなどとうの昔に数えるのを止やめていた。春亮も食べすぎを注意してはこなかった。

　そんなとき──ぴるるるる、と電話の音。春亮がポケットから携帯を取り出し、

「ン・イゾイーだ」

「出ろ出ろ。私も聞く」

　一つの折り畳み式携帯電話に、二人ふたりで頭を寄せる。携帯を持つ春はる亮あきの手にほっぺたをくっつけるような形になって、胸中がもわもわしたが、意い識しき的てきに考えないようにした。今は電話の内容のほうが大事だ。

「もしもし。どうした？　何か新しい情報がわかったりしたのか？」

『──我が返答・そういうわけではありませんという報告』

　携帯を握る春亮の指から、そっと力が抜けたのがわかった。

「じゃあ……何だ？　ていうか、今日きようあったこと、お前らにはわかってるのか」

『我が返答・是ぜ。おおよその流れは摑つかんでいます。この電話の用件は──単なる謝しや罪ざいです』

「謝罪だと？　イナカ女め、どういうことだ、詳しく言え」

　この自分の声が聞こえてきたことに怪け訝げんさを覚えたような気け配はいがあったが、ン・イゾイーはすぐに気を取り直した様よう子すで答えた。

『村むら正まさこのはの記き憶おくについて、先日は意図的に説明しなかった部分があります。あれは《記憶喪失》ではなく、《過去の彼女に戻った》という現象であるという説明を説明します』

「何が違うのだ？」

『それは不可逆であるという点です。彼女は取り戻すべき記憶など最初から持っていない。忘れているのではなく──あれは、あなた方との思い出を未だ体験していない彼女なのだ、ということです。故に、我が発言……単に言葉をかけたり、思い出を語ったり、ショックを与えたり、というような《よくあるやり方》では、彼女が戻る可能性はほぼゼロに近いという断言』

「……確たしかに、そんな感じだったよ。信じたくはないけど」

　吐息に混ぜ込むように、春亮が呟つぶやいた。

『一度会うまでは、言えませんでした。その、この情報が間違っている可能性もなくはないという考えを、考えて』

「いいよ。俺おれ達に気を遣つかってくれたんだろ。それに……実際に会わなかったら、そんなこと信じられなかったと思う」

「しかし──では、どうするのだ。奴やつをあのままにしておくわけにはいくまい」

　素人しろうとにも容赦なく攻こう撃げきをしかけていたこのはの姿を思い出す。楽しそうに、同時にどこか、つまらなさそうに。どちらにしてもそれはフィアの知る彼女の姿ではない。

「ふん。血を見てゲロゲロしておったあいつのほうが、よっぽど……あいつらしいわ……」

「……フィアの言う通りだな。なあン・イゾイー、俺の考えを聞いてくれるか」

『我が返答・是』

「とりあえず今のこのはは危険だ。だから多少強引にでも、実力で捕まえなくちゃならないと思う。で、問題はその後だ。このはに相手が使った仮面──《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》だっけ。あれにリセット機き能のうがついてたりはしないのか。あれを手に入れたら、ひょっとして……」

『正直に言えば、それは未知です。さらに調ちよう査さする必要があると思いますが、あれは元々騎き士し領りようの所有物。情報が少なく、答えが出るかどうかはわからない、という返答を返答します』

　本当に正直な女だった。春はる亮あきは残念そうに一度目を閉じたが、そのまま小さく頷うなずいて言う。

「──そうだよな、お前達にもわかんないことはある。何にしても、今の俺おれ達は、リセット能力がある、と仮定して動くしかない……」

「ならば、それを奪うためにはやはりニルシャーキを倒さねばならんだろう。どう倒すかという問題になるな」

　フィアは瞳ひとみを細め、あの女の姿を思い出した。インディアン風の上衣。攻こう撃げきがまったく効かなかった。どうすれば倒せるというのか。二振りの日に本ほん刀とうがその手にある。どちらも、人化できるほどの呪のろいを蓄えた妖よう刀とう。そして、

「おかしな仮面もつけておったな。あれは？」

『我が返答・それについても未知ですという謝しや罪ざい。元々ニルシャーキは《戦鬼》と渾名あだなされる神出鬼没の存在。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの資料を当たっていますが、なかなか情報は見つけられません。引き続き調しらべるつもりではあります』

　引き続き。その言葉で大事なことを思い出した。

「そうだ……急げよ。いつまでも吞気のんきにはしていられん。タイムリミットがあるのだ」

　春亮もはっと顔を引ひき締しめて、横目でこちらを見た。

「あいつらがあそこにいるのは、師団長って奴やつを呼び出して、来るのを待ってるから……って言ってたな。一週間くらいかかるとかなんとか」

「強さ争いなどに興きよう味みはないが、師団長というくらいだ、そいつは竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの中で一番強いに決まっておる。ニルシャーキがそいつと戦ったとして、その得え物ものがただで済む保証はない。何かの拍子に破は壊かいされたとしても何の不ふ思し議ぎもないだろう」

　あえて不吉なことを言った。最悪の可能性を考えれば、というやつだ。

『我が理解・一週間の間になんとかせねばならないということですね、という把握』

「──その間に何ができるかを、もう一度考えよう。俺は何でもやる。何でもだ。何か作戦を思いついたら教えてくれ」

　春亮らしからぬ、熱ねつの籠こもった断定的な口調。フィアはそこにある種の新しん鮮せんさと不安を同時に覚えた。それから春亮は何かを考えるように目を細めつつ、電話口でぶつぶつと呟つぶやく。

「ニルシャーキ達はマジだ。戦いが本ほん職しよくじゃないサヴェレンティとか千ち早はやとかに助けを求めるのは、危なすぎる、か。お前は……その、一緒に戦っては、くれないんだよな」

　一拍の間があって、絞り出すように、

『我が謝罪・それは不可能だという断定。今回、我々は情報を提供することしかしません』

「そっか」

　言ってみただけなのだろう、さしたる落胆もなくあっさりと春はる亮あきは頷うなずいた。

「じゃあ、お前は引き続き情報を集めてくれよ。アマンダにもよろしく言っといてくれ」

『はい。隣となりにいます。あなたによろしくと──どうしましたか、という問いを問います』

「どうしたのだ？」

『スカートを引っ張られました。あれを見ろと？　あれとは……む……なるほど』

　何があったのだろう、と春亮と顔を見合わせる。しかし答えが出てくるはずもなかった。

「そういや聞いてなかったけど、お前達、今どこにいるんだよ」

『我が返答──今回の件に関かかわるもう一人ひとりの人物、リリィハウル・キルミスタが隠れ家にしている廃ビルの監かん視しポイントだという説明』

「なにぃ？」

　そして彼女は、いつもの平静な調ちよう子しで、こちらとしてはまったく平静には聞けないような内容の言葉を続けた。

『一つ、報告すべき事項が増えました。リリィハウル・キルミスタが、無関係な一般人のカップルを拉ら致ちし、今まさにその廃ビルに運び込んでいるのですが……どうしますか？』
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　彼女はもはや高こう潔けつな騎き士しではないのだった。それはもう充分にわかっている。でなければ、朝の出来事のような──無関係な人間を巻き込む行為ができるはずがない。

　今回も一般人が関わっている。犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれない。知ってしまえば、動かないわけにはいかなかった。

　そしてそれ以上に、さっきン・イゾイーと話していた件のことがあった。このはを元に戻せるかもしれない《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》についてだ。元々騎き士し領りようの所有物だったのだから、リリィハウルはそれなりに詳しくその仮面のことを知っているだろう。他ほかにも何か役に立つ情報があるかもしれないということを考えると、やはり聞き出せるものなら聞き出しておきたかった。

　ン・イゾイーから教えられたリリィハウルの隠れ家、郊外の廃ホテルに向かって、春亮達は走る。走る。走る──

　春亮の頭の中には焦しよう燥そう感かんがあった。

（なんだろ、な……）

　そうすべきだ、という予感があるのだった。

　ただ、意味もわからないまま。衝しよう動どうだけが蠢うごめいている。

　今こうして走っているのは、相手の非道を止めるためであり、そして《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》についての情報を得るためではあるが。

　そうでなくても、自分はリリィハウルに会うべきだ──というような。

　その衝しよう動どうを感じながら、無言のまま、春はる亮あきはフィア達と共に走り続ける。

　市街地から離はなれた、人ひと気けのない郊外の一角。

　行く手には、純黒の影かげとなって屹きつ立りつする廃はい墟きよの姿が見えてきていた。
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　自分はやるべきことをする。それだけだった。

　暗く静かな感情を維持したまま、リリィハウル・キルミスタは二人ふたりの招待者を見下ろす。

　元はパーティホールだったのだろう、コンクリート打ちっぱなしの広い空間だ。その中央あたりに、二人を座らせて縛しばりつけた二脚の椅い子すを、一メートルほどの距きよ離りをおいて向かい合わせている。空間が広いぶん、この状態は彼らの不安を余計に搔かき立てるはずだ。

「た、たたた、助けて、助けてっ！　お願ねがい、お願い、殺さ、ないで、くださいっ！」

「あの、俺おれ、金なら、払うから、その、彼女だけは、あのっ……！」

　椅子を向かい合わせているのは、勿もち論ろん、相手の姿を見て効率的に恐怖してもらうためだ。縛りつけられた互いの姿だけで、既に二人ともがたがたと震ふるえている。

「一、力は蓄えておいて悪いものではない。二、選択肢は常に広げておく必要がある。以上、真正面からでは効果はなかったが──禍か剣けんの力は維持しておかねばならない……」

　じっと二人を見つめる。二人とも、今はこの状況に恐怖しているだけだ。いずれ慣なれる。新たな何かをしなくてはならない。何をするか──

　とりあえず、歩を進めて。

　男の顔面を無言で殴ってみた。二発、三発、四発。村むら正まさから受けた肩の傷に響ひびくが、応急処置はしてある。構わず五発。六発。

「ぐっ、が、ああ、やめ、やめて、おねがい、ゆるして、やめぶぇっ」

「きゃああ！　ひどい、いや、やめて、やめてぇっ！」

　男の鼻血が止まらなくなった。拳こぶしが血で汚れる。そろそろ交替するか、と今度は女のほうに近付いた。その拳をぐいと近付けて──

「いや、いや、いやあああっ!?」

「舐なめろ」

　殴らない。女は華きや奢しやだ。殴ればすぐに死ぬ。別に構わないと言えば構わないのだが、やはり恐怖を引き出せるだけ引き出してからのほうがいいだろう。

　殴られるのを恐れてか、女は震える舌を伸ばし、ぴちゃぴちゃと愛する彼氏の鼻血を舐め取り始めた。不快感のためか、血液自体の持つ催吐性のためか、大きくおええと嘔え吐ずいた。だが許さない。平静な心持ちのまま、拳でその顎あごを叩たたくようにして続きを促す。赤い舌が動きを再開させる。艶なまめかしい舌。恋人同士、普ふ段だんなら唾だ液えきを絡め合っているであろう舌。

　そうだ。そういう手もあった。

　リリィハウルは唾つばで濡ぬれた自分の拳こぶしを彼女の口から離はなし、代わりにその胸元に持っていって──力任せにその服を引き破く。

「ひっ!?」

　下着ごと破ったので、白い乳房が零こぼれた。本能としての性的興こう奮ふん。しかし理性でそれを抑え込んだ。これは単なる凌りよう辱じよくではない。力任せに握り、揉もむ。先端を摘つまみ、弄いじる。

「ひ……あ、いった、やめっ……なに、なんなのっ……!?」

「私は同性愛者らしい」

　困惑が強かった彼女の瞳ひとみに、はっきりとした怯おびえの色が浮かぶ。そうでなくてはならない。さらにスカートの下、太ふと股ももに指を這はわせてその根源に遡さかのぼりつつ、

「わかるか？　だから、私はさらに貴様を弄もてあそぶことができる。飽きることなく弄ぶことができる。とはいえ、指だけでは満足できまい。さすがに剣の柄つかを使う気にはなれぬ──さて、何か瓶でも落ちてはいないか……」

　何かを探すようにぐるりと周囲を見回してやると、その意味を悟ったのだろう、彼女は身体からだをのたうたせて暴あばれ始めた。

「やだ、やだ、やだやだやだぁっ！　やめて、やめてください、お願ねがいしますぅぅっ！　なんでも、なんでもしますから！　ひい、ひい、はあ、やだ、いいいいいいっ!?」

　過呼吸にでもなりそうな怯おびえっぷり。連れん鎖さ反応を期待して背後を見やる──が、男は腫はれた瞼まぶたを閉じてぐったりしていた。血でも流しすぎたか。それはいささか勿もつ体たいない。

　女の身体から身を離す。ほっとしたように涙目の女が呻うめいた。だが安あん堵どは早い。ここから自分は、さらに呪のろわしい方法で恐怖を受け取るつもりだというのに。

　リリィハウルは背に差していた一本の剣の柄を握る。ぼろぼろと剝はげる黒い汚れに覆おおわれた柄だ。そしてそれを引き抜くと──

「っ……」

　剣が炎に包まれる。刀身が、ではない。柄まで含めた全すべてが、だ。だから当然、それを握にぎり締しめるリリィハウルの掌てのひらも燃もえる。肉の焼ける異臭。意い識しき的てきに痛覚を遮しや断だんする。

「な、なに、それ、なに……」

「この剣の名は《エンドリオン自罰E.S.P》という。だが名前などお前にはどうでもいいだろう。知りたいのは使い方のはずだ。無む論ろん、こうする」

　炎に包まれて赤せき熱ねつする刃やいばの腹を、リリィハウルはぐったりしている男の首筋に押しつけた。

「ひぃぃいっ!?　やめて、やめてぇぇぇっ！」

「ぎゃあ、ああ、ああああああっ！」

「──起きたな」

《エンドリオン自罰E.S.P》を鞘さやに納める。炎は消えた。二人ふたりに目を向けると、先程とは意味の異なる、より混乱を強めた恐怖の視し線せんが返ってきた。わけのわからない化け物を見るような目。

　それでいいと思った。呪のろいを見るものは皆、そういう目であるべきだ。

　だが、呪いの恐ろしさはまだ終わらない。もっともっと恐怖してもらわなくてはならない。リリィハウルは背からまた別の剣を引き抜く。僅わずかな弧を描いた肉厚の刃やいば。

「これは斬ざん肉にく刀とう《マイ・ブラディー・バレンタイン》。この呪いは肉を斬きりたくなることだ。斬れば斬るほど斬れ味が上がる。肉であれば何でもいいが、やはり一番効果的なのは……」

　意味深に言葉を切って、一歩、二人ふたりに近付いた。

「う……うそ……やだ……」

「た、たすけ、て、おねがい、おねがい、です……おれ、おれだけは、おねがい……！」

　どちらにするか。まずは指を落とす程度にしておくつもりだが、女は既に失禁している。ショックを与えたら心しん臓ぞうを止めるかもしれない。まずは男にするか。まだ比較的体力もありそうだし、女より先に命いのち乞ごいしたのもいただけない。そうしよう。

　そう決めて、リリィハウルは斬肉刀を振り上げて──

「っ！」

　素す早ばやく身を翻ひるがえし、一いつ閃せん。

　鈍にぶく響ひびき渡る鋼こう鉄てつの音と、重く硬い手て応ごたえは、背後から飛来してきた拷ごう問もん車しや輪りんとの激げき突とつが生み出したもの。その車輪に繫つながる、立方の鎖くさりの先に──こちらを睨にらむ少女達の姿があった。

　リリィハウルは感情を揺らさないまま、小さく嘆息した。

「困った。奴やつらはおそらく、呪いには恐怖しない」




　　　　[image: ]




　まるで、コンビニを出たら雨が降っていた、という程度のどうでもよさで「困った」と呟つぶやいてから。リリィハウルはあの昏くらい瞳ひとみのまま、どこか俯うつむき加減に言った。

「どうしてこの場所がわかった──いや、予想はつく。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくか」

「なんでわかるんだ」

「私はニルシャーキの居場所を知るために、騎き士し領りようの内部情報を売り、奴らと取引をした。その時点で私の情報も奴らに筒抜けになったと思うべきだ」

「騎士領の、情報を……？」

　春はる亮あきは眉まゆを寄せる。そんなことをしていいのか。いいはずがない。ならば、眼がん前ぜんのこの女は、

「──今の私は、騎士領の一員として動いていない。ただのリリィハウル・キルミスタだ。いや、あるいは追っ手がかかっている可能性もあるな。これらの剣を騎士領の武器庫から持ち出すときは……いささか、強引なこともした……」

「そっちの事情などどうでもよいわい。何にしても、お前の非道は見逃せん──クロエ！」

「ほいほーい」

　隠れて髪を伸ばしていた黒くろ絵えが、椅い子すに縛しばりつけられたカップルを椅子ごと摑つかんで引き寄せた。邪じや魔まが入るかと思いきや、リリィハウルは肉厚の包丁のような剣を手に佇たたずんでいるだけだ。

「ひぃ、ひぃぃ、ひぃぃぃぃっ!?」

「ああああああっ!?」

「わー、暴あばれんで。って言っても無理よね。これ以上おかしなもの見せたらトラウマになりそうじゃし、ちょっと寝ちょってくれると嬉うれしいな。モード《スリーピング貞さだ能よし》と」

　きゅっと首でも締しめられたのか、カップルは同時に目を閉じて静かになる。いささか強引な対処だと思いはするが、あまり余裕はないのだ。勘弁してもらおう。

「何が騎き士しだ。最近の貴様の行動は目に余る。とりあえず拘こう束そくさせてもらうぞ！」

「それは──困る」

「知るか！　二十二番機き構こう・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》！」

　フィアが鉄てつ球きゆう棍こんを手に突進し、

「援えん護ごしよう。日に本ほん刀とう相手よりはやりやすいはずだしな！」

　錐きり霞かが呪のろわれた革ベルトを伸ばす。それに対するリリィハウルは、

「《シーガルスホルム》を消費したくはない。相手をするには、この斬ざん肉にく刀とう《マイ・ブラディー・バレンタイン》と──ついでだ、《エンドリオン自罰E.S.P》！」

　既に持っていた肉厚の刀に加え、背から燃もえ盛る剣を引き抜く。自身の掌てのひらも焦げているようだったが、彼女はぴくりと眉まゆを動かしただけだった。精神力で痛みを抑え込んでいるのか。

「なにっ……!?」

　錐霞が呻うめく。伸ばした《黒くろ河かわ可か憐れん》は、《エンドリオン自罰E.S.P》の刀身が掠かすめただけでその先端を炭化させていた。革の焼ける臭におい。錐霞は慌てて可憐を床に打ち付け、移っていた火の気を消火する。その後ろで、カップルの様よう子すを確たしかめていた黒絵が「Ｏｈ！　おそろしい！」というような表情を浮かべていた。自分の髪も同じようなことになっていたかも、と考えたのだろう。

「相変わらず、オモシログッズをいっぱい持っておるようだな！」

　フィアが鉄球棍で打ちかかる。リリィハウルは斬肉刀で防ぎ、炎剣で迎むかえ撃うつ。掠めた熱ねつ気きに眉を顰ひそめ、しかしフィアはひるまずさらに攻めを繰くり出す──

　気合いは充分。だが……春はる亮あきの目には、二人ふたりともが動きに精彩を欠いているように思えた。

　考えれば当然だ。ニルシャーキと戦ったのはまだ日付も変わっていない、今け朝さのことなのだ。フィアはこのはに嬲なぶられていた。リリィハウルはこのはの交こう叉さで肩を負傷していた。二人とも、死力を尽くしてニルシャーキと戦っていた──体力が完全に回復しているはずがない。

　それでも、彼女達は戦う。譲ゆずれない何かをぶつけあう。錐霞も、燃やされる端から伸ばせばいい、とばかりに《可憐》での援護を再開させる。

　春亮は、ふと──こんなことをしている場合なのだろうか、という虚無感を覚えた。

　譲ゆずれない何かが、確たしかに、あるのだろう。二人ふたりには。自分達には。でも、それは……

「ぬうううううっ！」

「おおおおおっ！」

　渾こん身しんの一振り同士が衝しよう突とつし、フィアとリリィハウルが同時に吹き飛ぶ。ごろごろと床を転がり、ゆっくりと身を起こしながら、フィアが前方を睨にらんで言った。

「はあ、はあ……いい加減、観かん念ねんして、剣を捨てろ……！」

「それは、できん──」

　リリィハウルも、呪のろわれた二振りの剣を支えにしつつ、あの昏くらい瞳ひとみをこちらに向けて立ち上がろうとしていた。

「それは、見るからに、呪われておるな。貴様らは呪われた道具など認めんのではなかったか！　そんなものがあるからこそ、お前はこんな人の道に外れた行為をしているのだろう！　なぜだ、どうしてそれを止やめようとしない!?」

「決まっている。全すべては、ニルシャーキを、倒すためだ……」

　ぐっと唇を嚙かんで。暗黒の瞳にさらなる強い光を宿して。

「呪いの忌き避ひなど忘れた。騎き士しの誇りなど知らぬ。正しき道を歩むことに意味などない。そうだ、自分がどうなろうとも、この身が呪われようとも、構わぬ……」

　そして、リリィハウルは。

　どこか悲痛なまでの響ひびきをもって、叫ぶ。

「今の、私には……ニルシャーキを倒すことしか。あの子の仇かたきを取ることしか──それしか、ないのだッ！」

　そこから感じられるのは、ただ、純粋な覚悟。

　ぼろぼろになった姿で、覚悟を叫ぶ彼女の姿を見て。

　春はる亮あきの頭の中に、走るものがあった。

　今まで言語化されていなかった、頭の片隅にあった衝動の正体。リリィハウルに会わねばならないような気がしていた衝動の正体に、気付く。

　端的に言えば──春亮も、覚悟を、決めたのだった。

　だから。

「待ったあああっっ！」

　大きく叫んで、春亮は、二人の中間地点に走り込む。フィアがぎょっとしたように、

「馬ば鹿か者もの、何をしておる、下がれ！」

　下がらない。リリィハウルは復ふく讐しゆうという暗黒に囚とらわれている。だがそれでも、最後の一いつ線せんでは彼女のままだ。目的を果たすためのリミッターが外れているだけで、完全に狂ってしまったわけではない。だから、ここで自分を殺すなんて無意味なことはしない──と、賭かけた。

　そしてその賭けは正しく、彼女はぴくりと眉まゆを動かしてこちらを眺めるだけだった。

「俺おれ達の、一番の目的は──ニルシャーキのところにいるこのはを助け出すことだ。で、あんたの目的が、ニルシャーキを倒すことで、それが全すべてだって言うんなら──」

　春はる亮あきは唾つばを飲み込んで、続ける。




「俺達は、協力できるはずだ。ここで争うのなんか止めて、共闘しよう」




「な、何を言っておる、ハレンチ小僧め!?」

「夜や知ち！　それは……」

「ほー。思い切ったねえ、ハル」

　フィア達の声を聞きながら、春亮はじっとリリィハウルの顔を見つめていた。彼女もじっとこちらの顔を見つめていた。その言葉の真偽を確たしかめようとしているように。

　つまり──目はある、ということだ。

「あんたがこうやって人を攫さらったり、金で雇った人をけしかけたりしたのは、あの恐怖で伸びる剣、みたいなやつの力を高めるためだろ。あんな剣一本をパワーアップさせるより、俺達っていう力を手に入れたほうが──それで息を合わせて戦ったほうが、ニルシャーキに勝てる可能性は高いんじゃないか」

　リリィハウルはなおも無言。しかし、目を細めて、何かを深く黙もつ考こうしているようだった。

　春亮にはまだ言っておくことがあった。最低限の条件。

「俺からの条件は、勿もち論ろん、一つはこのはを殺さないことだ。あんたの《禍具砕きワースブレイカー》だっけ、あれは壊こわされちゃったみたいだけどな。そしてもう一つは、他ほかの一般人に危害を加えないこと。こういうふうに誰だれかを呪のろいの餌えさにするのはもうナシだ。この条件を守ってくれるんなら、俺達はあんたを全面的にサポートしてニルシャーキと戦う」

「恐怖を糧かてとする《禍か剣けんシーガルスホルム》だけではない……たとえばこの《マイ・ブラディー・バレンタイン》も、力を強めるには他者の犠ぎ牲せいが必要だ」

　斬ざん肉にく刀とうを小さく揺らし、リリィハウルが言う。ひやりとしたが、

「しかし──一、私はニルシャーキを殺せるなら手段は問わない。二、総力として見れば、確かにお前達と手を組んだほうが戦力的に強い。さらには三、奴を打破する作戦を思いついた──以上、お前達が私の作戦に乗り、それを遂行するために努力するというのであれば、その提案は一考に値する」

「本当か!?」

　そのとき、ぬしぬしと歩み寄ってきたフィアに思いっきり腕を引っ張られる。

「待て待て、勝手に話を進めるな！　この女は騎き士し領りようの人間だぞ!?　とても信じられん。今まで騎士領の人間達がしてきたことを思い出せ！」

「私も──それは、軽々しく取っていい手ではないと思う。今も一般人に危害を加えていたところではないか。この女が信頼に値するかと言われれば、馬ば鹿かげていると答えざるをえないぞ」

　錐きり霞かもフィアに同意する言葉を発していた。彼女達の言っていることも、正せい論ろんだ。

「簡かん単たんには認められないのは、俺おれにだってわかるよ。このリリィハウルはひどいことをしてる。全部が終わったら償つぐなってもらいたいし、衝しよう突とつすることになるのかもしれないけど──今は、それよりも大事なことがあるって思うんだ。このはを、絶対に……取り戻さなくちゃ」

「……」

「それに、二人ふたりとも、忘れたのか？　タイムリミットは一週間ぐらいしかないんだ。それが過ぎたら、このははどこか別の場所に行っちゃうかもしれないし、師団長って奴やつと戦って──どうにかなるかもしれない。手段を選んでる場合じゃない」

「それは……そうかもしれないが……」

　ちら、と錐霞は助けを求めるように目を動かした。その視し線せんの先にいるのは、黒くろ絵えだ。二人とは違い、何かを達たつ観かんしたような微笑を浮かべていた。

「そうじゃねえ。うちとしては、わりと中立気味なんじゃけど。昔からあの家におるものとして、このさんと一いつ緒しよに過ごしてきたものとして、どちらかと言えばハルと同じような気持ちじゃね。ハルが決めたことなら、うちは従うよ」

「黒絵くんまで……」

「本当に──頼むよ。フィア、いんちょーさん」

　言って、じっと二人を見つめる。根負けしたかのように、まずフィアが嘆息した。

「ヒキョーだ。断れないのがわかっていて言っておるな、お前」

「い、いや、そんなことはないけど……」

「同じことだ。仮に私達が拒否しても、黒絵くんと二人だけで協力すると今のお前は言いかねない。それはまったく、心の底から馬鹿げている。いつ裏切るかわからない相手と、お前達だけを一緒にいさせるわけにはいかない。つまり、私達に選択肢はないということだ……」

「──ごめん」

「ふん。謝あやまったところで考えを変えるつもりはないのだろう。仕方ないからとりあえず話には乗ってやる……だが、私達がはっきりと望んでいるわけではないということだけは知っておけ、ハレンチ小僧よ。今の状況はだな、ウシチチの油断で起こったことなのだから、責任はあいつ自身が取るべきなのだ。敵と手を組んでまでやることだとは思えん」

　明後日あさつての方向を向いて、フィアは唇を尖とがらせてぶちぶちと文句のようなものを呟つぶやく。

「私も、結局のところは、消極的賛さん成せい、だ……根本的な考えはフィアくんと変わらない。騎き士し領りようの人間は危険だと思っている。他ほかの手があれば、それを選ぶべきだとは思う──」

　錐霞も小さく言っていた。視線を下に落とし、胸中の何かと葛かつ藤とうしているような表情で。

「言い分はわかるって。でも、本当に、今は手を選んでられないんだ」

　もどかしい思いが胸中にあった。どうして二人はそんなことを言っているのか、と思う。勿もち論ろん、リスクがあるのは百も承知だ。しかしそれ以上に、今は全力でこのはの救出について考えなくてはならない場面ではないのか。もっと一致団結して、ただひたすらにこのはを助けるための行動を起こすべきだろうに。

「わかっておる、だからとりあえず話には乗ってやると言っているではないか」

「まあまあ、お互いがお互いの言い分をわかっちょるんなら、話しても堂々巡りになるだけよ。とりあえず騎き士しさんの話を聞いてみん？　さっき《作戦》とかなんとか言っちょったね」

　黒くろ絵えの言葉に、春はる亮あきは視し線せんをリリィハウルに戻す。

「そうだ。ニルシャーキを倒すための作戦だ」

　彼女は、燃もえ盛る剣と斬ざん肉にく刀とうを背中の鞘さやに仕し舞まいながら。つまりは、本当にこちらと手を組む気なのだということを態度で示しながら、ぼそりと言った。

「いかなる攻こう撃げきをも無効化する、あの《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》にも──弱点がある。私はそれを知っている」
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　小一時間後、フィア達は再度廃ホテルに戻ってきた。今まで何をしていたかと言うと、あの二人ふたりのカップルを病院に運んできたのだった。気絶したままだったし、怪け我がもそれほど重くはなかったので、敷しき地ち内ないの安全な場所に置いてきてから電話で知らせる、という手を使った。

　誘拐監かん禁きん犯はんの肩棒を担いでしまったような気分になりながら（実際その通りなのかもしれない）、がらんとしたあのホールに戻る──が、リリィハウルの姿はなかった。逃げたかと一いつ瞬しゆん思ったが、耳を澄すませると物音が聞こえた。そちらに行ってみる。

　ホテルの一角、ロビーのような場所に、リリィハウルの姿はあった。壁かべや天てん井じようの壁かべ紙がみは剝はがれて無残な姿を晒さらしているが、ソファーやテーブルがまだ残されている。勿論埃ほこりだらけだ。

　そのソファーに腰を下ろし、彼女は自分の右手に包帯を巻いていた。あの《エンドリオン自罰E.S.P》とやらで焼けた傷を治ち療りようしているのだろう。

「ふん。そんな思いをするならば握らねばよいのに」

「刃やいばの部分よりは、柄つかの炎は温度が低い。我慢できぬほどではない」

　狂人には何を言っても無む駄だだ。肩を竦すくめて返答とするしかなかった。そこで春亮が、

「ところで、場所は変えなくてよかったのか？」

「そうじゃねえ。あの人達が目を覚ましたら、ここのことを喋しやべって警けい察さつとかが来たり──」

「一、気絶させてから運び込んだ。二、目を覚まして見たのもコンクリートしかない空間で、そもそも周囲の状況を記憶できるほど余裕があったとは思えぬ。以上、すぐにこの場所が調しらべられることはないと判断する」

「だといいがな。ふん、馬ば鹿かげている……」

　リリィハウルの治ち療りようは丁ちよう度ど終わったところらしかった。動く様よう子すはなかったので、フィアは春はる亮あき達と顔を見合わせてから、申し訳程度にソファーの埃ほこりを払ってそこに座った。リリィハウルとテーブルを挟んで向かい合うような形だ。

（やれやれ。どうして、こんなことになっておるのだろうな……）

　ぼんやりと思う。自分の意見は何も変わっていない。こんな奴やつと協力したくはないが、それしか手がないというのなら、仕方がない。それだけだ。

　つまるところ自分は、《仕方がない》ものとしてこの状況を受け止めているはずなのだ。

　なのに──自分の胸中は、この落ち着かない気分は、それだけでは説明がつかない。

　どこか、乗りきれない、というような部分がある。

　リリィハウルに対する警けい戒かい心しんや不信感が、結局のところは拭ぬぐいきれないのだ、と一応の説明はできる。しかし──問題は。問題は、だ。

　他ならぬ自分自身が、心の奥底で、本当にそんな理由か、と思っていることにあるような気がするのだった。

　その疑いが存在していること自体に、なぜか罪深さを感じる。意味はわからないが、感覚的に、無む意い識しきのうちに、そう感じてしまう。

　ちら、と横を見る。巧妙に隠してはいるものの、錐きり霞かもどこか居い心地ごこちの悪そうな気け配はいを出していた。ただの勘で思うが、どうも、錐霞も自分とまったく同じ感覚を抱いているような気がする。同じように、理屈では納得しているはずのこの状況に何か乗りきれないものを感じていて、その理由に対する自分自身の疑念に戸惑っている。

　本当に。

　この、不ふ思し議ぎに状況に乗りきれない感覚の理由は、いったい何なのだろう……？

「知っていることを率直に言おう。まず一つ。奴やつは背中から攻こう撃げきを受けると死ぬ」

『……』

　開口一番、リリィハウルが発した言葉に、一同はしばらく無言を保って。顔を見合わせて、また顔を元に戻して、リリィハウルの表情がまったく変わっていないのを確かく認にんして。

「そ──率直すぎるわーっ！　前振りぐらいしろ、呪のろうぞ！」

「うむ。さっきの作戦についての話だが、みたいな一言くらい欲しかったねぇ。いきなりそんな大事な情報、危うく聞き流すところじゃったよ」

「ああ。それにしても、馬ば鹿かげているほど単純な話だな……」

「ほ、本当なのかそれ？」

　口々に言う自分達とは対照的に、リリィハウルは落ち着いた声で言葉を続けた。

「勿もち論ろん、確たしかめたものはいない。だが確かく度どの高い情報だ」

「そんなこと、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの人間からは聞いておらんぞ。なぜ奴らも知らんようなことを知っている？」

「ニルシャーキは元々、《騎き士し殺ごろし》として騎き士し領りようがずっと追っていたのだ。独自の情じよう報ほう網もうはあって当然だろう。奴やつの装備──この弱点に関する情報は、その中でも最新のものだ」

　そう言えば、そのために新歓祭の事件は起こったのだ。そこに巻き込まれて命を落とした、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの見習いであり──しかし、ただの後こう輩はいであったことも確たしかな、一人ひとりの少女のことを思い出す。ポケットに入っている二つ目のルービックキューブの重みを思い出す。彼女を手にかけたのは、騎士領の騎士であるネトーだ。騎士領に心を許せない理由の一つ。

「お前達の学校に行ったときは、まだその情報を得てはいなかった。もしもネトー達と共にニルシャーキと実際に対たい峙じしていたとして、どうなっていたかはわからん。《騎士殺し》の数あま多たの犠ぎ牲せい者しや達と同じく、返かえり討うちに遭っていたやもしれぬ」

　テーブルの上で組まれたリリィハウルの拳こぶしが、ぎしり、と音を立てたように思えた。何かを思い出したのだろうか。自分と同じく、怒りを覚えるような何かを。

「……ふん。そう言えば、あのときもお前は私達を騙だましておったのだったな。はたして、今の話も素直に聞いてよいものか」

　牽けん制せいするようにじろりと睨にらんで言うと、

「そこは信じてもらう他ほかない。あのときとは事情が違う──今の我々の目的は同じだ」

　気に食わないが、疑ってばかりいても話は進まない。もう一度あからさまに鼻を鳴らし、警けい戒かい心しんをアピールはしておく。

「話を戻そう。つまり《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の忌き能のうは『前面・側面から加えられる攻こう撃げきの無効化』であり、その呪のろいが『背中からの攻撃はいかなる小さな傷でも死に至る』というものだ。ただし、インディアンを虐ぎやく殺さつする銃弾の雨を生き延びて呪われたという来歴から、《弾丸》に関しては全般的な無効属性を持っていると推測される。背後からでも銃弾は無効化されるだろう」

「じゃあ──うちの髪とか、原始的に弓でぴゅー、とかは？」

「効くはずだ。だが、現時点ではその攻撃を届かせるのは限りなく不可能に近い。弓などへの対処に長たけた日に本ほん刀とうが、しかも二振りも存在している」

「む。そう言えばあのウシチチ、特に意い識しきせんでも勝手に飛び道具は迎撃してしまう、とか言っておったことがあったな……」

「では、残る手段は、背後に回り込んでの直接攻撃しかないが」

　錐きり霞かが言うと、リリィハウルは小さく首を左右に振った。

「よほど実力差があるならともかく、達人の背後などそう取れるものではない。私と箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが同時にかかっても、背中を取れることなどまったくなかったのだからな」

「うむ。ニルシャーキ自身の位置取りも妙に上う手まかったからな……というか、あのときお前が私をダシにしたのを忘れてはおらんぞ！　謝しや罪ざいと賠ばい償しようを要求する！」

　まったく聞こえなかったかのようにスルーされた。なんと面つらの皮の厚い女だ。

「虎こ徹てつと村むら正まさがいれば尚なお更さらだ。刀の状態でも人の状態でも、奴やつらはニルシャーキの背中に意い識しきを向けているだろう。つまり、背後からの攻こう撃げきは《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の最大の弱点ではあるが、それゆえに向こうも警けい戒かいしているということだ」

「じ、じゃあどうするんだ？　それをどうにかする作戦があるんだろ？」

「──ない」

「はあぁぁぁ!?」

　またも素すっ頓とん狂きような声が出た。しかしリリィハウルは、勘違いするな、というように続ける。

「正せい確かくには、もう一つの弱点をつく。当たり前の話だが、《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》は、その布地がない部分は守れない。だから手足を攻撃する」

「……これもまた、馬ば鹿かげているほどシンプルだな」

「ていうかさっきの背中の話は一体なんのために。お茶ちや目めなフェイントじゃろうか」

「いや。単に、私の知る限りの《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の情報を先に包み隠さず説明しておこうと思っただけだ。共きよう闘とう態勢に入るのなら、無用な警けい戒かい心しんを抱かせぬためにも全すべての情報を開示しておくべきだろう」

「はん。それならそうと先に言え……ま、全ての情報を渡すのは当たり前のことで、その程度で警戒心がなくなったりはせんがな。とにかくだ、今お前が言った作戦も問題点は同じではないのか。虎こ徹てつとウシチチがおるのだ。簡かん単たんな話ではないだろう──そもそも、人間の手足を狙ねらうというのは意外と難むずかしいものだぞ。戦いの流れの中で、相手が手て練だれならなおさらだ」

　リリィハウルは小さく首肯したようだった。

「だから、まずは総力をもって相手の動きを封じる。私と箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブがそれぞれ日に本ほん刀とうの一本を担当し、残ったニルシャーキの動きを、お前達の髪とベルトの禍具ワースで封じるのだ。そうすれば手足に一撃を加える機き会かいが、少なくとも一いつ瞬しゆん、生まれるはずだ」

「ん？　そこでうちが髪で相手の背中をつつく、とかじゃなくて？」

「相手方の戦力とこちらの戦力を分析すると、今説明した方法が限界だ。どれが欠けても拘こう束そくできないだろうし、拘束した後での回り込みや背中への攻撃は、どうしても余計な一手となる。間に合わないだろう。手足に一撃が限界だ」

「ふん。お前の戦力分析、なあ……」

「一、私は幾度も《騎き士し団だん》を率い、その団長として、総体としての戦力を把握し戦術を構築する必要があった。二、お前達の戦い方は何度か見、頭の中に入っている。以上、私の戦術分析はそれなりの正確性を持っていると自負する。最終的にはこれも信じてもらうしかないが」

　そこで春はる亮あきが顔を上げ、

「ちょっと待て。みんなで頑張ってニルシャーキを拘束したら、なんとか手足に一撃喰くらわせられるような隙すきが一瞬だけ作れるかも、ってことだろ？　けど、それだけでどうにかなるとは限らないし、それに」

　フィアも気付いていた。リリィハウルの説明には、決定的に足りない部分がある。しかしそれは彼女自身もわかっていたのだろう。春はる亮あきの言葉を遮さえぎるようにして、

「手足への一撃で決着をつけられる方法があれば問題はない。そして、お前の疑問はこうだろう……全員でようやく拘こう束そくできるなら、手足へ攻こう撃げきする人員が足りないのではないかと。その答えは単純だ」

　彼女の顔が動いた。問いを発した本人へと。

　そして、あの昏くらい決意に満ちた表情のまま──告げる。

「夜や知ち春亮。この作戦の鍵はお前だ。お前が、お前の手で、この戦いを終わらせろ」

　リリィハウルが何を言ったのか、最初はまったくわからなかった。しかし徐々に、この女はとんでもないことを言ったのだと脳のう味み噌そが理解してくる。

「ど……！」

「どういうことか、説明してくれ」

　フィアが声を上げるよりも早く、春亮が言っていた。不ふ思し議ぎに静かな声で。不思議に真剣な目で。それに気け圧おされたかのように、自分の声は喉のど元もとで押おし留とどめられる。

　リリィハウルは軽く首を回し、背負った剣の鞘さやの一つを指し示しながら言った。綺き麗れいな装飾が為なされた、漆しつ黒こくの鞘。

「これは──《毒剣ポイズンリッター》という。傷を負わせた者に逃れられぬ毒を与える剣だ。つまり、たとえ手足にでも、かすり傷でも、一撃を加えられれば勝てる」

「怖ー。そんな強力なものがあるなら、なんで今まで使わんかったん？」

「代だい償しように、呪のろいが強力だ。ひとたび鞘から抜いただけで所有者にも毒が回り、ほどなく死ぬ」

　単純な理由だった。納得した様よう子すで黙だまった黒くろ絵えから春亮に視し線せんを戻し、

「刺し違える覚悟で持ってきたが、自分が倒れる前に一撃を加えられる保証はない。だからこれは、私にとっては、苦し紛れの奥の手であり、単なる賭かけでしかなかった」

　やはり真剣な目で、春亮がぽつりと言った。

「でも、俺おれは──違う」

「そうだ。お前は呪われない。禍具ワースの所持により発生する呪いは働かないという。ならばこの剣はお前が使えばいい。相手もお前の攻撃参加は想定外だろう。虚をつけるはずだ」

　勝手に話が進められているような気がして、たまらずフィアは言葉を割り込ませる。

「待て、他ほかにも手はあるだろう。たとえばだな、私が代わりにその剣を持つとどうなる。私は人間ではないから──」

「人の姿を取っている以上、それは人としての性質も持っているということだ。おそらくお前達でも冒されるだろう。呪いとしての毒はお前達という存在自体を腐らせる」

「く……」

　視線を動かす。黒絵は何を考えているのかわからない顔で会話を聞いていたが、錐きり霞かは渋じゆう面めんになっていた。味方を見つけたような気分になって、さらに、

「し、しかしだ。春はる亮あきを前に出すというのはやはり危険ではないか。春亮は素人しろうとだぞ」

「そうだな。馬ば鹿かげている。リスクが大きすぎるのでは、ないだろうか……」

「夜や知ち春亮がこれを振るうのは、ニルシャーキを拘こう束そくしてからの話だ。反はん撃げきの危険は──少なくとも初撃に限ってはほとんどないだろう。そのために拘束するのだからな」

　平然と言うリリィハウルに、さすがに苛いら立だった。あまりに春亮のリスクを軽視し過ぎているような──どうでもいいとすら思っているような気け配はいが伝わってくる。

「危険はゼロではないはずだ！　戦いの中では何が起こるかわからん！　それにっ……」

　続けようとした言葉を、はっと飲み込んだ。実際に口にするには、それは重すぎた。

　気付いていた。リリィハウルは、意図的にかどうかは知らないが、まだその毒剣の威力について明言していない。勝てる、と言っただけだ。その意味は。もしかして──

（ああ、そうだ。何の考えもなく、賛さん成せいなどできるものか）

　たとえこのはを助けるためであったとしても。

　あるいは、春亮が。

　吞気のんきな顔で、のほほんと枯れている春亮が。

　その手で、ひとをころすようなことになってしまうのかもしれないのだ──

「フィア、いんちょーさん……いいんだ。俺おれ、やるよ」

　その可能性に気付いているのかいないのかは、わからなかったが。

　春亮は、まっすぐな目で、そしてはっきりとした口く調ちようで言った。

　フィアは錐きり霞かと一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを合わせ──同時に、小さく、嘆息する。これは、何を言っても止まらない顔だ。リリィハウルとの協力を決めたときと同じに。

「そうか。この剣を使うなら、やはり背後に回る必要もなくなる。決着へのステップは単純であればあるほどいい。拘束できるのはおそらく一瞬で、その隙すきに欲を搔かいて余計な動作を入れるのは失敗のもとだ」

「背中への攻撃は捨てろってことだな」

「その通りだ。最初から手足狙ねらいでいい。しかし素人が剣を振り、狙った場所を斬きりつけられるとは限らない。一度しかない機き会かいを逃さぬためには訓練が必要だ。この剣の重さ、重心、形状、自分の筋力との兼ね合い、振るったときの感覚、そういった諸もろ々もろに慣なれねばならない──」

「それも、やるよ。剣の心得があるのはあんたしかいないんだ、教えてくれるんだろ？」

「そうなるな。一週間という期限は短いが、無意味ではあるまい」

　拳こぶしを握りながら、自分にできることは何だろうか、と考えた。

　事態が、どんどん引き返せない方向に進んでいるような気がする。しかし、それは前からそうだったのかもしれない。このはが奴やつらの手に落ちてから、ずっと。

　春亮は全速力で、脇わき目めも振らずにその道を進んでいる。その道の脇に崖がけがあろうが底なし沼があろうがお構いなく、だ。危険すぎる。自分達がその崖がけや沼について忠告しても、その歩みはきっと止まらないのだ。ならば──自分の感情はどうあれ、ついていくしかなかった。彼が崖に落ちかけたり、沼に飲まれかけたりしたときに、手を伸ばして引き上げられるように。

「仕方ない。訓練には私も付き合わせてもらうぞ。お前が妙なことをせんか見張らねばならん」

「そうだな。仮に夜や知ちに何かがあったとしたら、私達は全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってお前を罰する。妙な考えは起こさないことだ」

「特訓ふぇいず、ということじゃね。なんか珍しー」

　じっと、春はる亮あきを見つめた。向こうもこちらの視し線せんに気付いて、笑う。そこだけは、いつもの居間で見ているような笑えみと同じで、だから余計に心が痛んだ。

「悪いな、フィア」

「私は──何もしない。何かをするのは、お前だ。どうして、わざわざ危険な手段を取る？　もっといい手を考えるのに時間を使ってもいいのだぞ」

「どうして、かぁ」

　軽く何かを思い出すような目になってから、

「そうだな。ちょっと、今け朝さの俺おれ、最低だったな……って思っててさ」

「……」

「いんちょーさんに助けられて、足震ふるえてて、このはに吹っ飛ばされて。ただの情けない男だって思われてるよ」

　はは、と今度は声を出して、春亮は微苦笑した。

「だから──ちょっとは、このはにいいところ見せないとな、って思うんだよ。全部が終わって、あいつが帰ってきたとき。俺も頑張ったんだぜ、情けなく見てただけじゃないんだぜ、って言えるようにさ」

　このあほーめ、と胸中で呟つぶやいておくしかなかった。

　隣となりにいた錐きり霞かも同じタイミングで微かすかな吐息を吐いていたので、彼女もいつもの口くち癖ぐせを胸の中で呟いたのだろうな、と思った。
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　完全なる暗くら闇やみの中。

　月明かりすらも届かない、廃ホテルの奥──リネン室らしき狭い場所。そこに残されていたぼろぼろの毛布を被かぶり、リリィハウルは膝ひざを抱えて座っていた。

　周囲には静寂しかない。特訓……のような何かは明日あしたからということになり、奴やつらは既に帰宅している。

　一日にこれだけ言葉を発したのは、あの日から初めてのことかもしれない、と思った。あの日。大たい秋しゆう高こう校こうに進攻したあの日。ネトーが敗れたあの日。そして、

「っ……」

　その日貫かれた腹の傷、闇やみ医い者しやに治ち療りようさせた縫ほう合ごう痕こんに、そっと手を当てる。数ヵ月の時間と、自分の盾となって共に貫かれた彼女の命が──既にこの傷の痛みをほとんど感じなくさせていた。だが。

　それが、呪のろわしい忘却に繫つながっているような気がして。

　シャツの下に手を入れ、指先で傷口をなぞる。薄うすい痛みが蘇よみがえる。それを引き金に、《あの瞬しゆん間かん》の記き憶おくが脳裏を支配した。重なった身体からだ。腹の温度。目の前で揺れる、彼女の後ろ髪。いい匂においがする髪だった。抱だき締しめて鼻を埋め、その匂いを嗅かいでいるとき、自分は確たしかに幸福を感じていた。これからもずっと、この幸福は続くのだと、信じていた──

　なのに。

　ぎり、指先を痕に捻ねじ込むようにした。忘れてはならない光景の密度が上がる。そこでは匂いなど感じている余裕はなかった。彼女の悲痛な叫び。自身の存在価値を賭かけて、この自分を守ろうとした言葉。それを聞きながら、自分は。この自分は、何を感じていたか。

　彼女の身体の向こうにいるニルシャーキに、何を感じていたか。

（認めろ、リリィハウル・キルミスタ）

　その圧倒的な強さに。

　その圧倒的な気け配はいに。

（貴様は！　恐怖、していたっ……！）

　自らを罵ののしりつつ、指をさらに、深く。痺しびれるような痛み。だが彼女の痛苦はこんなものではなかった。

（ローリカ……すまない……）

　自分は、あのとき、彼女を裏切ったのだ。

　自分を真の騎き士しだと信じてくれていた彼女を、無様ぶざまにも裏切ったのだ。

　だから。だから──だ。

　狭い暗闇の中、息を荒げながら、そっと指を服の下から出す。舐なめると、少しだけ血の味がした。その味も、あのとき倒れ伏していた惨みじめな自分を思い起こさせてくれる。

（生いき永ながらえた私が在る意味は、もはや一つしかない。あのときの恐怖を……お前の仇かたきを取ることで、贖しよく罪ざいする。だからローリカ、見ていてくれ。なんとしてでも、いかなる手を使ってでも。そうだ、たとえこの身が呪われようとも──ニルシャーキは、必ず、殺す──！）

　胸の奥で、暗く凍こごえる氷のような炎が燃もえているのを感じる。その矛む盾じゆんを孕はらんだ炎の名は、おそらく復ふく讐しゆう心しんというものだった。永久凍土の氷のように凝ぎよう固こし、もはや絶対に綻ほころぶことはない。しかし煉れん獄ごくの炎のように、触れるものの全すべてを焼き尽くす。

（もうすぐ、だ。もうすぐ……）

　そっと目を閉じ、これからのことに思いを馳はせる。

　ニルシャーキを殺すための準備は進んでいる。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達の協力と、その彼女達に対するいくつかの噓──その二つの要素が、唯一望む結果へと自分を導みちびいてくれるだろう。

　しかしその噓うその一つは、本当にどうでもいいものだった。自分ではなく、相手方に関かかわるもの。彼女達は《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》に効果のリセット能力があるかどうかについて聞いてきた。「ローリカとは前回の作戦で初めて組んだ。知らない」と答えたが──命を預ける相手なのだ。騎き士し団だんを編へん成せいする際に資料くらいは読んでいる。

　つまるところ、実際は知っていた。そんなリセット能力などないということは。

　噓をついたのは、勿もち論ろん、それで彼らが目標を失ってしまい、自分との共きよう闘とうすらも諦あきらめて別の方法に移ることを恐れたからだ。悪いことをしたとは思わない。興きよう味みも関心もない。自分は自分の唯一の目的が果たせればそれでいい。

　眠りに落ちるまでのまどろみの中、戯たわむれに考えた。必ずニルシャーキは殺す。奴やつは強さという幻想の中に死ぬ──だが、その後は、いったいどうなるのだろうかと。

　二つの要素が、ニルシャーキが死んだ後の場を支配しているはずだった。

　一つ。方法がないのだから、村正の記憶はニルシャーキが死んだところで戻っていない。

　二つ。自分の想定通りに全すべての事態が推移したならば──




　そのとき、夜知春亮は死んでいる。




　ならば、後に残るものは、殺し合いだ。

　虎こ徹てつと村むら正まさは主の強さに心酔しているように見えた。武士道とやらを発揮して主の仇かたきを取りに来るかもしれないし、そうでなくとも、呪のろわれた道具らしく、戦せん闘とう狂きようの刀らしく戦い続けるだろう。呪いを充足させるために──血を鑑かん賞しようし、そして飲むために、戦い続けるだろう。

　一方、夜や知ち春はる亮あきを喪うしなった箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが、それに対する反はん撃げきを躊躇ためらうはずがない。耐えられるとは思わない。狂気に堕おちて反撃し、目に見えるもの全てを殺しつくすまで止まらないはずだ。

　つまり、最終的な結末は、二つに一つ。

　すなわち──村正と虎徹が砕けるか、それとも、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが砕けるか、だ。

（ふ……）

　本当に久しぶりに、リリィハウルは笑った。誰だれもいない暗くら闇やみに包まれているからこそ、夢に落ちる間際だからこそ浮かべられた、諦てい念ねんの笑えみ。あるいはそれは夢の中で浮かべたもので、現実の自分はぴくりとも頰ほおを動かしていないのかもしれなかったが。

　結末がそのどちらであろうが、ニルシャーキを殺した後の自分にはもう関係がない。

　それに──

　その目的を果たしたときには、かなりの確かく率りつで、自分自身も死んでいるだろうから。







　第四章 「錬磨という前進。その恐怖」/ "The blade - It' s heavy."
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　翌日からリリィハウルの隠かくれ家がでの特訓が開始された。勿もち論ろんのこと、学校になど行っている余裕はない。サボるしかなかった。

　特訓の場所は、あのがらんとしたホールだ。フィア達はホールの壁かべに身を預け、油断ない視し線せんをリリィハウルに向けてその行動を監かん視ししていた。気持ちはわかるが、あんまりガチガチに警けい戒かいされるとこっちもやりにくくなるんだけどな、と春はる亮あきは思う。

　その視線による圧力などまったく感じていない様よう子すで、

「抜いてみろ」

　リリィハウルは装飾のある黒い鞘さやを手渡してきた。ゆっくりと、抜いてみる──同じく黒く輝かがやく刃やいばがその中から現れた。一メートルほどの長さで、剣としては普通のサイズだろう。これが、《毒剣ポイズンリッター》というものか。

　自然と、今までこの手に握ったことのある得え物ものとの違いを感じてしまう。つまりはこのはという刀との違いを。今手中にあるこれには、このはのような軽さはなく、安心して身を委ゆだねられるような信頼感もない。どこまでも呪のろわれた鋼こう鉄てつの塊でしかなかった。

　そのときリリィハウルは意味深な目でこちらを見ていた。本当に呪いが働かないかどうか、を確たしかめているのだろう。

「どうだ」

「どうだって……まあ、剣だな。ていうか、この実物を使って訓練するのか？　それって危なくないか」

　フィアの隣となりにいた錐きり霞かも首肯して言ってくる。

「そうだな。その刃で傷を負っただけで毒が回るのだろう？　たとえば夜や知ちが転んでそれで傷を負ったりしたらえらいことになるぞ。忌き能のうとしての呪いは夜知でも防げない」

「それにさ、なんていうんだろ、かかり稽げい古こみたいなのだってやる必要あるだろ。相手のこと考えたら怖すぎるよ」

「……そうか。それは盲点だったな……」

　リリィハウルはそこでしばらく考え、仕方ない、といった様子で一つ頷うなずいた。ちら、とこちらを見て、

「鞘に収めて渡せ」

「う、うん」

　慎重に毒剣を納刀して差し出すと、それを受け取った彼女は代わりに背から別の剣を鞘さやごと外した。さっきと同じように手渡してくる──今度は白を基き調ちようとした剣だった。《毒剣ポイズンリッター》と同じような感じで鞘に装飾がされている。

「これは？」

「練習用として使え。《ポイズンリッター》に似た形状と重さをしている」

「へえ。そりゃそっちのほうがいいけど」

　鞘から抜いてみると、こちらの刃やいばは高貴なミルク色に輝かがやいていた。それを除けば、刃の形や持った感じは確たしかにかなり似ている。

「ほんとだ。これは何て名前の剣なんだ？　呪のろいとかは？」

　毒剣の鞘を再び背負い直すのに集中していたのか、僅わずかな間があって、

「……名前か。名前は……《アリーウス》という。それは、呪いはそれほどたいしたものではない。勇気を失った状態で敵の前に立った場合、その剣はなまくらとなる。逆に勇気があればあるほど斬きれ味あじは高まる……」

「ふーん」

「ずいぶん都合よく代用品を持っておったものだな。偶然にしては似すぎではないか」

「たまたまだ──同じ作り手の剣ということはあるかもしれないが。これらの剣は、全すべて騎き士し領りようの武器庫から借り受けたものだ。何かの分類で纏まとめられていたとしても不ふ思し議ぎはない」

　フィア達の前でちょこんと正座し、見物人モードで水筒のお茶を啜すすっていた黒くろ絵えが、

「借り受けた、かー。こないだの口ぶりからすると、強奪してきた、の間違いじゃないかしらんという気がするけど……」

「否定はしない」

　さて、とリリィハウルがこちらに向き直る。好きに振ってみろ、と言われたので、貸してもらった白剣《アリーウス》を適当に構えて縦たてに振ってみた。見た目と比べて意外に重く、身体からだが持っていかれる。次は横よこ薙なぎに。バットを振るのとはわけが違う。ふらついた。

「剣は基本的に鉄の塊だ──その重さに慣なれるのがまずは先決か。剣に振られているようでは話にならぬ」

「……つまり？」

「一、慣れるまで素振りをしろ。二、疲れたら休め。以上、気付いたことがあれば言ってやる」

　どうやら初日は思ったよりもシンプルな訓練になるようだった。慣れない重みで腕の筋肉が動揺しているのがわかるが、春はる亮あきは再び剣を持ち上げ、見み様よう見み真ま似ねでそれを振るう。

　この額ひたいの汗が、筋肉の悲鳴が、このはを助けるための道に繫つながっている。

　それを考えれば、辛つらさなどあるはずがなかった。
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「のっほぉぉぉ!?　んあっ、ひぃ、やっ……」

「……」

「待て、ちょっと待て、そんなところ、きつく、擦こすれて、ん・はぁっ……」

「あわわわ。どうしよう、さすがのうちもカメラを構えていいのかどうか躊躇ためらう姿！」

「……」

「んんっ、あ、はぁっ、前に、後ろに、また前にィっ？　き……キリカー！　もうよいだろう、キリカ!?　おいー！」

「ん……？　あっ」

　ふと顔を上げて、そして気付いた。眼がん前ぜんには、黒くろ絵えの髪によって宙に持ち上げられ、さらにそこを《黒くろ河かわ可か憐れん》で──なんというか、一言では言い表せないほどセクシャルな感じで緊きん縛ばくされているフィアの姿があった。慌てて解ほどく。そして思い出す。

（そうだ、確たしか、夜や知ちのトレーニングを見ているだけでは暇だという話になって。リリィハウルの監かん視しは続けつつも、時間を無む駄だにしないために何かしようと……）

　そこで黒絵が「よく考えたら拘こう束そくの練習とか本気でしたことないねえ」などと言い出したので、自分達の得え物ものの扱いをさらに練れん熟じゆくさせるために──それによる拘こう束そくスキルを少しでも上げるために、フィアを相手にして特訓することになったのだった。自分達にはニルシャーキ本体を拘束するという仕事があるのだから。
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「うーん、今の縛しばりっぷり……うちの技じゃったとしたら、間違いなく《セクシャルハラスメント基もと盛もり》とでも名付けちょるよ。パクろうかしらん」

「す……すまない。少しぼーっとしていたようだ。馬ば鹿かげている……」

「ん。じゃあちょっと休きゆう憩けいしようか。水筒のお茶、まだあるよー」

「おう。実はおせんべも持ってきておるのだ」

　そんな声を聞きながらちらりと見やると、そこには一心不乱に剣を振り続けている彼の姿がある。リリィハウルは少し離はなれた場所で床に腰を下ろし、そんな彼の姿をじっと眺めていた。

　ぼんやりとした心持ちで、錐きり霞かはフィア達と共に休憩に入った。

　率直に言って──身が入っていない、のだと思う。

　それはなぜだろうか、と考えた。そもそもリリィハウルとの協力に乗りきれない気分を抱いているのも、それが払ふつ拭しよくしきれないのもなぜだろう、と考えた。そして──その理由に、言い訳じみた感覚を抱いてしまうのはなぜだろう、とも。

　黒くろ絵えから渡されたお茶を一口。春はる亮あきの姿に目を向けようとしたが、なぜかその動作は途中で止まって、湯気を立てるお茶の水面に戻る。

　自分の内面を考えれば考えるほど──どうしてか、彼の姿が、見れない。

（ああ。それは、つまり……）

　やっぱりだ。馬鹿げている。そんな後ろめたさがあることが、逆説的に、自分の醜しゆう悪あくな内面の存在を証明しているように思える。

　身が入らないのは。

　心のどこかで。

　彼女がこのまま帰ってこなければ、と考えているからではないのか──

　あの告白を見られてしまったことを。いや、それ以前の全すべての記き憶おくを忘れてしまったならば、代わりに彼の隣となりに自分の居場所ができる。そんな、どうしようもなく醜悪な妄想をしているからではないのか──

　違う。違うと思いたい。許されない。

　けれど、そんな否定を否定しきれない自分がいるのだった。泣きたくなるほど惨みじめな気分しか生まない想おもいであることを自覚しつつ、しかしいくら振り払おうとしても、それは心のどこかに意地汚くこびりついているような気がするのだった。

（最低、すぎる……）

　胸の奥に、腹の中に、どろどろと腐った汚泥が満ちている。その醜悪さで穢けがれた内ない臓ぞうを取り出し、洗剤で丸洗いしてしまいたいような気分になって──

　そして、実際にそうできなくはないところが本当に醜しゆう悪あくだな、と思った。




　　　　[image: ]




「は、あっ、はあっ……」

「一、ペースが落ちている。二、雑になっている。以上、休きゆう憩けいを勧める──丁ちよう度ど、彼女らもそうしているようだ」

　見ると確たしかにフィア達は座ってお茶を飲んでいた。フィアはおせんべを食らい、黒くろ絵えはのほほんと熱あついお茶に目を細め、錐きり霞かはなぜか微妙に暗い顔でぼんやりとしている。

「そうだな……じゃ、ちょっと休むか。行こうぜ」

「……？」

「変な目するなよ。ついでだ、あんたのぶんのお茶ぐらいあるって」

「いや、私は──」

「いいからいいから」

　強引に促すと、彼女はのっそりした様よう子すで座っていた床から腰を上げた。

「邪じや魔まするぜ、っと。二人ふたり分ぶん、お茶追加してくれ」

「むっ」

　フィアはリリィハウルの存在に気付いて眉まゆを寄せたが、一人ひとりだけ仲間外れにするのもどうかと思ったのだろう。ふんと鼻を鳴らし、

「勝手にしろ。だがおせんべは分けてやらんぞ」

「ほいほーい。熱いから気をつけてね、と」

　黒絵が持ってきていた紙コップにお茶を注そそいでもらい、春はる亮あきはそれをリリィハウルに渡す。何を考えているのかわからない無表情で、彼女はそれを受け取った。ひょっとしたら日に本ほん茶ちやとかは苦手だったのかもしれない──と思いきや、彼女は一同の輪わから少し離はなれた外側に座り、無言で紙コップを傾け始めた。愛想はないが、まあ飲んでくれるのならよかったと思う。

「……」

　フィアがぼりぼりと煎せん餅べいを齧かじる音だけがしばらく続く。微妙な緊きん張ちよう感かんが漂っている──やはり問題はリリィハウルだろう。これから協力して戦うのだから、コミュニケーションを取っておくことは無む駄だではない。なんでもいいから話をしてみようと思った。

「ところでさ、聞こうと思ってたんだけど、ニルシャーキって変な仮面もつけてただろ。あれも呪のろわれた道具なのか？」

　返答は、僅わずかな間があって。

「……そうらしい。詳しくはわからないが、自己強化系の禍具ワースだとされている」

「家族会フアミリーズの、雛ひな井いエルシー……あいつの《シャムロッククロツクワークの試験時計・ライフ》みたいなもんかな」

「《極小殲滅圏フオーミニツツ》か。さすがにあれと比べれば効果は落ちるはずだ。あくまでも補助的な《力と反射神経を強める》という程度のものらしい。特に気にすることはあるまい」

　小さな声で言って、リリィハウルは茶を啜すする。

「ふーん……あ、呪のろわれた道具繫つながりでもう一個聞くけどさ。さっき黒くろ絵えが言ってたこと──お前がいっぱい持ってる呪われた剣って、本当に騎き士し領りようの倉庫から強奪してきたのか？」

「否定はしない、と言ったはずだ」

「それってやばいんじゃないか。その、怒られるっていうか、立場的にさ──」

「構わん。奴やつが殺せれば……後のことは、どうでもいい」

　冥くらい光を宿した瞳ひとみ。どこを見るでもなく、寒々しい廃はい墟きよのコンクリート壁へきを見つめたまま、彼女は呟つぶやいた。そこに込められた執念、盲目的な決意のようなものを春はる亮あきは再度感じる。

「でもさ、そんなにいっぱい持ってたら大変だろ。呪いとか」

「それも、否定はしない……いい機き会かいだ、一つ呪いを充足させておこう。たとえばこの《エペタム》は──」

　言いながら、リリィハウルは背から短刀のようなものを引き抜いた。いきなりの刃物にぴくりとフィア達が肩を揺らしたのを知ってか知らずか、彼女はさらに下半身のポケットをごそごそと探って何かを取り出す──大きな宝石がついた、高価そうな指輪が数個。彼女がそれを短刀の刃やいばに無造作に押しつけると、宝石の部分がその刃にすっと飲み込まれて消えた。

「え。今のは？」

「これは、お前達の国の北部先住民族……アイヌといったか。そこで語られていた人食い刀だ。夜な夜な勝手に動き人を斬きり殺す、呪われた刀だとな。石を食わせれば大人おとなしくなるという伝説の通り、この刀の呪いは、価値のある鉱物をこうして定期的に食わせなければならないというものだ。そうしなければこの刃は無差別に動き、所有者すら襲おそう。さすがに寝ているところにこの刀が飛んでくるのは困る」

「うわー、ゼータク。その呪いはお財布的に厳きびしーねぇ」

　黒絵が呆あきれたように呟く。今の宝石といい、昨日きのうの男達を雇った金といい、出費は激はげしそうだ。その金を彼女がどこから調ちよう達たつしたのかは、聞くのが怖かったので聞かないことにした。

　リリィハウルはその《エペタム》とやらを鞘さやに仕し舞まいつつ、

「この程度で済むなら些さ細さいなものだ。個人的には、騎士領の倉庫から持ち出した中では《貫通し姦通するステイツクミー・マクラクランプリーズ》の呪いが最もおぞましいものだった。既に壊こわされてしまったが」

「お前が逃げる間際に出しておったやつだな。暇ひま潰つぶしに聞いてやるが、どんな呪いだったのだ」

「その名の通り、あれは所有者の肉体に《貫通》の概念を要求するものだった」

「ん？　どういう意味だ？」

「肉体に《貫かれている》という感覚を与えなくてはならない呪いだ。そうしなくば剣そのものが自らの身体からだに向かう。一般的には杭くいや釘などで肉を貫くようだったが、戦せん闘とうを控えていた以上、あまり身体からだにダメージを負う行為はしたくなかった。しかし私は幸運にも女であり、身体の一部がそれに最適の構造をしていた。よって、それを利用し──」

「おいい、ちょっと待った何か不ふ穏おんなことを言ってはおらんかお前っ！」

「わっしょい！　わっしょい！　さあハルも一いつ緒しよに！」

「ちょっと待てうるさくて聞こえないぞ！　貫通が何だって？」

「聞こえなくてよいのだ！　お前も、もうその話は終わりでよい！」

「そうか。ともあれ、もうその呪いには縛しばられなくてよくなった。正直に言えば助かったと思っている。私は同性愛者だが、我慢して誰だれか男の協力者を見み繕つくろう必要もいずれ出てくるのかもしれないと思っていたので──」

「こらっ、終われと言っておるだろうがっ！　呪のろうぞ！」

　何やら一気に騒さわがしくなった。しかしその中でも、錐きり霞かはぼんやりとお茶を啜すすっているだけだった。本当に、何かあったのだろうか。

「いんちょーさん、大丈夫？」

「え？　あ、いや……すまない、ぼーっとしていて、話を聞いていなかった。何だ？」

「気にするなキリカ、お前が『馬ば鹿かげている！』とこのハレンチ小僧をいつものように一言怒ど鳴なればそれで済むような馬鹿話だった。何なら今からそうしてもよいぞ」

「なぜ俺おれが怒鳴られるんだ……？」

「はは。止やめておくよ。次の機き会かいを待とう」

　力ない笑えみ。やはり元気がないように見えたが、これ以上はどうすることもできない。

　そんなとき、リリィハウルが思い出したようにぽつりと言った。

「一つ、言っておこう──期待しているかもしれないが、今私が所持している禍具ワースの中に、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを装着しているものはない」

「ふん。別に期待してはおらんわい。欲しいものであるのは変わりないがな。今回の件が終わればまた探すことになるだろう。お前、まがりなりにも騎き士し領りようであるなら在あり処かくらいは知っておるのではないか」

「誰だれが持っているどの禍具ワースに免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが使われているか、など知る由よしもない。そもそもあれは、我々にとっては呪いを軽減するためのただの装置にすぎん。剣の柄つかに滑り止めの布が巻かれているかいないか、程度のものだ。普ふ段だんは特に意い識しきすることもない……」

「ふん、使えんな」

　そこで一いつ旦たん言葉が途と切ぎれ、次に黒くろ絵えが思い出したように言う。

「そう言えば、さっきのアイヌの刀とか、その騎士領の武器庫みたいなとこには結構節せつ操そうなしになんでもあるんじゃね。うちはなんかこう、ファンタジー映画で見るような、西せい洋ようの鎧よろいとか剣とかがずらーっと並んじょるんかと」

「騎士領の武器庫は一つではない。私が行った武器庫が、たまたま──曰くを持ち、伝説に語られているような禍具という括くくりのものが多く保管されている場所だっただけだ。他ほかの武器庫の中には、お前の考えているような西せい洋ようの禍具ワースばかりが集められている場所もあろう」

「伝説って……なんかすげえな」

　こちらの言葉に、リリィハウルは軽く首を左右に振った。

「伝説や昔話に語られるそれそのものなのか──あるいは、その呪のろいや性質が伝説に似ていたせいで、後天的にその名で呼ばれるようになった禍具か判別がつかないものがほとんどだ。いくらなんでも、全すべてが遥はるか昔より在り続けてきた禍具ワースだとは思えん。ただし、中には……気の遠くなるような年月を生きてきた《本物》も、あるだろうが」

「歳としを取っていればいいというものでもないぞ。なあクロエよ」

「うんうん、うちらも実じつ年ねん齢れいの話はチョット遠えん慮りよしたいお年とし頃ごろ。ところでそういう伝説も、やっぱそっちの逸話的なアレが多いのかしらん」

「そうだな。北ほく欧おうのサガやエッダに出てくるような魔ま剣けんの類たぐいが多い。《禍か剣けんシーガルスホルム》もそうだ。『ヒョルヴァルズの子ヘルギの歌』というサガにその名がある。やはり、それにあやかって後世に名付けられたものか、本当にその歌の中で語られた剣なのかはわからないが」

「ふーん。俺おれが貸してもらうあの黒い剣にもそういう謂いわれとかってあるのか？」

「あれは、勇士殺しの──」

　と、なぜかそこでリリィハウルは一いつ旦たん口を噤つぐんだ。春はる亮あきは首を傾かしげ、

「どうかした？」

「いや……思い出すのに時間がかかっただけだ。《毒剣ポイズンリッター》は『勇士殺しのアースムンドのサガ』の中に出てくる。勇者を殺す復ふく讐しゆうの物語だ。剣に毒を仕込む話がある」

「じゃあ、練習用に使ってる白い剣……《アリーウス》だっけ？　あれもそうなのか。やけに形がそっくりだったけど」

「そういう……こと、だ。同じサガに出てくる」

　ぼそぼそと言ってから、話題を変えるように、今度は彼女のほうがこちらに質問をしてくる。

「伝説というなら、お前達が欲している村むら正まさとて、伝説の中で語られている刀剣だろう。ただの興きよう味みで聞くが、あれはどんなものなのだ」

「ただのウシチチだウシチチ。ボヨンボヨンでダルンダルン」

　フィアが条件反射のように言うのに苦笑しつつ、春亮は思い出す。伝説の刀。それは確たしかにそうかもしれないが、自分がそんな印象を感じたことはあっただろうか。

　自然、春亮は家に来たばかりのころのこのはのことを思い出していく。懐なつかしい心持ちで。

「そうだなあ。少なくとも、あんまり伝説の刀っぽくはなかったな。だって……」
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　父親が家を留守にすることは多かった。最初は弁当やら何やらを買って食べていたが、そればかりだと飽きてくる。だから自分で料理を作るようになった。しかしそれも子供のすること、最初から上う手まくいくはずはなかった。

「あれー。おっかしいな、本の通りにやったんだけどなぁ……」

　眉まゆを寄せて、皿に載せた豚の生しよう姜が焼やきを見やる。だがそれはそうと言われなければわからないほどに黒く焦げていて、油でギトギトで、とても食べられそうなものではなかった。

　今日きようの晩御飯は自分が作る、と言ってしまっていたのだった。今この家にいる、唯一の同居人が、空すきっ腹ぱらを抱えて待っていることだろう。敗北を宣言して、出前でも取るしか──と思っていたとき、その同居人が不ふ機き嫌げん顔がおで台所にやってきた。

「うー。まだなのかえ、もはや腹の皮がくっつきそうな……おや？」

「あっ。これは、その──」

「……」

　慣なれてなかったから。初めてだったから。料理本の書き方がわかりにくかったから。恥ずかしさで視し線せんを逸そらし、言い訳をしようとしたとき。

　彼女は皿の上に腕を伸ばし──指で直じかにその黒焦げの豚肉を摘つまんで、ぽい、と自分の口の中に放り込んだのだった。

「……ふん。まずい」

　ぶっきらぼうに言いつつも、口をむぐむぐとさせる。美お味いしくないのは、見ただけでわかっていただろうに。食べる必要など、まったくなかっただろうに。

　ごくんとその黒焦げ肉を嚥えん下かすると、彼女はまた鼻を鳴らしながらくるりと踵きびすを返し、台所を出て行こうとする。

「あ、あのさ！　その、ええっと──つ、次は失敗しないから！」

　その背中に、慌てて声をかけると。

　彼女は肩越しに振り返って、にやりと笑った。

「妾わらわは肉ならなんでもよいのじゃ。次もまた失敗すると、今度は貴様の肉を食うてしまうかもしれんぞえ？」




　失敗というなら、失敗するのは自分だけではなかった。勿もち論ろん彼女も失敗していた。それは家に来たばかりのフィアのような感じだと言えばそうだったが、一つ違うのは、彼女は特に人のためになることをしようと思っていたわけではないということだった。

　たとえば──ある日、ふと気付くと、居間から庭に走り出た彼女が助走をつけて大ジャンプしていたことがあった。塀のすぐ外にある電柱のてっぺんに着地した彼女は、そこにあった別の人ひと影かげに手しゆ刀とうを突きつけて、眼がん光こう鋭するどく言う。

「貴様、どこの忍びじゃ？」

「へ……へぇぇっ？」

「この屋や敷しきの偵察であろうが、わかりやすすぎる。登る木を間違えたな。ひどく目立っておるぞ。まだ見習いの忍びであるのやもしれぬが、この村むら正まさ、敵には容赦──」

「こらーっ！　それ、ただの電気工事のひとだってばーっ！」

　はためく和服を見上げながら、慌ててそんな言葉を叫んだのを思い出す。

　でも、全身紺こん色いろの作業着で電柱の先端に取りついて作業していた工事の人の姿は、言われてみれば確たしかにちょっぴり忍者っぽかった。




　買い物から帰ってきたとき、異音を聞いた日もあった。

　それは、とても間抜けで、しかし耳みみ慣なれた音──ぷぴー、と。

「……」

　足音を忍ばせて自分の部へ屋やに行き、襖ふすまをがらりと開けてみると、ハッとした顔で彼女は振り返ってきた。気け配はいに気付かなかったはずはないのだが、あるいはよほど夢中になっていたか。

　畳に座る彼女は、その手に自分が音楽の授業で使っているリコーダーを持っていた。

「ご……誤解するでないぞ小僧！　妾わらわは、ひどく暇で、何か面おも白しろいものでもないかとたまたまこの部屋に入ってみたところ、これを見つけてしまってだな。別に、興きよう味みがあったわけではなく、その……あくまでも、見慣れぬ笛だった故な！」

「勝手に人の部屋に入んないでよー。まあいいけどさ」

　僅わずかに頰ほおを赤らめていた──ような気がした彼女は、ぷいと顔を背けてこちらにリコーダーを突き出してきた。横目だけでこちらを見つつ、

「しかし、小僧。机の上に置きっぱなしにしていたということは、ぬし、これから練習するつもりだったのであろう」

「うん。明日あしたテストがあるからさ」

「やってみせよ。練習というのは重要であるぞ。妾が見てやろうではないか」

「ああ──吹き方、知りたいの？」

「ち、違う！　これはだな、貴様が人前でも失敗せぬよう、他人の目に慣れさせてやろうという妾の粋いきな計らいであって……さあ、まずはどの指でどこを押さえるのだ！」

「まったく。俺おれだって、あんまり上う手まくないのに」

　リコーダーを受け取って、そこではっと気付いた。

　その先端部。彼女がさっき口をつけていた、その先端部。微妙に湿っているような気がする。それを意い識しきした途と端たん、急きゆう激げきに心しん臓ぞうがどきどきばくばくと暴あばれ始めた。

（これって……もしかして。間接──って、やつじゃ……）

「どうかしたかえ？」

「う、ううん!?　何もっ!?」

　拭ふいたらノーカン。リセットリセット。そうだ、全然、気にすることとか、意い識しきすることとかないのだ──とか思いながら、さりげなく先端を服で拭ぬぐって、リコーダーを咥くわえる。彼女の視し線せんを受けつつ、課か題だい曲きよくの旋律を奏で始めた。

　心しん臓ぞうの鼓動がうるさいままだったので、リズムがとても取りにくかった。




　父親には何か考えがあるようで、あまり彼女には外を出歩かないように言っているらしかった。だから彼女は基本的に、家の中で食っちゃ寝して常に退屈そうにしていた。テレビの時じ代だい劇げきはそれなりに好きなようだったが、いつも流れているわけではない。

　結局のところ、毎日の自分の役割は、彼女の暇ひま潰つぶしの遊び相手だったと言ってしまっていいのかもしれなかった。遊び道具、だったのかもしれなかったが。

　いくらでも思い出せる。自分はなわとびをしていて、それを縁えん側がわから眺めているうちに飛びたくなったか、彼女も参戦。でも子供用の長さだったから四苦八苦して、短いから無理だと言っても彼女はムキになって跳び続ける。彼女は指先一つで竹トンボを作れた。空を舞まうプロペラを見上げる彼女の、遠い瞳ひとみ。他ほかにも、いくらでも、いくらでも。

　そうだ。自分にとっての彼女は、けっして、伝説の存在などではなかったのだ。

　最初は、自分の家に来た、ただの他人だったけれど。

　いつしか、ただそこにいる誰だれかになっていて。

　父親と同じように、違和感なく、自分の家にいる誰かになっていて。

　言い換えるなら、自分にとっては、彼女はただの──
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　自宅に辿たどり着き、錐きり霞かはソファーに倒れ込む。

　胸が苦しい。締しめつけられる。ソファーにうつ伏せたまま服を脱ぎ、自分にとっての全裸になってみたが、締めつけられている感覚が消えることはなかった。二重の意味で。

　さっきまでいた、リリィハウルの隠かくれ家がでの光景。このはのことを微笑で語る、彼の顔を──思い出していたのだった。いや、あのときからずっと、頭から離はなれないのだった。それが自分の胸を、呪のろわれたボンデージ服の比ではないくらいに、緊きん縛ばくしている。

　強すぎる絆きずなだ。あんな顔で昔のことを語られては、そう思わざるをえない。

（そうだ……過去の思い出というものは、強い。一いつ朝ちよう一いつ夕せきには巻き返せない、長い時間に守られた積つみ重ねがある。羨うらやましい……）

　だが。と、自分の胸の中で誰だれかが囁ささやいた。醜しゆう悪あくで、おぞましく、絶対に認めたくないもう一人ひとりの自分が囁いた。

　だが、そのこのはも今はいない。彼は今、失われた部分を、過去の思い出というもので無む理り矢や理りに補ほ塡てんしているだけだ。

　もしも、その隙すき間まが、本当に失われてしまったなら。そこは、ぽっかりと空くだろうか。

　思い知らされた思い出の大きさは、それが失われて生まれる空白の大きさを示している。そこに滑り込むことは簡かん単たんだ……

（黙だまれ）

　お前には長い時間をかけて積つみ重ねた思い出などない。太た刀ち打うちできるようなものではない。いなくなった隙に奪い取る、これが唯一にして絶対の手段であることは間違いない──

「──黙れッッ！」

　かっと目を見開き、ソファーの横にあるテーブルを殴りつけた。渾こん身しんの力で。手の骨が折れるくらいに。当然、実際に折れた。電流が走っているような、痺しびれるような拳こぶしの痛み。その痛みを感じているのは自分だった。胸の奥底のどろどろとした汚泥に潜ひそむ卑ひ怯きよう者ものではありえなかった。だからその痛みを拠より所どころに、錐きり霞かは自らの思考を蘇よみがえらせる。

　そして同意した。

　わかっている。その通りだろう。

　自分が勝つ手段が万に一つにもあるのだとしたら、それは競きよう争そう相手の隙をつくことしかありえない。競争相手が脱落するのを待ち、そこに生まれた有利な場所に滑り込むしかない。それが最も勝率が高い、現実的な手段──

（ああ。馬ば鹿かげているほどに、現実的だ……）

　だが、だからこそ、それは選んではならないのだ。

　ゆっくりと身を起こし、ソファーに座り直す。自分の白い肉体と、それを包む黒革のボンデージ服。そして、殴おう打だの衝しよう撃げきと飛び出した骨で傷つき出血している拳が見えた。太ふと股ももの間に置いて眺めているだけで、それは治っていく。呪のろわしい光景。

　だが、そのおかげで、本当に久しぶりに、忘れていたことを思い出した。

　当たり前で、大切で、けっして誤ご魔ま化かすことができないもの。

（これが、自分だ）

　どんなに呪わしいものであろうとも、それが自分を形作る最大の要素であることには変わりなかった。問・上うえ野の錐霞とはどういうものか？　答・こういうものだ。他ほかに何を言えと？

　それを思い出したのなら、もう一段階、さらに思い出すべきことがあった。

　こうして自らを包む呪いに、呪われた運命に、真正面から立ち向かいたくて告白したのだ。

　絶対的な敗北を覚悟して──敗北したとしても、その敗北が、呪われた自分を清すが々すがしい結末で封じる生きざまだと信じて。

　万に一つの、正当なる勝利を夢見て──それこそが、価値あるものだと信じて。

　告白した。

　けれど、今のこれは違う。立ち向かうべきその困こん難なんが背を向けているようなものだ。その背を刺して生き残っていいのか？

「答えは……決まっている、だろう……？」

　うじゅうじゅと不気味に蠢うごめいて治っていく拳こぶしを握り込みながら、そう呟つぶやいた。

　それはコソ泥だ。最初の自らの決意を無む駄だにする、貶おとしめる、悪あく魔まの囁ささやきだ。一時は魅み力りよく的てきに見えたとしても、いずれ自分を許せなくなるだろう。呪のろわれた自分を恥じる気持ちが消え去ることはないだろう。

　大事なことを、忘れていた。

　告白して、すぐには断られなかったから、希望が近付いたものだと錯さつ覚かくして──思ったよりも手が届きそうに見えた宝物に、目が眩くらんでいたのだ。卑いやしい盗人ぬすつとのように。

「だが……私は、盗人ではない」

　自分は、戦士に、胸を張れる敗北者に、なりたかったのだ。背中を丸める勝者を目指したのではない。それを忘れていた。

　元通りの形を取り戻した拳こぶしをちらりと見やり、錐きり霞かはソファーから立ち上がった。適当にソファーの下に脱ぎ捨てていた衣服はそのままに、脱衣所に向かう。

　腑ふ抜ぬけていた頭に活を入れるべく、冷たい水で顔を洗った。何度も何度も。殴るように。

「ふ、う……」

　視し線せんを上げる。顔と前髪を濡ぬらし、奇怪なボンデージ服に身を包んだ、変態的で呪われた行為から逃れられない、夜や知ち春はる亮あきという男が大好きな上うえ野の錐霞がそこにいた。つまりは自分が。

　結局のところ、と気付いてしまった。錐霞は鏡かがみの中に向けて唇を曲げる。

「……私の告白は、まだ終わってはいないんだな。あいつの答えが返ってくるまでは、まだ継続中なんだ……」

　だから、彼の返事を貰もらうために必要な行為の全すべては。

　つまりは、村むら正まさこのはという少女を取り戻すことは──

　きっと、それすらも、自分の告白の一部なのだ。

　それがなくては、自分は彼に告白を終えたことにはならないのだ。

「……やれやれ。とんだ被マ虐ゾ主ヒ義ス者トだな、私は」

　知っていたよ、馬ば鹿かげていることだがね、とやはり鏡の中の自分は苦笑していた。




　そして、その翌日。リリィハウルの隠れ家。

　思い出してしまったからには、自分の告白を完了させるために、できることを全ぜん身しん全ぜん霊れいでするしかなかった。

「夜や知ち。私は決めたぞ。絶対にこのはくんを助けよう。いや、こういう言い方をすると今までは本気ではなかったのかと思われそうだが、そんなことはない。そうだな──本気度を上げた、ということだ。事態を思い知ったというか、ようやくすべきことが見えたというか」

　春はる亮あきは、多少きょとんとしたような様よう子すを見せながらも、

「そりゃ──うん。ありがと、いんちょーさん。助かる」

「私にできることは何でもすると決めた。何でもだ……だから」

　身体からだの向きを変えて、リリィハウル・キルミスタに相あい対たいする。

「お前の禍具ワースの力を高めることが、この作戦の成功率を僅わずかでも上昇させることに繫つながるのなら。私はそれに協力する用意がある」

「どういうことだ？」

「斬ざん肉にく刀とう《マイ・ブラディー・バレンタイン》とか言ったか。お前がカップルに使おうとしたものだ。誰かの肉を斬れば斬れ味が上がるのだろう？」

「ちょ、いんちょーさん、それは……!?」

　春亮達がざわめく。そちらに向けて掌てのひらを見せ、一同の言葉を止めた。

　傷の治る自分だからこそできることがある。そこまでやる必要はない、と彼は言うかもしれない。けれど、これぐらいのことをしなくては、とても償つぐないにはならないだろうと思った。今まで無む意い識しきのうちにでも抱いていた、最低で最悪の躊ちゆう躇ちよに対する償いには。

　リリィハウルと、二人ふたり、じっと視し線せんを合わせた。

「もはや作戦の主体は夜知春亮と《ポイズンリッター》に移っている。それに、一、《マイ・ブラディー・バレンタイン》は特に伝説に類するものではなく、単なる中ちゆう世せいの殺人商人が持っていたものである。二、その一方で、相対する村むら正まさ達の禍具ワースとしての格はかなり高い。以上、いくらあれの斬きれ味あじを高めたところで、村正や虎こ徹てつの刃やいばを両断できるほどには至らないだろう」

「だが、無意味ではないはずだ」

「……」

　呆あきれたような息を吐きながら、リリィハウルが瞑めい目もくするのが見えた。錐きり霞かもそれに合わせて目を閉じる。次に何が起こるかの予想はついていた。そして、一呼吸ののちに目を開くと、

「ぐっ！」

　自分の左手首から先が、ぼとりと床に落ちていた。覚悟してはいたが、その激げき痛つうで膝ひざをつく。自分の横にはリリィハウルがいて、振り抜いていた斬肉刀を鞘さやに納めながら言う。

「ここに来る前にも、既にある程度この剣の力は高めてきた。これで最大に至っただろう。《禍か剣けんシーガルスホルム》の忌き能のうを高めようにも、お前達は恐怖しない。よって、私の持っている禍具ワースの力を高めるためにお前ができるようなことは、今のところこれで終わりだ」

「そう、か」

「キリカ！　おいお前っ、いくらキリカが言ったからといって！」

「いいんだ、フィアくん。こうこなくてはならない。ふふ、気合いが入った……」

「キリカ……？」

　生理的反応としての脂汗を流しながら、笑う。フィアは理解できないものを見るような怪け訝げんな目でこちらを見下ろしていた。仕方ないことだと思う。この覚悟は、リリィハウルを利用したこの自罰は、自分一人ひとりだけが受け止めておけばいい。

「いんちょーさん……」

「何も言うな、夜や知ち。これは私が好きでしたことだ。こっちにも事情がある」

「ん……よく、わかんないけど。とりあえず、黒くろ絵え、頼むよ」

「はいよー。自動治ち癒ゆ魔ま法ほうを重ねがけする的なアレで、これでもう毎ターン安心」

　手首を拾って切断面にくっつける。そこに黒絵が治癒力を高める髪を巻いてくれた。しばらくすれば無事にくっつくだろう。

「黒絵くん。これが治ったら、真ま面じ目めに拘こう束そくの連携を考えよう。目的を持って練習したほうが、各自が好き勝手にやるよりいいはずだ」

　黒絵は僅わずかに目を丸くして言ってきた。

「なんというやる気。昨日きのうとはまるで別人みたいじゃ」




　　　　[image: ]




　今の得え物ものである呪のろわれたサーベルで手加減なく斬きりつける。虎こ爪そうで摑つかみ取られそうになったので素す早ばやく軌道を変え、別角度から攻こう撃げき──する間もなく、別の手の虎爪がぶんと振るわれていた。身を屈かがめてかわし、そのまま後退。

　巻き髪の彼女……もとい、彼の後ろに見えるのは、目まぐるしく自分の立ち位置を変えながら鬼火を煌きらめかせ、高速で射出攻撃を続けている自分の相棒の姿。

「騒乱を許可する《polter》──霊よ《geist》！」

「はっは、楽しい芸じゃのう！」

　相棒以上の速度で動き回りながら、相あい対たいしている彼女はあらゆる方向から襲おそい来る強化箒ほうきや煉れん瓦がの全すべてをひらりひらりと回かい避ひし続ける。そういう遊びであるかのように。

　そちらを見てばかりもいられない。虎爪をサーベルで受け止め、頃ころ合あいを見て再び攻めに転じる。相手がそれを捌さばきながら後退していく──そのとき一いつ瞬しゆんだけ、相棒の投とう擲てき物ぶつを避けていたもう一人の彼女と、背中合わせになる程度のレベルで擦すれ違って。

「替わりますか」

「そうじゃな、ちと飽きてきた」

　たったそれだけの言葉で全すべてを理解したかのように、彼女達はまったく同じタイミングで身を捻ひねり、その踏み込みの方向とリズムを一変させた。共に、その背後方向へ。

　自分と打ち合っていた彼は飛んできていた煉れん瓦がを虎こ爪そうで叩たたき落とし、回かい避ひもしない一いつ直ちよく線せんの動きでその射出元へ。跳ちよう躍やくしてそれを撃うっていた相棒は、慌てて近接用の箒ほうきを手に握るが間に合わない──その箒ごと、力任せに叩き落されるような形になっていた。

　こちらには獣けもののように疾しつ駆くしてくる影かげ。かつて対たい峙じしたときとはまったく違う、別次元の鋭するどさと野蛮さを持った気け配はい。だが速度なら負けてはいない。反応してサーベルを突き出すが──

「ふむ、速さはなかなか。しかし、肉の力が多少足りんのと……結局、得え物ものが安物ではなあ」

「っ!?」

　彼女が何か技を使ったわけではないだろう。ただ純粋な、刃やいばとしての鋭さで──その手しゆ刀とうが、自分の持っていたサーベルを根元から断ち切っていた。慌てて腰のポーチから予備の短刀を引き抜こうとするが、間に合わない。追つい撃げきの回まわし蹴げりはなんとかかわしたものの、そこから派生した踵かかと落おとしは防げなかった。肩に落ちる重い衝しよう撃げきに、なすすべなく転倒する。切断の感覚がなかったのは向こうが勝利を確かく信しんしていたからだろう。気付けば、彼女は自分の顔のすぐ横にしゃがみ込み、人差し指でこちらの頰ほおをなぞりながら、どこか好色そうな顔で言っていた。

「さて、可愛かわいい小娘よ。どうするのかえ？」

　軽く首を動かすと、向こうでも、相棒が両の手首をそれぞれ頭の横でがっしり摑つかまれ、馬乗り状態で組み伏せられているのが見えた。見た目からはそうは見えないが、一応は男と女ということを考えると多少問題のある姿ではある。

　ともあれ──自分が発するべき言葉は、決まっていて。

「ま……参りました」

「よし。そこまでなのだった」

　一連の流れを脇わきでずっと見ていた人物の声。それを聞き、彼女はよっこいしょといった感じで膝ひざを伸ばして立ち上がる。こちらを見下ろして、やはり獣のような顔でにかりと笑った。

「うむ。ま、暇ひま潰つぶしと身体からだの馴ならしにしてはよい相手であったぞ、おぬしら」

　かつて会ったことのある、初対面の彼女。

　負けるのは二度目だと、言ってもいいのかもしれない。

　やっぱり切せつ子こはヨワヨワです、まだまだですねえ、と穏おん天てん崎ざき切子は溜ため息いきをついた。
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　リリィハウルとの共同戦線が決まってから数日。日が昇れば彼女の隠れ家に向かい、春はる亮あきは剣を振り回し、錐きり霞かと黒くろ絵えは拘こう束そくスキルのレベルアップに励み、そして日が暮れれば帰宅する……その繰くり返し。準備は着々と進んでいる。

　しかし、フィアにとっては、進んでしまっている──と、思わざるをえないのだった。

　何か、大切なことがないがしろにされている気がしてならない。

　あのウシチチを救いに行く、というお題目は立派だ。そのために努力するというのもいいだろう。だが、それにしても──あまりに視し野や狭きよう窄さくではないか？

　コンクリートの床に座り込み、フィアはちらりと仲間達の姿を見やる。錐きり霞かと黒くろ絵えは、二人ふたりで《黒くろ河かわ可か憐れん》と髪の動きを見せ合い、「こうしたらここをカバーして」みたいな話をしていた。さっきまでは自分が拘こう束そく相手として付き合っていたのだが、少し疲れた、と言って今は休きゆう憩けいさせてもらっているのだ。

　黒絵はいまいち何を考えているのかよくわからない。錐霞は数日前から雰囲気が変わった。そして──あいつこそが、最初からずっと、視野狭窄だ。

「で、ええええいっ！」

「まだ大振りだ。剣自体の重みを利用しろ」

「わかってる……！」

　春はる亮あきは練習用の白い剣──《アリーウス》とか言ったか──を実際に振り、敵に一いち撃げきを加える練習をしていた。無む論ろん相手はリリィハウルで、拾った鉄パイプでそれを受け流している。

　春亮は単たん調ちような練習を、何度も何度も繰くり返している。息が上がっても、肩が上下するようになっても、額ひたいに玉のような汗が浮かんでも、ただ前だけを見据えて、手足を動かす。その目が見ているのは、きっとリリィハウルではなかった。さらにその先にいる誰だれかだった。

　春亮が突進する。リリィハウルが的のように下段に構えていた鉄パイプの先端を軽く動かして春亮の剣に当てると、

（あっ）

　それだけで彼はバランスを崩して転んだ。足に力が入っていないのか。

「……休憩を──」

「まだまだ、だ。なんてことない……やっとコツがわかってきた気がするんだ。もう一度！」

　リリィハウルの言葉を制して立ち上がり、春亮はぎらぎらした目でまた剣を構えた。汗だくで透けたシャツ。廃はい墟きよの埃ほこりに塗まみれた姿。さっき転んだせいか、肘ひじのあたりを擦すり剝むいているのが目に入った。だが勿もち論ろん、春亮がそれを気にすることなどない。気合いの声を上げて、再度リリィハウルに打ちかかっていく。仕方ないな、といった様よう子すで彼女はその剣を受け止める──

（あの、あほーめ……）

　視し野や狭窄、どころではないのかもしれなかった。ある意味、盲信的で狂信的。

　春亮は、このはを助け出すという目的に取り憑かれている。

（くそ。それは、ひどく、危ういぞ……）

　その危うさは、この場だけで終わる話ではない。彼は、その状態で戦場に立とうとしているのだ。実際に剣を振るって、命のやりとりをして、彼女を助け出そうとしているのだ。

　春はる亮あきはそこでも言うのだろうか。前を見たまま、なんてことないよ、と。

　腕が捥もげても、足が捥げても、なんてことないよ、と。

　そんな想像をしてしまって、ぞっとした。

　気付いていないのか？　誰だれもが考えないようにしているのか？　こんな想像に現実感を抱いているのは自分だけなのか？

　フィアは自分の全身を寒気のようなものが包んでいるのを感じていた。それは、紛れもない、恐怖感だった。そして恐怖感というものを和らげるためには、その原因をはっきりと見つめるしかないのだった。

　だから見つめる。胸の奥底にある、その可能性を、認める。

　──このままだと、春亮は死ぬかもしれない。

　そうならない可能性のほうが高いと信じたいが、それ以前に絶対にそうあってはならないが、最悪の可能性がそれだというのはもう動かしようのない事実だ。神にだって否定はできない。

　そんなものは、絶対に許すわけにはいかないことだ。フィアは気付く。

　春亮がこのはを助け出そうとしているように、リリィハウルが仲間の仇かたきを討うとうとしているように──自分にとっての、それさえあればいい、そのためならば何をもする覚悟がある、という絶対目的が、それなのだ。

（だったら……私は、どうすれば……）

　何をしてでも、というのなら。

　その絶対目的のために、自分がすべき最良の手段とは、いったい、なんなのだ──？




　夜の帰り道。錐きり霞かはふと、フィアに袖そでを引っ張られたのに気付く。彼女が歩ほ調ちようを緩ゆるめたのでそれに合わせた。春亮と黒くろ絵えはこちらには気付かず、少し前を歩いている。

「……キリカ。一つ聞きたいことがある」

「何かな」

　前の二人ふたりに聞こえないようにか、囁ささやくような声だったので、錐霞も小声で返す。前を向いたままのフィアの横顔は髪で隠れ、表情はよくわからなかった。

「キリカは、なぜ──春亮を手て伝つだっている？」

「なぜって……このはくんを取り戻すためだろう。当たり前じゃないか」

「それはわかる。しかし、あの女に自分の身を斬きらせてまで積せつ極きよく的てきに関かかわる理由がわからん」

　正直に、答えようと思った。

「自分の理由だよ。このはくんがいなくては、正しい答えが出ないような問題があってね。彼女には戻ってきてもらわないと困るんだ」

　正しい答え。知りたい答え──解明すべき、未知？　やれやれだ。馬ば鹿かげている。

「だから春亮に、全力で協力するというわけか」

「そうなるな。絶対に果たしたい目的が一致しているのだから」

　フィアがゆっくりと息を吸う音が聞こえた。その次の声も、やはり静かに。

「──春はる亮あきが、人を殺すことになってもか」

　足を止めそうになった。けれど、それは自分も考えていたことではあった。リリィハウルが黙だまっていること。このはを取り戻すという結果に向かう通り道にあるかもしれないもの。

「仮に、あの毒剣の効果がそうだったとしても」

　一呼吸おいて、続ける。

「夜や知ちは殺さないさ……殺すのは《私達》だ」

「詭き弁べんだ」

「そうかもしれない」

　素直に認めた。そこで、フィアが自分の横にいないことに気付く。振り向くと、

「それも、一つの考え方だ。だが、それでも、私の考え方とは──違う」

　フィアは足を止めていた。俯うつむき加減で、やはりその髪に隠れて表情はわからない。

　そして、今までにもまして小さく、口の中だけで何事かを呟つぶやいていた。

「殺すものは、いつ殺されるものになっても、おかしくは、ないのだ。そう在る、ものなのだ……覚悟が必要……それは、あるいは、呪のろい、なのかもしれない。そもそもあいつは、そんな場には、いるべきでは……」

「フィアくん……？」

　自分も足を止め、彼女に近寄ろうとすると、フィアは不意にびっと手を伸ばしてその動きを制した。顔が上がる──と同時に、前の二人ふたりもそれに気付いたようだった。振り返ってきて、

「どしたん、ふぃっちー？」

　フィアは普通の声で答える。

「おせんべが切れておったのを思い出したのだ。私はちょっくらスーパーに寄ってその補充をしてから帰る──何かついでに買っておくものは？」

「お、じゃあ卵と牛乳を頼む。ていうか、ついていこうか？」

「あほー、お前はへろへろではないか。さっさと帰って先に風ふ呂ろでも入っておけ。ではな！」

　ぶんと一度大きく手を振ってから、すぐに踵きびすを返して走り出す。

　怪け訝げんに首を傾かしげていたのは、今まで言葉を交わしていた錐きり霞かだけで。春亮達が、それまでのフィアのおかしな様よう子すに気付くことはなかった。

　なぜなら、さっき顔を上げたフィアが浮かべていた表情は──

　何かを吹っ切ったかのような、不ふ思し議ぎな儚はかなさと透明感に満ちた笑え顔がおだったからだ。
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「っ……かぁー！　ぬっふ、月見酒は、やはりよいものじゃのう！」

「同意するのだった。これが風流というものなのだった……ん」

「お、ぬし殿もいける口じゃのう。まあ武士というものは酒が強くてなんぼよな。下げ戸この将など恰かつ好こうがつかぬ」

「加えて言うなら──酒も薬物の一種であるのだった」

「ふむ。そういう呪いの都合もあったか」

　何にせよ酒が美う味まいのならば問題はない、と彼女は猪ちよ口こを傾ける。眼がん前ぜんの水面には、徳利とつくりを乗せた盆が浮かんでいた。しかしそこは温泉ではない。身を包むのは薬効のある湯ではなく、ただの温水。背を預けているのも湯ゆ壺つぼを形作る岩ではなく、空気の詰まった柔らかい膨ふくらみ。

　庭に置かれた大きなビニールプールに、二人ふたりは入っていたのだった。

「温泉ではなく水浴びのようなものじゃが、ま、雰囲気は出ておる。それなりに気持ちもよいしな──思いつきではあったが、用意させた甲か斐いはあったぞ。かっかっか」

「虎こ徹てつは抵抗していたようではあったが」

「おかしなところで常じよう識しき的てきじゃからの、あやつ」

　一いつ緒しよに風ふ呂ろなど武士としてはしたない、断固拒否、協力できません……水遊びという体ていなら、まあ、ギリギリでなんとか……と、まさに渋々といった感じでこのプールや酒を買いにいった虎徹のことを思い出す。同時に、徳利の中が空になっていることに気付いた。それを振り振り、

「おーい、虎徹ー。もう酒が切れたぞ酒が。代わりを用意して、早くお前も来い」

「うう……拙せつ者しやが、なぜ、このような……」

　もじもじとした所作で館やかたの中から出てきたのは、追加の徳利と盆を持った──そして、ぴっちりとした《すくーる水着》なる白い衣装を身に着けた、虎徹。

「温泉での月見酒ふうの水遊び、なら酌しやくでもなんでもすると言うたではないか。男なら二言はあるまい？」

「言い──ましたが。いや、しかし、この恰好は……」

　盆を下げ気味に持ち、下半身を微妙に隠すようにしつつ虎徹は言った。内うち股またで、太ふと股もも同士を恥ずかしそうにもじもじと擦すり合わせている。

「そして水遊びには水着というものを着るのであろう？　お前だけを働かせるのも悪いと思って、ちゃんと妾わらわが選んで買ってきてやったのではないか。ちゃんと着ておるな、よいよい」

　そこで虎徹がこちらの様よう子すに気付いたか、はっと目を見開いて、頰ほおを赤くして、

「あっ!?　む、村むら正まささま、なんで脱いでるんですかっ!?　村正さまも水着を着るというから、拙者はこうして水遊びの補助を──」

「脱げたのじゃ。遊びすぎての。ほれ、ここに沈んでおる。やはり何か着たままでは月見酒の興きようが乗らんという理由ではないぞ」

　足で三角形の布を摘つまみ上げ、虎こ徹てつに見せびらかすように掲げてやる。虎徹はさらに顔を赤くした。布が少ないほうが風ふ呂ろっぽいだろうと思い、布地が強烈に少ない──比び丘く尼に？　なる種類を選んだが、やはり《着ないこと》には敵かなわないのだった。

「というか、ニルシャーキさまも！」

「我は、下はちゃんと着けているのだった」

「上もお願ねがいします！」

　ニルシャーキも平然とした顔で、猪ちよ口こに残っていた最後の酒をくいと喉のどに落としていた。やはり虎徹のほうが気にしすぎなのだと思う。

「うるさいやつじゃのう……ほれ、その酒をよこせ」

「はぁ。しかしですね、誠、拙せつ者しやも男なのですから、このような状況ではさすがにもう手て伝つだいなどできかねます。次のお代わりの酒はご自分で……」

　そっぽを向きながらそんなことを言う虎徹から、盆を受け取る。それをこちらが水面に浮かべなかった、ということで何かを悟れないのは──いささか注意力に欠ける。

「はっは。細かいことを言いおるのう！　妾に刃向うか、仕置きじゃー！」

「ひ、ひゃええええいっ？」
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　盆を持ったまま、もう片方の手で虎こ徹てつの腕を摑つかんで、強引にプールの中に引っ張り込んだ。どばしゃーん、と水みず飛沫しぶき。狭いプールの海うな原ばらが混こん沌とんと荒れ狂う。これを予期していたのか、ニルシャーキは平然とこちらの持っていた盆から代わりの徳利とつくりを摘み取り、自分の猪ちよ口こにその中身を注そそいだ。さすがの動じなさだ。主はそうでなくては。

「ひ、わぷっ、むにゅっ……む、村正さまっ？」

「これ、暴あばれるでない。狭いのじゃからな」

　自分の胸の中からなんとか脱出した虎徹だったが、つるりと滑ってまた倒れる。

「だったら拙せつ者しやを引ひき摺ずり込こまなくともっ……むがむひゃっ」

「虎徹。我の胸に向けて喋しやべられても何も聞こえないのだった」

「せっかくじゃから、お前も一いつ緒しよに月見酒を味わわせてやろうという妾わらわの心意気……無む下げにするつもりかえ？　ん？」

「そ、それは、その──と、とりあえず水着を着てもらって、ですねっ。そうなれば、誠、拙者とて……」

「意い固こ地じじゃのう。では仕方ない、お前に着せてもらうか。妾は酒と盆で手が塞ふさがっておる故な。ほれ、頼むぞ」

　また足の指で摘つまんだ水着を水面に持ち上げる。さらに頰ほおを赤くした虎徹がぶんぶんと首を横に振る。ニルシャーキはマイペースに月を見上げながら、日に本ほん酒しゆを飲み続ける──




　とても、楽しそうな光景では、あった。そこにあるのは。そこに見えたのは。

　誰だれに何の迷惑をかけているというわけでもない。

　誰を傷つけているというわけでもない。

　本当に、楽しそうな、彼女達にとっての《日常》の光景。

　──だが。しかし。それでも。




「それは……ニセモノだ」




　プールの三人が、すっと瞳ひとみを細めてこちらを見やってくるのを感じつつ。

　フィアはたった一人ひとり、ひっそりと、夜よ闇やみの中から歩み出た。
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　虎徹がそっとプールから出る。ニルシャーキはプールの脇わきに手を伸ばし、濡ぬれるのも構わず、あのインディアン風のシャツを身に纏まとう。このはは水に浸つかったまま、面おも白しろそうに猪口の中の酒を一ひと舐なめしていた。

「たった一人ひとりで、何をしに来たのかえ？」

「春はる亮あきがな──辛つらそうなのだ」

　一歩、足を踏み出しながら。

　さっきまでの彼のことを思い出しながら、そう答えた。

「奴やつは一心不乱に前を向いておる。辛そうで、苦しそうで、しかし、それを自らが感じておらんくらいに。その一方で……お前は、楽しそうだ。何もかもを忘れたお前は、楽しそうだ」

　彼女達は何も答えない。じっとこちらを見ている。警けい戒かいして。無感情に。面おも白しろそうに。

「ああ、どうしてだろうな。その二つのことは、両方とも、私には関係がない。なのに」

　ルービックキューブを取り出して、握った。

「それを見ている私は……苦しいのだ」

　顔を上げて、前を向いた。

「どうしてかはわからんが、とても、苦しいのだっ！」

　そして──奔はしる。

　ルービックキューブが変じるのは、自らの似姿。不ぶ恰かつ好こうな処刑の鉈なた。

　動きや狙ねらいなど頭には上らなかった。ただ奔る。奔って、奔って、奔って、そして自分のすべきことをする。身体からだはそれだけを知っていた。だから考える必要はなかった。

　水みず飛沫しぶきを上げて、このはがプールから跳ちよう躍やくする。きらきらと輝かがやく水滴。目立っていたので身体は勝手に彼女を目標にした。力任せに鉈を振るう。いなされる。虎こ徹てつが刀に変じ、ニルシャーキの手元に収まるのが見えた。おかしな仮面はなく、眼鏡めがね姿すがたのままだが、あのシャツは着ていた。それがどうした。いなされた勢いのままに方向転換、そちらに襲おそいかかる。虎徹の重い刃やいばと鍔つば迫ぜり合あい。瞬しゆん間かん、背後から蹴けり倒された。脇わき腹ばらに痛み。斬きられたか。

「おのれ、ウシチチ、めっ……」

「まだ言うか」

　立ち上がって、奔って、やられて、立ち上がって──それを繰くり返しながら、ぼんやりと、フィアは眼前にある彼女の顔を眺めて思っていた。

　そもそも……こいつは、いったい、何なのだろう。

　村むら正まさこのはという存在は、自分にとっての、何なのだろう？

　夜や知ち家けに来たときにいた女。春亮と馴なれ馴なれしくしていた女。肉好き女。目障りな体型。そりが合わない。やかましい存在。口うるさい。ときにおせっかい。眼鏡。あの家での先せん輩ぱい？　学校では同級生。呪のろわれた刀。同じように人を殺してきたモノ。

　ああ、わからない。敵か。味方か。

　彼女がいて、自分は、どうなったか。

　あるいは、もしも、いなかったら。どうなっていたか──？

「……」

　何秒、何分、あるいは何十分。そんなことを考えていたのだろうか。

　つまりは、一人ひとりで三人を相手にして──身体からだが動くままに、戦い続けていたのだろうか。

　気付けば、視界の中央には最初と同じものが映っている。自分を忘れた彼女の顔。

　ただ、それ以外の背景だけが、変わっていた。

　こちらを見下ろすこのはの、頭の向こう。

　綺き麗れいな月が輝かがやいている。

　いつのまにか、自分は地面に倒れていて。空を見上げているのだとわかった。

　いつだかと同じように、このはに腕を踏みつけられている。その気になればいつでも切断される体勢。こちらの目玉のすぐ前にも、その手しゆ刀とうがあった。こちらも、いつでも──このちっぽけな自分というモノの動作を停止させることができる。

　どこか呆あきれたように、彼女が呟つぶやいた。

「何がしたいのやら。一人では勝てぬのはわかりきっておっただろうに」

「……本当に、な」

　奇妙にあっさりした気持ちで、認めた。

　自分は──きっと。

　今すぐ、終わらせたかったのだ。

　我慢できないくらいに。それ以外の何も考えられなくなるくらいに。

　なんでもいいから。どんな結末でもいいから。とにかく、全すべてを。

　そうすれば──少なくとも、春はる亮あきが戦場に立つのを見るようなことは、なくなる。

　けれど、勝手に動いていた自分の身体は、そのために何を求めていたのだろう。何がしたかったのだろう。

　ニルシャーキを殺したかったのか。虎こ徹てつを殺したかったのか。それとも──

　しかしもう、それを考えることに意味などない。

「まあよいわ。貴様との遊びにも飽きてきた。またこうして一人で来られても目障りなだけじゃ……そろそろお開きということにしようではないか」

　次に何が起こるのかは、見なくともわかった。手刀が滑らかに動き出すのに合わせて、フィアはそっと目を閉じる。

　このウシチチ女に殺されるなんて、なんだか妙な気分だな、と思った。







　第五章 「明日という未来。その眺望」/ "The blade - It' s too sharp."
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　紅茶を飲みながら、ぼんやりと穏おん天てん崎ざき切せつ子こは数日前のことを思い出していた。溜ため息いきをつく。

「どうした？」

「思い出し反省中、ですよぅ。もっと頑張らないとダメダメのヨワヨワですねぇ……」

　言葉を返すが、問いかけてきた相手の姿は見えない。正せい確かくに言えば、そこら中に見える全すべてがその相手の姿だった。切子は、呪のろわれた家である彼女の中でお茶を飲んでいるのだから。

　数日前、「近くにいたから」という理由で呼び出され、切子達は訓練の相手をさせられたのだった。向こうにとっては身体からだを鈍なまらせないための暇ひま潰つぶしだったのかもしれないが、下位にある自分達にとっては貴重な戦せん闘とう体たい験けんの場。できる限りの本気で相手をしたのだが──

「仕方ないだろう。いきなりの呼び出しで準備が足りなかった。オレは後半、弾切れを起こしかけていたし、切子ももっとまともな武器が用意できていれば違ったはずだ」

「でも、伝説級の超強いウルトラ禍具ワース！　みたいなのがそうそう手に入るわけじゃないですし。道具はあまり言い訳にしたくないですよぅ。やっぱ腕ですよウデ。まあ、その戦闘スキルでも太た刀ち打うちできたかと言われたら……しょぼーん……あっ、太刀打ち？　ち、違いますよ、別にギャグじゃないですよ、フォート？」

「オレは何も言っていない。相棒という贔屓ひいき目めが入っているのかもしれないが、スキル的には、そこまで卑ひ下げするほどの差があったようには見えなかった。差があったとしたら、経験──そしてやはり、武器とするものの《格》だ。やはり得え物ものの一言で片付くと繰くり返そう。向こうが、お前の言う伝説級の禍具ワースであったことは紛れもない事実なのだから」

「それも、そうなんですけどねぇ。特に、《村むら正まさ》は──」

　想起。顔立ちはかつて見たものと同じ。でも、目つきがまったく違った。獣けものの野蛮さと、武士の凜り々りしさと、鬼の狂気と、刀の美しさ……それら全てを内包したような、力ある瞳ひとみ。

　手合わせの後に少し話をしたが、彼女はこちらのことをまったく覚えていない様よう子すだった。つまり完全に記き憶おくを失い、過去から直結した彼女としてそこに存在していた。

　その過去こそが彼女の強みだったのだろうか、と思う。戦乱の世を体験し、真に戦いの中に身を置いていた禍具ワースの強さ。戦いというものを、戦場というものを知り尽くしている強さ。

　ふとした興きよう味みで、フォーティーンに聞いてみた。

「あの村正さんと、フィアさんと。どっちが強いですかね？」

「オレが思うに、あの村正は最高峰の《武器》だ。純粋で鋭えい利りな《武器》という概念そのもの。いかに箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが呪のろわれた道具の中の呪われた道具であっても、本質的な部分で、奴やつは《拷ごう問もん処刑用具》でしかない。だから」

　至極あっさりと、当然のことのように、フォーティーンは自らの考えを述べた。

「その二者が戦えば、確かく実じつに──箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブのほうが破は壊かいされるだろう」
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　だから、戦わないことしか、フィアの生き残る術すべはなかったのだった。

　それは結局のところ、他人の手によってもたらされる。彼女を当然の結果から救うための、当然の対処。

「モード《モンゴリアンデスワーム良よし門かど》！」

「おっ、何じゃ、地じ蟲むしの類たぐいかえ？」

　見上げていた月が陰る。ばらばらと多量の土を噴ふき上げながら、フィア達を取り囲むように、不気味に黒っぽい何かが地中から屹きつ立りつして蠢うごめいていた。

　さすがに驚おどろいたか、このはは手しゆ刀とうの動きを止めて周囲を見回す。踏みつけ拘こう束そくの力も僅わずかに緩ゆるんだ。刹せつ那な、フィアは自分の身体からだに何かが巻きつくのを感じて──浮遊感。そのまま背後に引っ張られる。前方からは、相対的に遠ざかる、置き忘れてきたかのような声。

「いかがいたしますか？」

「わざわざ追う必要性は感じないのだった。捨て置くのだった」

「来たり逃げたり、忙しいのう。やれ、飲み直しじゃ……」

　その声が聞こえなくなっても、まだ引っ張られる。まだまだ引っ張られる。夜よ闇やみの中に吸い込まれ、何も見えなくなっても、まだ。

　そして、気付いたら、眼前に黒くろ絵えの顔があった。

「ふぃっちー」

　珍しく、本当に珍しく──怒っているような瞳ひとみで。それを見た瞬しゆん間かん、どういうわけか、喉のどの奥が一気に引ひき攣つれてしまった。震ふるえた声で、泣き言を言うしかなくなってしまった。

「なあ……クロエ。私は、どうすれば、いいのだ……？」

　その声が、自分でも驚くほどに、あまりにも情けないものだったからか。

　黒絵は瞳の怒気をふっと緩め、

「実は、今回ばかりは──うちにも、わからんのよ」

　囁ささやくように言って、その短い腕でこちらの頭をぎゅっと抱だき締しめてきた。
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　小さな主さまについて思う。

　うろちょろするもので、呪のろいを怖がらないもので、自分を怖がらないもの。新しん鮮せんだった。

　そして、まっすぐな瞳ひとみを持っていた。

　よい生き方をしているのだろうな、と感じた。親はかなり放ほう蕩とうで好き勝手にしているようだから、よい育て方とはとても思えなかったが。

「名前、どうしよっかなー」

「だから村むら正まさじゃと言うておろうが」

「それだけだと呼びにくいよ」

「他ほかに何があるというのかえ。妾わらわは、村正は村正じゃ」

　意外としつこいところもあった。何度言っても諦あきらめずに、あのまっすぐな目でどうでもよいことを聞いてくるのだった。

　彼は居間のテーブルの上に身を乗り出しつつ、可愛かわいらしく小首を傾かしげるようにして、

「それだと不便だから言ってるのになー。ていうかさ、そろそろ、おれが──なんていうか、主だって認めてくれた？　真ま面じ目めに呪いを解く気になった？」

　失笑が漏れた。この子供はまだそんなことを気にしていたのか。自分は最初からそれを求めてなどいないというのに。冗じよう談だんめかして、適当に言葉を返すことにした。

「は。まだまだ。ぬしと妾は、まだ真の主従関係になっておるとはとても言えんからの」

「真の主従関係って？」

　少し考えて──かつて共に戦場を駆け回った勇猛な将達のことを思い出しながら、言った。

「そうじゃな。真の主従関係とは、主従の区別がないこと……かの。刀こそが将で、将こそが刀。共に馬を駆って戦場を走り、ただ敵を屠ほふる。その命すらも、一体となることじゃ」

「？」

「つまり、互いに命を預け合うことであろうな。信頼して背中を預け合うような、命を賭かけて互いの命を守るような関係。纏まとめるなら──身も心も一つとなるような関係、か。全すべては二つで一つ。相手と自分が同一の存在となることよ」

　無む論ろん、自分はそんなことなど起こりえないと知っていた。自分は呪われた道具である。この子供もそれを忘れてはいまい。そこまで信頼しているわけがない。それは自分の側からしてもそうだ……自分がこんな子供を頼ることなど、未み来らい永えい劫ごうありえないだろう。

　彼はさっきまでとは逆方向にかくりと首を傾げて、しかしすぐににっこりと笑って言った。

「よくわかんないけど……うん！　危ないことがあったら助けるってことだよね！　もちろん、そんなの普通だよ！」

「普通どころか、そんなことはありえぬわい」

　あまりに身の程知らずなことを言うので、逆に笑える。半笑いで鼻を鳴らし、わざと馬ば鹿かにするように続けて言ってやった。

「は。よーし、もしお前に妾わらわが助けられるようなことがあれば、妾もお前の命でも何でも救ってやるわい。助けられたぶんは助けてやるという契約じゃな。妾とお前は真の主従関係などではない故、この程度がせいぜいじゃ」

　彼は少しばかりむくれたような表情になって、

「真の主従関係、ってやつになりたいのに……一いつ緒しよに、ドーイツの存在、みたいなのになれたら、俺おれ達の望みが二人ふたりとも同じになって、呪のろいを解くために頑張ってくれるんでしょ？　どうしたらいいの？」

「さてな。それは、なろうとしてなるものではない。気付けば『なっておる』ものじゃ」

「えー」

　その不満げな声を聞きながら──しかし、と考えた。

　向こうがこちらを助けるのが普通だと、信頼して当然だと思っているというのなら、問題はこちらにしかない。こちらが向こうに寄り添う気がないという、ただそれだけの単純な話だ。そして、なぜ寄り添う気がないか、最後まで信じることができないかを考えると──

　飲んでいた湯のみを置いて、自分はそっと庭に視し線せんを向ける。

　夕焼けに染まった、静かな庭。

　それはまるで──血の色のように、見えて。




　潮しお時どきかもしれぬな、と思った。




　　　　[image: ]




　どうやらうたた寝をしてしまっていたらしい。暗い自室の中、春はる亮あきはぼんやりと畳の上で上半身を起こした。部へ屋やに射さし込んでくる月明かりを受け、机に置いてあるこのはの眼鏡めがねが輝かがやいている。家の中は静かだ──風ふ呂ろから上がって、飯の準備しなきゃ、と思っているうちに疲れから寝てしまったのだが。みんなはどうしているのだろうか。

　訓練の疲労のせいか、まだ身体からだにうまく回路が繫つながらない。頭だけはなんとか回り始めた。

（俺、いま、人生で一番、身体使ってるかもな……）

　しかし、身体を使うといえば、と思い出す。数日前の錐きり霞かのことを。リリィハウルのために自分の身体を斬きらせた彼女のことを。彼女の、何かに対する覚悟というものが見えた気がした。ああすることでしか前に進めないのだと言うような、覚悟。

　自分にそんな覚悟はあるのだろうか、と春亮は自問した。

（ある、に決まってる）

　勿もち論ろん、気付いていた。自分の周りに存在する曖あい昧まいさのことは。

　リリィハウルは言っていない。彼女から借りた毒剣でニルシャーキを傷つけた場合、具体的にどうなるのか。

　予測はできる。自分も馬ば鹿かではない。

　あれを使えば。相手は死ぬかもしれない。死んでしまうかもしれない。

　だが、それでも。

　自分には目的がある。なんとしても果たしたい願ねがいがある。

（それで、このはが、取り戻せるなら……）

　畳の上で、ようやく動くようになった腕をそっと持ち上げる。月明かりに翳かざした。

　疲労のせいか、それとも他の何かの理由でか──震ふるえていた。

「……はは」

　そうして、春はる亮あきは実感するのだった。

　とても、恐ろしい。怖くて、逃げ出したくなる。背筋に這はい寄る暗黒感。一度手を浸ひたしたら二度と外に持ち上げられなくなるようなタールの縁ふちに、指先が触れている。そんな、取り返しのつかないような、底無しの何かに絡め取られるような感覚について。




　ああ、これが、呪われる、ということなのか──と。




　春亮が震えるその手をぎゅっと握にぎり締しめたとき、玄関で物音が聞こえた。動くようになっていた身体からだで立ち上がり、そちらに行ってみる。

　黒くろ絵えと、血と泥で汚れたフィアが、帰ってきていた。

「ハルが寝た後、きりりんから電話があってね。帰り際、ふぃっちーの様よう子すがおかしかったような気がするんじゃけど今どうしてる、みたいな。で、そのときまだふぃっちーが帰っちょらんかったから、嫌いやな予感がして、あそこに行ってみたら──案の定、というわけよ」

　黒絵の横で俯うつむいているだけの、フィアの姿。それだけで、何があったのか、何を思ってフィアがそんなことをしたのか、わかったような気がした。

　申し訳ないと思う。同時に、馬鹿だなあ、と思いもした。

　だから春亮はそっと手を伸ばして、フィアの銀ぎん色いろの頭を、撫なでる。

「大丈夫だ。俺おれは──死んだりしないよ」

「……」

「そのために作戦立てて練習もしてるんだし。このはだってすぐ元に戻るさ。案外、この家に連れてきただけでぽろっと記き憶おくが戻っちゃったりしてな」

　意図して、明るい口く調ちようで言った。フィアは顔を上げないまま、

「……なあ」

「うん？」

「そうまでして、お前が助けたいと思っておるウシチチと、私の関係は。いったい、何なのだろう。お前は、どう思う……？」

　答えは簡かん単たんだった。

「そだな。この家になくちゃならないもの、かな。そういう一セット。二人ふたり揃そろってないと駄だ目めな感じの何か。漠然としてるけどさ。黒くろ絵えは？」

「同意ー。ふぃっちー達がセットでおらんと、なんかこの家的には、大事なものがヌソッと抜けちょる感じなんよね。いや、ヌニュッ……？　はたまた、ソホッ……？」

「おい、そんな意味不明な擬ぎ音おんのとこにこだわられても」

　とか話していると、掌てのひらの下にある銀髪が小さく揺らいだ。

「そんなので。よいのか……？」

「いいんじゃないか。別に」

　それは本当に、心からそう思う。二人はただ、ここにいるものなのだ。もうずっと前から、そうなってしまったのだ。それは今更変えられない──けっして。

「ホントに、あほーだな。お前らは……」

　三た和た土きに立っていたフィアが、靴を脱ぐこともなく、そのまま身体からだを前に進めた。軽く上半身を傾けるようにして──ぽふ、と春はる亮あきの腹に額ひたいを押しつける。

　何を求められているのかは、わかったので。

　春亮はしばらく、言葉の代わりに、優やさしく彼女の頭を撫なで続けた。
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　そのころ、錐きり霞かは走っていた。

　黒絵に電話をかけてフィアがまだ帰っていないことを知り、慌てて家を飛び出したのだが──ニルシャーキのところに辿たどり着くまでの間に、今度は黒絵のほうから「ふぃっちーを無事確かく保ほ。今帰り中ー」という連絡を貰もらったのである。しかしこのまま家に戻るというのも気分がもやもやするだけなので、せめて様よう子すでも見ておこうと目的地を夜や知ち家けに変更したのだった。

　夜道を小走りで駆け、ようやくその夜知家の門の前に辿り着いたとき。

「……？」

　一人ひとりの女と擦すれ違って、その擦れ違った後で違和感に気付いて、錐霞は足を止める。

　夜道で誰だれかと擦れ違うなんて、それ自体はよくあることだ。だが──その女は、夜知家の前にある電柱の陰から歩き出してきたのだった。まるで、今までその家の中を観かん察さつしていたように、夜知家の方向から顔を戻していたのだった。そして、この自分の横を通りすぎるときに──こちらの顔を見て、薄うすく、微笑ほほえんでいたのだった。

　はっと振り向くが、そのときにはもう、女の姿は夜よ闇やみの中に消えていた。

「今の、は……？」

　特にどうということはない、どこかで見たような印象を受ける、不ふ思し議ぎな親しみやすさすら感じる顔立ちの女──だった気がする。しかし初対面のはずだ。顔自体に見覚えはない。そして、顔はともかく、身に纏まとっていた存在感が問題だった。自信に満ちた気け配はい。只ただ者ものではない気配。我が身一つで世の中を生き抜いていそうな──《強い》気配。

　錐きり霞かは女の消えた夜道を見据えたまま、そっと瞳ひとみを細める。一つの考えが浮かんできた。

　それから夜や知ち家けの門を潜くぐり、半開きになっていた玄関に近付く。中を覗のぞくと、ちょうどフィアと黒くろ絵えが靴を脱いで廊下に上がろうとしているところだった。それを春はる亮あきが出迎えている。

「あ、いんちょーさん」

「おー、きりりん。電話さんくすー」

「……キリカ」

　バツが悪そうに目を逸そらすフィアを見て、錐霞は嘆息する。それは、帰り際に見た、自分の内面に余裕なく飲み込まれているような表情ではなかった。頭の上にまだ乗っている彼の手のせいだろうか。少なくとも、一人ひとりで危険な突貫をするようなことはもうなさそうだ。

「やれやれ……馬ば鹿かげているが、小言は後にしよう。フィアくんはまず風ふ呂ろにでも入って身体からだを休めるといい。その間に、我々は少しやるべきことができた」

「え、やるべきことって？」

　春亮の怪け訝げん顔がおに、錐霞はたった今あったことを説明する。この家のことを見ていたような、謎なぞの女の存在。只者ではない気配。それから、

「ニルシャーキは、一週間ほどと言っていたな。明日あしたで六日目だ。ありえなくはない」

「そ、それって……!?」

　こちらの言わんとしていることを悟ったのか、春亮がはっと顔を引ひき締しめる。錐霞はゆっくりと頷うなずいて、続けた。

「ああ。少し早いが──時期が来たのかもしれない」




　まずはン・イゾイーに連絡を入れ、ニルシャーキ達に何か変化はないか調しらべさせる──錐霞としては、こちらから何かを頼んで貸しのようなものを作りたくなかったが、今は非常時だ。相変わらず向こうが何を考えているのかわからないのが不気味ではあるにしろ、こちらの要求通りに働いてはくれた。結果として、今のところニルシャーキ達に動きはないとわかる。

　彼女達には引き続き監かん視しを頼み、次にリリィハウルに電話をかける。状況を伝えると、

『まず言っておくが、その女は竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの師団長ではない』

「なんだと？」

　取り越し苦労だったかという思いが頭をよぎるが、

『今の師団長は男のはずだ。だが、その女がわざわざ夜や知ち家けの様よう子すを窺うかがっていたのなら、今回の件に何も関与していないという可能性は低い。一、師団長と《第二位》の勝負は竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの今後に関かかわる重大なイベントである。二、強さの比べ合いが本質であるなら、できるだけ文句の出ない形で決着をつけようとするはずだ。以上──見届け人のような《部位刻みハイ・シングル》が来ていても不ふ思し議ぎはないと判断する』

「それが私の見た女だと？」

『竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの《部位刻みハイ・シングル》なら、お前達に興きよう味みもあるだろうからな。ついでに家を覗のぞいてみようと考えたのかもしれん』

「……これからどうする」

『万が一を考えて監かん視しはしておく必要はあろうが、さっき言った通り、その勝負には公平なる決けつ闘とう性せいが求められる。不ふ確かく定てい要素の多くなる深夜に戦せん闘とうが行われるとは思えない。おそらくは明日あしたの日中だ。つまり、我々はそれに先んじて動く──』

　スピーカーモードにしたこの電話の会話を聞いている、周囲の春はる亮あき達の真剣な目。

　自分も似たような目をしているのだろうな、と思いながら。

　錐きり霞かは、今の状況に一つの区切りをつける、リリィハウルのその言葉を聞いた。




『我々の作戦決行は、明日の夜明けとする。それまでに体力を回復させておけ』
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　やるだけのことは、やった。春亮はそう自分自身に言い聞かせる。

　リリィハウルも電話の最後に言っていた。最初のころと比べれば、剣の振り方もそれなりに様にはなっている。完全に拘こう束そくした相手であれば、その手足に狙ねらい通りの一いち撃げきをくらわせることぐらいは問題なくできるだろう、と。

　だから、やるだけのことは、やった──しかし。

（……本当に、そうか？）

　という思いが、さっきから拭ぬぐえないのだった。何か、明日のために準備しておくべきものがあるのではないか、と。けれど、いくら考えても答えは出ない。

　ならばそんなものはないのだ。できることは全すべてやっている。後は明日のために体力を回復させておくだけ、つまり早く寝るだけ──と頭で理解してはいるのだが、胸の奥が不ふ思し議ぎにざわめいていて、寝られない。布団に入ったまま、天てん井じようをじっと見つめ続けるばかりだった。

　もぞもぞと寝返りを打つと、枕まくら元もとに置いた携帯電話が目に留まる。何の気なしに手に取り、電話帳を開いてスクロールさせてみる──

「……」

　このは携帯、と表示された場所で停止。衝しよう動どう的てきに発信ボタンを押した。耳に当てる。目を閉じる。高鳴る心しん臓ぞう──がちゃり。『この番号は電源が入っていないか、電波の届かない……』安あん堵どのような、失望のような、嘆息。通話を切った。いなくなってからずっとこうだ。わかりきっていた結果。

　ぼんやりと、電話帳をさらに適当に捲めくっていく。クラスメイトの名前。友達の名前。このはの帰りを待っているものは、自分達以外にもたくさんいる。それを思い出した。

　五十音リストからはみ出た部分に、ン・イゾイーの名前。彼女達はやはり戦ってはくれない。それはそれで仕方ないと思う。彼女達にも立場がある。

　電話帳には『理事長』や『北ほう条じよう漸音ぜのんさん』などといった名前もあった。全すべての事情は説明しており、なんでも協力すると理事長は言ってくれていたが──戦せん闘とうの心得が少しはあるとはいえ、やはり彼らはただの人間だ。今回の相手は今までの誰だれよりも強く、今までの誰よりも容赦ない。危険すぎる。このはと漸音達が戦う姿も見たくはなかった。そして、元・竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの理事長達が、面めん識しきがないとはいえ、ニルシャーキと接触するのはいろいろ面めん倒どうなことになるかもしれない──そんな理由で、あまり関かかわらせたくはないのだった。

　それは、他ほかの知り合い達。白しら穂ほやサヴェレンティ、千ち早はやや伍い鈴すずに対しても同じだった。それ以前に向こうから協力など断るだろうが、今回ばかりは危険すぎる。とりかえしのつかないことになってしまう可能性がある。

　でも、なんだか不意に、誰かの声が聞きたくなって。

　発信ボタンを押してしまう。長い呼び出し音。諦あきらめて切ろうとしたところで、

『……』

「あ……もしもし。白穂か？　夜遅くにごめんな」

　はあー、とわざとらしい溜ため息いきが聞こえた。

『ついに来たわ。視し姦かんや嗅きゆう姦かんを超える通信姦。まったく、変態は女と繫つながることさえできれば電話会社の通信塔ですら性具として使うことができるのね、変態』

　いつも通りだな、と春はる亮あきは苦笑する。

『何の用』

「いや……ほら、俺達最近、学校行ってなかったろ。どんな感じなのかな、って思ってさ」

『一言で言えば最低ね』

「なんで？」

『貴方あなた達も学級委員長も褐かつ色しよく女おんなも、全員がインフルエンザでダウンって理由になってるのよ。時期外れだし、捻ひねりがなさすぎるにも程があるわ。もうちょっとマシな理由を考えたらどう』

「はは……そこらへんは、潰かい道どう先生に任せちゃったからな……」

　それからしばらく、白穂の報告なのか愚ぐ痴ちなのかわからない言葉で、最近の学校についての話を聞いた。死ねだの滅びろだのという罵ののしり声ごえが消えることはなかったが、正直、もっとあっさり電話を切られてもおかしくないと思っていたので少し不ふ思し議ぎだった。

　白しら穂ほの不ふ機き嫌げんそうな声が、冷たくこちらを突き放す声が、どういうわけか耳に心地ここち好よい。

　こんなふうに、お前のことなんて知らない。お前の緊きん張ちようと不安なんてたいしたことない──と、誰だれかに突き放してほしかったのかもしれないと春はる亮あきは思う。結局のところ、自分は弱気になっていただけなのだろう。楽になりたかっただけなのだろう。

「サヴェレンティはどうしてる？」

『……聞いてどうするの』

「へ？　いや別に」

『噓うそね。私の横で寝ているけど、どんな姿で寝ているかとか電話口をサヴェレンティの肌に近付けてみろ俺おれならその質感を電波の跳ね返り具合で感じ取れるとか言うつもりね。何一つ応じられないわ、サヴェレンティは絶対に貴方あなたの黒い欲望の対象にはさせないわよ、人間』

「俺はどんな超人なんだ……まあ、寝てるんならいいや」

　誰かが寝ている横で長話も迷惑だ。そろそろ終わりにしよう。最後の言葉として、

「悪いけど、明日あしたも休むよ。大事な用があるんだ。逆に言えば──明日で終わり、だと思う」

　伝わったはずだった。それが何を意味するのか。

　しかし彼女はあっさりと、心地好く、

『そ。別に関係ないわ』

　その軽さが、気負いすぎるな、と自分に落ち着きを取り戻してくれる。こんなのたいしたことない。明日にはこのはがもうこの家に戻っている。それだけの話だ。そして明後日あさつてにはまたいつもの学校生活が始まる。

『ちなみに、サヴェレンティにはその遊びの予定は伝えないわよ。知ったら行こうとするかもしれないから。まあ、私が泣なき縋すがってでも街中で服を脱いででも絶対に止めるけど』

「その止め方はよくわからんけど、了解だ。俺達だけで大丈夫だよ。んじゃ、いきなり電話して悪かったな──」

『……ちょっと待ちなさい、一つ忘れていたわ。貴方、まさか私以外にもこうして女と連絡して深夜の通つう信しん姦かんを行っているんじゃないでしょうね。もしくは、これからするつもりとか』

「し、しねえよ。もう寝るつもりだし」

　何かを考えるような、一拍の間があって、

『……そう。だったらいいわ』

　ぷつっ、と通話が切れた。やれやれ、と春亮は笑う。

　何にしても、いくらか気分が軽くなったような気がする。もう眠れるだろうか、と携帯を閉じようとしたとき、

「おうっ？」

　ぶるぶるぶる、と携帯が震ふるえてメールの着信を知らせる。なんというタイミング。こんなに自分の携帯が短時間で活かつ躍やくしたことはあっただろうか、と思いながらそれを開いてみる。電話を終えたばかりの白しら穂ほが送ってきたのかとも思ったが、そうではなかった──それよりもさらに珍しい、奇跡的な相手が奇跡的なタイミングでこのメールを送ってきただけだった。

　遥はるか西の遠くにいる彼女。家族と一いつ緒しよに暮らしている、彼女。

　タイトルは《リハビリ中》だった。本文は彼女の口く調ちようと同じくぶっきらぼうに『あいつが送れ送れってうぜえから送る』。写真が添付されていた。リハビリ中、には二重の意味があるのかもしれないと思った。その手に少しばかり包帯を巻いている彼女。ふてくされたような表情で、彼女は大きな犬を撫なでていた。かつて、その誤った信仰に利用されていた、彼女が心の奥底に傷として抱えていた、大きな犬。それに触れている。そしてその彼女と犬の後ろには、優やさしい目でそれを見守る大人おとなの女性の姿があった。

「……はは」

　想像できる。この写真を撮とったのが誰だれか。彼と彼女のやりとり。「誰か友達にでも送れよ」「うっせえ」「こないだの彼らでいーじゃんかよ」「あ、あいつら、別に、ダチじゃねえし」「送んないとぼっち扱いすんぞ。ああ、まさかメール送る相手が一人ひとりもいない寂しい野郎がバイト仲間だったなんて！」「む、無む能のう臭くせえ……！」とか、まあそんな感じだろう。

　そう言えば、数日前にはビブオーリオからも経過報告的なメールが届いていた。修学旅行のときに拍ぱく明あきが言ってきた、雛ひな井いエルシーの返へん還かん日程に関かかわる連絡が研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくからあったらしい。もうしばらくすれば、こんな写真に写る人間の数はさらに増えているのかもしれない。

（……あ）

　写真の中のクルリの姿を見ていたら、ふと思い出したことがあった。少しだけ、春はる亮あきはそれについて考える。肯定的な感覚と否定的な感覚の同居。しかし最終的に、

「そうだな。なんでも、できることは、やっとかなくちゃな──」

　春亮は静かに身を起こし、布団から出る。

　たいしたことではなかった。

　明日あしたのために準備しておくべきことが、ようやく一つ、追加で見つかっただけだった。
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　リリィハウル・キルミスタの眼がん前ぜん、廃ビルに遺棄されたテーブルの上には、何本もの禍具ワースが月明かりに照らされて並んでいる。明日のために、最後の調ちよう整せいをしていた。

　とはいえ、できることは多くない。抜いただけで忌き能のうを発揮する禍具ワースもあるのだ。いざというときに手が滑らないよう、柄つかや鞘さやを丹念に拭ふいておく程度がせいぜいだった。背中にそれらを固定するためのベルトや剣帯の具合も、引っ張ったり長さを確たしかめたりして調整しておく。

　すべきことを終え、彼女はもう一度、テーブルの上を眺めた。長さも形も不ふ揃ぞろいな剣の群れ。元は九本あった。その中で唯一禍具ワースではなかった《禍具砕きワースブレイカー》と、《貫通し姦通するステイツクミー・マクラクランプリーズ》の二本が砕かれ、今は七本。そのうち、最も重要な、明日あしたの鍵かぎを握るものは──

（……決まっている）

　それに視し線せんを留める。同時に、数日前のことを思い出していた。彼らと交わした会話。この禍具ワースの来歴を問われたときのことを。

　これは《勇士殺しのアースムンドのサガ》に由来する剣である──その答えは虚偽ではなかった。いきなり問われ、口くち籠ごもるのだけは危険だと思い、思わず喋しやべってしまった真実。

（危ない橋を渡ったのは確たしかだ。奴やつらがサガの知ち識しきに疎うとくて救われたと言えるだろう……仮に興きよう味みを持って調しらべられたら困ったことになっていたが、どうやらそれもなかったようだ）

　つまり、橋は既に渡り終えた。準備は完了している。

　ニルシャーキを殺すための。

　絶対に果たさねばならない、ただそれさえ達成できればいい目的のための、準備は。

　後はただ──この呪のろわれた剣が、呪われた剣らしく、その忌いまわしい力を発揮するときを待つだけだ。

　リリィハウルは、じっと、眼がん前ぜんにあるその一振りの剣を見つめ続ける。




　彼らが毒剣だと信じている黒の剣を、見つめ続ける──
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　館やかたの二階にはバルコニーがあった。蒼あおい月光がさめざめと降り注ぐ、静せい謐ひつの空間。

　その手すりに背中を預けるようにして、ニルシャーキは座っていた。

　掌てのひらに山盛りにした錠じよう剤ざいを口へ。嚙かみ砕く。別の手に持っていたコップを傾け、その中身を喉のどに流し込む。プロテインと粉薬を混ぜた液体。食事はまだ終わらない。紙に包まれた粉を取り出す。拳こぶしの上に落とす。鼻から一気にそれを吸い込む。

　そのあたりでようやく酩めい酊てい感かんが生まれた。さらには吐き気、平へい衡こう感覚の乱れ。だが彼女はそれらを意志力で抑え込む。その不快感に、あるいは幸福感に飲み込まれることはない。当然だった。これは必要があってやっているだけの、単なる補給行為にすぎないのだから。

「薬物を摂取せねばならぬ呪い、のう。面めん倒どうなものじゃなあ」

「……我が仮面の来歴に依よる。仕方のないことなのだった」

　部へ屋やの中から、どこか呆あきれたように唇を曲げた村むら正まさが姿を現す。音もなく歩を進め、ニルシャーキの横、バルコニーの手すりに肘ひじをついて夜空を見上げた。

　ニルシャーキはさらに懐ふところからカプセルのシートを取り出し、ぱきぱきと包装を破って飴あめのように口に放り込む。酩めい酊てい感かんの高い麻薬が最も呪のろいに対して効果が高いのは確たしかだったが、そればかりではさすがに体たい調ちように悪あく影えい響きようを及ぼす。市販の風か邪ぜ薬ぐすりなども、効果は低いながら《薬物の一種》と認にん識しきされるため、こうして多量に摂取することで呪いを誤ご魔ま化かしているのだった。

「たまには阿あ片へんのようなものを吸うてもおるのじゃろう。よく心が壊こわれぬものよ」

「麻薬は必要最低限の使用に留とどめているのだった。それに、竜は精神も強いものだった」

「は、そうかもしれぬがな」

　カプセルを嚙かみ砕くと、次は胃腸薬の粉薬を喉のどに流し込んだ。デザートのようなものだ。市販の薬とはいえ、飲みすぎは胃にダメージを与える──胃腸薬も半ば気休めではあろうが。

　残っていたプロテインジュースをちびちびと飲みつつ、ニルシャーキは言う。

「──そろそろ、であるのだった」

「ぬし殿の言葉を使うならば……竜退治、かえ？」

「否。竜とは未いまだ誰だれも到達していない強さの極致、その概念──師団長とて、それそのものとは言えないのだった。なぜなら我に敗れるのだから」

「ふむ、一理あるな」

　ニルシャーキを見下ろしつつ、村むら正まさはにやりと唇を曲げた。

「それは、竜に最も近しい部分──《頭》の奪い合いにすぎないのだった。しかし無む論ろん、竜という概念はその先にある。その肉を喰くらうことこそが、我々が竜に近付くための儀ぎ式しきであることに間違いはないのだった……」

「頭のすげ替えということじゃな。何にせよ、下よりは上に立っておったほうがよい──ところで、今まで聞いておらんかったが、その今代の《頭》とやらはどれほど強いのかえ？」

「竜に最も近い存在なのだった。言うまでもなく、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの中で最も強いのだった。お前を手に入れる前の我が戦ったなら、勝率は──おそらく二割ほどなのだった」

「ほほう、それほどまでに。や、虎こ徹てつがだらしないだけかもしれんがの。で、そこに妾わらわが加わってどうなった？」

　どこか面おも白しろがるように聞いてくる村正。一いつ瞬しゆん迷ったが、正直に答えることにした。

「五割──良く見み積つもって、五割五分なのだった」

「なんじゃいー」

　その程度か、とわかりやすくむくれる村正。あの師団長に対して勝ち目が見えてきた、というだけで奇跡的なことなのだが、実際に対たい峙じしたことのない村正には説明してもわかるまい。

「しかし、我と汝なんじ、そして虎徹が全すべての力を発揮し、命すら投げ打つ覚悟で戦ったのならば、我々は十割の確率でその五割五分を手に入れるのだった。その覚悟はあるか、村正よ？」

「いつものことよ。戦いくさとは常にそのようなものじゃ。誰だれが相手であろうと、常に命を失う覚悟はしておらねばならん。その覚悟の程こそが鞘さや走ばしる刃やいばの速度を決めるのであろうて」

　何を当たり前なことを、というような気け配はいで即答してきた。頼もしい。

「誰だれが相手であろうと、という言葉で思い出したのだったが──師団長の前に、また奴やつらが来るかもしれないのだった。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブや、リリィハウル・キルミスタが」

「あーの、弱っちい奴らかえ？」

「少なくとも、リリィハウル・キルミスタの執念は侮あなどれないのだった。執念とは、負ければ負けるほど強くなる性質のことなのだった──次はさらに楽しめるかもしれないのだった。油断していると、あるいはお前も折られるかもしれないのだった、村むら正まさよ」

　戒いましめ半分、冗じよう談だん半分で言った。村正もくつくつと喉のどの中で笑いを返してきた。身体からだの向きを変え、バルコニーの手すりに背中を預ける。意味のある行為ではなかっただろう。自分と同じ方向を向いても、部へ屋やの中しか見えない。髪型を変えられまくるという遊び方で今まで玩具おもちやにされ、ぐったりとベッドに突っ伏して眠っているぼさぼさ頭の虎こ徹てつの姿しかない。

「さっき言ったであろう？　ぬしには釈しや迦かに説法じゃろうと思うがの。戦場に立つもの、常に命を失う覚悟はしておかねばならん。刀も同じじゃ──常に折られる覚悟はしておかねばならん。妾わらわとて、幾度となく見てきたとも。寿命の訪れた刀はさしたる理由なく折れる。どんなにつまらぬ理由でも折れる」

　たとえば、と彼女は続けた。

　将を馬から引ひき摺ずり倒たおし、後は一いち撃げきを加えるだけといったところで、流れ矢に当たって折られる刀。将を討うった後、浮かれているところを農民兵に襲おそわれて折られる刀。凄せい絶ぜつな一いつ騎き打うちの挙句、手が滑って落としたところを馬に踏まれて折られる刀。

「刀というものはの、なによりも鋭するどく、故に、なによりも脆もろい。折れる危険なぞ、常にそこら中にあるのよ……ははっ」

「どうしたのだったか」

　不意に彼女が肩を揺らしたので、ニルシャーキは首を捻ひねってその顔を見上げる。夜空と月を背景に、彼女は目を眇すがめて笑っていた。

「いやはや、妾も歳としかのう。益やく体たいもないことを思うてしもうたわ。悟りを開いた坊主の如ごとき無意義な妄言よ。この歳になって思えば、刀というものは、どこかしら……」

　声は冗じよう談だんめかしていた。自らへの、いや、刀という存在全すべてに対する嘲ちよう笑しようを含んでいるようでもあった。

　けれど、その目だけは、どこか遠くを見つめているような、湖に沈んだ刃やいばがその水面を映しているような──深さと淡さを重ね合わせた、ひどく複雑な輝かがやきを湛たたえたものだった。

「自らが折られる日を待ち続けているようなところが、あるかもしれん……とな」

　ニルシャーキは一呼吸おいて、問う。

「お前もそうなのだったか」

「は。妾は折られる気などないぞ。じゃが」

　村正は、その深遠な瞳ひとみを前に向けたまま。

　部へ屋やの中で眠る虎こ徹てつを──自らと同じ宿命の同胞を、微苦笑で見つめたまま。

　ひどく静かな声で、続けた。

「この世に、折れぬ刀というものはない。たとえあったとしても……それも、いずれは朽くちるものよ」







　第六章 「願いという呪い。その末路」/ "The blade - It' s (un)breakable."
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「ん……」

　目覚める。誰だれかに起こされたわけでも、最近使い方を覚えた携帯のアラーム機き能のうでもない。障子越しに伝わってくる、白み始めた空の気け配はいが原因かもしれなかったし──微妙な光加減で部へ屋やの薄うす闇やみを刺し激げきしていた、何かの受信を知らせる携帯の明滅のせいかもしれなかった。

　携帯を開いてみる。人差し指を使って、ぽちぽちと操そう作さ。届いていたのはメールだ。件名はなかったが、差出人の名前だけで一気に目が覚めた。早はや川かわ千ち早はや。

　そして、彼女らしいぶっきらぼうな言葉で、本文が綴つづられている──

『あんたは私がこの手で痛くしたけど、まだ他ほかにもそうなるべき奴やつらがいるんでしょう。だから、あんたが代わりにやっときなさい。ミスってすごすご帰ってきたりしたら、あのとき以上に痛くしてあげるから覚悟しておくことね』

　千早に平手打ちをされた頰ほおの痛みを思い出す。このタイミングで、あれ以来ずっと、空気のようにこちらを無視し続けていた彼女からメールが来るとは。ひょっとしたら、誰かが彼女に伝えたのだろうか。今日きようが決戦の日であることを。

「そうだな。ユメは……私と、ニルシャーキと、師団長とやらのせいで──死んだのだ。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの一員だったとしても、お前の友達が死んだことには変わりない」

　自分の頰を張ったように、彼女は奴の頰も張りたいのだろう。理屈なく。ただ感情だけで。

　それでいいと思った。そして彼女がそれをしろと言うのなら、自分が受じゆ諾だくしない理由はなかった。あの頰の痛み、とてつもなく痛かったあの一いち撃げきを、奴にも与えてやれと言うのなら。

「ああ……勿もち論ろんだ。やってやろうではないか」

　ニルシャーキを倒さねばならない理由はいくらでもあった。自分とウシチチの関係など気にするのは後でいい。他にも考えなければならないことはあるが、それもひとまず置いておく。

　何にしても、奴らと対たい峙じしないという選択肢だけはありえないのだった。このままここで丸まっていても、目を閉じて祈っていても、何も解決はしないのだった。だったら──

「……行くしか、ないな」

　様々な迷いが、依然として胸中に渦巻く中。

　明めい確かくな理由が胸の中にあるのが、ひどくありがたかった。彼女の代わりに奴らを痛くしにいくのだという、曖あい昧まいで抽象的な理由でも。それはとても大きく、そして、安定している。

　フィアは布団から起き出し、枕まくら元もとに置いてあったルービックキューブを摑つかむ。

　一個。そして、その隣となりの、二個目。

　彼女から受け継いだ立方玩具は、どこか、普ふ段だんよりもしっかりとした重みで自分の手の中に収まったように思えた。




　黒くろ絵えは離はなれの自室を出て、夜明け前の不ふ可か思し議ぎな色合いに満ちた空の下、小さな音を立てながら外階段を下りていく。

　どんな罰ゲームにしようか、と考えていた。一日、台詞せりふにおかしな語尾をつけてもらうとか。いろんな恰かつ好こうをさせるのもいい。あのときの魔ま法ほう焦しよう女じよの恰好をもう一回とか、あるいはまだ見ぬステキな衣装とか。ゲームの相手もさせよう。アナログもデジタルも。一見興きよう味みなさそうに見えながら、実は勝負事にはけっこう熱あつくなるタチなので面おも白しろい。店の手て伝つだいをさせるのもいい。組み合わせて、変な恰好で店番させるとか。最近はずっと休みっぱなしだし、それぐらいしてもらってもバチは当たるまい。そしてけっこう際どい恰好でも文句は言うまい……

「んむ。夢が広がりんぐ、じゃ」

　呪のろわれた自分だからこそ、楽しいことしか見たくない。

　できるだけ、そう在ろうと決めた。

　この家に来て──それが許されると、わかったときに。

「このさんは、あのときのこと、覚えちょるかな。やっぱり……忘れちょるかな」

　独ひとり言ごとを小さく呟つぶやきながら、ふと空を見上げて。

「じゃあ、思い出してもらわんとねえ。鉄板の褌ふんどしネタでいじれんようになるのは、さすがに勿もつ体たいなさすぎるー」

　楽しいことばかりが、これからも、見続けられますように。

　特に意味はなかったが、何かをしておいたほうがいいのかもしれないと思って。

　不思議な色合いの空に向かって、そっと手を合わせて拝おがんでみた。




　錐きり霞かは玄関の姿すがた鏡かがみで自分の姿を確かく認にんする。動きやすさと、破れることを考こう慮りよした安価さ、替えの用意のしやすさから──服装は学校の制服でいくことにした。そもそも最近は制服を着ているときに戦せん闘とうに巻き込まれることが多かったので、開き直ってまとめ買いしていたのだ。一着や二着駄だ目めになろうがどうということはない。

「まあ……この制服も、私らしいさ。いつも見ている姿だ」

　軽く身を折り、顔をさらに鏡に近付ける。いつもの髪型。洗顔はきちんと済んでいる。目つきが多少悪いような気がするし、無愛想な顔つきだとは思うが、今更どうしようもない。意を決して、にっこりと笑ってみる──まあまあだ。うむ。笑えば、まあまあではないか……？

「ふ……馬ば鹿かげている」

　身を戻したときには、鏡には微苦笑が映っている。これぐらいが自分らしい。何も着飾ったところのない、いつもの姿。それはとても、この今日きようという日にふさわしいように思えた。

　なぜなら、今日は、自分にとっても大切な日だ。

　自分の心に区切りをつけるには、絶対に避けては通れない意味合いを持った日だ。

「さて、そろそろ出るか」

　自分らしい姿で。自分らしい心持ちで。錐きり霞かはいつも学校に行くときにそうしているように靴を履はき、気負いなく玄関をがちゃりと開いた。

　さあ──行こう。

　自分の告白を、完成させるために。




　春はる亮あきは、机の上に置いていた彼女の眼鏡めがねをそっと持ち上げる。その蔓つるを指先で撫なでた。

「記き憶おくが戻ったら……あったほうがいいよな」

　ハンカチに包んで、ポケットに入れる。

　それが最後の準備だった。他ほかにすべきことは、全すべて済んでいた。

　部へ屋やを見回してそれを確かく認にんし、自分に気合いを入れるように頷うなずいてから、春亮は踵きびすを返す。

　もう、その歩みを止めるものはない。

「行くのか」

「ああ」

「ん、出発ー。待ち合わせしちょるんよね？」

　二人ふたりと合流して、共に家を出る。全力疾走したい気持ちを、必死に堪こらえた。

　求めるものは一つだけだ。今日という日はそのためだけにある日だった。

　そうだ。

　自分は、今日、絶対に──このはを取り戻す。

　春亮はその思いを胸中で繰くり返しながら、ひたすらに前を見据えて、歩き出した。
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　相手は逃げも隠れもしていなかった。一週間前と同じように、あの館やかたの庭で対たい峙じする。

　こちらは春亮、フィア、黒くろ絵え、錐霞。そして──あのときと違うのは、最初からリリィハウルがこちら側にいることだ。何本もの剣を背負った姿。緊きん張ちようしているのか、普ふ段だんよりもさらに無愛想で、全身を鬱うつ々うつとした気け配はいに包んでいる。春亮は、いつもより頻ひん繁ぱんに、その冥くらい瞳ひとみが自分に向けられているのを感じた。自分がうまく作戦を果たせるか気にしているのだろうか。

　相手側に変わりはなかった。前に見たときと服装自体は違うが、印象としては同じ。和ロリの姿に新しん撰せん組ぐみの羽は織おりを纏まとった虎こ徹てつ。それは一いつ張ちよう羅らの戦せん闘とう衣装なのだろう、着ているだけで気合いの入り方が違うというような感じで、前回よりも鋭するどく強い気配を全身に満たしている。もう一人ひとりは、華美な和服をやはり危うげに引っ掛けているだけのこのは。そして最後に、素足に素肌にインディアン風のシャツ一枚という姿で、手にはわさわさとした仮面を持ち、似合わないぐりぐり眼鏡めがねをその顔に乗せているニルシャーキ。

「さて……今日きようは本気で行かせてもらうのだった。準備運動にあまり時間をかけすぎるのもよくないのだった。身体からだが温まれば、後は本番に向かって集中力を高めるだけなのだった──」

「望むところだ。ケリをつけようではないか……！」

　そう言ったフィアに対し、このはが馬ば鹿かにするように肩を揺らした。

「は、よく言う。また旗色が悪くなれば逃げるのではないかえ」

「なにおう！」

「なんにせよ……貴様達にはもう飽いた。来るというのならば相手してやらぬでもないが、仏の顔も三度までという。今回も五体満足で逃げられるとは思わぬほうがよいぞえ」

　にやりと笑うと同時、このはの全身から放出される鬼気。本気で行く、という主の言葉通り、彼女も本気を出すつもりらしかった。もう一人の彼女──もとい、彼も同じだ。いや、その瞳ひとみに宿る不快感と敵意は、このはの比ではない。

「村むら正まささまを、あくまでも、引き戻そうとするか……！」

「うちらにとっては、いつものこのさんが本当のこのさんよ」

「黙だまれ。誠、腑ふ抜ぬけ、錆さびついた刀に意味などない！　ようやっと、村正さまは本来の村正さまになったのだ。拙せつ者しやと共に在るモノとなってくれたのだ！　もう一度、あのなまくらに戻そうとするなど──暗あん愚ぐにも程がある。絶対に認められぬ！」

「ずいぶん勝手な言い分だな。馬鹿げている」

「そうだな。お前がそう思うのは自由だけど、俺おれ達がそうじゃないって思うのも自由だろ。俺達は、絶対に、いつものこのはを取り戻す──俺には、なんもできないけどな」

「は。誠、男のくせに情けない奴やつだ」

　虎こ徹てつの嘲ちよう笑しようを聞きながら、春はる亮あきはそっと彼から視し線せんを逸そらす。無む論ろんのこと、何もできないというのは噓うそだった。嘲あざ笑わらわれても罵ののしられてもいい。最後に自分の役目が果たせれば。

　ちらりと春亮はリリィハウルの様よう子すを窺うかがってみる。こちらを気にしていたような様子はさすがに影かげを潜ひそめ、今はその暗黒の意志に満ちた瞳ひとみでただニルシャーキを射抜いていた。

　無論、ニルシャーキ達にばれるわけにはいかないので、自分が振るう剣である《毒剣ポイズンリッター》は、他ほかの剣と一緒にまだその背中にある。チャンスが来た瞬しゆん間かん、黒くろ絵えがそこから髪で鞘さやごと放り投げてこちらに渡してくる手て筈はずだ。その練習もしている。

　しかしその前に、まずニルシャーキ達を完全に拘こう束そくする状況を作らなくてはならない。たとえ一瞬でも。そのためには──やはり、フィア達に頑張ってもらうしかないのだった。

　そこでニルシャーキが顔の眼鏡を外し、代わりに仮面を被かぶる。飾りに加え、リングに同じような他の二つの仮面がくっついているもの。極端に部族的なデフォルメが入っているが──今彼女が被かぶっている面は、どこか怒りの表情を表しているように思えた。

　ルービックキューブを取り出しつつ、フィアが挑発するように言う。

「前も思ったが、眼鏡めがねを外してしまってよいのか。前が見えなくなると困るだろう、センセイ」

「心配は無用なのだった。我が視力が弱いのはこの仮面の二つめの呪のろいが故──この仮面を被っている限りは、眼鏡などなくとも、我の目はきちんと働く」

　そうしてニルシャーキは一歩を踏み出した。身体からだの横で、左手を自然に垂らす。

「──参りましょう」

　傍かたわらに侍はべっていた虎こ徹てつの身体が弾はじけ、日に本ほん刀とうの姿となって、その左手に収まった。同様に、

「本気でいく、と言っておったからの……は、簡かん単たんに終わらせてしまうか」

　その姿を日本刀へと変えたこのはが、ニルシャーキの右手に握られる。

　左に虎徹、右に村むら正まさ。攻こう撃げきを無効化する服《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》のみを素肌の上に纏まとい、白い裸足はだしで、音もなく歩を進めるニルシャーキ。無敵の防御と、最強の二刀流。

　これが──現在のニルシャーキの本気。全力の戦せん闘とう形態なのだと、わかった。

　そして勿もち論ろん、顔を覆おおう奇怪な仮面もただの装飾品ではないのだろう。リリィハウルは、身体強化系の道具らしい、というようなことを言っていた……

　そんな春はる亮あきの視し線せんに気付いてのことか、ニルシャーキは歩みを止めないまま、

「《過去のイヨニョモット》……この仮面の名だった。これは、過去に殺した敵の強さの幾分かを吸収し、累るい積せきしたそれを着用者に供与する──腕力や敏びん捷しよう性せい、持久力などを全体的に底上げする忌き能のうを具そなえているのだった」

「むう。ＲＰＧの経けい験けん値ちみたいなシステムになっちょるのか。敵を倒せば倒すほど強くなるって感じ……？　なんかズルイ」

　黒くろ絵えが呻うめいた言葉は無視し、

「かつて倒してきた、数あま多たの敵の強さの中に──今、汝なんじらの強さも加えてやろう。光栄に思うがよいのだった！」

　静から動へ。身体を前傾させ、一気にニルシャーキが疾しつ駆くする。和わ洋よう折せつ衷ちゆうどころではない、アンバランスすぎる武器と装備の獣けもの。

「強さ、強さ！　お前達はそればかりだな、いい加減飽きてきたぞっ！　十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》──禍動curse/calling！」

　叫ぶフィアが、手中のルービックキューブを拷ごう問もんの螺ら旋せん槍そうへと変形させて。

　ついに、彼女を取り戻すための戦いが始まった。
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　仮面の能力のせいか、確たしかに凄すさまじい力だった。突進のスピードに乗せて突き出した螺旋槍も、虎こ徹てつの一振りであっさりと弾はじき返される。援えん護ごとして、身体からだの左右を錐きり霞かのベルトと黒くろ絵えの髪が伸びていくのを感じながら、一いつ旦たん後退。体勢を整ととのえる──

《黒くろ河かわ可か憐れん》と黒絵の髪が切断される中、その向こうにいるリリィハウルの姿が見えた。《マイ・ブラディー・バレンタイン》でニルシャーキの右手のこのはと打ち合っている。隙すきを見て彼女は左手を背に伸ばし、最も短い鞘さやから一本の短刀を引き抜いた。引き抜いただけですぐに手を放はなす。放り投げられたかと思いきや、その剣は不自然に空中で留とどまっていた。そして、

「ゆけ……《エペタム》！」

「おおっと!?　また新しい玩具おもちやじゃなあ！」

　ひとりでにそのアイヌの短刀は宙を舞まい、ニルシャーキへと突っ込んでいく。このはがそれを弾いている間に、リリィハウルは左手でさらに燃もえ盛る剣を引き抜いていた。

「《エンドリオン自罰E.S.P》！」

　彼女も二刀流──いや、宙を飛び回る短刀を含めれば三刀流となって、ニルシャーキに攻こう撃げきをしかけていく。フィアも負けてはいられない。

「二十二番機き構こう・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》！」

　全すべてを砕けばいいのだ、と思った。この超重の棍こんで。虎徹も。ニルシャーキの手足も。そうすればそこで終わる。難むずかしく考えることもない。リリィハウルの作戦は虎徹とこのはの防御が完かん璧ぺきであれば、という仮定のもとに立てられたものだ。そもそも虎徹達のガードをどうにかできれば問題はなくなる。春はる亮あきも──手を汚さずに、済む。

「どおっりゃああああ！」

「誠、単純な力では──拙せつ者しやの刃やいばは、けっして砕けぬ！」

　片手一本で受け止められる。しかし諦あきらめない。力を抜かず、ぐいぐいと押し込む。少しでも気を散らせればということだろう、髪とベルトの動きは止まらない。空間そのものに張り巡らされているような虎徹達の剣気で断たれ続けていても。

「進歩がない。拙者達には敵かなわぬと、なぜ悟れぬのか。誠、不ふ思し議ぎだ」

「同感なのだった。ある程度は我についても知っているはずだったが。ふむ。で、あるとするなら、あるいは──？」

「かかか！　愚か、愚か、何はともあれ、愚かなのであろうよ！　同じことの繰くり返しになるだけじゃというのに、なぜわからぬのか──それ、もうその剣の命点は《視みえた》ぞ！　熱あつそうじゃからの、妾わらわが救ってやろうではないかッ！」

「ぬぅぅっ!?」

　リリィハウルが慌てて左腕を引く。同時、何かが盛大に爆ばく発はつしたような音を立てて、その手に握られていた炎ほのお纏まとう剣が砕けた。赤い炎の揺らめきを最後に一いつ瞬しゆんだけ大気に刻み、そしてただの鉄の塊として地面に落ちる。

「やれ、余波で指の一本ぐらいは落とせると思ったがの。勘のよい奴やつじゃ。一度見たからか？」

　無言のまま、リリィハウルは炎で爛ただれた掌てのひらに、さらなる剣を握る。黄金の《禍か剣けんシーガルスホルム》だ。恐怖をエネルギーにして、切っ先を自在に伸ばせる剣。

《エペタム》の自動攻こう撃げきに紛れ込ませるようにして、リリィハウルは攻撃を再開。フィアも渾こん身しんの力で鉄てつ球きゆう棍こんを振るう。しかしニルシャーキの守りは崩せず、逆に反撃も受け始めた。力を入れるために踏み込みすぎた隙すきを突かれ、虎こ徹てつの刃やいばがフィアの肩を掠かすめる。鋭するどい痛み。

「動きの読めんのはちと苦手じゃが、いかんせん軽すぎる。ならば蠅はえたたきのように、力ずくで──こうじゃな！」

　飛び回っていた《エペタム》にこのはの刃が一いつ閃せん。砕けた──どころか、それは一いつ瞬しゆんで逆のベクトルを与えられて弾はじけ飛んだ。偶然か狙ねらってのことか、その《エペタム》の残ざん骸がいがリリィハウルの腕に突き立つ。それほど深い傷ではないだろうが、ノーダメージでもないはずだ。

　刺さったそれを振り落として後退しようとしたところに、

「それ、そちらも！」

　錐きり霞かが手首を切らせてまでその切れ味を高めた、《マイ・ブラディー・バレンタイン》も──このはの交こう叉さによって破は壊かいされる。さすがに対処しきれなかったか、リリィハウルの腕にさらなる傷が走る。あのままではジリ貧だ。まったく世話が焼ける、と思いながら、

「交替しろ！　そっち側は私がやる！」

「……承知した」

　リリィハウルと位置を入れ替える。自分の似姿である拷ごう問もん具ぐなら、このはの刃でも破壊されることはないはずだ──おそらくは。

「おや、また貴様かえ」

「飽きたような声を出すなっ！」

「実際、飽きているのかもしれないのだった」

　武器ごと手足を叩たたき潰つぶすという手はさすがに使えなくなってしまった。このはの刃を潜くぐり抜け、ニルシャーキの手足をピンポイントで切り落とすか、あるいは背中に回り込んでの一突き──できるかどうかはわからないが、やるしかない。

　ルービックキューブを鉈なたへと変え、ニルシャーキの持つこのはと打ち合う。春はる亮あきとは違い、ニルシャーキは単体でも戦せん闘とう力りよくを持っている。身体の主しゆ導どう権けんはニルシャーキに任せ、虎徹と二人ふたりで純粋に動きの底上げのようなことをしているのだろう。仮面の力によるブーストと、刀二人の身体補助──あの雛ひな井いエルシーの動きにも匹敵すると思うほどの、速度と力だ。

「え・え・いっ……！　この、ウシチチめっ……」

「だからその呼び方はやめいと！」

「止めん！　私は、最初から、お前のことはこう呼んでおったのだ！　今更変えられるか！」

　そうだ、最初に会ったときから。お前が肉肉肉じゃがを持ってきたときから。なぜそう呼んだのか？　その呼び方にふさわしい体型だったからに決まっている。本当に自然に春亮と笑い合っていたのが、なんとなくむかついたからでもある。こいつを頼りにしていいのかな、と思っていたところに、乳のデカい変な女がぽっと現れて、そいつを奪ったのだ。むかついて当然だ。まだ自分は不安だったのに。

「そのとき、嗅かぎ慣なれた呪のろいの気け配はいもしておったな。すぐにわかった。お前が同類であることは。ああ、初めて会った同類がお前だなんて、今にして思えばとんだ不幸だ……」

「また、妾わらわに覚えがない世よ迷まい言ごとを言いおるのう」

「だが、それでも！　私は、覚えておるのだっ！」
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　鉈なたと刀がぶつかり合う。どうして思い出さないのか、と憤いきどおった。向こうだって自分のことなんか好きではないはずだ。苛いら々いらしているはずだ。だからこそ思い出してもいいはずだ。そのぐらいには、相手の中に、自分は大きく存在しているのではないのか。

　そのはずだろう。そうであってもいいはずだろう。

　だって。

　逆に、自分の中には、こんなにも──

「剣先が伸びる程度の得え物ものでは、この虎こ徹てつに打ち勝つことはできぬ！」

「ならば……《剣けん闘とう士しのズルフィカール》」

「っ……」

　リリィハウルが新たな剣を取り出して二刀流になる。それは、その剣は、合図だった。

　本番ではこの剣を使うつもりだ。つまり、これを抜けばそこからが作戦の開始となる。いつでも合わせられるように準備しておけ──という。相手がこのはから虎こ徹てつに変わったことで破は壊かいされる可能性が減り、抜くつもりになったのだろう。

（ちいっ……）

　来てしまう。やりたくはないが、やらなくてはならない瞬しゆん間かんが来てしまう。

　今でも、正しいことなのかどうかはわからなかった。春はる亮あきがその手を汚してしまうことは。血の臭においと死の感触に直じかに触れてしまうことは。それは、春亮が呪のろわれてしまうということになりはしないのか、という不安がある。自分達が身に纏まとっているものよりも概念的な、魂のレッテルとしての、呪い。

　しかし、こうなってしまった以上、迷いだけは禁物だ。春亮自身の命がかかっている。タイミングが来たならば、乗るしかない。春亮が諦あきらめないのならば、乗るしかない──

　リリィハウルの持つ剣は、中ちゆう東とう的てきな雰囲気を持った曲剣だった。外見にはそれほど目立ったところはない。そのままリリィハウルは曲剣を突き込む。ニルシャーキの左半身を守る虎徹が、その刀身同士を滑らせるようにしてあっさりと受け流し──

「な、にっ……!?」

　呻うめき声ごえを上げた。受け流し、そして攻こう撃げきに転じるはずの虎徹は、未いまだ曲剣の刀身に接触したまま。僅わずかに揺れはするが、数ミリの隙すき間まができるだけで、それ以上は離はなれようとしない。

「これは──何かに、挟まれている──!?」

　説明されたフィアは知っている。その《剣けん闘とう士しのズルフイカール》は、本来の刀身の横に、二本目の不可視の刀身が平行に存在している剣だ。

　王の御前での見世物。対戦相手に攫さらわれて人質にされた娘のために、剣闘士である父親は死ななくてはならなかった。相手が突き込んできた剣が急所を外れていたとしても。だから彼は、王の死角で自らの喉のどを突いて死んだ。まるで二本目の刃やいばがあったかのように、存在しない刀身に貫かれて死んだ。その相手の持っていた剣。

　仕組みを悟った虎徹が後進して自らの身を引き抜こうとするが、させるわけがない。

「恐怖を宿せ──《禍か剣けんシーガルスホルム》！」

　黄金の剣の切っ先を伸ばしつつ、リリィハウルがさらに間合いを詰めた。《剣闘士のズルフィカール》と組み合わせるようにして、虎徹がそこから脱出するのをぎりぎりと防ぐ。

（ええい！　やるしかない……っ！）

　フィアも覚悟を決めた。リリィハウルのあの拘こう束そくこそが捨て身だ。自分がこのはを押さえなければ、リリィハウルが次の瞬しゆん間かんには死んでしまうだろう。

「んー？　虎徹のほうが何やら──」

「ウシチチ、お前の相手は私だ！　つまらん武器ばかり壊こわして調ちよう子しに乗っておるようだが、さすがに私は壊せまい。その超重量チチ袋で圧のし掛かられては危ないかもしれんがな！」

「ほう。安い挑発じゃが……乗っておいてやろうかの！」

　このはが一いち撃げきを飛ばしてくる。鉈なたで受け止める。その一撃の交こう錯さくこそが必要だった。

「二十七番機き構こう・碾式歯輪態《強制磨滅機構ヘルメス"Gearwheel - Trismegistus"》──禍動curse/calling！」

　その瞬しゆん間かん、鉈を高速変形させる。三つの歯車が組み合わさった装置。間かん髪ぱつ入いれずに全力駆動させ、触れていたこのはをがりがりと歯車に巻き込んだ。

「むぅっ!?」

　さすがにすぐ折れはしないだろう。それどころか、これはもともと犠ぎ牲せい者しやの手足を巻き込んで潰つぶすためのものだ。刀という薄うすいものを完全に束そく縛ばくできるかというと疑問が残る。なので完全に脱出されないうちに、フィアは空いた手でもう一つのルービックキューブを取り出した。《強制磨滅機構ヘルメス"Gearwheel - Trismegistus"》そのものにぐいと押しつけるようにして、

「二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨン──三番機構・断式落下態《ギロチン"Guillotine"》！」

　断頭台の機構を出現させ、落とすというよりは下ろすような勢いで、その重厚な刃やいばでさらにこのはの刀身を挟み込んだ。フィアはさらに自分の手も伸ばしてギロチンの刃を押さえ、簡かん単たんにはこのはがそこから抜け出せないようにする。

「か──なるほどなるほど、少しはやり方を変えてきたようじゃの！　じゃが、この程度では妾わらわの刃を折ることはできぬぞ！」

「折る、必要など……ない！」

　準備は整ととのった。必死にこのはの動きを押おし留とどめる。視界の隅で、ここぞとばかりに仲間達の黒い分身がその動きを激げき化かさせるのが見えた。

「ここだ──《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　錐きり霞かの《可憐》と黒くろ絵えの髪が、固定された二本の刀の剣気から逃れるように、ニルシャーキの身体からだの末端部に絡みつく。肩。肘ひじ。腹。腰。足首。

「ほう。我の動きも封じられたのだった」

　そんなニルシャーキの呟つぶやきが聞こえると同時、黒絵の髪の一房だけが別行動を起こした。

　虎こ徹てつを押さえているリリィハウルの背中に伸び、その背の剣の一本をむんずと摑つかんで。

　鞘さやごと後方に放り投げたのだ。

　放ほう物ぶつ線せんを描いて飛ぶその剣の着地点にいるものは──ただ一人ひとり。

　全すべてはこの瞬間のためにあったのだから。

　それは、奇跡でも偶然でもなく、必然。

　タイミングは完かん璧ぺきだった。

　既に走り出していた春はる亮あきが、その着地点に走り込んでいた春亮が、飛んできた剣を空中でしっかりと受け止めて──

「うおおおおっ！」

　似合わない気合いの声を上げながら、その鞘さやから黒の刃やいばを抜き放った。

「む……!?」

　ニルシャーキの仮面の奥から、そんな呻うめき声ごえが聞こえた気がした。さすがにこの流れは予想外だったのか。そうでなくては困る。

　黒くろ絵えと錐きり霞かによる本体の拘こう束そくが緩ゆるんだ様よう子すはない。自分とリリィハウルが担当している二振りの得え物ものも、まだなんとかその動きを抑え込めている。今しかない。今更、引き返すことはできない。もはや春はる亮あきを止めることはできない──！

　春亮は鞘を放り捨て、さらに走る。真正面から、ニルシャーキとの間合いを詰めていく。

　一歩。一歩。また一歩。

　フィアにとっては長すぎる時間が、瞬またたく間まに過ぎた。

　そして、ついにニルシャーキの眼前に到達した彼が。

　練習通りの動きで、練習通りの場所に、その剣を突き出して──




　そのとき──いける、と春亮は思っていた。

　手の中にあるのは、訓練で慣なれた重み。慣れた形。もうその重さに振り回されることはない。落ち着いてやれば大丈夫だ。ここまでの数日間、ただ一つの動きだけを繰くり返していた。この剣を突き出し、ニルシャーキの足を刺す。ただそれだけでいい。相手はフィア達が完全に拘束してくれている。だから、外すわけがない。いける……

　一方で、彼を見つめる彼女達は。

　呪のろわれるなよ、とフィアは願ねがっていた。夜や知ち春亮という存在が呪われなければいいと。

　背負おう、と錐霞は誓っていた。自分の手は彼の手と同じなのだと。

　何を言われるだろうか、と黒絵は考えていた。帰ってきた彼女に怒られたくはないなと。

　四人に共通していたのは、これで終わる、と思っていたこと。

　しかしただ一人ひとり、ベクトルの違う思いを浮かべていたものがいる。




　──ここからだ、とリリィハウルは思っていた。




　ただ一人、次の瞬しゆん間かんに起きる出来事を、フィア達とは違う光景で予想する。

　予定通りに、ここで夜知春亮は死ぬだろう。

　なぜなら──
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「こんなものが……お前達の奥の手なのだったか？」

　春はる亮あきには、ニルシャーキが頭を軽く振ったように見えた。両手の武器を絡め取られ、四肢を拘こう束そくされていても、その程度の動きは押おし留とどめられない。

　そうして彼女は、頭に嵌はめていた仮面を回転させる。正せい確かくには、その仮面が保持されていたリングを回転させ、今まで頭の横にあった別の仮面を被る──

　それは今までの怒り顔を模したようなものではなく、今度は、悲哀の顔を模したような。

「《現在のレッウ》……この仮面は」

　ニルシャーキの声が、予想よりも前方から聞こえたことに違和感を覚える。

　それは、今まさに自分が剣を突き込もうとした場所ではなく。

　フィア達が総力を上げて彼女の動きを封じていた場所ではなく──その数メートル奥から、届いてきたのだった。

「《自らが過去にいた位置》に瞬しゆん間かん移動できる、という忌き能のうを持っているのだった」

　シャツも、仮面も、二本の刀も、変わらず身に着けたまま。

　ニルシャーキはそこにいた。

　その身体からだを今まで拘束していた髪やベルトだけを、元の位置に置き去りにして。

（噓うそ、だろっ……？）

　愕がく然ぜんとする。無数の思考が刹せつ那なに頭を駆け巡った。そんな。聞いていない。強すぎる呪のろい。瞬間移動なんて。拘束から脱出された。されてしまった。想定外。どうする。どうする。どうするどうするどうす──

　その間にも、身体は突進の勢いのままに進んでいた。急には止まれない。速度の乗った身体。地面を蹴ける足。地面を踏む足。目標を失った身体が戸惑い、僅わずかにつんのめる。選択肢は二つあった。足を踏ん張って耐えるか、それとも。

（……このは）

　眼前には、彼女の姿があった。近付いているのは確たしかだった。

　そうだ。もう少し。もう少しなのだ。

　この剣をニルシャーキの身体に届かせられれば──このはを、助けられる！

（このはっ！）

　その思いが、さらに足を前に進ませた。踏ふみ止とどまることは選ばずに。つんのめる勢いすらも利用するように、強引に、前へ。

「う、おおおっ！」

「春亮っ!?　待て、駄だ目めだ！」「夜や知ち！」「ハル、止まって！」

　フィアとリリィハウルの間を通り抜ける。透明人間を拘こう束そくするような形で虚こ空くうに絡みついていた《黒くろ河かわ可か憐れん》と黒くろ絵えの髪が慌てて動き出すが、辛うじてその隙すき間まも潜くぐり抜ける。

　もう少しだ。もう少し！

　ニルシャーキの姿がぐんぐん近付いてくる。しかし彼女は動かない。いける、届く──と思った瞬しゆん間かんだった。

「剣を持ち、向かってくる以上。いくら弱かろうとも、それは戦う意志のある戦士だとみなされるのだった」

「同感じゃな」

　無む論ろん、彼女が動かないように見えたのは、そこではまだ動く必要がなかっただけのこと。

　素人しろうとの自分が考えるような動き出しのタイミングとは、違いすぎただけのこと。

「よせ……止やめろ、ウシチチぃぃぃぃっ！」

　フィアの絶叫と、一条の煌きらめき。

　それらは同時に、自分の身体からだへと到達する。




　感覚が走っていた。浸食されるような。開放されるような。そしてそれは生き物のように鼓動し、筋肉を光で塗ぬり潰つぶすような刺し激げきを与え、脳のう髄ずいを緊きん張ちようさせる──遅れて、その感覚の名前を思い出した。

　それは、痛み、だ。

「つっっ……あ！」

　停止していた時間が、強きよう暴ぼうな渦うず潮しおに投げ込まれて急激に動き始めたような感覚。肩が裂かれていた。肉が引ひき攣つれ、血が流れ出す。服の袖そでの下が不快だ。目の前には、む、と小さく呻うめいている仮面の女。その手にある日に本ほん刀とうは、こちらの心しん臓ぞうを貫くはずだった日本刀は、今はこの手にある黒の剣で軌道をずらされ、肩のすぐ外側にある。それが肩の裂傷の原因。

「おや。こんな素人の小僧に、受け流されるはずはないのじゃが……？」

　その通りだった。春はる亮あき自身も、その刃やいばは自分の心臓に滑り込んだものと思えた。しかしどういうわけか、無む意い識しきのうちに手にしていた剣を動かして、なんとか軌道を変えることができていたのだ。その理由は、勿もち論ろん、相手が手加減をしたからではまったくない。自分自身がこのはを何回も扱い、身体を預けて戦ってきたために、その刀の軌道が──本当になんとなく、第六感でわかったというだけ。実際にそれに剣で触れて逸そらすことができたのも奇跡的と言うしかなかった。もう一度やれと言われてもできるかどうか。

「まあよい。所しよ詮せん、無む駄だな足あ搔がきを──おっと」

「ニルシャーキさま！」

「でえええええいっ！」

　右手に鉈なた、左手にドリルを持ったフィアが飛び込んでくる。ニルシャーキは素す早ばやくこのはを引き戻し、虎こ徹てつと合わせて受け止める。さらに《黒くろ河かわ可か憐れん》と黒くろ絵えの髪が伸びてくるが、

「まだ戻れるのだった。《現在のレッウ》──『かの精霊レツウは《それ》が過去の上に坐ざすものと知っている』」

　さらに瞬間移動して後退。そうして生まれた距きよ離り的てき余裕で髪とベルトを容易たやすく断ち切った。

　肩の痛みが増してきたのを感じながら、春はる亮あきはそっと首を回した。

　リリィハウルは動きを止めて佇たたずんでいる。そうして、

「……想定外だ……」

　と、ぼんやり呟つぶやいていた。そうだろう、と春亮は思う。こんな能力が仮面にあるなんて。拘こう束そくからあっさりと脱出されるなんて。

　でも、諦あきらめられないだろう？　別の手を考えるしかないだろう？

　しかし、そんな自分の思いなど届いていないかのように。

　どういうわけか、リリィハウルはそのまま、まったく動こうとはしない──




　想定外なのは、ニルシャーキが仮面の力で拘束から逃れたことではない。

　それは勿もち論ろん、春亮が死ななかったことに対してだった。

　リリィハウルは人知れず唇を嚙かむ。

（どうする……？）

　仮面の力については最初からわかっていた。ただ説明しなかっただけだ。だから知っている。普通に戦っている限り、ニルシャーキにはけっして刃やいばを届かせることができないということを。ならば──

　結論は、一つしかない。

　ニルシャーキが油断するのを待つため。

　自分に与えられる、一回限りの奇き襲しゆうの機き会かいを絶対確かく実じつなものとするため。

　引き続き、夜や知ち春亮がニルシャーキに殺されるのを待ち続けるしかなかった。
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　一時、動きの停滞が生まれる。黒絵がどこか呆あきれたように呟いた。

「さっきの経けい験けん値ちプラス仮面に加えて、またもちょっとヒキョーな感じ……」

「そこまで万能でもないのだった。戻れる過去位置は、現在より数分程度しかないのだった」

「充分だろう。原理上、拘束できないということではないか。しかも服や装備も一緒に……馬ば鹿かげている。そして、どう考えても残る一つの仮面にも何か別の忌き能のうがあるはずだ」

　歯嚙みするような表情で錐きり霞かが言うと、ニルシャーキは微かすかに肩を揺らした。

「流石さすが、目め敏ざといのだった。これは呪のろわれた仮面群《ナデングパーヤールウッに伝わる三仮面》──アジアのとある部族に伝わってきた、三体の精せい霊れいを司つかさどる祭具なのだった。現在・過去・未来。つまり、総合的に……この仮面は使用者の《時間》を見通すものなのだった」

　彼女はまた首を回すようにして、顔に被かぶる仮面を変更する。今度は笑い顔を模した仮面。

「これは《未来のトゥタスガイー》──『かの精霊トウタスガイーは《それ》が現在に見られるものと知っている』。忌き能のうは……」

　言いかけたニルシャーキが、ふと虎こ徹てつを横に突き出した。距きよ離り的てきにはまったく意味のないものだったが、それは、フィアがさりげなくその方向に一歩を踏み出したのと完全に同時だった。

「話しているうちに背後を取ろうとしていたのだったか？」

「くっ……？」

「なぜわかったか。それが忌能なのだった。この未来の仮面は、視界内にいる人間の《未来の位置》を見通す──限定的未来予知、とでもいうものだった。これも数分が限界だったが」

「ち……ご丁てい寧ねいな説明、ありがたすぎて涙が出るな」

　図星だったか、フィアは足を止めて不満げに呻うめいた。

「ぬし殿よ、お喋しやべりはそのへんでよかろ。やっと血が見えて盛り上がってきたところじゃぞ」

「誠、その通り──拙せつ者しやは、もっと、もっと、血があるとよいと思います」

「いいだろう。休きゆう憩けいは終わりにするのだった」

　ニルシャーキ達がゆっくりと歩き出す。春はる亮あき達はそれぞれ身構えた。どうすればいい。

「まとめちょこうか……倒した敵の経けい験けん値ちでブーストする正面戦せん闘とうモード。過去の位置に移動する回かい避ひモード。で、未来の人の位置を把握する警けい戒かいモード──その三つをあちらさんは自由に使えるってことじゃね」

「瞬しゆん間かん移動するなら拘こう束そくできない。未来の位置が悟られるなら背後は取れない。力ずくでなんとかしようにも、身体能力はブーストされる……か」

「その切り替えの隙すきとかを狙ねらう、っていうのがよくあるパターンじゃけどねえ」

「今まで見た限り、切り替えにかかる時間はほんの一瞬だ。隙どころか、その狙いを逆さか手てに取られることもありうる……ち。本当に、馬ば鹿かげている」

　錐きり霞かが視し線せんを動かす。その先にいるのは、少し離はなれた場所で、依然として無言のまま佇たたずんでいるリリィハウルだった。もう一度、錐霞は舌打ち。

「ショックだったのか何なのか知らないが、とんだ役立たずだ。どうする、フィアくん」

「う、うむ……」

「悠長に作戦会かい議ぎをさせるほど優やさしくはないのだった」

　ニルシャーキが一気に速度を上げた。

「春亮！　お前はもう無む謀ぼうなことはするな！　そこで大人おとなしくしてろ！」

　と、フィアが迎むかえ撃うとうとした瞬間、素す早ばやく仮面を切り替えたニルシャーキの姿が消える。

　一瞬後、その姿は春亮の目の前にあった。

「過去の位置に移動する──逃げるためだけに使うとは思わないほうがよいのだった。前に進むためにも、これは有用なのだった！」

　ニルシャーキが出現したそこは、縦たてに並ぶような位置関係になっていたフィアと春亮の間の空間だ。フィアにとっては背後、春亮にとっては真正面。フィアが猛然と身を捻ひねりつつ鉈なたとドリルを繰くり出し、春はる亮あきは本能的に横に飛ぶ。虎こ徹てつは空を切り、このははフィアの拷ごう問もん具ぐと打ち合わされた。ニルシャーキは一度後退。銃をリロードするように、素す早ばやく仮面を回転させた。そして、

「《ペネトレイター良よし将まさ》……！」

「伸長武器といえども、ある程度は本体の位置から攻こう撃げきが予測できるのだった」

　さりげなく後方に回り込んでいた黒くろ絵えの髪の槍やりを迎撃。流れるようにまた仮面のモードを変え、過去位置に転移する。錐きり霞かの眼前だった。慌てて《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばしつつ後退──しかし避け切れず、二の腕が虎徹によって切り裂かれる。彼女に対する追撃は、フィアが処しよ刑けい杭くいを投げつけてなんとか防いだ。

「くそっ、なんだその仮面は。おかしな呪のろいにも程がある……！」

「この仮面は代々、特殊な役割を持った一族に受け継がれてきたのだった。その一族は酋しゆう長ちようであり、過去を探る霊れい媒ばい師しであり、未来を視みる祈き禱とう師しであり、現在を知るシャーマンであり、その全すべてを守る戦士だった。つまりは、神のようなものだった」

　首を振って、また仮面の変更。今度は力を強めて、フィアに襲おそいかかる。

「《過去のイヨニョモット》──『かの精霊イヨニヨモツトは《それ》が未来へ伝わるものと知っている』」

「ぐうっ。神、だと……？」

「概念的なものなのだった。装着した者は自生麻薬を摂取し酩めい酊ていし、未来を問われれば答え、現在のことを問われれば答え、過去のことを問われれば答えた。部族にとって彼という神の言うことは絶対で、彼の言葉が間違っていても後付けで真実となった。それは『現在と過去と未来を完かん璧ぺきに言い当てた』に等しく──故に、これはその全てを知る仮面となったのだった」

　渾こん身しんの鍔つば迫ぜり合あいをしながら、フィアはぎらりとその仮面を睨にらむ。

「わけが、わからん、な！　こうして顔を近付けてみてわかるのは、それからも醜しゆう悪あくな呪いの気け配はいがするということだけだ！　臭すぎる！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、フィアがドリルを虎徹の刃やいばから滑らせ、その軌道のままニルシャーキの腹を貫く。が──無む論ろん、それは《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の力によって、いかなる結果も生み出さない。血の一滴も出すことなく、ただぬるりと彼女の身体からだを貫通しているだけだ。その異常な手て応ごたえはフィアの体勢を僅わずかに崩し、逆にニルシャーキに反撃を許す。

「無論、呪われているのだった。麻薬によって酩酊した所有者の悪夢、彼によって倒された敵、神としての予言によって不利益を被こうむった者の怨おん念ねん──それらによって！」

　もう片方の手の鉈でなんとか受けた。二人ふたりが爆ばく発はつ的てきな勢いで飛とび離はなれ、仕切り直し。

「これは全てを見通す仮面であるが故に、次第に何も見えなくなっていくという呪いを持ち、精せい霊れいと対話する仮面であるが故に、酩酊薬物を求めるという呪いを持つのだった。正直なところ──得え難がたい忌き能のうと比較すれば、気にすることもない程度の呪いでしかないのだった」

「違う。呪いはただ呪わしいだけだ。手に入れられる強さと引き換えにするようなものでは、コストパフォーマンスを考えるようなものでは……ないっ！」

　春はる亮あきの視界の中、常じよう識しきでは考えられないような光景の戦せん闘とうが続く。

　消えては現れるニルシャーキ。こまめに仮面のモードを変えて隙すきを作らない。転移による、一いち撃げきを加えての高速離り脱だつ。未来の位置の予測により背後からの奇き襲しゆうを完全に防ぐ。隙をついたとしてもまた過去の位置へと緊きん急きゆう回かい避ひされる。

　踊るように、《いる》と《いない》を繰くり返す、それはまるで幽鬼の如ごとき存在。圧倒的で怪物的な腕力。被かぶっていない残り二つの仮面が、頭の横で膨ふくらみを形作る。そのシルエットは、まるで──角のようで。

　だから、なのだろうか。

　春亮は思い出す。彼女が何と呼ばれていたか。リリィハウル達が何と呼んでいたか。

　戦鬼──だ。

　戦いの鬼。神出鬼没の。ただ戦いだけを求める存在。

　そんな相手に、自分は何ができるのか。

（さっきは……死ぬところだった）

　それくらいはわかっていた。けれど、どういうわけか、まだ手には力が籠こもる。肩の痛みも無視できる。自分の身体からだは、萎なえていない。

（やるしかない。なんにしても、ここで逃げ帰るなんて、できない……！）

　それに。上う手まくいくかどうかはわからないが。

　自分には、まだ、誰にも言っていない奥の手がある。

　剣を握り直す。フィア達は必死に戦っている。ただでさえ強い相手なのに、その得え物ものはこのはで。そして攻撃を無効化するシャツの存在により、狙ねらえるのは手足に限定されている。楽な戦いであるはずがない。援えん護ごが少しでもできれば、と、有利な位置を探してさりげなく移動しようとしたとき──

「そこに移動しようとすることは、知っていたのだった」

「しまっ……!?」

　ぐん、と急きゆう激げきにニルシャーキが動きのベクトルを変えた。勿もち論ろん春亮も、彼女が過去にいた位置には近付かないようにしていたのだが、彼女自身の足で先読み気味に突進されてはどうしようもない。みるみるうちに肉にく薄はくされる。

「動きを確たしかめてみるか。なにせ、妾わらわの刃やいばを一度は弾はじいたのじゃ。ほうれほうれ」

「う、お、くぅっ！」

　必死に後退しつつ、《毒剣ポイズンリッター》で必死にこのはの刃やいばを打ち払う。猛烈な手加減をされているのだとわかった。そうでなければこんな素人しろうと芸げいで防げるわけがない。

「うーむ、やはり素人じゃの……」

「しかし、我は気になるのだった。あの目。未いまだ希望を失わぬ目」

「春はる亮あきぃっ！」「夜や知ち！」

「──リリィハウル・キルミスタが動かないならばお前一人ひとりでなんとかなるだろう。虎こ徹てつ。しばらく奴やつらを足止めしておけ」

「承知」

　全裸の虎徹がニルシャーキの背後に生まれ、フィア達と対たい峙じしているのが見えた。まずい。完全に分断されてしまった。

「そこを退どけっ！」

「夜知、持ちこたえろ！　すぐ助ける……《可か憐れん》！」

「ハル！」

　三人が同時に動く。しかし虎徹も只ただ者ものではなかった。指を曲げた掌てのひら──虎こ爪そうを振り回し、ベルトを断ち、髪を断ち、フィアの拷ごう問もん具ぐを受け止める。

「誠、甘く見られたものよ──修学旅行とやらのときを思い出すがいい。村むら正まささまの助力なく、汝なんじらが拙せつ者しやに勝ったことがあったか？」

「うるさいっ！　邪じや魔まだ、退けぇぇぇっ！」

　フィアの怒号と、硬質なものが打ち合わされる音。もはやそれを見ているような余裕もなかった。眼がん前ぜんには──ニルシャーキと、その手にある、このは。

「さて。汝なんじはまだ望みを捨てていない。その剣にでも何か力がありそうだった。一いち撃げきで状況を覆くつがえせるような何か……たとえば、我を少し傷つけただけで殺せたり、行動不能にできるような忌き能のうだった。電流が流れるか、炎に包まれるか、毒に冒されるか、白痴化するか、あるいは？」

　どきりとするが、顔には出さないように努めた。

「壊こわしておくかえ？」

「いや。最後の希望を奪ってしまっては、そこでこの対峙が終わってしまうかもしれないのだった。それはいささか勿もつ体たいないと思うのだった。この少年は死を覚悟し、我の前に立っている。その決意に敬意を表して、我がじきじきに相手をしてみるのだった」

「そんな価値のある男かのう」

「この少年、夜知春亮は、呪のろわれない体質であると聞くのだった。死の間際に秘められた力が解放されるということも──いささか物語的だが、ないとは言えないのだった。そのためにも剣の一本程度は残しておいてやるべきだった」

「ま、ぬし殿が言うなら従うがの。では適当に、と」

　その刃を動かしているのはこのはか、ニルシャーキか。どちらでも変わらなかった。手加減された攻こう撃げきが繰くり出される。自分は必死にそれを受け止め、避け、耐える。しかし耐えきれない。受け損ねたこのはの刃やいばが、何度も何度も、自分の身体からだを傷つけていく。ぬめるものが全身を包んでいくのがわかる。動きにくい。気持ち悪い。呼吸するだけでどこかの傷口が痛む。

　──嬲なぶられている、のだった。

「春はる亮あき、春亮、春亮っ！　退どけ、退け、どかんかぁぁぁっ！」

「《可か憐れん》、《可憐》、《黒くろ河かわ可憐》！」

「拙せつ者しやを見ずして、その先の褒ほう美びを気にしてばかり──そのような散漫で、この長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ入にゆう道どう興おき里さとに勝てる道理なしッ！」

　視界がだんだん狭せばまってくる。血を流しすぎているのか。もうどこが傷つけられているのかわからない。傷ついていない場所がどこなのかわからない。だが、不ふ思し議ぎに声だけは聞こえる。

「ふむ。こうしてみると、不思議に思えてくるのだった。そもそも、汝なんじは何を求めて我の前に立ち続けているのだったか」

「決まってる、だろ……このはを、返して、もらうんだ……」

「我をどうしたところで、汝の目的は果たせないのだった。汝の知るその者は、もういない」

　そんなわけがない。絶対に違う。そうだ。元々、自分達が考えていたのは。

　敵にわざわざ言うことではなかったのかもしれない。だが、今や、思考が口から滑り落ちるのを押おし留とどめられるような余裕はなかった。

「知ってる、ぞ。《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》って、言ったっけ……お前が、このはに使った仮面。記き憶おくを、巻き戻せるんなら。逆に、元に戻す、力だって……」

「ほう。我は知らないのだったが、確たしかに、ないとは言えないのだった。あるいは、そんな力も発揮できたかもしれないのだった」

　そら見たことか、と胸の奥に熱ねつが宿る。少しだけ、力が湧わき出てくるように思えた。

　しかし、それは。

　続けられた、ニルシャーキの言葉で。

「──あれが、元は仮面だった残骸になる前であったならばな」

「え？」

　逆流する。湧き出たと思った希望が、身体からだに僅わずかに残っていた力すらをも道連れにして、一気に消散の道筋を辿る。今、こいつは、何を言った？

「う、そ、だ……」

「役目を終えたあれはもはや無用。仮に、汝が首尾よく我を倒すことができたら見に行ってみるといいのだった。二階の角かど部べ屋やの塵ごみ箱ばこなのだった」

　噓うそを言っている様よう子すは微み塵じんもなく。《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》が既に破は壊かいされているということは、もはや信じざるをえなかった。いくら認めたくなくとも。

「は、あ、はぁっ……！」

　このはの記き憶おくを取り戻すための、一いち縷るの望みとしていたものが失われて。

　ニルシャーキの攻こう撃げきは依然として止まることなく、全身はどんどんと生なま温ぬるい液体に包まれていくばかりで。

　だが、そんな状況でも──不思議なことに、まだ身体の中に残っているものがあった。

　それは、この場から逃げるわけにはいかない、という単純な思い。今この場所から離はなれてしまえば何もかもが終わってしまうのだという、根拠のない確かく信しん。

　唯一残ったその理由だけで二本の足を支え、前を向いて、立ち続ける。

　全身を這はい回る痛みと疼うずきで、ますます視界が狭せばまってきても。

　彼女達が、こちらを嬲なぶる単純作業に飽いた気け配はいを出し始めても。

「呪のろわれぬ少年……というだけ、なのだったか。本当に」

「どうやらそのようじゃの。つまらぬ──とはいえ、なかなかよい血の色をしておる。目の保養にはなっておるのう、それだけが益じゃ」

　失望したようなニルシャーキの声。失望に加え、その中に小動物を弄もてあそぶような嗜し虐ぎやく的てきな愉悦を滲にじませたこのはの声。

　足がふらつく。それでも、倒れるわけにはいかない。まだ。

　だから、あえて、笑ってみた。

「いやあ……はは。まだわかんない、ぞ。俺おれには秘めた力があるのかも。そんでさ、全部、上う手まい具合にいくんだ。だからさ、もうちょっと付き合ってくれよ……」

「おかしな小僧じゃのう。致命傷にはならんようにしてやっておるが、苦しくてたまらぬはずであろうに。妾わらわに懇こん願がんすれば、今すぐ楽にしてやらぬでもないのだぞ？」

「こんな傷、たいしたこと、ないさ……」

　ぼうっとした頭で。ふらつく頭で。このはの姿を見ながら、口だけが動く。

「知ってるだろ、このは。俺、意外と怪け我がしてるんだぜ。だから慣なれてるんだ。古傷だっていっぱいある。目立ってないだけでさ、よく見たらけっこうあるんだ。一番大きいのは……そうそう、あんときの頭の傷かな。覚えてるだろ？　このは……」

「……」

「俺が、ほんとに子供だったころさ……驚おどろいたよな、ほんと……」

　そうだ。自分は覚えている。

　あのときのことを。

　忘れることのできない、このはとの思い出を──
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　頭痛と不快感が収まらない。

　空に近い冷えた風に吹かれていても、それは同じだった。

　彼女は庭に生はえた巨木の頂に立ち、身体からだを包む不ふ調ちように眉まゆを寄せながら、眼がん下かの光景を見下ろしていた。ここ数週間を過ごした、平屋の日に本ほん家か屋おく。夜や知ちの表札を掲げた屋や敷しき。

　最後にこの家の全景を見ておこう、と思ったのだった。感傷？　否──ただの記念のようなものとしてだ。それ以外の意味はない。

「おーい！」

「……ち」

　少しだけのつもりが、ぼんやりと長居してしまっていたらしい。舌打ちしながら視し線せんを下げると、木の根元に少年の姿がある。こちらを見上げて、漏じよう斗ごの形にした手を口に当てていた。

「何やってんのー？　あんまり外の人に見られないようにしろって、父とうさん言ってたろー？　そんなとこにいたら丸見え……」

「妾は外に出る」

　彼の言葉を遮さえぎり、有無を言わさぬ口調で言った。ほぼ垂直に見下ろす彼の姿は、とても小さい。何を言われたのかわからないというように、ぽかんと口を開けていた。

「無む論ろん、遊びに出るわけではないぞ。この家にはもう戻らぬという意味じゃ」

「ちょ……な、なんでっ!?」

「妾わらわはさしたる理由があってここにいたわけではない。ならばさしたる理由なく出ていっても構うまい──元より、数週間ぐらい試しに住んでやるか、という程度の考えであった。つまるところ、ここに飽きたというだけよ」

　頭痛が強まる。腹の奥でおぞましい不快感が渦巻いている。顔に出ないよう、それを必死に飲み込んだ。これが何に起因するかはわかっている。自分達のようなモノが、所有者から自ら離はなれようとすることは苦痛を伴う──人ではなく、道具である以上、それは当然のことだ。

　しかし関係ない。そんなもので自分の歩みを押おし留とどめられはしない。

　頭痛と不快感には、もう一つ他ほかの理由もあるような気がしたが、それも無む意い識しきのうちに飲み込んだ。とにかく出ていく。それだけだ。そうしたいのだ。

「ま、待ってよ！　呪のろいを解くんじゃなかったの？」

「妾からそれを言うたことが、一度でもあったかえ？　言うておったのはおぬしらだけじゃ」

「それは、その、でも──待って、とにかく待ってよ！　下りてきて！」

　あまりに必死に言うのが、おかしくて。ふんと鼻で笑って、言ってしまった。

「は。出ていくと言うておるのになぜ下りねばならぬ。止めたくばぬしが上がってこい？」

「……っ」

　すると彼は、この木に歩み寄って。その小さな手を伸ばして──本当に、その身一つで登り始めたのだった。自分はぎょっとして、それを樹じゆ上じようから見下ろしているしかなかった。

　小さな手足をいっぱいに伸ばして。突き出ている枝や、幹のささくれに摑つかまって。少しずつ少しずつ、登ってくる。その顔は、まっすぐに、こちらを向いていた。

　自分はそれを見下ろしたまま、動けない。子供には高すぎる木だ。とてもここまでは登ってこれまい。今に滑り落ちる。きっと落ちる。予想通りにバランスを崩した。でも危うく次の枝に摑つかまる。吐息。誰だれの吐息だったか。彼がまた動きを再開。そこまでして自分を止めたいのか。なぜだ。登ってこれるわけがない。なぜだ。どうしてそんな、捕らえて離はなさないような強い瞳ひとみでこちらを見つめているのか。汗だくになって身体からだを動かし続けているのか。子供の筋肉では容易たやすい行為なはずがない。手足が震ふるえているのが見える。ささくれなどで傷ついた掌てのひらに、赤い血が浮かんでいるのが見え──

「ぐっ……！」

　どくん、と自分の中で何かが拍動した。今まで感じていた頭痛が、さらに強まる。吐き気。不快感。さらに頭痛。頭が砕けそうだ。苛いら々いらする。どうしようもなく苛々する。彼の瞳にも、この頭痛にも。

　そうしている間に、彼はついに、この自分の足元に辿たどり着いてしまった。ひょっこりと首を出して。どうだ、登ってやったぞ、というように、にっこりと笑う──

「うううっ……！」

　頭痛の激げき震しん。脳内の地殻変動。平へい衡こう感覚がふらりと揺らぐのを感じた。痛い。苦しい。砕ける。砕ける。頭なんかいらない。この苦しみが消えるのなら。だから砕けてしまえばいい。頭を打ちつけて、砕けてしまえばいい──！

　立て直そうと思えば立て直せた。しかしその気にはならなかった。

　そうだ。このまま頭から落ちたところで、死ぬことなどありえない。頭ず蓋がいが割れることなどありえない。どうせ呪のろわれた道具の身だ。ただ希求する。この気が狂いそうなほどの頭痛を塗ぬり潰つぶしてくれる、単純で無慈悲な衝しよう撃げきを。

　だから。

　あえて、平衡感覚の揺らぎに任せて、身を宙に投げ出した。

　浮遊感。そして、落下感。

　なおってしまえ。なおれ。なおれ。なおれ！

　目を閉じ、重力に身を任せ、ただそれだけを祈る。

　しかし、そこで耳に届いたのは──まったく予想もしていなかった、声。

「あぶないっ！」

　思わず目を開いて、そこでもまた、予想もしていなかったものを見た。見えるはずがないものを見てしまった。

　人ですらないモノの、なんてことのない落下のために。

　ただの子供が、それを助けるべく宙に身を投げ出していた。




　……そして、結末は、当然のごとく。

　自分は無言で、それを見つめている。

　赤く染まった庭の土。頭から血を流して動かない、彼。

　そのとき、自分が感じていたのは──
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　だが、彼女の答えは、あくまでも短かった。

「知らぬな」

　今までよりも僅わずかに鋭するどい、一振り。だからそれは今までよりも僅かに深く、少年の太ふと股ももを裂いた。力が一気に抜けた様よう子すで、ついに彼は膝ひざをつく。

　背後の虎こ徹てつの向こうで、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達が悲痛な叫びを発するのが聞こえた。耳にその声が届いていても、脳に意味は届いていないのだろう、とニルシャーキは思う。夜や知ち春はる亮あきの瞳ひとみはどこかぼんやりとしていた。何か力があるらしい黒の剣を持つ手も震ふるえ、その切っ先は地面に触れたまま持ち上がろうとはしない。

　ニルシャーキは手中の村むら正まさを、膝をついている彼の眼がん前ぜんに突きつけた。

「我はもう充分だと思うのだった。終わらせてもよいのだったか？」

「始めたのはぬし殿じゃぞ。異い論ろんなし、じゃ」

「では」

　先程のように、たとえ偶然であっても、彼がこの刀を打ち払えるようなことはないだろう。そんな体力はない。剣すら持ち上げられない。

　終わった──と確かく信しんして、ニルシャーキは彼の心しん臓ぞうに村正を突き込もうとする。

　だが、その一瞬前。

「う、お……おおおおっ！」

　彼のほうが動いた。震える腕は動かない。剣を持った手は動かない。足も動かない。立ち上がれはしない。それでも、身体からだを前に倒す程度のことはできて──

「なにっ!?」

　さすがに驚きよう愕がくの声が漏れる。

　彼は自らの肩を村正の切っ先に向けて押し込み、その肉を村正の刃に貫かせたのだ。

「小僧、何を……!?」

「う、あっ……」

　村正の声にも答えず、彼は中腰のようになり、さらに身体を前に進ませる。肩に刺さった刃やいばはほぼ貫通しかけている。何をしている。気が狂ったか。いや──？

　ニルシャーキは咄とつ嗟さに剣を持つ彼の手を踏みつけた。この震える手が剣を持ち上げられるとは思えないし、貫かれたのもこちら側の右肩だったが、注意はしておくにこしたことはない。

　──これでいい。この少年が何をする気であっても、後は──

　と、そこでニルシャーキはふと気付いた。

　彼の右腕の中から、何かが肉を割り裂いて現れていることに。




　これが、奥の手だ。

「《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》っ……！」

　それは、かつて彼女が携えていた、呪のろわれた短刀。肉の中に潜もぐり込み、それがだんだん心しん臓ぞうに向かっていくという呪いを持つもの。

　ありがとな、クルリ、と胸中で呟つぶやく。メールのおかげで思い出せたよ。これは倉庫の中で、呪いが解けるようにって保管してたんだ。毒を食らわば皿までって言うだろ。呪われる覚悟をしたんだから、使えるものは使ってみようか、みたいな感じでさ──

　正直に言うなら、顔を顰しかめたくなるような気分がないわけではなかった。これは、クルリがもともと持っていたものであり──そして最終的には、ビブオーリオの手によって投とう擲てきされ、藍あい子この身体からだを割ったものだ。けれど春はる亮あきは知っている。藍子は生きていて、復活を待っている。これは藍子を殺したものではない。だから、ぎりぎりのところで、使用を自分に許すことにした……勿もち論ろん、倉庫からこれを持ち出すときには、藍子に対して事情を説明し、頭を下げてから持っていった。返事はなかったが、聞いていたのだと思う。きっと。

　そんな思考は一いつ瞬しゆん。呪いを甘受する感覚の中、肉を異物が割り裂いて現れる痛みの中、頭をよぎったもの。

「俺おれは呪われない。けど、呪いの力を利用することはできるんだ。それを勘違いして、油断してくれる奴やつ……実は、意外に、いるのかもなっ……！」

　実時間にしてみれば数瞬、春亮の体感からすれば永遠にも思える時間を使って、ついに《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》がその姿を右腕の中から現す。左手でそれを摑つかみ取り、目の前にあるニルシャーキの腕に──それを突き込んだ。

《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》がない場所ならば、刃やいばは通じる。腕を傷つけるだけでも無意味ではないはずだ。片腕を使えなくさせれば、選択肢は格段に増える。格段に有利になる。

　至近距きよ離りだった。ニルシャーキの仮面は笑いを模したもの……フィア達が背後にいるのを警けい戒かいしてか、未来位置を予測するモードのまま。今から過去回かい避ひの仮面に被かぶり直したとして、間に合うか。微妙だ。しかしここまで来たらもう行くしかない。行け。間に合え！

　そして、くの字に折れ曲がった短刀が、ニルシャーキの腕に到達──

「要いらぬ節せつ介かいかもしれぬが……ま、一応な」

　しない。

　人化したこのはが、《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》の刃を摘つまんで、そこに立っていた。切っ先が肩に刺さった状態だったからか、もう片方の手は手しゆ刀とうの状態でこちらの肉を貫いている。

「あ……」

「ふむ。どちらにしろ、無む駄だなのだった」

　このはの背後にいるニルシャーキも、素手で《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》を摑み取ろうとする形で手を持ち上げていた。実際にそれができたかどうかはともかく、その態度に余裕があるのは事実。

　このはの手しゆ刀とうがめり込んだ肩が、痛い。その気になれば、彼女はその手刀をさらに身体からだの中心部へと動かすことができるだろう。この自分をあっさりと殺すことができるだろう。

　それを知りつつも、なお、春はる亮あきは笑う。

「はは……」

「なぜ笑うのかえ。せっかくの奥の手が無む駄だになったところじゃというのに。自殺願がん望ぼうがあるのか──それとも、笑うしかない、ということかの？」

「無駄じゃ、ないさ」

《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》を突き出した勢いで、それまで中腰になっていた身体は辛うじて立ち上がっていた。ただ嬲なぶられていたあのときより、少しだけ前に進んでいた。

「これがあったから、現実の、刀の姿じゃないお前と、こうして顔を合わせることができて──一歩、前に、進めた。さっきよりも、ずっと近くに、さ……」

　この全ぜん身しん全ぜん霊れいの一歩が、必要だった。

　そして、この姿の彼女と言葉を交わすことが、大事だった。

「何を言っておる？」

　眉まゆを寄せたこのはが、さらに手刀を奥へと進めた。ずぶずぶと。自分の奥底が搔かき回される痛み。涙が出てきた。今までにも出ていたが。つまり今、自分は泣き笑いしている。恰かつ好こう悪わるい。

「止やめろ、止めろ止めろ止めろっ！　許さん、許さんぞウシチチっ！」

「そ、こ、を──退どけぇぇぇっ！」

「ハル！　逃げて、ハル！」

　みんなの声が聞こえる。何やら凄すさまじい轟ごう音おん。ぎょりぎょりめきめきばつん。何がどうなっているのか。フィアの獣けもののような呻うめき声ごえ。また怖いフィアになってなければいいなと思う。錐きり霞かの呼気は荒すぎて、まるで、泣いているよう。黒くろ絵えの本当に切せつ羽ぱ詰つまった声なんて初めて聞いたかもしれない。

　しかし、それらを迎むかえ撃うつ虎こ徹てつの声も、必死。

「ぐ・う・おぉぉぉっ──！　拙せつ者しやにも、ここを任された意地がある！　誠、この命尽きるまで、通すわけにはいかぬっ！」

　また、凄まじい轟音。虎徹とフィア達の衝しよう突とつ音おん。

　このはの後ろにいるニルシャーキは、ふむ、と小首を傾かしげるようにしてこちらを見ていた。なんだか面おも白しろそうだ、という気け配はい。ニルシャーキが邪じや魔まをしてこないのはありがたかった。こちらの手を踏みつけていたその足も離はなれていたが、毒剣は辛うじて小指の先に引っ掛かっているような状態で、とても振れはしない。持ち上げることもできないだろう。

　春亮は、ただ、泣き笑いの表情でこのはの顔を見つめ続ける──
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　リリィハウルは、春はる亮あきの手に引っ掛かっている黒の剣を──彼らに《毒剣ポイズンリッター》だと説明している剣を、ぼんやりと見ていた。音は聞いている。

　彼の命を救おうと、フィア達が必死に叫び、訴え、怒号を発し、足あ搔がいている。それを聞きながら、リリィハウルは……逃げればよかったのに、と思っていた。

　夜や知ち春亮が死ぬことは想定通りの流れだが。

　この状況からなら、仮に彼が逃げ出してもたいした違いは生まれまい。無様ぶざまに命いのち乞ごいをして逃げれば、あるいは命だけは助かるかもしれないのに。

（しかし……私には、どうでもいいことだ）

　佇たたずんで、気け配はいを殺して、機きを窺うかがう。焦って動けば全すべてが台無しになる。

　そうだ、夜知春亮の役割は既に八割方済んでいる。ニルシャーキがさっき言っていた通り、《あの剣には、かすりさえすれば勝負を決められる忌き能のうがある》とニルシャーキに思わせることこそが重要だった。そのために在る禍具ワースだと思わせることこそが。

　それが果たされているのならば、後はただ待つしかない。

　夜知春亮が逃げようとしない以上、彼がその残り二割の役割を終える瞬しゆん間かんは──つまり、この自分が動き出す節目となる瞬間は──

　やはり、彼が死ぬそのときでしかありえないのだから。
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　自分の泣き笑いの表情を、さすがのこのはも怪け訝げんに思ったらしい。肩を貫いている手しゆ刀とうを、さらに捻ひねりを加えて刺し激げきしてから、

「おかしな小僧よ……痛くはないのかえ？」

「はは。願ねがいが、叶かなうならさ。痛みなんてどうってことはないよ。願いが叶わないっていう痛みに比べれば、なんてこと……まあ、痛いのは、痛いんだけどさ。結局、願いそのものが痛みってこと、なのかな？」

　自分でも何を喋しやべっているのかわからなかった。ただ口だけが、何かを喋らなくてはならないと動いていた。さらにこのはの手が肩の中で捻ねじれる。あはは、と泣き笑いの声が出て背筋が伸びた。このはは少しだけ気持ち悪そうに、理解できないものを見る目になって眉まゆを寄せていた。

「ほれ見ろ。痛いのであろうが！　わからぬ。命いのち乞ごいをしてみろ、小僧！」

「ああ、願いって、痛いんだなあ。なあ、このは……強すぎる願いは、呪のろいなのかな」

「な、に？」

「ようやく、俺おれ自身の実感として、わかった気がするよ。言葉だけじゃなくて、実感として。この願ねがいの裏側にある、世界の全部がどうしようもなく嫌いやな感覚が、呪のろいなんだ。きっとそうなんだ……うん、これは、寂しいな。悲しくて、辛つらくて、どうしようもなくて──こんなのは、ないほうがいいよ。解きたいよな。最初から、呪われたくはないよな。戻ろう。だから、頼むよ。このは。戻ってきてくれ。このは──」

　頭がいよいよぼうっとしてきた。支し離り滅めつ裂れつな言葉を喋っているのかもしれない。それを判断する頭の機き能のうがもう働いていない。

　いい加減にしろと言うように、このはが犬歯を剝むき出だしにして怒ど鳴なるのが見えた。

「何度も何度も──そんな知らぬ名で、妾わらわを呼ぶでない！　不愉快じゃ、妾は知らんッ！」

「いやいや。知ってるだろ、何言ってんだ。だって……」

　彼女が馬ば鹿かなことを言っているというのだけはわかった。だから、血の臭においがする蜃しん気き楼ろうに包まれたような感覚の中、今まで以上に笑えみを強めて。

　どこか、誇らしく。

「──俺が、お前につけたんだぜ。その名前」
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　あの木の上での事件と、その後の屋根の上での話が済んでから、数日──

「だ、だいじょぶかなー……」

　今まで何度もしたように、庭に出てうろうろする。土蔵のような倉庫を見て、溜ため息いき。その扉に手をかけてみるが、中からつっかい棒でもされているのか、やはり開かない。

　次に自分が出てくるまで、絶対に開けるな──と言って、彼女がこの倉庫に籠こもってから数日。いったい、中で何をしているのか。

「はあ……」

　いろいろ報告したいこともあるのにな、と溜め息をつく。彼女は具体的な日数を言わなかった。数日？　ひょっとしたら数週間？　もしかして、それ以上……？

　あの屋根の上で、自分は何かおかしなことを言ってしまったのだろうか、と思う。確たしかにあのときの彼女は様よう子すがおかしかった。この家を出ていくのを止やめてくれたのはよかったが。

「ただいまー、チャイム鳴らしたのに誰だれも出迎えてくれなくて俺は悲しいぞ……っと、春はる亮あき、ここにいたのか。何やってんだ？」

　相変わらずふらりと出掛けていた父親が、そのとき丁ちよう度ど戻ってきた。自分の無ぶ精しようひげをじょりじょりと撫なでつつ、倉庫の前をうろうろしているこちらを見て怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「あっ、父とうさん、おかえり。実はさ──」

　と、事情を説明しようとした瞬しゆん間かん。

　がらりと倉庫の扉が開く音が聞こえた。慌てて振り向き、絶句する。

　そこにいたのは、勿もち論ろん、彼女だったが。なぜか、雰囲気がまったく違っていた。

　寂しげな野や獣じゆうのような気け配はいはなりを潜ひそめ。触れれば斬きれるような刃物の鋭するどさもなく。

　にっこりと、まるで、優やさしいお姉ねえさんのように──笑っていた、のだった。

「あら。春亮くん」

「っ？？？」

　びくびくっ、として、一気に後ずさり。別に気持ち悪くはなかった。怖くもなかった。ただ違和感がありすぎたのだ。今までとは違いすぎる、ほんわかした声音。声質や顔は同じなのに、間違いなく彼女ではあるのに、雰囲気だけが別人のように変わっている。

　意を決して、恐る恐る声をかけてみた。

「え、えーっと……？」

「はい。どうかしましたか、春はる亮あきくん？」

「いや、そっちこそどうしたのっていうか、なんか、今までとイメージが……」

「ああ。なんて言えばいいんでしたっけ……いめちぇん。そう、いめちぇんですよ。ただの」

　小首を傾げて、にっこり。ふんわりとした、優しい笑えみ。眩暈めまいのような感覚。慣なれるには少し時間が必要だ……と、どきどきする心しん臓ぞうを押さえる。

　父親は、いつになく真ま面じ目めな顔で彼女を見つめていた。それに気付いたか、

「あら、崩ほ夏なつさんも。おかえりなさい」

　真剣な顔を崩さないまま、父親は言う。自分にはよくわからないことを。

「精神制御──絶対的な自己暗示、か。いいのか？」

「勿もち論ろん、自分で決めたことですから。数日の突貫工事で、まだきっかけを作っただけですけどね。これからゆっくり、ゆっくり強めていきますよ……いつか、呪のろいが逆転するくらいに」

「それも辛つらいと思うぞ」

「自分で決めたことだと、言いました」

　父親はこちらの頭に巻かれている包帯をちらりと見て、それから、優しさと頑固さを同居させているような彼女の笑みを見て──嘆息した。降参だ、というように手を挙げる。

　よくわからなかったが、その会話のうちの一ヵ所、気になる単語があった。聞いてみる。

「ねえ……呪いって、言ってたよね。ひょっとして、解いてくれる気に、なったの？」

「はい」

　その返事は、早く、短く。それから、次の言葉は、ゆっくりと──

「わたしは、もう、春亮くんのものです。呪いが一刻も早く解けるように、頑張りますよ」

　その瞳ひとみは温かく、まっすぐで、言葉に噓うそがないことを何よりも雄弁に証明する。

　自分の胸の中にも、ひどく温かなものがいっぱいに広がっていった。そこで思い出す。

「そうだ、だったら──前から話してたあれ、いるよね！　名前！」

「おー、そりゃそうかもなあ。春はる亮あき、ナイスアイデアだぞそれは。何かいい案でもあるのか？」

「えっと、一応、いろいろ調しらべて、考えてはみたんだけど……」

　ちらり、と彼女の顔を見る。彼女は優やさしい顔のまま、

「聞かせてください」

「倉庫から出てくるの待ってるまで、暇だったからさ。図と書しよ館かんとかに行って、いろいろ調べてみたんだ。村むら正まさとかの話。で、その中に、村正は斬きれ味あじが鋭するどすぎて、川から流れてきた葉っぱが触れただけで真っ二つになった、みたいな話があって。だから」

　急に恥ずかしくなって、拒否されたらどうしようと不安になって、早口で言った。

　そして──上うわ目め遣づかいで、ちらりと彼女を見上げて。自分は、その名前を口にする。

「このは、って……どう？」

　瞬しゆん間かん、彼女の顔が見えなくなった。しゃがみ込んだ彼女に、ぎゅっと抱だき締しめられていたから。だからその優しい声は、すぐ耳元で聞こえた。

「はい。ばっちりです。嬉うれしいです。とっても……」

「ほ、ほんと？」

「ええ。村正、このは、ですね。素敵すてきな名前だと思います。今になって思えば、この苗みよう字じのほう、あまり好きじゃなくなってしまったんですけど──」

「さ、さすがにそっちは変えらんないんじゃない？」

「──そう、ですね。春亮くんがくれた名前があれば、大丈夫な気がします」

　くすりと幸せそうに笑って、彼女は身を離はなした。父親も満足げに頷うなずいていて、

「よし、名前も決まったし。これからも仲良くするんだぞ、春亮。こいつはまあ一見お姉ねえちゃんっぽくはあるが、同時にまだ一いつ般ぱん常じよう識しき的てきには子供みたいなもんだ。一いつ緒しよに頑張るように」

「お姉ちゃん。そっか、このはお姉ちゃん……うん。じゃあこれからは、この姉、だねっ」

「この姉……渾名あだな、みたいなものまで。うふふ……」

　そんなとき、父親がぽんと手を打った。懐ふところをごそごそとまさぐり、

「そうだ、一番大事なものを忘れるところだった。今回出掛けてたのはこれの受け取りのためだったんだからな。渡し忘れてたら世話ない」

「これ？」

「知り合いに頼んでな、特注で作ってもらった一品だぞ。ほれ、こいつだ」

　そうして、父親が懐ふところから取り出したのは──
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「やかましい！　知らぬと言うておろうがッ！」

　春亮は、自分の手から急速に力が抜けていくのを感じる。

　握っていた《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》が、ぽとりと地面に零こぼれ落ちて。

　それで、もう何も、なくなった。

　使えるものは、何も。

（……ああ。終わっちゃった、かな）

　もはや視界の中には、彼女の顔しかなかった。

　このは。このは。どこか懐なつかしい、高貴な野犬のような顔をしたこのは。綺き麗れいで、怖くて、そして同時に──寂しそうな、目。

　いろんな思いが胸中に溢あふれてきた。

　昔に思ったこと。これまでに思ったこと。いつも一いつ緒しよにいた。ずっと一緒にいた。本当に、姉のようだった。家族のようだった。それだけではない何かだった。

　出会ったころからは、もう、時間が経たちすぎていて。

　やっぱり、春はる亮あきくん、と笑う彼女が、多く思い浮かぶ彼女の顔だった。

　だから、

（このはに、殺されるのは。別に、いいけど……さ）

　でも、こんな他た人にん行ぎよう儀ぎな顔をしたこのはに殺されるのは嫌いやだなあ、と思ったのだった。

　自分と出会ってすらいないかのような顔で。今までの思い出などまったく通過していないような顔で。

　最後に見たいのは、やっぱり、いつもの彼女の顔だった。

（あ、そだそだ）

　このはという名前をつけたときの記き憶おくを思い出したせいで、ついでにもう一つ、忘れていたことを思い出した。丁ちよう度どいいな、と思った。

　夢うつつの中。

　同居人であり家族であり幼おさな馴な染じみであり姉であり、ずっと一緒にいてくれた──ずっと一緒にいてくれると思っていた大切な存在の顔だけを、奇妙に温かな気持ちで見つめながら。

　震ふるえる腕を、ほんの少しだけ、動かした。

　同時、ぐっとこのはの手に力が込められる。もう我慢の限界だというように。今までよりも強く。全すべてを終わらせるための、その刃やいばをこちらの身体からだの奥深くに捻ねじ込み、致命的な部分を破は壊かいするための──力。

　痛みすらも感じなくなって。目の前にいる彼女のことしか、考えられなくなって。

　今がいつなのか、ここがどこなのかも、曖あい昧まいになっていた。

「このは……ん、この姉ねえ……？　ああ、どっちでもいいや。あの約束、覚えてるよ。俺おれは。俺達は、ずっと──だから、約束、破るなよ。戻って、こいってば──」

　そして自分は、ポケットから、一つの物品を取り出す。暗すぎる視界。それでも懸けん命めいに、誰だれかの血で真まっ赤かになった手を伸ばして。弱々しく痙けい攣れんする手を伸ばして──




　せめて、殺されるなら、あの彼女がいい。

　いつもの、見み慣なれた姿の、彼女がいい。

　だから、たった一つの簡かん単たんなことを行って。

　そうして、自分は笑ったのだと思う。

　ああ、これで、いつものこのはだ──と。




　全身から力が抜け、あらゆる言葉と思考が意味を失う。

　最後に見えた、このはの顔の上では。

　自分が震ふるえる手で乗せた眼鏡めがねが、どこか懐なつかしく、透明に光ひかり輝かがやいていた。
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　ニルシャーキは仮面の下からその結末を見ていた。

　視界にあるのは、裸の村むら正まさの背中と、地面に倒れ伏して動かない夜や知ち春はる亮あき。

　溜ため息いきをつき、ニルシャーキは軽く腰を屈かがめた。そこに落ちていた、くの字に折れ曲がった形の短刀──《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》とか言っていたか──を拾い上げる。

「やれやれ、なのだった……」

　一歩進んで、裸の背中に近付く。

「惜しい。本当に、惜しいのだった」

　そして。答えを期待せず、

「……なぜだ？」

　と問い掛けながら。

　ニルシャーキは──手にしていた短刀を、そのまま村正の後頭部に突き込んだ。




　彼女の反応は、単純だった。彼の血に塗まみれた手しゆ刀とうを動かすこともなく。

　ただ振り向いただけ。

　それでも、呪のろわれた短刀の刃やいばが彼女を傷つけることはなかった。

　その顔に乗っている眼鏡に遮られて、止まっていた。

　それどころか。ぼろぼろと、その刃が崩れていく。衝しよう突とつに耐え切れなかったかのように。

「……こちらが砕けるか。これも、聞いておこう。なぜだ？」

　無数の砕片となって煌きらめく、刃の欠片かけらの向こう。

　眼鏡の奥。

　涙で濡ぬれた瞳ひとみが、こちらを睨にらんでいる。




「これは、わたしの鞘です。かつてのわたしが、わたしの一部として受け入れたもの。だから、その程度の刃やいばでは、貫けはしない──！」
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　崩ほ夏なつが渡してきたのは、何の変哲もない眼鏡めがねだった。

「これは？」

　受け取ってみる。その瞬しゆん間かん、不ふ可か思し議ぎな感覚があった。手にしているものは眼鏡だが、同時に、眼鏡ではないような。手触りも見た目もおかしなところはないのに、一ひと筋すじ縄なわではいかない材質が含まれているような気がする。そう思うのは、匂においのせいだろうか？　鼻に届くものではない、脳に直接届く匂い。それは、しいて言うなら、この自分と同じような──

「それは、お前の鞘さやだ」

「っ？」

　崩夏の言葉に、はっと顔を上げる。

「知り合いに頼んでな、作ってもらったんだ。世界で一人ひとりだけ、お前専用の鞘さや。人としてのお前のためのものでもあり、刀としてのお前のためのものでもある。オーダーメイドだからな、結構取られちゃったぜー」

「わたしの……鞘さや……？」

「ま、そういうのを頼めば作ってくれる職しよく人にんがいるんだよ。おせっかいになるかと思ったが、無む駄だになんなくてよかった。呪のろいを解こうって気になってくれたんなら、助けになるはずだぜ、それは」

　崩夏の言葉に噓うそがないことは、感覚的にわかった。

　自分の呪いは《血が見たくなる》というものだ。つまりは視覚との繫つながりが強い。ならば、その呪いに相あい反はんする鞘というものが、人の姿を取ったときにも与えられるのなら──それは、視界にかかる眼鏡という物品に相当するのだろう。

「鞘。わたしの刃を、塞ふさいでくれるもの……」

「そうだ。あくまでも、刃を塞ぐためのものであって、刃を消すためのものじゃないのがミソだな。そこらへんは勘違いするなよ」

「……どーいうこと？」

　春はる亮あきが首を捻ひねって父親に聞く。崩夏はその頭をぐしぐし撫なでながら、

「あんまり今までの自分を否定しすぎるのもよくねえ、ってことさ。お前は村むら正まさで、これから変わっていこうとしてるけど、それでも村正のままだ」

「刀であることすら否定する刀は、ただ朽くちるのみ──ということ、ですかね」

「その鞘さやは鞘だが、同時に刃はのない刀身としても使えるぐらいの強度で作ってあるんだってよ。峰打ちの手間が省けるな」

「……」

　見れば見るほど、職しよく人にん的てきな一品だと感じた。こうして手に持っていても違和感がない。自分が自分であることは否定しないまま、それにさらなる意味を与えるだけ。

　だから容易に想像できた。これは、長く着用し続けているうちに、本当に自分の身体からだの一部となってくれるだろう。新たな《人を殺さない村むら正まさ》の一部となってくれるだろう──

　それがわかったならば、もはや、迷うことはなく。

　その眼鏡めがねを、そっと自分の顔にかけてみる。着用感は、ほとんど無に等しい。存在を意い識しきすらしないほどに、ぴったりと違和感なく収まった。

「どうですか、春はる亮あきくん？」

　満面の笑え顔がおで感想を聞いてみると、彼は可愛かわいらしくはにかみながら答えた。

「うん……似合ってるよ、この姉ねえ」
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「虎こ徹てつ！　戻ってくるのだった！」

「くっ……村正、さま……！」

　後退したニルシャーキと虎徹が合流する。そんなことはどうでもよかった。フィアは倒れている春亮に一心に駆け寄る。頼む。呼吸は。心しん臓ぞうは。頼む！

「春亮！」

「おー……」

　そんな小さな声が聞こえた気がして、はっとする。

「すんげえ……眠い……」

　倒れたまま、地面に向けて、彼はそんな言葉を呟つぶやいていた。意い識しきが混こん濁だくしているようだが、何にしても──生きている！

「クロエ！」

「はいな！　全開の全開でいくよ──モード《サティスファイド頼より盛もり》！」

「わ、私も止血を手て伝つだう！」

　春亮を仰あお向むけに寝かせ、黒くろ絵えと錐きり霞かが全力で春亮の治ち療りようを始める。血は大量に流れているが、結局のところ、最も大きなものは肩の傷らしい。その傷が身体からだの中心に向かって拡大するようなことがなかったのだけが救いだ。致命的な臓ぞう器きを傷つけられることはなかった。

　しかし、その傷の原因は。その肉を抉えぐったものは。

「……」

　全裸の彼女は、右手を春はる亮あきの血で濡ぬらしたまま、頰ほおを涙で濡らしたまま──眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを厳きびしく細めて、虎こ徹てつとニルシャーキを睨にらんでいた。

　フィアはその横顔に、問う。

「なぜ、戻れた？」

　このははこちらには顔を向けず、静かな言葉で答えを返した。

「あの人達に記き憶おくを消される、ほんの一いつ瞬しゆん前まえ──わたしは、この眼鏡に《自分の記憶》を退たい避ひさせて、わざと足元に落としました。もし再び眼鏡をかけられるようなことがあれば、それをトリガーにして、その記憶を逆流させて受け取れるような暗示も含めて。賭かけでしたが、何もしないよりはマシだと思ったからです」

「そんな、ことが……」

「できるんです。これは、わたしの鞘さや──もう何年もかけ続けているもの。もはやわたしの一部となってしまっているもの。記憶ぐらい預けられますよ。寝るときもお風ふ呂ろに入るときも外していなかったんです、これが鞘なことくらい気付いているかと思いましたけど」

　あっさりとした言いように、思わず鉈なたを握にぎり締しめる。しかし、わかっていた。彼女はあえてそう言っているのだと。今は謝しや罪ざいよりも何よりも、他ほかにすべきことがあるのだと。

　虎徹は寂しげな眼まな差ざしでこのはを見ていた。このはは表情を変えずにそれを見返していた。

「戻って……しまわれた。また」

　そこには紛れもない悲しみと失望があった。絞り出すような声。歪ゆがんだ表情。

「なんという……酷なことを。許せぬ。誠、お前達が、お前達こそが……村むら正まささまにとっての呪のろいなのではないかッ！」

　しかしそれは、ニルシャーキが彼の肩に触れたことで、はっと失われる。我に返った様よう子すで、

「共に在ることが、どうしても叶かなわぬというのなら──せめて、この手で……」

　虎徹は日に本ほん刀とうの姿に変じ、ニルシャーキの手中に収まった。仮面の女は、

「最後の最後に、とんだ苦く難なんなのだった……しかし、これも竜へ至るための試練か。片はつけねばならないのだった」

　そんなことを呟つぶやく。見逃す気はない、ということだろう。

　相手の武器の一本は失われた。しかし、こっちは──と、フィアはちらりと目を動かした。春亮は動けない。黒くろ絵えと錐きり霞かはそれにかかりっきりになっている。自分は正直に言って、満まん身しん創そう痍いだ。今までの戦いで、虎徹を突破しようと、全精力を費やしてきた。まともに動けるのは、このはと──ぼんやりと佇たたずんでいるままの、リリィハウル。どういう理由で動かなくなったのかはまったくわからないが、アテにはなるまい。

「……どういう手で行きますか」

「さあな」

《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》とやらの能力が、またも自分達の前に立たち塞ふさがっている。手足に一いち撃げきでケリがつけられる毒剣は、それを扱える春はる亮あきがダウンしているために使えない。背後から攻撃すれば死ぬらしいが、奴やつらには《未来の人の位置》が読める仮面がある。拘こう束そくして背後を取ろうにも、黒くろ絵えと錐きり霞かには治ち療りように専念してもらわなければならない。仮に拘束できたとしても、《過去の位置に移動する》という方法で回かい避ひされる。八方ふさがりだ──

「私とお前で。なんとか、気合いで背後を取るしかあるまい。それか、なんとか気合いで奴の服のない手足をぶった切るか」

　作戦でも何でもない、ただの精せい神しん論ろんだった。このはもそれはわかっていたはずだったが、何も言わなかった。手しゆ刀とうを空に振るって、彼の血を、地面に向けて払い落しただけ。

　そうして、二人ふたりでニルシャーキに突進しようとしたとき──
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　後は、彼が死んでからの問題だ。

　しかし──本当にそうなのか、という思いが拭ぬぐえないのだった。

　他ほかに問題はないのか。何か、間違っていることはないのか──

（あるはずが、ない）

　リリィハウルはそう自らに言い聞かせる。自分の目的は、ニルシャーキを殺すことのみ。それさえできるなら、どんな手でも使う。それだけだ。

　しかし。

　考えてしまった。当たり前すぎて、今まで考えこなかったことを、今ここに至って考えてしまった。それは、今までぼんやりと見ていた彼が、這はい寄る死の気け配はいの中、彼女に向かって発した一つの言葉のせいかもしれなかった。

　願ねがい。自分の願いは、目的と同義だ。ニルシャーキを殺すこと。

　では。では──ローリカ・シューゲイザーの願いとは何だったのだろうか？

　彼女にも、自分達と同じように、あらゆる痛みよりも優ゆう先せんされる願いがあった。あったはずだった。そして、たとえ時間は短くとも、間違いなく彼女を愛した自分はそれを知っていなくてはならない。

　彼女の。彼女の、願いとは──？
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　かちゃり、と音が聞こえた。見ると、

「……」

　リリィハウルが、春亮の近くに落ちていたあの黒の毒剣《ポイズンリッター》を拾い上げていた。彼女が動き出だしたことにも驚おどろくが、その行為にも驚きよう愕がくする。

「お、おい！　剝むき出だしなのだぞ、その状態で持つと危ないとお前が言ったのではないか！　ど……いや、呪のろわれるぞ！」

　ニルシャーキ達も聞いていることをぎりぎりで思い出し、曖あい昧まいな言葉に言い直す。鞘さやから抜かれた状態で持てば、あの剣は所有者にも毒を与えるはずだった。だから春はる亮あきにしか扱えないのではなかったのか。しかし、

「──大丈夫だ」

　そう言うリリィハウルの目は、どこか、今までのものとは違っていた。暗い決意があるのは同じ。けれど、その中に、不ふ思し議ぎな静けさが生まれている。

「私が最も体力が残っているだろう。村むら正まさ。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。一いつ瞬しゆんでいい、私が奴やつに一いち撃げきを加えられるような隙すきを作ってくれ──頼む」

　頼む、と言った。この騎き士し領りようの女が。

　それにも驚おどろいている隙に、リリィハウルは率先して動き出していた。黒の剣を構えて突進する。僅わずかな時間なら大丈夫なのか？　考えている暇もない。

「ええい、急にやる気になったかと思えば！　行くぞウシチチ！」

「信用できるんですか、あの人」

「今更知るかっ！」

　やはり、身体からだには疲労が溜たまっている。思うように動かない。このはも記き憶おくを取り戻したばかりで、まだ身体との連結がうまくいっていないように思えた。それとも、春亮を嬲なぶるにもそれなりに体力を使っていたか。

　ずっと休んでいたリリィハウルだけが元気で、無む謀ぼうなほどに、突っ込んでいた。

「ちい、隙を作れだのなんだの、勝手に言っておいて──」

　相手の動きを先読みして、処しよ刑けい杭くいを投とう擲てきする。足を止めたニルシャーキの横手からこのはが襲おそいかかった。手しゆ刀とうで虎こ徹てつと何なん合ごうか打ち合う。その隙に、もう一方のルービックキューブがニルシャーキの頭上を襲っていた。

「十五番機き構こう・浮式鎖檻態《追いはぎの棺桶"Highwayman' s coffin"》──禍動curse/calling！」

「……《現在のレッウ》！」

　落下してくる鉄の檻おりから逃れるために、ニルシャーキが位置転移。出現したのは、リリィハウルが走り込む正面だった。

（そう連続で転移はできまい。決めてみせろ……！）

　しかし、なぜか。

　傍はた目めに見てもわかるほどに、彼女の踏み込みは甘かった。剣を突き込むべきベストのタイミングより、一歩余計に進み出ていた。一刻も早く毒を入れようと焦ったのか、不用意な動き。

　ニルシャーキが、それを見逃すはずがなく。

「《過去のイヨニョモット》──『かの精霊イヨニヨモツトは《それ》が未来へ伝わるものと知っている』！」

　素す早ばやく仮面を戦せん闘とうモードへと変更し。

　そして、ブーストされた筋力で、虎こ徹てつを一いつ閃せん。

「ぐ、ああああああっ！」

　リリィハウルの苦く悶もんの声と同時に。

《毒剣ポイズンリッター》を握っていた彼女の腕が、肩から離はなれて、くるくると吹き飛んだ。
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　痛。激げき痛つう。苦痛。疼とう痛つう。痺ひ痛つう。虚無痛。

　右半身がふっと軽くなるのを、その痛みの中にリリィハウルは感じる。

　そしてまた、思い出していた。彼の言葉を。

　願ねがいの叶かなわない痛み。呪のろいのような痛み。

　そうだ。それに比べれば。こんなものは、どうということはない。

　当初の予定とは、何もかもがずれてしまったが──まだ修正は利く。

　だからこそ、だ。

　この腕はこうして切り落とされなくてはならない。ニルシャーキほどの達人なら間違いなく最大反はん撃げきとしてそれを選択するタイミングと体勢を、あえて狙って、踏み込んだ。

　そして、最後の仕上げは──
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　フィアは愕がく然ぜんとそれを見やる。

「かっ……は」

　右腕を落とされたリリィハウルが、ふらふらと、前に歩く。

　ニルシャーキは動かない。だから、とん、とリリィハウルはニルシャーキに抱きつくような形になる。まがりなりにも敵に肉にく薄はくされているのに、ニルシャーキが足を動かさなかった理由は明白だった。その必要がなかったからだった。

　リリィハウルの背中からは、その腹部を貫通した虎徹の刃やいばが、長々と飛び出していた。

「終わり、なのだった。騎き士し領りようの騎士よ」

「は、は──」

　なぜか、リリィハウルは掠かすれた声で笑った。こぽ、と喉のどの奥から血を零こぼしつつ。

「これが、あのとき……ローリカも、味わったもの……」

「……？」

　リリィハウルは震ふるえる左手を、がくがくと自分の背中に伸ばす。一本の剣を引き抜いた。春はる亮あきが練習用として使っていた──名前も忘れた、あの白い剣。けれど、その手に力が籠こもるはずがない。鞘さやから抜けただけで奇跡的で、その手は剣を持ったままだらんと垂れ下がる。

　対処のために虎こ徹てつをリリィハウルの腹から引き抜こうとしていたニルシャーキが、その必要もなさそうだ、というような気け配はいを発したとき。

　それとは対照的に──やるべきことをやりきった、というような雰囲気で。

　リリィハウルは、にやりとその唇を歪ゆがめた。

「ローリカも、私も、味わったのだ。お前だけが味わっていないのは、不公平だな……？」




　刹せつ那な、ニルシャーキは本能的な悪お寒かんを感じる。

　リリィハウルの腕を斬きり飛ばした直後、《未来のトゥタスガイー》に仮面を変えて背後を警けい戒かいしていた。この力は周囲の人間の未来位置を半透明の影かげとして網もう膜まくに映し出す。この仮面の限度時間、少なくとも一分後までには自分の背後に誰だれかが忍び寄っていることはなかった。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブも村むら正まさも、少年を治ち療りようしている少女達も、この自分の背中を狙ねらえる位置にはいない。感知範はん囲い外がいからの狙そ撃げき？　銃弾など元から効かない。

　なのに、この悪寒は、何だ？

　この女は、なぜ、笑ったのだ──？

　と、思った瞬しゆん間かん。

　ぞぶり、と。

　ニルシャーキは、自分の背中に、剣が深々と刺し込まれる感覚を知った。

「な……に……？」

　がくがくと、リリィハウルに抱だき締しめられたような形のまま、ニルシャーキは自分の背後を振り向く。だが、そこには誰もいない。




　こちらの背中に刺さった黒の剣の、柄つかを握っているもの。

　先刻千切れたリリィハウルの腕だけが、そこでぶらぶらと揺れていた。




　顔を戻して、《現在のレッウ》の仮面で退たい避ひしようとするが、上う手まく仮面を切り替えられない。どういうわけか。身体からだが。異常。かつて感じたことのない五感。身体の奥底で暴あばれる不快。

「き、さ、ま……」

「ふ、ふ、はあっ」

　笑い声であり、苦痛の吐息でもある声。飛来してきたリリィハウルの黒の剣は、ニルシャーキの身体だけではなく、抱きつくようにしてその動きを封じていたリリィハウルの肉体にまで貫通していた。彼女にとっては、二本目の、貫通。

　詳しい理屈はわからないが。

　つまりは、そういうことなのだった。ニルシャーキは納得する。

「最初から、自らの命を犠ぎ牲せいに、我の命を奪う気であったか──」

　自らの体内。拍動を感じる。自分の中にそれが在るのだと意い識しきしたのはいつ以来か。普ふ段だんは意識すらしない、自身という存在の根幹。不規則な揺よう動どうで初めて気付くもの。

　かつて自分が見下ろした者達も、同じだったのだろうか。

　戦士も。騎き士しも。竜に近き者も。竜に遠き者も。未知を求める者も。家族愛に満ちた者も。呪のろいを知る者も。呪いを知らぬ者も。

　それら、今は地の下で灰と骸むくろを晒さらして眠る者達。

　その誰だれもが感じたであろう──終しゆう焉えんの、拍動。

　それを最後まで知らぬ者こそが、目指していた道程の極点。ならば、その拍動を今感じている自分は、既にその道の上にはない。

　そう──自分は、今まさに墜つい落らくしつつある最中なのだ。刹せつ那な的てきな浮遊感に包まれた、どこかへ至るまでの数すう瞬しゆんの猶ゆう予よの中にいるだけなのだ。

　穏おだやかな丘きゆう陵りようで足を滑らせたのならば再度這はい上がることもできようが、峻しゆん峰ぽうからの墜落は一度で全すべてを終わらせる。高みに登るとはそういうことだ。

　それを理解し、そのうえで、今まで自分は前だけを見据えて歩んできた。覚悟をもって。

　だから今、命そのものを使い捨ての得え物ものとして振るった勇猛な相あい対たい者しやの手によって、初めて背後に転がり落ちたというのなら。

　覚悟が導みちびく、末路は決まっている。

「……リリィハウル・キルミスタ……見事、だった……」

　誇り高く、墜おちようではないか。

　彼らと同じ場所へ。

　彼らと同じ、灰と骸むくろの姿で。

　結局、竜へと至る頂はまだまだ遠かったということか、と最後に思って。

　どこか清すが々すがしい気分で、彼女は仮面の奥の目を閉じた。
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「に……ニルシャーキさまっ！」

　リリィハウルとニルシャーキの間に、虎こ徹てつが人の姿で強引に現れた。虎こ爪そうの腕で貫く形になっていたリリィハウルの身体からだは適当に放り捨て、黒の剣にその身体を背中から貫通されたニルシャーキに縋すがりつこうとする──

　だが、フィア達はすべきことを忘れてはいなかった。隙すきを見逃してはならない。

「六番機き構こう・熱式括席体《スペインの長靴椅子"Spanish Stool and Boots"》、禍動curse/calling！」

　大地に滑らせたのは鋼こう鉄てつの椅い子す。《ドイツ式審問椅子"An Interrogation Chair"》とは異なり、棘とげなどは生はえていない。これは椅子自体を熱ねつすることで犠ぎ牲せい者しやを焼く拷ごう問もん具ぐだからだ。椅子の下部には犠牲者の足を嵌はめる鋼鉄の筒状部位がある。それこそが《長靴》──容よう積せきを調ちよう節せつして足の骨を砕くこともできれば、そこに水を入れて足だけをグツグツ茹ゆであげることもできる。肘ひじかけ部分にも同じ形状の部位が存在し、腕にも同様の行為が可能だった。強しいて言うなら、こちらは《手袋》だ。

「並びに、十五番機き構こう・浮式鎖檻態《追いはぎの棺桶"Highwayman' s coffin"》！」

　高こう拘こう束そく力りよくの椅子だけではなく、念には念を入れて、二つ目の似姿。空中から鋼鉄の檻おりを落下させる。虎こ徹てつの単純な剛ごう力りきによる脱出を警けい戒かいしてのことだが、結果的には、ニルシャーキに気を取られている虎徹を拘束するのは容易たやすかった。

　椅子に備わっている《長靴》と《手袋》の部位が、立りつ方ぽう鎖さによって単独で伸しん縮しゆく。虎徹の手足を捕らえて引っ張り、強制的に椅子本体に座らせる。金属音と共に《長靴》と《手袋》も椅子と固く結合。そしてその容よう積せきを狭せばめ、彼の手足を締しめつけ始めた。同時、その上方から、底の抜けた鳥とり籠かごの形をした鋼鉄檻が落下。椅子に覆おおい被かぶさり、さらなる重みを上から加える。

「ぐっ、う、あ、おおおおおおおっ！」

「さて。このまま押おし潰つぶすこともできるが──」

　呟つぶやいたところで、フィアは虎徹に向かって動く影かげを見る。鼻を鳴らして、現状維持に留とどめた。

「ふん──まあ、最後の始末は貴様の同胞に任せることにするわい」




　このはは手しゆ刀とうを構えて疾しつ駆く。フィアの二つの拷ごう問もん具ぐに拘束されている虎徹に、みるみるうちに接近する。自分と同じく、一いつ糸し纏まとわぬ姿で、身体からだのそこかしこから血を流しつつ、痛苦の重みと嗜し虐ぎやくの圧迫に耐えている彼の姿。

　自分はひどく冷れい徹てつな瞳ひとみをしているのだろう、と思った。許せないことが、今回は、多すぎる。

　そうして、このはは虎徹の眼がん前ぜんに最接近。檻には隙すき間まがあるので、こちらの手は簡かん単たんにその内部に届く。時間が停止したような一いつ瞬しゆん──

　虎徹と、目が合った。

　自らの死を覚悟したのか。

　いかなる殻も失った、ひどく弱々しい何かが剝むき出だしになった、瞳。

「村むら正まさ、さま。やっぱり……拙せつ者しやを、捨てる、の……？」

「拾った覚えはないです」

　冷徹に即答して、このはは何も躊躇ためらうことなく、檻の中の虎徹に腕を突き込む。

　手刀ではなく、掌しよう底ていを。その腹に。

　嘆息をしなくては、言葉を続けることはできなかった。

「けれど……わたしの知る、ただ一人ひとりの同胞よ。あなたとは、また、将しよう棋ぎをしなくてはなりませんからね……」

「む、村むら正まさ、さま。覚えて──」

　はっと目を見開くと同時、虎こ徹てつは渾こん身しんの掌底による衝しよう撃げきで気絶した。

　今の自分は、眼鏡めがねに保存していたあのとき時点の記き憶おくが足し算で加えられただけだ。ここ数日の記憶を失っているわけではない。だから、ひどく近しい昔の記憶が、どうしようもなく気恥ずかしく、むず痒がゆい感覚を自らの内に生んでいるのだった。

　気絶した虎徹を見下ろす。破は壊かいするのは簡かん単たんだ。だが──

　凄すさまじくリアルに、まるでついさっきのことのように、自分もかつてはそうだったのだ、と思い出してしまうから。彼は、春はる亮あきくんに出会っていないころの自分と同じだな、と実感してしまうから。

　同じ刀として、自分にはこの子を教え導みちびく責任があるのだろう、と思うのだった。
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　黒くろ絵えと協力しての懸けん命めいの看かん護ごの結果、それなりに彼の意い識しきもはっきりしてきたようだった。錐きり霞かとしては、いっそ気絶して楽になってしまえばいいのに、と思うところだが。

　何にせよ、安あん堵どはする。本当に一時はどうなることかと思った。錐霞は気付かれないように、そっと目め尻じりに滲にじんでいた液体を拭ぬぐう。

　役得、などということを考えている余裕はなかったが、錐霞は彼を膝ひざ枕まくらしていた。《黒くろ河かわ可か憐れん》は千切りにくく、止血のためにスカートを破った布を使ってしまったため、ほとんど太ふと股ももが剝むき出だしではある。恥ずかしくはあったが、まあ、仕方がない。

　そのとき、春亮の頭がもぞもぞと動いた。上半身を起こそうとしている。

「あー。ちょっと、連れてってくれる、か……？」

「絶対安静だ……と、言いたいが。聞きはしないのだろうな。馬ば鹿かげている……」

　時間はあまりない。それがわかっていたから、動くことにした。

　錐霞は春亮の脇わきに首を回し、彼を立ち上がらせる。最後の傷に髪を巻き終えた姿勢のまま、電池が切れたように固まっていた黒絵が、そこではっと我に返った様よう子すで背筋を伸ばした。

「ありゃ。えーと、移動？」

「そうだな……お、おい黒絵くん。ちょっと白髪しらがになってるぞ」

　見間違いではない。いつもは艶つややかな黒絵の髪の一房が、真っ白になってしまっている。

「ほえ？　あー、地味じゃけど、これ、ダイレクトに精気エネルギー使うからねえ。今までにないくらいにフルパワーで使ったし。ま、こういうこともあるじゃろ」

「あり、がとな……黒絵」

「お礼なんてよいよ、ハル。うちにはこれぐらいしかできんかった。エネルギー補給のために、明日あしたっからはお仕事頑張らんとなー」

　努めて明るい口く調ちようで言いつつ、ふらふらと黒くろ絵えも立ち上がる。

　気絶した虎こ徹てつを拷ごう問もん具ぐの中で拘こう束そくしたまま、フィアも。このはも。同じ場所に、集まろうとしていた。

　腹に二つの大穴を開けて、右腕を根元から失って、仰あお向むけに倒れている──リリィハウル。

「毒剣、か。そんな都合のいいものがあれば──どんなに呪のろいが強かろうと、一振りするだけで身体からだが腐るのだとしても、この私が、使わないわけがないだろうに……」

　空を見上げたまま、どこか満足したような表情で、リリィハウルは呟つぶやいていた。

「本当は、なんだったんだ？　あれ……」

「あの剣の本当の名は、《第二オリーウス》という。練習用として使っていた白の剣、《アリーウス》と対ついになる剣だ。その《第二オリーウス》の呪いは──《アリーウスの持ち主を必ず殺す》というもの。今は、共に鞘さやから抜かれた状態となれば、《第二オリーウス》が《アリーウス》の持ち主に向かうという現象が起きるようになっていた……」

「だから……お前が白い剣を抜いた瞬しゆん間かん、飛んできたわけだな。あれが」

　動かないニルシャーキの身体をちらりと見やり、フィア。ニルシャーキは《背中から》剣に貫かれた。その一いち撃げきはただの一撃ではなく、《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》の呪いの産物だ。だから彼女は、もう、動かない。二本の剣に貫かれたリリィハウルよりも先に──一足早く──何かを、失った。

「そう、だ。お前達に話していた《勇士殺しのアースムンドのサガ》の通り、だ。調しらべられなくてよかった。ふふ……」

　ぽつりぽつりと、リリィハウルは続ける。そのサガに登場する二本の魔ま剣けん。アリーウスとオリーウスという鍛か冶じ屋やが、王にそれぞれ剣を献上させられた。王を快く思わず、劣ったものを献上したオリーウスは打ち直しを命じられ、新たに二本目の剣を作るが、それに呪いを込めた。アリーウスの剣を持つ王の一族を殺す、呪い──

「最初から……噓うそ、だったんだな」

「この剣に秘められた呪いを利用することが、狙ねらいだった。夜や知ち春はる亮あき、お前の懸けん命めいさにより、毒剣という噓に説得力を持たせる。そうすれば、ニルシャーキはお前が死ぬことで油断し、作戦に失敗した剣の存在を一いつ瞬しゆんでも忘れる──そうなったときに初めて、この《オリーウス》を抜いて、奴やつの背中に《第二オリーウス》を呼び込む機き会かいが生まれるはずだった……」

「夜知を、そのためだけの囮おとりに。捨すて駒ごまにする気だったのだな。馬ば鹿かげている」

　聞いてしまえば、そう言わざるをえなかった。本当に、馬鹿げた策だ。

「ふ。説得力を持たせた後は、私の腕でも、なんとか、代用できたようだったがな……」

　声がだんだん小さくなってくる。黒くろ絵えが自分の髪を何本か抜き取るのを見て、リリィハウルは震ふるえる左手を横に動かした。必要ない、というように。

　そして、冗じよう談だんめかしたように──笑って、言った。

「忘れたのか？　私は、騎き士し領りようの、騎士。禍具ワースなど……大嫌い、なの、だ」

「だったら、なんで、俺おれを助けてくれたんだよ。あんたがこの剣を持つ必要なんて、なかったろ。最初の予定通り、俺が死ぬのを待ってても、よかったはずだ──」

「ああ……そうだな。私が何もしなければ、再び、お前はあの剣を手に立ち上がっていたかもしれない。そして死んでいたかもしれない。当初の、私の、予定通りに……」

「では、なぜそうしなかった」

「なぜ、か。それは──」




　気付いてしまったのだった。ローリカの願ねがいとは何だったのか。

　それは、きっと、自分が彼女の騎士であることだ。強く、正しく、純白で、そして、永遠に共に在る──騎士であることだ。

　当たり前のことだったのだろう。

　臆おく病びよう風かぜに吹かれ、ニルシャーキに敗北したことを償つぐなう。殺されたローリカの仇かたきを討うつ。騎士としての自分を取り戻す。それを果たせば、彼女は笑ってくれると思う。ローリカの願いの一部ではあると思う。

　だが、その方法が、自分には、一つしか思いつかなかった。

　その目的以外の全すべてを捨てるという、不器用な一つのやり方しか。

　言い換えれば、そうだ、自分は。

　騎士であるために、騎士であることを止めるしかなかったのだ。

　その矛む盾じゆんが、最初の過あやまち。

　ニルシャーキを殺すことだけではなく、それを含めて、自分が騎士で在り続けることこそが、きっと彼女の願いだった。何をしてでも果たすべき目的だった。

「最後の最後に、騎士のままで何かを為なすことができると、気付いてしまったのなら──やらないわけには、いかなかった」

「……？」

　彼らには伝わらないだろう。それでもいいと思った。

　これは、自分自身の、単なる悔かい恨こんだ。心地ここち好よい復ふく讐しゆうにかまけて、彼女の願いを見失った。

「ローリカが私に憧どう憬けいを向けてくれたのは、私が《正しい騎士》だったからだろう。彼女という子供を、かつて、理不尽な苦しみから救った。それが、私だ。なのに、最後の最後で、子供の死を見逃すのは──それこそ、騎士失格、だ……」

「俺は、もう、子供じゃ……」

「ふ。そういう台詞せりふが言えるのは、子供だけだ」

　自分は、最後まで、彼女の信じた騎士で在れただろうか。

　あのとき彼女を守れなかった償いを、正しい騎き士しとなることで果たせただろうか。

　それは、多た分ぶん、きっと──

「夜や知ち、春はる亮あき。強すぎる願ねがいは、呪のろいのようなものだと、お前は言ったな」

「へ？　言ったっけ……？　あんまり、覚えてないんだけど。言った、かも」

　薄うすれゆく意い識しきの中、閉じゆく視界の中。

　困ったように頭を搔かく彼の様よう子すにふっと苦笑しつつ、

　リリィハウル・キルミスタは、思う。

　彼らとは立場を異ことにしていたが。

　最後くらいは、いいだろう。

　正しい騎士らしく在ろうとして、ここに辿たどり着いたのだから。

　正しい騎士らしく。

　彼らの未来を祝福するような言葉を、かけてやっても──




「だとしたら──私の呪いは。今、ここで、解けたのだ。ああ、呪いが、解けるというのは……本当に、気持ちのいいものだな……」
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　音のない世界が、しばらく続いていた。

　しかしそこに足音が生まれる。二人ふたりぶんが、二組。

　一方は、褐かつ色しよく肌はだの少女と、包帯を巻いた少女。白衣を着ている。

　もう一方は、背の低いお団子髪の少女と、マントを身に着けた呪われた家。

　ほぼ同時にその姿を現した彼女らは、それぞれ逆方向から歩いてくる。春亮達を中心に挟んだような位置で、やはりほぼ同時に足を止めた。

「我が発言・こちらは後始末のために現れただけです、という真実」

「奇遇ですねぇ。切せつ子こ達も同じなのですよー。では、ここはお互い不干渉ということで」

「いいでしょう」

　そしてそれきり、それぞれを意い識しきしていないかのように、彼女達は動き始めた。

　切子達はニルシャーキの死体に歩み寄り、

「ニルシャーキ様までも……あ、《真なる唯一のウーンデツドニー・ゴーストシャツマサカー》はやっぱり壊こわれちゃってますね。《三仮面》のほうはいけそうですけど──」

「薬物中毒状態を精神力で押さえつつ、なおまともに戦えるというのは異常だ。体質によるところも大きいだろう。この《翼つばさ》殿でなくては扱えるものではないと思うぞ……止やめておけ」

「はいはい。で、虎こ徹てつさんは……あー、あれも無理ですね。檻おりの中で囚とらわれのお姫様みたいになってます。し、しかもなぜかフルヌードですし。はわわ、な、なんか背徳的すぎてドキドキしてきました……！」

「落ち着け。とりあえず、実力行使が必要となる回収はオレ達には命じられていない。できる仕事だけを済ませるぞ」

「そ、そーですね。フォート、お願ねがいします」

　フィア達が僅わずかな警けい戒かい心しんを持って見つめる中、フォーティーンがそのマントをニルシャーキの死体に被かぶせる。次にそのマントを動かしたとき、もうその死体の姿はなかった。彼女の中に入ったのだろう──夕ゆ銘めをそうしたときと同じに。

　フィアは目つき鋭するどく、彼女達を睨にらんでいるしかなかった。その視し線せんに気付いたか、仕事を終えた切せつ子こは、こちらを向いて意味深に微笑ほほえんだ。

「やー、フィアさん達。たいへんなことをしちゃいましたねぇ。まさか、ニルシャーキ様まで倒しちゃうなんて……」

「倒したのは私達ではない。強しいて言うなら──一人ひとりの騎き士しが、やったことだ」

「まあ、実は一部始終、見させてもらってたので。それだけじゃないことも知ってます。だから切子はもう一度、たいへんなことをしちゃいましたね、って言いますよ。その要素は三つ」

　ばばん、と彼女は指を三本立ててこちらに見せてきた。それを折り込みながら、

「一、第二位が死んだ。二、師団長がこちらに向かっている。三、挑戦権は繰くり上がる──以上です！　ほら、たいへんなことをしちゃった気がしてきたでしょう？」

「まったく、だ。私達には関係がない。何もな」

　冷たくあしらうと、彼女は悲しげに肩を縮ちぢめた。

「たとえその気がそちらになくても、なんですけどね──まあいいでしょう。というわけで、今日きようはこの辺で失礼しますねっ。フォート、行きましょう」

　踵きびすを返して、切子達が歩き去る。追う気はなかった。そんな気力はなかった。

　一方、ン・イゾイー達は──黙だまって、瞼まぶたを閉じたリリィハウルの姿を見下ろしていた。

　やがて、彼女がちらりと視し線せんを横に動かし、アマンダに声をかける。

「……面めん識しきは？」

「ん。直接。組んだことは。なかったけど。有名人だから。顔は。知ってた……」

「そうですか。では──丁てい重ちように」

　ン・イゾイーはそう呟つぶやき、リリィハウルの身体からだを肩に抱え上げた。アマンダは、鞘さや口ぐちで掬すくい上げるようにして剣身を鞘の中に納めるという方法で、落ちていた《アリーウス》などの剣を──そして、リリィハウルの腕を、拾い上げていた。

　言葉は少ない。自分達も彼女達の動きを見つめていただけで、声は発さなかった。

　しかしン・イゾイーは、立ち去る間際、

「……すみませんでした。今回は」

「お前達が謝あやまるようなことは、何もないよ。むしろ、いろいろ教えてくれて助かった」

　春はる亮あきの返答にも、彼女は申し訳なさそうに俯うつむき、その灰はい色いろ髪がみを軽く揺らすだけだった。

　やがてン・イゾイーはアマンダと視し線せんを合わせ、軽くこちらに頭を下げてから歩き始める。遅れて、アマンダも同じようにぺこりと頭を下げ、その後を追った。

　無言でその背中を見送る。けれど、しばらく行ったところで、ン・イゾイーは何かを思い出したように振り返って言ってきた。

「そう言えば、御ご褒ほう美びがもらえます」

「……御褒美？」

　何を突然、意味のわからないことを。自分達は首を傾かしげるだけだったが、それはン・イゾイーも同じだった。しばらく何かを考えるようにしたあと、

「罪滅ぼしに──こうしましょう。今、貴女あなたがたの一番知りたい未知は何なのでしょうか」

　そう言われても。やはり自分達はきょとんとするしかない。

　しかし彼女は、その顔を見るまでもなく、

「……我が感想・愚問でしたという理解」

　一人ひとりで納得し、それきり振り返らないまま、アマンダと共に立ち去っていった。







　エピローグ







　自分は無言で、それを見つめている。

　赤く染まった庭の土。頭から血を流して動かない、彼。

　そのとき、自分が感じていたのは──




　その感覚を誤ご魔ま化かすように、思う。

（ば……馬ば鹿か、ではないかえ……？）

　木の上から落下した自分を救おうと、彼も躊ちゆう躇ちよなく飛び降りてきた。

　そう言えば聞こえはいいが、無む駄だだ。当たり前だ。自分をただの子供が救えるはずがない。自分達はもみくちゃになって地面に落ちただけ。彼は、ただ衝しよう撃げきを和らげる緩かん衝しよう材ざいになっただけ──いや、それにもなり切れていない。つまるところ、ただの飛び降り自殺と同じだ。

　愚かすぎる、と思わざるをえなかった。

　彼の顔を覗のぞき込む。うっすら、目を開いているように思えた。意い識しきはあるのか。

　そこで、思い出した。彼がこんなことをした、心当たり。

「──契約の、ためか？　妾わらわを助けて、真の主従関係になりたかったからか？」

　けれど、小さな声での彼の答えは、予想していたものとは違う。

「契約って……何だっけ……？」

「っ!?」

　忘れている。愕がく然ぜんとした。

　しかし同時に、心の奥底で、悟ってしまっていた。

　忘れている。それが答えだ。彼は、本当に、忘れていたのだ。おそらく、あるいは──この自分が、呪われた道具であることすらも。

（なんという……愚か……！）

　彼が忘れていても、自分は覚えていた。戯たわむれに交わした約束。言葉遊びのような誓約。

　助けられたぶんは助けてやる、と、確たしかに自分は言ったのだった。

　ならば。こんな愚かさには、何を返せばいいのだろうか。

　呪のろわれた道具の、どうということのない落下を救うために、自らの身を挺ていしたという。そんな極大の愚かさに対して、自分が返せるものは、あるのか──？

「う、んん……」

　そして。

　頭から血を流す彼が、僅わずかに身じろぎして。その血が、さらによく見えるようになって。

　自らの心しん臓ぞうの動どう悸きに、気付いた。助けられるかどうかの心配、ではない。断じてない。

　誇りを持つが故に、自らの内面を誤ご魔ま化かすことはできなかった。

　認めてやろう。

　自分は、今。

　欲情している。

（う……）

　忘れていた頭痛が蘇よみがえる。同時に、悟った。

　これこそが、答えの出なかったあの不安に対する解答だ。

　呪のろわれない人間に所有されていても、呪われた自分の《形質》そのものには変化がないのだ。《血を見たい》という欲求が消え去ることはないのだ──無む意い識しきのうちに、自分はそれを封じていた。それが限度を超えた証あかしが、この頭痛だった。

　この家を出たいという気分になっていたのも、そのせいかもしれない。血を見たいという欲求が高まってきて、それを無意識のうちに抑え込んでいて、それでも抑えきれずに頭痛という形で現れたから──家を出るしかない、と。

「は、は、は。なんと……あさましい」

　頭を押さえながら、どうしようもなく可お笑かしくなって、笑った。彼の血の色に下腹を疼うずかせながら、笑った。

　本当に、あさましいとしか言いようがない。誰だれが？　呪われた自分がだ。こんな幼子の血を見て、興こう奮ふんしている自分がだ。

「は……自分から、契約を交わしたのに、のう。何が、誇り高き刀じゃ。人を斬きるのに飽きたじゃ。ほんに、獣けものではないか。餌えささえあればそれでよい、ただの、獣ではないかっ……！」

　醜みにくい、と思ってしまった。

　彼は綺き麗れいで。自分は汚い。痛感する。

　あまりにも──不釣り合い、だ。

　羞しゆう恥ちを感じるほどに。

（では……妾わらわは、どうすべき、なのじゃ……？）

　答えは、心のどこかでは、もう既にわかっているような気がしていた。
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　切せつ子こ達と、ン・イゾイー達が、この場を離はなれてから。

　春はる亮あきはこのはと見つめ合っていた。今はもう、彼女は自らが脱ぎ捨てた和服を拾って着ている。それ一枚なので無防備感があるにはあるが、何にせよ全裸よりはマシだ。

　このはの瞳ひとみからは、なぜか、とても重苦しい重圧を感じていた。目が逸そらせない。

「あの人に、毒剣という噓うそをつかれてたとはいえ。春はる亮あきくん──ニルシャーキを殺す覚悟を、していましたか？」

　噓はつけない。正直に答えた。

「──ああ」

　このはの瞳が、揺らいだ。一気に力を失ったように。まるで今にも泣き出しそうに。

「春亮くんは、呪のろわれては、駄だ目めです。わたし達の、目標、なんですから」

「俺おれは……そんなに特別じゃ、ないよ」

「特別なんです。わたし達とは、絶対に、違います！」

　語ご調ちようを強め、それからこのはは自分の手をそっと見下ろした。春亮の肩を貫いた、その手を。

「わたし達には、罪があります。呪いという罪があります。既に、わたし達は呪われている──呪いだらけで、呪い塗まみれです……」

「それは……」

「それだけじゃありません！　わたし──わたしにも、叶かなわない願ねがいっていう呪いがあります。その呪いも解きたい、解きたい、解きたいのにっ……！」

　今まで見たこともない、不安定なこのはだと思った。原因は、きっと、彼女が見つめている手にある。この自分の命を掠かすめた、まだ僅わずかな赤さを残すその手にある。

「よく、わかんないとこもあるけどさ。呪いを解くんなら、いくらでも手て伝つだうって。前から言ってるし、これからも言うぞ。俺は、お前達の、味方だよ。ずっと」

　そう言っても、このははしばらく、何かに耐えるように俯うつむいていた。

「わたしは──取り返しのつかないことをしてしまいました。自分が本当に、呪いに近しいところにいるのだと再さい確かく認にんしてしまいました。覚えています。手に伝わる感触を。口に入った血ち飛沫しぶきの味を。耳に届いた悲鳴を。絶対に知りたくはなかったこと。忘れられたらよかったのに、なかったことにできたらよかったのに！」

　ぼそぼそとした呟つぶやきが、一いつ瞬しゆん、悲鳴のような語調に至って。

　けれどまた、静かに続く。

「それでも──消えない、んです。それはわたしにこびりついて、どうしようもなく、わたしを駄目にする。いえ、駄目になってしまえとわたし自身が思う。醜しゆう悪あくすぎる罪に対する罰。それは、わたしがわたし自身に対して思う悪意です。わたしがわたしに向ける呪いです。わたしは、もう、わたしを呪わずにはいられない……！」

　ぐっと、その手に力が込められたように、思えた。

「……もう、駄目なんです。春亮くんが味方だと言ってくれることに甘えては、駄目なんです。どうしようもなく、自分で自分が赦ゆるせないから。それを、見て見ぬふりして、我慢することなんて──絶対に、できないから。だから……」

　次に彼女が顔を上げたとき、そこにあったのは、何かを諦あきらめたような微笑ほほえみ。

　そして、ただならぬ気け配はいで、彼女は。

　手を持ち上げ、その手刀の先端を、自らの首筋に向けた。

「もう、終わりに、したいんです──」

　それを見ていた一同が、はっと息を吞のむ。まさか。そんな。

「ちょ……こ、このはっ!?」

「このはくん！　そんなのは駄だ目めだ！」

「このさん、待って、ちょーっと待って！　考え直して！」

　フィアは特に、驚おどろき以上に怒りを露あらわにしていた。眉まゆを寄せて、身を乗り出して。

「ウシチチっ……！　この、あほーめ！　何を考えておる！」

　フィアは、掌てのひらから出したままだった立りつ方ぽう鎖さをぎゅっと握にぎり締しめた。気絶した虎こ徹てつを拘こう束そくしているため、それを動かすことはできない。ただこのはを睨にらんで、

「お前は、私が初めて会った同類で──ライバルのようなもの、だ。気に食わん。ああそうだ、凄すさまじく気に食わん。しかし、だから、勝ちたいと思う。だから、お前に負けぬように、人のためになることを頑張ろう、とか思ってっ──」

　言葉が感情についていかないのか、そこで一度、ぐっとフィアは声を喉のどの奥に飲み込んだ。

「なのに……逃げるのか！　諦めるのか!?　一人ひとりで、先に！」

　フィアの、心からの叫び。強い感情が、紛れもない彼女の本心が感じられる言葉。




　──それでも。そんなフィアの言葉でも。

　このはが、自分自身に向けてその手しゆ刀とうを動かすのを、止めることはできなかった。
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　屋根の上で、夜空を見ていた。綺き麗れいな星空。多少見えにくくはあるが、何百年経たっても変わらぬものだな、と思う。そんなとき、

「なにしてんのー？」

　と、吞気のんきな声で、彼がこの屋根の上にひょっこりと顔を出した。自分がここにいるのに気付いて、わざわざ梯はし子ごを用意してきたのだろう。

　相変わらず、声に負けない間抜けな顔で。

　頭には、包帯を巻いていた。

「あのな。高いところから落ちてそうなったのであろうに、またこんなところに上りおって。お前は阿あ呆ほうか？」

「さすがに屋根からは落ちないよ。だって広いじゃん」

　その広い屋根なのに、なぜか、彼は自分の隣となりにぴったりと座ってくるのだった。そして星を見上げるのだった。

　自分は嘆息して、呟つぶやく。脈絡がないのは承知で。

「妾わらわは血が見たいのじゃ。お前にもどうにもできぬ、そういう呪のろいを持っておる」

　彼は怖がりもせず、また、予想外の反応を返してきた。

　きょとんと小首を傾かしげながら。腕をこちらに差し出してきたのだった。

「そうなんだ。じゃあ、斬きってみる？　呪われない人間の身体からだだったら。普通の人とは何かちょっと違うかもしれないよ？」

　それが、とどめだった。

「ふはっ……」

　我慢できない、笑いの衝しよう動どう。腹がよじれるとはこのことを言うのだ。

「はは、はっは、はっはっは！　くくくく、うははははははは！」

「ど、どしたの？」

　彼の驚おどろいたような視し線せんを感じながら、身をよじり、屋や根ね瓦がわらをばしばし叩たたき、笑い続ける。

　可お笑かしくて、可笑しすぎて、呪わしかった。

　この少年は──きっと、呪われているほどに、呪いとは遠いところにいる。その遠さが、自分にとっては呪わしく思えるのだ。けれど、呪いも、呪われないことも、彼にとっては等しく自然なことであるのに違いない。陽ひだまりの石のように、彼はただそこに在るだけだ。

「ふふー……んふっ、ふ、ひははっ……」

「うーん。笑い上じよう戸ごってやつなのかなあ？」

「うく、いやいや。このように腹の底から笑ったのは久しぶりじゃぞ。何百年ぶりかの」

　ようやく落ち着いてきた。笑いのせいで出てきた目め尻じりの涙を拭ぬぐいつつ、自分は彼の顔を横から覗のぞき込む。

「なあ──ぬしよ。真の主従関係に、なるか。いや、それすらも超えた関係に、なるか？」

「え？」

　問いかけるのは卑ひ怯きようだった。それは自らがそう思っているからに他ほかならなかった。

　彼と一つになりたい、と。呪いを笑い飛ばせるような強さに、温かさに、包まれたい。その幸福な愚かさを自分のものにしたい。全すべて、二人ふたりで一つになりたい。

「何をしておるのか、とさっき聞いておったな。考えておったのだ、と言ってもいいだろう。それが今ので覚悟が決まったというだけじゃ」

「どういうこと？」

　少しだけ、顔を近付けて。

「本当の契約をしよう。妾は呪いを解く。その代わり──」

　そのとき初めて、自分は、決めたのだった。

　今の自分を形作る根幹。新しい、存在意義。

　呪のろいを解いて。

　ただの人間のようになって。

　彼と共に──生きよう、と。

　だから、囁ささやき声ごえで彼に求めた契約の代だい償しようは、とても簡かん単たんなこと。




　──ずっと、ずっと、傍そばに。
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　そして、春はる亮あきは見る。

　このはの手しゆ刀とうが──彼女の髪を、ばっさりと断ち切ってしまうのを。

「え……？」

「わたしは──」

　同時に、このはの瞳ひとみから、ぽろり、と涙が零こぼれた。一つ。二つ。零れ続ける涙の数は数えきれない。

「わたしは、春亮くんを傷つけた自分が、絶対に、赦ゆるせません。でも、この思いも、諦あきらめられなくて。とても強い、叶かなわない願ねがいっていう呪い。その、未来に向かう呪いを、早く解きたいんです。もう、我慢し続けていたら、過去の呪いにっ……血に塗まみれていた自分という事実に、押おし潰つぶされてしまいそうだからっ……」

　散っている。彼女の髪が。零れ落ちる涙が。

　けれどその瞳は、まっすぐに、春亮に向けられていた。けっして外れることはなかった。

「これが、ただの我わが儘ままなのは、知ってます。でも──過去の呪いと、わたしがわたしに向ける現い在まの呪いは、本当に、わたしを危うくする。だから、前に進んで、今までの自分ではなくなって、塗り潰したいんです……これまでいた、自分をっ！」

　ひくっ、と喉のどの引ひき攣つれる音を一つ挟んで、

「こんな、髪くらいじゃ、気休めで、気分みたいなものでしかないですけどっ……それでも、少しでも、軽くなりたくて。わたしの足を縛しばりつける重みが、過去と現在の呪いが、少しでも感じられなくなるように」

「このは……」

「もう、無理なんです。呪いをまず解いて、傷つかないための壁かべを作ってから進むのでは、間に合いません。絶対に。だからもう、我慢するのを、終わりにしたいんですっ……」

　絞り出されるような言葉は続く。震ふるえ、掠かすれた、けれども不ふ思し議ぎな圧を持った声。

「……わたしは、我慢しないわたしに、新しいわたしに、変わるしかない。今までよりも強い呪のろいに飲み込まれつつあるわたしが、その呪いに対抗するためには、そうするしかなくて。ただの我わが儘ままだとはわかっているけど、そう、したくてっ……！」

　彼女の言葉の全すべてが理解できるとは言いい難がたかった。けれども理解したかった。このはが、こんなに剝むき出だしの感情をぶつけてくるなんてこと、今までにはなかったことだったから。

「何を──我慢してたんだ？」

「最後の、目標……叶かなわない願ねがいという呪いを……解こうとすること、です。それは……それはっ、つまりぃっ──」

　このはの声と表情が、さらにぐしゃぐしゃに崩れていく。子供のように。

　そして。

「わたしはぁっ……春亮くんが、すきなんですっ！」

　叫ぶように、怒ど鳴なるように、喉のどを引ひき攣つらせた声で、彼女は言った。春はる亮あきは、世界ががこんとピストン運動を始めたような衝しよう撃げきを受ける。このはは顔をくしゃくしゃにして叫び続ける。

「男と女として、主と刀として！　なんでもいいです！　この姉ねえなんてもう呼ばれたくないけど、呼びたいのなら、いいんです。それでもいいんです！　なんでもいいから、ただ、一つでいたいんです──あの約束を果たして、ずっと一緒に、傍そばにいたいんですっ！」

　このはは一歩、足を踏み出す。

「春亮くんと、お喋しやべりしたいんです。笑い合いたいんです。お茶を飲みたいんです。触ってほしいんですっ──」
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　また、一歩。

「春はる亮あきくんは、鈍にぶいからっ……もっと、言いますっ。わたしは、もっと、春亮くんと、いろんなことがしたいんです。手を握ってほしいですし、頭を撫なでてほしいですし、褒ほめてほしいですし、叱しかってほしいですし、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりもしたいですし、それからぁっ──」

　一際大きく、彼女が肩を震ふるわせて、拳こぶしに力を込めたように見えた。

「春亮くんと……せっくすだって、したいですっ！」

「あ──」

「もちろん……春亮くんの、赤ちゃんも……ほしい、です……」

　そして、気付けば、目の前にこのはの顔があって。

　涙に濡ぬれた目と、眼鏡めがねと、その唇が、さらに近付いてきて──




　とても柔らかな感触が、自分の唇の上に、生まれた。




　それは、どれくらいの時間のことだったのか。

　その柔らかな感触が、唇から離はなれる。

「……これが、これからの、わたしです」

　こちらの頰ほおを両手で挟み込んだこのはの顔が、やっぱり、すぐそこにあった。それは涙でぐしゃぐしゃになっていたけれど、何かが一周して振り切れてしまったかのように、その表情は、いつものこのはの笑え顔がおだった。だから余計に、今までしていたことが気恥ずかしくなった。

「呪のろいを解くためならいくらでも手て伝つだうって、言ってましたよね、春亮くん。そんなことを言った以上……覚悟してもらいますよ。このわたしの呪いも、なんとかして、くださいね……？」

　そうして、くすり、と喉のどを鳴らす。

　春亮は、彼女の顔をぽかんと見つめるしかない。そして突如、かーっと自分の頰に血が集まってきたのを感じる。今のは。つまり。そういうことなのか。なんで。わかるけど。なんで。どうすれば。唇。このはの、唇──

「ど……どどど、どっせぇぇぇぇーいっ！」

「ぐっはーっ!?」

　どかん、と身体からだの横に衝しよう撃げきを受けた。フィアがフライングクロスチョップで飛び込んできたのだ。フィアも顔を真まっ赤かにして、立りつ方ぽう鎖さの伸びる手をぶんぶんと無意味に振りつつ、

「は、ハハハハハハハレンチだ！　ハレンチ極まりないハレンチだ！　何を考えておるのか、呪うぞ、絶対呪うぞー!?」

「うち、何度目かの一生の不覚！　さすがに今日きようはカメラを持ってきちょらんかった！」

　黒くろ絵えはいつものように本気なのか何なのかわからないテンションで言っていただけだが、テンパり具合で言えば錐きり霞かもフィアと似たような感じだった。真まっ赤かな顔でぐいぐいと詰め寄ってきて、なぜか微妙なカタコト風味になって、

「このはくん！　それは！　ルール違反！　フライング──ば、馬ば鹿かげて、馬鹿げているっ！　本当に、馬鹿げているぞっ!?」

　錐霞に対しては、なぜかこのはは悪びれずに笑った。いたずらっぽく首を傾かしげて、

「ほっぺは上うえ野のさんが先に盗んだのに、ですか？」

「うっ!?」

　錐霞がぎくっとしたように身を退ひく。春はる亮あきにはよくわからなかったが、何やら二人ふたりだけに伝わるものがあるらしい。

「み、見ていたのか……」

「もう遠えん慮りよはしませんよ。立場は同じですからね」

　笑え顔がおで言うこのは。錐霞は呆あきれたように嘆息していた。

「そうか。うん、まあ、そうだ……それを求めていたんだ。正々堂々、やれるなら。そうだな、馬鹿げてはいない……」

　ぶつぶつ呟つぶやいている。なんとなく、春亮にもわかってきた。二人の複雑な関係性が。

　一番の問題は──そのこんがらがった事態の真ん中にいるのが、どうやらこの自分らしいということだったが。

「ぬぅぅぅ。このハレンチ空間の気け配はいはどうしたことだ……？」

　フィアだけは、口をへの字にして一同の顔をじろじろと眺め回していた。
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　虎こ徹てつはふと目覚め、驚きよう愕がくする。おんぶされて、運ばれていた。

「な──」

「起きましたか」

　髪が少しばかり短くなった、彼女の後頭部。それが自分の眼がん前ぜんにある。

「これは、どういう──!?」

「一いつ緒しよに来てもらいます。わたし達の家へ」

「誠……なにを、戯たわけたことを」

　素す早ばやく視し線せんを周囲に走らせる。夜や知ち春亮が、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが、人形が、ボンデージ服の禍具ワースを着た少女が、共に歩いていた。ちらりとこちらに視線を向けてはきたが、特に動こうとはしない。逃げようと思えば逃げられる、はずだったが──

「戯けたことではないですよ。虎徹、あなたはわたしの弟のようなものです。だから──」

「だから？」

「……そうですね、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズっぽく言えば。わたしの強さを教えてあげましょう、ということです。そしてそれ以外の理由もあります。言ってしまえば──わたし達というモノの結末を共に見届けましょう、と」

　彼女は首を捻ひねり、横目でこちらを見ながらそう言った。その横顔だけで、虎こ徹てつは悟ってしまった。この彼女は──最初に見たときの腑ふ抜ぬけた彼女であると同時に、また、この数日を共に過ごした彼女でもある、と。

「わたし達という、呪のろわれた刀というものが。今の時代に、どう生きていくのか。どう生きていけばよいのか……あなただって、今の世に生きているんです。いくら強くなることだけを見据えてきたとしても、まったく考えてこなかったはずがないでしょう」

「……」

　答えることを拒否し、代わりに、別のことを聞いた。

「拙せつ者しやがニルシャーキさまの仇かたきを討うとうとするとは、考えないのか」

「できるのならばどうぞ、という感じですかね。しかしもう、わかっているんでしょう？　今のわたしは、ちょっとばかり今までのわたしとは違いますよ」

　もう一度、彼女は首を捻った。眼鏡めがねの横顔。その隙すき間まに光る──見覚えのある、瞳ひとみ。

「簡単に言えばな……負けたのならば黙って従えということじゃ、虎徹」

「……誠、卑ひ怯きようなり。どちらの態度で接すればよいのか、わからぬ……」

「どちらでも。どちらもわたしです」

「く……強引、すぎる」

「弟にはちょっとくらい強引にやってもいい、と思うことにしました。安心してください、ちょうどそのポジションは昇格して空いてますからね」

「……？」

　よくわからなかったが。

　何にしても、もはや抵抗は無意味だろう、と虎徹は悟っていた。




　手中には二枚の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがある。春はる亮あきがニルシャーキから聞いた情報をもとにあの館やかたを探し、《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》の残ざん骸がいと共にゴミ箱で見つけたものだ。自分にとって最大級の価値を持つ物品。積せつ極きよく的てきに集めていこうと決意していたそれを二枚もゲットできたのは、非常に喜ばしいことだと言える。だが──今は、他ほかにも関心事があった。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手中で弄もてあそびながら。そして、前を歩く春亮の後ろ姿を気にしながら、フィアは黒くろ絵えと話をしている。

「ふぃっちー、今回はいつもよりいっぱい怪け我がしちょったと思うけど、大丈夫？　どこか痛いところとかない？」

「ゼンゼン大丈夫だ、気にするな。少なくとも、白髪しらがになっておるほどエネルギー不足な今のお前に頼らねばならん状況ではないわい」

「全部真っ白になったわけじゃないから、まだちょっとぐらいは使えると思うけどねー」

「というかだな、確たしかに今回は怪け我がが多かったというか、バトルではあまり活かつ躍やくできなかったかもしれんが、それは──その、単にちょっと調ちよう子しが悪かっただけだぞっ。いろいろ考えることが多かったし、基本的に目の前で目障りなものが揺れておったからそっちに意い識しきがいってしまって、集中力が途と切ぎれがちになったりしてだ！」

「……うん。うちもそうじゃったし、みんな同じじゃと思うよ。相手側に立っちょる姿が見えるだけで心がザワザワしちょったからねえ。全体的に戦いにくかった」

　ひとしきり、そんな会話を交わしてから。

　頃ころ合あいを見計らい、声のボリュームを落としてひそひそと本題に入る。

「ところで、だ。その──アレだ。みんな、アレ……きす、とやら……しておるの、だな」

「いやー、このさんの大胆さにはびっくりしたねえ」

「一応聞くが、その、クロエ。まさかお前も春はる亮あきにしたことがあったり──」

「そう言えば、あるね。デコチューじゃけど」

「なんとっ。デコチュー、が何を意味しているのかはわからんが……そうか……い、いや、私だってしたことあるしな？　別にフツーだな？　まあその、箱の姿ではあったが」

　何にしても、とフィアは思い出す。このはの、感情を剝むき出だしにした叫び。

　あれが、告白、というものなのだろう。嵐あらしのように強烈だった。凄すさまじいエネルギーを必要とする、女にとって最大の、一世一代のイベントのような感じだった。これは以前に渦か奈なか誰だれかが言っていたことだが。

　そして──それは、この自分にも何かおかしな変化をもたらしているようだった。

　あのときの二人ふたりの姿を思い出すと、どうしてか、不ふ思し議ぎなことになる。

（う……）

　胸の奥が、ずきりと、痛んで。

　悲しいような、泣きたくなるような、叫び出したくなるような──

　そんな気持ちになってしまうのだった。

（ふん。あの、ウシチチ、め……ハレンチ小僧も、ハレンチ小僧だ……）

　このはの告白という嵐によって吹き上げられた小さな刃やいばの欠片かけらが、その余波で飛んできて、無防備な自分の奥底に刺さってしまっている──そんな感覚。

　刃の欠片が残ったままなのだから、これは容易に消え去るものではないだろう。時間が経たてば消えるというものではないだろう。

　まるで──呪のろいのような、傷だ。

　フィアは歩きながら、腕組みをするふりをして、そっと自分の胸を擦さすった。

　この傷を、治すには。

　突き刺さった刃やいばの欠片かけらを取り除くには、いったい、どうすればいいのだろうか……？




　するすると黒くろ絵えは歩ほ調ちようを調節し、錐きり霞かの横につく。

「うちの予想によると、きりりんも返事待ちじゃない？」

「ふふ──君には噓うそをついても無む駄だだろうな。前にも言った気がするが」

　あっさりと認め、錐霞は肩を竦すくめる。声を潜ひそめて、

「気持ちは、伝えたよ。ちゃんとな」

「おほー。いいねえ。で、一応言っちょくと、不公平じゃと感じるんなら──ええと思うよ？」

「何がだ？」

「前に……バレンタインぐらいのときかな？　言ったこと。このさんはうちでいつも一緒じゃけど、きりりんはそうじゃない。そこをフェアにする手もあるよ、ってこと。こてっちゃんを加えても、部へ屋やはまだ空いちょる」

　そんな黒絵の言葉に、

「さあて……どうするかな……」

　錐霞は、そんな曖あい昧まいな答えを返しておくに留とどめた。

　今は、まだ。
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「いやはや、無事に済んじゃったねえ。よかったよかった、と思っておこうか」

「室長。約束を果たしてもらえるでしょうか。見返りをいただきたく思います」

　以前と同じ室長室で、ン・イゾイーとアマンダは拍ぱく明あきと対たい峙じしていた。

　ン・イゾイーは考える。今回、自分は本当にただの傍ぼう観かん者しやだった。

　まだいろいろ借りがあるような気がする彼女達に、その借りを返すことはできなかった。

　だから──せめてもの罪滅ぼしとして。

　自分ではなく、彼女達のもっとも知りたい《未知》を、手を出さずに最後まで裏方に徹てつした見返りとして要求しようと思った。直じかに聞こうとして、よく考えれば聞くまでもないなとすぐに悟れてしまうくらいの、彼女達の最大の関心事。

「よしどうぞ。なんでも来いだ。どんな未知を既知にしたいんだい？」

　では、とン・イゾイーは尋たずねた。

「──彼女らの呪のろいは、解けるのでしょうか？」

　それは概念的な、気休めとさえ言える未知。けれど、これが最も、彼女達が必要としていることのはずだった。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの主が断言したという事実があれば、それは彼女達が迷いなく先に進むための、何よりの推進剤となるだろう。中には、そのお墨付きをあまり快く思わない人間もいるかもしれないが。

　その通り、拍ぱく明あきは断言してくれる──

　ン・イゾイーの想定とは、まったく逆の形で。

「もし、その《彼女ら》が、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブのことを含めて言っているのなら……」

　机の上で、その細い手の指を組みながら。

　その顔に、ひどく面おも白しろそうな笑えみを浮かべながら。

　拍明は言った。




「──彼女の呪いは、解けない。絶対にだ」
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　ようやく、夜や知ち家けに辿たどり着いた。

　しかし春はる亮あきはふと違和感を覚える。門の鍵かぎが開いていたのだ。

「俺おれ、出るとき、鍵締しめた……よな。まさか、泥どろ棒ぼう……？」

　慎重に家の敷しき地ちに入る。なんと玄関までもが開いていた。

「何か音がするぞ。気をつけろ」

「これは……テレビの音、ですかね……？　ちょっと虎こ徹てつ、そろそろ降りなさい」

「拙せつ者しや、乗せろと言った覚えはないのだが……」

　足音を忍ばせて廊下を進み、居間の前で一息。顔を見合わせて、タイミングを計る。そして一気に──

「誰だれだっっっ！」

「……へ？」

　居間に突入。そこにいたのは、やはり見覚えのない人間だった。年ねん齢れい不詳の美女だ。二十代にも三十代にも見える顔つき、身体からだつき。そこで錐きり霞かがはっと顔色を変えて、

「夜知、こいつだ！　私がこの家の前で見たのは！」

「何だって!?」

「えーっと……まあ、とにかく、おかえりー。座ったら？」

　謎なぞの女はまったく焦る様よう子すもなく、ぱすぱすと近くの座布団を叩たたいたりしていた。というか今気付いたが、テレビを勝手に見ているだけでなく、お茶まで淹いれており、さらに、

「あーっ！　私が大切に取っておいた京きよう都と限定おせんべがーっ!?　こ、この──春亮！　こいつは極悪人だ、間違いない、今すぐぶちのめそう、生まれてきたことを後悔するぐらいの辱はずかしめを与えてやろう！　な、な!?」

「な!?　じゃねえよ、物ぶつ騒そうすぎる！　ていうかほんとに誰だれ──です、か？」

　言葉が尻しりすぼみになってしまったのは、ふと、その顔に違和感を覚えたからだった。どこか、親しみやすさを受けるような。どこか、知らないはずなのに知っているような。

　普通に鍵かぎを開けて家の中に入っている。焦ることなくテレビを見たりお茶を飲んだりしている。ひょっとしたら、自分が知らないだけで、以前にこの家に来たことがある人なのではないだろうか。たとえば──自分が生まれるよりも前、とか。

　ぱり、と手に持っていた煎せん餅べいを嚙かみ砕いた彼女が（あー！　とまたフィアが悲鳴を上げた）、ショックを受けたようにその手を口元に当てた。長い睫毛まつげを震ふるわせて、

「誰、って……噓うそでしょ？　悲しいっ。まさか忘れちゃったの？」

　そう。ひょっとしたら。本当に、ひょっとしたら。

　この、女の人は。自分の、お母かあ──

　そこで眼がん前ぜんの彼女は、びしりとこちらの鼻先に人差し指を突きつけてきて。

　実にわざとらしく、ぷくー、と可愛かわいくほっぺたを膨ふくらませて怒りながら、言ったのだった。




「父親の顔を忘れるなんて、ひどい息子むすこねっ。春はる亮あき！」




『……は？』







　あとがき




　できるだけ早めにとか言っておきながら、ずいぶんお待たせしてしまいました……お久しぶりです、水みな瀬せです。[image: ]-シーキューブ-[image: ]巻をお届けします！

　いやホントにお待たせしすぎですね。なんで前の巻から七ヵ月も間が空いてしまったかと言えば──まあ、いろいろあったのです！（←強引なまとめ）

　あ、別にアニメが終わって燃もえ尽き症候群になってたというわけではありません。逆に限定版特典やら十三話の脚本とか盛り上がってモリモリ書いてたのが一因という説もなきにしもあらず……みたいな。そのほかにも時間が空いてしまった理由はいろいろあったのですが、とにかく無事にこの本を世に送り出すことができて私自身ほっとしております。

　というわけで今巻の話。

　新キャラ──かどうかはともかく、新乳はインディアン的無防備乳！　裸ワイシャツ的なハレンチ属性だと考えてくださって結構でございます。ていうか私は裸足はだしキャラが好きです。ン・イゾイーの時点でバレバレかもしれない。なんか健康的でステキじゃないですか。

　本ほん編ぺん未読の方もいらっしゃると思うのであまり多くは語りたくないのですが、話の内容的には勿もち論ろん、今までさんざん地味だの無む駄だ乳ちちだの言われて不遇だったあの人メイン回。いろいろな意味でやりすぎたような気もするのですが、彼女は今まで十三巻もの間ずっと我慢してきたのだ……許してくれたまえ……

　といったところでページも残り少なくなってきました。お世話になった方々に謝しや辞じを。

　絵師のさそりがため様。退院されて早速のお仕事、お疲れさまでした！　これからもお体にはお気をつけください！　担当湯ゆ浅あさ様。アニメのオマケやら何やら、いろいろご迷惑をおかけしました……今後は本編に集中して頑張ります。アニメのスタッフ、キャストの皆様──アニメのおかげで、この[image: ]という作品を私が想像もしていなかったほど多くの人に知ってもらうことができました。それだけでなく、声と絵のせいで私の中でのフィア達の存在感も超絶パワーアップ。台詞せりふを書くと田た村むらさん達の声が思い浮かぶし動きを書くとちょこまかするフィア達が見えるような気がするし、と執筆にも良い影えい響きようを受けております。本当に、アニメからは素敵すてきなものをたくさんいただきました……ありがとうございました！

　そして勿もち論ろん、この本を待っていてくださった読者の皆様にも大感謝を！

　お話がぐいぐいと動いていることから薄うす々うす予想がついている方もいらっしゃるかもしれませんが、この[image: ]-シーキューブ-という物語も、そろそろ終わりが近付いてきている気け配はいです。具体的にはあと二、三冊と言ったところでしょうか。最後まで全力で書ききりたいと思っていますので、どうか最終巻まで引き続きお付き合いいただけると幸いです。

　それでは、また次の巻にて。今度こそ、あまりお待たせせずにお届けしたいと思います！





水瀬葉は月づき









水みな瀬せ葉は月づき

写真はお着替え中のフィアに後ろからにじり寄っている作者の図。髪の躍動感、完璧なお尻のライン、パンツの紐が解ける刹那の煌めき……これはとてもいいものだ！　そしてあとがきにも書きましたが、[image: ]もそろそろラスト間近。最後までよろしくお付き合いを！

[image: ]




さそりがため

ホームベーカリーという文明の利器と同居はじめました。

家で焼くパンが美味しすぎてパンを買わなくなりました…







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「さそりがため先生」係
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水みな瀬せ葉は月づき
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/img-009.jpg
&
—N

=¥a=7"
CubexCursedxCurious ///
-7“






item/image/cover.jpg
e
~Y=F1-T7-

CubexCursedxCurious

=D 'R
\ ,3\} N 2 o
/

A

-’

—

Qe
=

\ »n

N+
=t
Q
(s
]
3
=
=
D
)
gi






item/image/kuchie-004-005.jpg
0
QR

[TZREHUH6 IO HE R S8\
R HeERR W

B ROBRELUBEEOY XA’
RINDITLIIKOMIE R

N\

ez HiEg £ 7D

ROt s S )

=il
ot
AR,
' £z
2N
’\
N\
ﬁiﬁ\\x

Scene(2

WYv—F0D1E

f&h"th:t‘)
DEBSTNB,

REWER
FEOU DB DR ZD
FHERRETIOR

EALLMONIEBSF

7o

Wv—F
BB, RAGADE

KR DRENE -
~BENOBT, EfF

i, RMEBEI
HTOREFHRICLIZ





item/image/img-photo.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/img-355.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
TCE

B
AtuSHER )

S f
&0

FCHi
oS Uil gt

73
\ ?
b
‘i\\_






item/image/img-028.jpg





item/image/img-067.jpg





item/image/img-265.jpg
\

‘ | — \ \ : "/////I///
: \ A\ ~
.~
il

\} ‘\ P i -
hy ‘
’ \\\ \‘ .""””’ ,'::\ :
\\\\\\‘;\lg\ I '}}',{.',.?.'._'///////(/d -
i L

\

‘

\\\\\\ \






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章「彼女という悪夢。その現状」
"The blade - It' s solitary."



		第二章「弱者という愚物。その罪過」
"The blade - It' s ferocious."



		第三章「騎士という暗黒。その意義」
"The blade - It' s two-faced."



		第四章「錬磨という前進。その恐怖」
"The blade - It' s heavy."



		第五章「明日という未来。その眺望」
"The blade - It' s too sharp."



		第六章「願いという呪い。その末路」
"The blade - It' s (un)breakable."



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-213.jpg





item/image/img-177.jpg





item/image/gaiji-1002.png
CB





item/image/kuchie-001.jpg
ub
by
)

C u b e x

7 ,/ A
Zill |
G"G“ISG“?‘G“I‘B“S {H

ﬂ»,ﬂul— {
i1 |||,|I1ﬁk

K#FER

N5
ustration ZZDH7z8%

’4} \ 3
d \ N\ N
AR
)

~ y;*) ;
uhexCur el_lx!:urinus cub
L

7N
exﬂursg!*c\uﬂous

b
\(

C ur s
e d x € u r i
r i o u s





item/image/gaiji-1003.png





item/image/img-093.jpg
NN






item/image/kuchie-008.jpg
@9 SB[, ZOBLR |

[ "The blade - It's solitary."

SO0

@ B[ GEREVS BRI, Z D5 |

"The blade - It's ferocious."

(to ents @ im0

SRIUTE[ SRIEE R o Z DM |
"The blade - It's heavy."

@ BREIHEVIR K Z OB |

"The blade - It's too sharp."

AFE[FAEVBHB, ZD KB |

@, "The blade - It's (un)breakable."

2

SO

-Y=F1~7-

CubexCursedCurious

Designed by Toru Suzuki





item/image/gaiji-1010.png





item/image/kuchie-006-007.jpg
RUM.EEIGBSLT
EECDIBZRETSD
EHRBEZTTLTLSD

Btk Z DR FICIIE
SEI5BHN 0






